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疑心


元亀元年（一五七三年）　八月中旬　　　山城国葛野・愛宕郡　　室町第　　三淵藤英






「公方様、丹波は如何いかがなさいます。このままで宜しいのでございますか？」


問い掛けると公方様が顔を顰しかめられた。丹波は昔から親足利の色の強い国だった。三好の支配を撥はね返した事も有る。


「どうにもなるまい。一色が滅び本願寺が動けず播磨も一つに纏まらぬ。これではの、左京大夫達も動かぬ。丹波は見殺しじゃ」


「……」


「まあ丹波は攻め辛い場所じゃ。大膳大夫も簡単には攻め獲れまい。その事に期待するしかないの」


不本意そうな御顔だ。御自身の無力さに苛立ちを感じておいでなのだろう。


「丹波が朽木の物となれば次は……」


「うむ、本願寺よ」


「本願寺は長島の敗残兵を受け入れ混乱していると聞きます。時が必要ではございませぬか？」


暗に丹波に支援が必要ではないかと申し上げると公方様が眉を顰ひそめられた。


「大和守の言う事は分かる。だがの、現実に手の打ちようが無い。それに本願寺も朽木を目の前にすれば混乱も収まるのではないか？」


「かもしれませぬ」


本願寺は大名とは違う。阿弥陀の教えで心を一つにする者達だ。朽木の調略も簡単には通用しないであろう。おそらく攻防は長引く。


「本願寺が耐え毛利が西へと進めば……」


公方様が満足そうな笑みを浮かべられた。


「左京大夫達も兵を起こそう。西国、畿内が反朽木で纏まれば上杉、織田も考える筈じゃ」


朽木は日ノ本の中央に領地が有る。つまり四方に敵を抱えやすいのだ。今は上杉、織田が味方になっているが彼らが敵になればあっという間に窮地に陥るだろう。


「その時が楽しみでございますな」


「そうよの、楽しみじゃ」


公方様が口元を扇子で隠して〝ほほほほほほ〟と御笑いになったが直ぐに表情を改められた。


「左近衛権少将などと増長しおって、成り上がり者が！」


「真、許し難き事にございます」


朽木は宇多源氏の流れとはいえ京極、六角等の名門では無い。元は八千石の小身でしかなかった。足利将軍家に忠義の家だからこそそれなりに扱われてきたのだ。それなのに大領を得るや幕府を蔑ないがしろにするようになった。何とも許せぬ事だ。


「朝廷もあの男の銭に媚びるとは浅ましい事よな」


公方様が吐き捨てられた。あの男が増長するのも朝廷の態度に一因が有る。如何いかに困窮しているからといって何故あの男の銭に媚びるのか。公方様を征夷大将軍として認め幕府の権威を立て直せば自然と銭は幕府に集まるではないか。そうなれば朝幕の関係も上手く行くというのに……。唇を噛み締めていると〝大和守〟と声が掛かった。


「少々不安な事が有る」


「と申されますと？」


「予の傍に朽木に通じる者が居るやもしれぬ」


「……」


公方様がジッと私を見た。視線が強い、かなりの確信が御有りの様だ。


「大和守は有り得ぬと思うか？」


「……そうは思いませぬ」


有り得ないとは言えない。朽木からは禄も得ているのだ。靡なびく者が出てもおかしくは無い。実際に幕臣の中には親朽木の姿勢を示す者が居るのだ。その中に朽木に通じる者が居てもおかしくは無い。


「何方をお疑いでございましょうや」


「……一色式部少輔じゃ」


「まさか……」


まさかと思った。式部少輔殿は反朽木感情の激しい人物だ。その式部少輔殿が？　私に弟の兵部大輔が怪しいと言った人物でもある。信じかねて公方様を見たが〝真じゃ〟と御言葉が有った。


「時折の、酷く冷たい眼で周囲を見ておる」


「……」


「あれは蔑んでいる眼じゃ。何故そんな眼をするのか」


公方様がまたジッと私を見た。


「朽木に通じている、そう御考えなのでございますな」


「うむ」


もしやすると私は式部少輔殿に煽られたのか？ だとすると幕臣達の離間を計ったのかもしれぬ。


「分かりました、某も式部少輔殿には注意致しましょう」


公方様が頷かれた。


「他にも気になる者が居る」


「伊予守殿を御疑いにございますか？」


公方様が苦笑なされた。


「いや、あれは忠義者じゃ。予のやる事に反対はしても裏切りはすまい。不愉快ではあるがの。左近大夫将監も予を裏切るまいな」


ホッとした。御疑いは伊予守殿、左近大夫将監殿では無い。となると……。公方様が表情を改められた。ジッと私を見ている。


「兵部大輔じゃ」


「……」


やはりそうか……。


「確信が有るわけでは無い。裏切ってはいないのかもしれぬ。だが兵部大輔には周囲を窺う様な所が有る。そうは思わぬか？」


「弟は他家に養子に出ました故……」


公方様が頷かれた。


「それ故かもしれぬの。だが気になる。大和守よ、頼んでよいか？」


頼むとは見極めろという事だろう。断る事は出来ぬ。断れば私も疑われる事になる。


「……承知致しました」


公方様が満足そうに頷かれた。気の重い役目だがやらねばならぬ……。






元亀元年（一五七三年）　八月中旬　　　近江国蒲生郡八幡町　　八幡城　　朽木基綱






「今年は今一つ天候がよろしくありませぬ。凶作とは言いませぬが不作は避けられぬかと存じまする」


農方奉行の長沼新三郎の報告に評定の間では彼方此方から溜息が聞こえた。天候が良くない、要するに冷害というわけだ。確かに今年の夏は過ごし易い感じがする。参ったわ、朽木は四公六民で年貢は安い。それに朽木の百姓は米だけに頼っているわけじゃないから百姓が年貢で苦しむ様な事は無いだろう。だが米の収穫が少ないのは面白い事じゃない。軍事行動にも影響は出る。


「特に加賀、能登が酷いという報告が上がっております。両国は不作を免れませぬ。凶作にならぬ事を祈るばかりにございます」


俺も溜息を吐いた。加賀と能登？　加賀は俺が一向門徒を根切りにして百姓を減らした国だし能登は畠山が悪政を布いて百姓を減らした国だ。一生懸命元に戻そうと頑張っているのに不作とか凶作だなんて……。俺って不幸だ。


「新三郎、もう少し詳しく頼む。加賀、能登が酷いと聞いたが他は如何なのだ？」


「はっ、越前、若狭、丹後、北近江も不作になる可能性は強うございます。平年並みの収穫が期待出来るのは南近江、伊勢、伊賀、志摩、摂津といったところかと」


なるほどな、日本海側が駄目という事か。それにしても朽木の領土はどちらかと言えば日本海寄りだな。北陸が不作は痛いわ。


「頭の痛い事だな」


俺の言葉に皆が頷いた。


「御天道様が相手では如何いかんともし難い。今年は不作だという事を受け入れよう」


また皆が頷いた。


「気を付けなければならぬのは新たに朽木領になった丹後、それに加賀と能登だ」


三度皆が頷いた。丹後は一色氏の支配下にあった時に悪政で酷く痛めつけられている。そして能登、加賀は新しく移住した者達が居る。ここは気を付けなければならない。


「新三郎、これから穫り入れまでの間、丹後、加賀、能登に人を張り付けてくれ」


「はっ」


「特に丹後だ。丹後の百姓達は一色の悪政で疲弊していよう。朽木は四公六民だが冷害ともなればそれでも負担に思うかもしれぬ。その時は税を三公七民にまで下げても良い」


ざわめきが起きた。


「御屋形様、宜しいのでございますか？」


公事奉行の守山弥兵衛が問い掛けてきた。心配そうな表情をしている。


「構わぬ」


「丹後の国人衆が不満に思いますぞ」


朽木の直轄領の百姓は優遇されている、それに比べて自分達はと国人衆の支配下にある百姓が不満を持つ。それは国人衆の不満になると弥兵衛は心配している。


「その時は国人衆も三公七民にまで税を下げさせればよい。不足分は朽木が補う」


シンとした。皆が俺を見ている。


「平九郎、その程度の銭は有るだろう？」


「勿論にございます！」


平九郎が意気込んで答えた。こいつ、銭を使いたくて仕方ないらしい。もっとも銭の価値が分からない阿呆の為には銭を使いたくないという面白い性格をしている。特に嫌がるのが義昭への献上品だ。一昨年の義昭への献上品が太刀、鎧、馬、鉄砲になったのは平九郎の強い意向による。平九郎によれば義昭は家柄自慢の銭の価値が分からない阿呆なのだそうだ。俺も同感だ。


「加賀、能登には新たに移住させた者達が居るな。その者達は三年間税の支払いを優遇するとしたが今年はその三年の中に含めなくて良い」


此処で手厚く保護しておけば評判になる筈だ。この後加賀、能登への移住を募集すれば喜んで手を上げる者が出て来るだろう。朽木は百姓を兵に使わない。だが百姓が多い方が生産力が上がる。生産力が上がれば雇える兵も増えるのだ。百姓を疎かには出来ない。


新三郎からの報告が終わると殖産奉行宮川又兵衛が〝次は某が〟と言った。相変わらず太っているな。もっとも彼方此方歩き回っている所為か不健康な感じはしない。日焼けして精力的な感じがする。


「北近江、若狭の椎茸栽培は順調にございまする。昨年の暮れから越前、南近江で栽培に取り掛かっております。越前、南近江で本格的に採れるのは来年以降になりましょう」


満足そうな表情だ。順調らしい。北近江の安養寺三郎左衛門尉、雨森弥兵衛も満足そうだから又兵衛の報告に嘘は無いと見て良い。又兵衛は今年の暮れから加賀、能登、伊賀、来年から伊勢、志摩、摂津で栽培したい。その後で丹後、丹波に広めたいと言った。まあその頃には丹波も朽木領になっているだろう。


「御屋形様」


「何だ、又兵衛」


ニコニコしているから悪い報告ではないな。


「若狭で椎茸が採れるようになった事で明、南蛮の商船がこれまで以上に小浜の湊に集まる様になっておりまする」


「そうか、良い事だな」


又兵衛が嬉しそうに頷いた。鯰江の伯父御も大喜びだろう。宇津の討伐戦では働いて貰ったからな、何よりだ。


「若狭にも蒔絵まきえ、螺鈿らでんを広めたいと考えておりまする」


「良い考えだな、流石は殖産奉行だ」


褒められて益々又兵衛が嬉しそうな顔をした。客が来るのだ、産物を多くしてドンドン売れば良い。その事が更に客を呼ぶ。


「つきましては若狭にも専売所を作りたいと考えておりまする。如何でございましょうや？」


専売所か、気付かなかったな。そうだな、敦賀に有るのだ。小浜に有っても可笑しくはない。いや有るべきだ！　小浜は敦賀よりも京に近い、京が朽木の勢力範囲になったのだ。その事をもっと重視すべきだ。此処は一番、又兵衛を大声で誉めてやろう。膝をポンとたたいた。


「うむ、見事だぞ、又兵衛！　そうだな、小浜の湊を有効に使うには専売所が要るな。其処に気付くとは流石よ。平九郎、銭の用意だ！」


「はっ、評定の後に又兵衛殿と打ち合わせまする」


平九郎が嬉しそうに答えた。又兵衛は顔を真っ赤にしている。褒められて嬉しいらしい。相談役の下野守が可笑しそうにしていた。朽木って妙な家だよな、商売大好き、交易大好きなんだから。


「それと伊勢の大湊にも」


「大湊？　専売所か？」


問い掛けると又兵衛が頷いた。大湊か、砂糖だな。なるほど、北の海産物を扱わせて砂糖と交換させるか。となると敦賀、若狭の専売所から大湊の専売所へ海産物を送る事になるな。そして大湊から砂糖を送る。それが蝦夷地へと行く。なるほど、若狭に専売所を作るのは明や南蛮の為だけではないか。又兵衛に確認すると〝御明察〟と嬉しそうに答えた。なんだかなあ、主君を試すなよ。


「良いぞ、大湊にも専売所を作ろう」


宣言すると又兵衛と平九郎が〝有難うございまする〟と頭を下げた。何で平九郎まで？　と思うのは野暮なんだろうな。一息入れようという事になって秋葉九兵衛、千住嘉兵衛、町田小十郎、葛西千四郎に茶を用意させた。皆の前に焙じ茶と茶菓子が出されていく。皆が妙な顔をしている。理由は簡単、今日の茶菓子はカステーラだ。


「御屋形様、この茶菓子は……」


不思議そうな表情で大叔父が訊ねてきた。和菓子にはこんなスポンジみたいな菓子は無いからな。そりゃ不思議だろう。


「カステーラと言って南蛮人が献上してきた菓子だ。珍しい物だからな、皆で食べようと思った」


ざわめきが起きた。南蛮人だって菓子は食べるぞ。


「大丈夫でございましょうか？」


田沢又兵衛が首を傾げている。


「安心しろ、既に俺が食した。なかなか美味であったな。皆も食べるが良い」


半信半疑で顔を見合わせている。困った奴らだ。一口カステーラを口に入れた。〝御屋形様！〟という声が上がったが手を振って黙らせた。うん、美味い。焙じ茶を口に運ぶ。甘さが奇麗に取れた。〝美味いぞ〟と言うと漸く皆がカステーラを手に取った。







    
  
  




皆が恐る恐る口に運ぶ。臭いを嗅いでいる奴も居る。まあ初めてだから仕方ないか。


「うむ、これは」


「いや、なんとも」


「焙じ茶が合う」


声が上がった。皆も美味いと理解したらしい。可笑しかった。下野守は眼を閉じてうっとりした表情でカステーラを食べている。こいつは厳めしい顔をしているが甘党なのだ。殖産奉行の宮川又兵衛は名残惜しそうにカステーラの乗った皿を見ていた。多分一口で食べたのだろう。


「宮川又兵衛」


俺が呼びかけると慌てて〝はっ〟と畏かしこまった。


「南蛮人からカステーラの造り方を聞き出せ。そしてこの国でカステーラを造るのだ」


「はっ」


「近江には珍しい菓子が有ると評判になるぞ。皆も喜ぶ」


「確かに」


又兵衛が力強く頷いた。


「頼むぞ」


「はっ」


誰も反対しなかった。いや嬉しそうな顔をしていた。そうだよな、甘い物は皆好きだ。これでこの国にも牛乳、砂糖、小麦粉を使った菓子が誕生する事になるだろう。







選択


元亀元年（一五七三年）　八月中旬　　　丹波国氷上郡氷上村　　氷上城　　村雲彰正






氷上城内の一角に小さな庵の様な建物が有った。


「村雲甚右衛門にございまする」


声をかけると屋内から〝入るが良い〟としわがれた声が掛かった。太刀を鞘ごと腰から抜くと右手に持ち〝御免〟と声をかけて屋内に入った。中にはこの城の主、波多野美作守宗長様が一人で座っている。我ら丹波忍び村雲党が波多野家の当主左衛門大夫秀治様から命を受ける事は無い。命は常に御分家の美作守宗長様から下される。そして美作守様に会う時は何時もこの庵を使い、他者の介在を許さぬ。此処で話される事は美作守様と我らだけの秘密だ。


屋内は薄暗かったがそれでも沈痛な表情をしているのが分かった。美作守様の前に坐り太刀を右手に置いた。


「やはり朽木は八月の末には軍を起こすそうでございます」


「そうか、間もなくじゃな。丹後攻めも入れれば年に三度の出兵よ。我らには想像もつかぬ事じゃ」


美作守様が首を横に振った。


「伊勢、能登でも行っております。朽木にとっては珍しくも無い事なのでございましょう」


「そうじゃの、銭で雇った兵か。便利な物よ、無理が効くわ」


美作守様が溜息を吐いた。百姓兵ではそうは行かぬ。特にこれからの時期は稲の刈り入れ、一番重要な時期になる。普通の相手なら戦は無い、だが朽木にはその常識が通用せぬ。


「兵糧の蓄えは如何にございますか？」


「近隣から米を買い入れたが時期が時期、高いわ、大分散財した。だが背に腹は代えられぬからの。しかし何時まで持つか……。朽木の狙いはこちらの米であろう」


「おそらくは」


刈り入れ前の稲を刈り取ってしまえばこちらには収入が無い。今年は戦えても来年食う米が無ければ戦えぬ。美作守様は大分散財したと仰られた。来年は米を買うための銭も無かろう。それに今年は冷夏で米の収穫は期待出来ない。近隣諸国から米を買う事は不可能に近い。


「本願寺は如何であった」


「やはり門徒達のごたごたは未だ収まらぬようにございます。美作守様は如何でございましたか？」


美作守様が首を横に振った。


「顕如殿から返事が届いた。今摂津で事を起こすのは難しい、来年ならと書かれてあった。そなたの調べとも一致するの、援護は望めまい」


「その本願寺でございますが朽木の手が伸びているようにございます」


美作守様が此方をじっと見た。


「八門か？」


声が低い。


「おそらくは。或いは伊賀かもしれませぬ。来年も当てには出来ますまい。その御覚悟が必要かと」


美作守様が溜息を吐いた。


「嫌な事をするの、刈れるか？」


「なかなか、難しゅうございまする」


「やれやれ、丹波村雲党でも手に余るか。八門、伊賀、手強いの」


黙って頭を下げた。朽木の八門、戦働きや暗殺はせぬようだが探索、流言飛語、調略等に長けている。なによりも戦慣れしているのが厄介だ。元は丹波に集落を構えていたようだが何時の間にか消え失せた。おそらく我らと戦う事になると判断しての事であろう。余りの手際の良さに驚いた覚えが有る。常に戦える状態にあるのだろう。当然だな、朽木の兵は何時でも動く、ならば忍びも同様であろう。気の緩む時は無い。


「本願寺が動けぬとなれば播磨も難しかろうな」


「摂津には三万を越える朽木の兵がおります。簡単には動けますまい」


「唇欠ければ歯寒しと言うが……」


「寒くなるまでは分からぬようで」


「手強いのう、手強い」


美作守様が溜息を吐いた。摂津と播磨の国境には一万に近い朽木勢が展開している。別所、小寺、赤松、いずれもそれを無視出来ずにいる。朽木は調略、兵を使って丹波の味方になり得る存在を動けなくした。丹波は紛れも無く孤立したのだ。もはや赤井、波多野を中心とした丹波の国人衆達の団結にかけるしかない。


「朽木の攻め口は？」


「山城と丹後になります。山城からは丹波口より近江少将様が、丹後からは明智十兵衛が攻め込みましょう」


「やはりの、丹後攻めは丹波攻めへの布石であったか。そうではないかと疑ってはいたが……、予想が当たっても嬉しくないの、外れて欲しかったわ」


美作守様がほろ苦い表情で御笑いになった。


「あの時、無理攻めしてくれればの。赤井の協力を得られた。だが丹後からも攻めてくるとなれば赤井も己おのれの事で手一杯であろう。手強いのう、一つ一つ潰しに来る。派手さは無いが手強いわ」


「……」


「唯一の救いは赤井が関白殿下の妹御を離縁した事よな。これで赤井が裏切る事は無かろう。後ろは気にせずに戦えそうじゃ」


「……美作守様、今からでも朽木に恭順きょうじゅんするという事は出来ませぬか？　このままでは……」


美作守様が〝無駄であろう〟と首を横に振った。


「儂は何度もその事を左衛門大夫様に御奨めした。川勝の事を見ても朽木は決して仕え辛い主ではない。これまで朽木に粛清された者と言えば伊勢の北畠だがあれは朽木に非が有るとは責められぬ。それに北畠一族が滅んだわけでもない。妙な事さえ考えなければそれなりに扱って貰えよう」


美作守様の判断は間違っていない。だからこそ私も恭順を進めている。


「だがのう、左衛門大夫様はそれを受け入れる事が出来ぬ。そりが合わぬ、考えが違う、朽木のやり様が気にいらぬと申されての」


「……やり様にございますか？」


「うむ、朽木では寺を建てるにも近江少将様の許しが要る。布教にも厳しい制限が有る。それでの、神も仏も支配するつもりか、何たる増長、増上慢と申されての」


ホウッと美作守様が息を吐いた。


「朽木は一向一揆と激しく遣り合っております故……」


「そうよな、丹波では寺社と争う事は無い。だが朽木は一向一揆、延暦寺と争った。寺社に対する姿勢は当然我らとは違う、厳しいものにならざるを得ぬ」


美作守様の口調は重い。この問題で朽木を責めるのは酷だと御考えなのであろう。一向一揆と朽木の争いは一揆の側から仕掛けたものだった。だが朽木との戦いがあそこまで凄惨なものになると一揆側が予想したとは思えぬ。 


北陸の根切りでは何万という門徒が殺され一向一揆は一掃された。普通ならどこかで和睦わぼくをと考えるのだが朽木は和よりも一揆の根絶を選んだ。後々の事を考えれば中途半端に和を結ぶよりも根絶した方が利が有ると見たのであろう。だが実際に行うとなれば余程の覚悟が要る。怖いものよ、朽木は血生臭さを怖れてはいない。当主も家臣達も。


「それに公方様を傀儡くぐつにした遣り方も気に入らぬようじゃ。激しく嫌悪しておられる」


確かにやり方は三好などよりもずっと酷い。朽木は公方様をコケにしまくった……。


「美作守様、言い難い事では有りますがこのままでは波多野家は滅びましょう」


「そうよな、滅びるであろうの」


「如何なされます？　座して待ちますのか、その時が来るのを」


美作守様がじっとこちらを見た。


「……甚右衛門、人を一人殺してくれるか」


「……」


「近江少将様を、頼む」


「……それで宜しいので？」


美作守様が頷く。気が付けば二人とも囁ささやくような声で会話をしていた。やはりこうなるか。此処に呼ばれた時から覚悟はしていた。手は二つ、その内の一つを提示された。


「戦う以上勝たねばならぬ、勝つためには手段を選んではおれぬ。兵を率いて勝敗を決するのが戦なら一匕首いちひしゅで勝敗を決するのも戦であろう」


「……」


「如何じゃ？」


美作守様が私の顔を覗き込んできた。


「難しゅうございますぞ。これまで近江少将様の命を狙った者が居ないとは思えませぬ。しかし成功した者は居らぬのです」


美作守様が頷かれた。朽木の弱点は当主がまだ若く跡継ぎが幼い事。近江少将様の身に万一の事が有れば朽木の勢いは止まり忽たちまち下り坂になるであろう。これまで朽木に敵対した者がそれに気付かなかったとは思えぬ。おそらくは何度か試みられた筈。そして闇に葬られたのだ。安請け合いは出来ぬ。


「八門か」


「おそらくは。近江少将様の周囲にはかなり腕利きの陰供が付いているとみえます。その者達の目を掻い潜り少将様の命を奪うのは容易な事では有りますまい。失敗すれば降伏しても波多野家の存続は許されぬと思われます。真、近江少将様の御命を狙う、それで宜しいので？　戦を防ぐのなら他にも手は有りましょう」


美作守様が視線を逸らされた。


「……出来ぬか、甚右衛門」


思わず溜息が出た。


「……分かりました、やってみましょう。我らにも丹波村雲党の誇りがござる。但し、成るか成らぬかは分かりませぬ」


「頼む」


美作守様が頭を下げられた。敢えて止めなかった。丹波村雲党の少なからぬ者が死ぬであろう、或いは全滅という事も有り得る。その者達への供養だと思った。


「何時までに？」


「されば、来年の六月までに。今年の収穫が見込めぬ以上、それが限界であろう」


六月か、時が無いな。狙うとすれば軍の移動中だが今からでは準備の時間が無い。年内は陣中に居るのであろうが当然警護は厳しかろう。来年一月から二月は丹波は雪に囲まれる。当然朽木も兵を退く筈。しかし近江で狙う事が出来るだろうか？　検討の余地は有るが難しい。となると年明け再度の出兵の移動中に狙うのが常道。だが八門もその辺りは十分に心得ておろう。さて、何処で狙うか……。皆に諮はからなくてはなるまい。






夜、村雲村の我が屋敷に三人の男が集まった。石川三左衛門頼明、雑賀五郎兵衛明光、龍野善太郎実道。丹波村雲党の中でも最も優れた業前を持つ男達。美作守様との遣り取りを全て伝えた。


「美作守様より命を受けた」


「……」


「近江少将様の御命を奪えとのことであった。期限は来年の六月」


三人が視線を交わし合った。驚いた様子は無い。


「間もなく朽木勢は丹波に押し寄せましょう。早速にも準備にかからねば」


「敵は八門、容易な事ではない」


「機会は一度、有るか無いか」


「失敗は出来ぬ」


石川三左衛門、雑賀五郎兵衛が話す。龍野善太郎は無言だった。


「善太郎、如何した？」


「頭領、真に近江少将様の御命を狙うのでありますか？」


「そうだ」


「波多野の家を守るのならむしろ左衛門大夫様の御命を頂くという手がございましょう。その方が容易く確実では有りませぬか？」


龍野善太郎の言葉を聞いても石川三左衛門、雑賀五郎兵衛は驚く様子を見せなかった。これも想定済みか。


「美作守様には何度か念を押した。近江少将様の御命を狙えとの事であった」


「……」


「左衛門大夫様の御命を頂く事は難しくは無い。だがそれを行えば我らは丹波を離れなくてはならぬ。どんな大名家も主を暗殺する様な忍びは雇わぬ。我らは闇に埋もれる事になろう。美作守様は我らが生き残り、波多野家も生き残る、それを選択なされた。難しい事では有るが……」


「……分かり申した。近江少将様の御命、頂きまする」


龍野善太郎が答え他の二人が頷いた。


「丹波での仕掛けは私がやる。その方等はそれぞれ配下の者を引き連れ近江に行け」


「……」


「早ければ今年の暮れから来年の頭を少将様は近江で過ごされる筈だ。そこを狙え。八門も我らが地の利の無い近江で襲うとは思うまい。警戒はしていようが何処かで隙が出る筈だ。そこを突け」


「はっ」


三人が頭を下げた。今からなら時は十分に有る。何とか隙を見つける事が出来る筈だ。






元亀元年（一五七三年）　八月下旬　　　阿波国板野郡川崎村　　川崎城　　三好長逸






勝瑞城から居城である川崎城に戻ると倅の久介が迎えに出て来た。


「御帰りなさいませ、御疲れでは有りませぬか？」


「本城に行っただけの事だ。一里にも満たぬ距離ではないか、年寄り扱いするではない」


「これは失礼を致しました」


含み笑いをしながらの謝罪だ、心が籠っておらぬ。思わずフンと鼻を鳴らして自室へと向かった。後から久介が付いて来た。


「豊前守様からはどのような御話が？」


部屋に入ると直ぐに話しかけてきた。余程に気になると見える。


「京から文が届いたそうだ」


「京から？　では？」


久介が儂の顔を窺うようなそぶりを見せたので頷いた。


「その通り、公方様からの文よ。朽木を討てと書いて有ったわ」


兄が兄なら弟も弟か……、相変わらず他人を利用する事しか考えておらぬ。不愉快な事よ。


「あっという間に丹後を制しましたからな。公方様にとっては面白くない、いや徐々に丸裸にされて行くような御気持ちなのでしょう」


「将軍宣下に参列せぬような男を頼りにするのか？　心許ない事よな」


「そうですな。……なるほど、我等は参列しておりました。公方様が頼りにするのも道理ですな」


「たわけが」


親子二人で声を上げて笑った。


「近日中に勝瑞城に集まれとの触れが出されよう。その場にて三好家が如何動くかを決める事になる」


「父上は如何思われるのです？　豊前守様に申し上げられたのでしょう」


「思うところは申し上げたがの、儂はもう年寄りじゃ。この問題は若い者達の意見を聞いてから決めた方が良いと御勧めした」


久介が〝左様で〟と言った。


「その方は如何思う？」


「某でございますか？　某ならば朽木と組みまする」


「ほう。で、何を得る、何を目指す」


「四国の覇者」


久介がきっぱりと言い切った。ふむ、大分前から考えていたようじゃ。京で近江少将に刺激を受けたか。悪くないの。


「朽木が天下を目指すなら西へと兵を動かしましょう。となれば必ず毛利とぶつかります。こちらはその動きに合わせて伊予を獲る。そして土佐の長宗我部、これを土佐一条家と分け合うのです。阿波、讃岐、伊予、淡路、土佐の一部が三好の領地となります。上手く行けば河内、和泉、紀伊にも手が及ぶかもしれませぬ」


久介の頬が紅潮している。


「随分と景気の良い話じゃの、鬼が笑い出しそうじゃ」


冷やかすと久介も笑い出した。


「いけませぬか？」


「そうは言わぬ。最初に河内、和泉等というよりは遥かに良い。ま、狙いは伊予、東土佐、そんなところよな」


久介が頷いた。


「河内、和泉はどうなるか分からぬ。三好左京大夫、松永弾正、内藤備前守、あの者共が何処まであの公方様ばかに忠義を尽くすか、見えぬからの」


「そうでございますな、朽木に付くという可能性も有りましょう。しかし紀伊は如何なりましょう？　畠山が朽木に付くとは思えませぬが」


久介が首を傾げた。


「紀伊か……、旨味は有るが味わうのは難しい。雑賀、根来、それに本願寺の影響力も強い。海を越えて手を出すのはちと厄介じゃ。朽木に任せた方が良かろうな」


「では三好は四国のみ、でございますか」


久介が寂しそうな声を出した。


「目指すのは四国の覇者、であろう？」


「そうでは有りますが……」


四国の覇者、それは難しくは無い。だがそれだけでは夢が無い、その事が寂しいのであろうな。


「畿内に出るよりも瀬戸内に出る事を考えた方が良かろう」


「瀬戸内にございまするか？」


久介が腑に落ちないような声を出した。


「分からぬか？　朽木が西へ進めば当然だが毛利の勢力は後退する。瀬戸内での毛利の影響力も後退するではないか」


久介が大きく頷いた。


「なるほど、そこに食い込むのですな」


「そういう事よ。朽木が陸路を、三好が海を。勿論朽木も水軍を送り込んで来よう。だがそれは良いのじゃ、共に戦う事で絆は強まるからの。或いは西国で一国くらいは得る事が出来るやもしれぬ」


「父上、鬼が笑い出しますぞ」


今度は久介が笑いながら儂を冷やかした。儂も笑った。まだまだよな。


「久介よ、朽木が毛利を征すれば次は九州じゃ。三好が伊予を得ていれば九州に兵を出すのは難しくは無い。違うかな？」


「……」


「どうじゃ、九州で一国。鬼が笑うかの？」


「いや、笑いませぬな。面白うござる」


久介が笑った。先の事だ。今は未だ夢であろう。だが五年後、十年後には……。







襲撃


元亀元年（一五七三年）　九月中旬　　　丹波国桑田郡馬堀村　　朽木基綱






「御屋形様、高岳城主、大石大和守智成殿にございまする」


日根野備中守の言葉に高岳城主、大石大和守智成が平伏した。こいつは確かそこそこの知恵者だと備中守から報告が有ったな。


「高岳城主、大石大和守智成にございまする。御軍勢の一隅に御加えくだされば望外の喜びにございまする」


「うむ、よう来てくれた。その方の事は日根野備前守、弥次右衛門兄弟より聞いておる。中々の知恵者だそうな。その方が朽木を頼ってくれた事、喜ばしい限りだ」


「ははっ、御言葉有り難く恐縮至極にございまする」


大石大和守が深々と頭を下げた。


「御屋形様、余部城主、中沢因幡守正綱殿にございまする」


中沢因幡守正綱が平伏する。大柄な男だ、こいつは槍が上手だと報告が有った。


「余部城主、中沢因幡守正綱にございまする。御目にかかれて光栄至極、今日よりは御屋形様の御為に粉骨砕身する所存にございまする」


「うむ、頼もしい事よ。備前守、弥次右衛門、中沢因幡守は槍を取っては近隣に聞こえた猛者だと言ったな」


「はっ」


褒められた中沢因幡守の顔が輝いた。


「その方の働き、早く見てみたいものよ」


「ははっ、必ずや御屋形様の為に御役に立ちまする」


「うむ、頼むぞ。期待している、だが焦るなよ」


「はっ」


余部城主の中沢因幡守が深々と頭を下げた。


「御屋形様、笑路城主、長沢右衛門尉重綱殿にございまする」


長沢右衛門尉重綱が平伏する。こいつは特に取り柄は無いが最近跡取りの男の子が生まれたと報告が有った。


「笑路城主、長沢右衛門尉重綱にございまする。御屋形様に御目通りが叶いましたる事、これ以上の喜びは有りませぬ。御軍勢の端にお加え頂きとうございまする」


「嬉しい事を言ってくれる。男子が生まれたそうだな、名は何と言う？」


「はっ、笹丸と名付けました」


長沢右衛門尉が驚いている。いや大石大和守、中沢因幡守もだ。


「うむ、笹丸か、良き名だ。先が楽しみよ。幸持った者が当家を頼ってくれる。目出度い、幸先が良い。皆、そうは思わぬか？」


俺が声をかけると日根野兄弟、五郎衛門、下野守達が口々に同意した。長沢右衛門尉は感極まって顔面紅潮だ。


「右衛門尉、以後は宜しく頼むぞ」


「ははっ、必ずや御期待に添いまする」


笑路城主、長沢右衛門尉が深々と頭を下げた。


この他に犬甘野城主、長沢豊後守兼綱、並河城主、並河掃部介易家に声をかけて謁見えっけんが終わった。長沢豊後守兼綱は長沢右衛門尉の弟だ。皆、嬉しそうだった。先ずは上首尾だな。桑田郡で抵抗する姿勢を露わにしているのは松山城主の松山日向守慶和だけだ。こいつは攻め潰そう、朽木軍三万、その武威を示すのにちょうど良い。誘引だけだと甘く見る奴が出かねんからな。松山城は川勝大膳亮の領地に近い。大膳亮に先導させよう。


国人領主達が下がると下野守が〝御疲れでございましょう〟と言って労いたわってくれた。嬉しいねえ。日根野備前守、弥次右衛門兄弟の功を褒め労ねぎらうと二人が〝御屋形様、有難うございまする〟と礼を言った。この二人も嬉しそうだ。うん、益々上首尾だ。丹波攻略は順調に進みつつある。


戦国大名にとって城を攻め落とすのは大事だがそれと同じくらい、いやそれ以上に大事なのが謁見だ。これからは御世話になりますと頼って来た国人領主を心から歓迎する事でその心を掴む。自分の事を歓迎してくれている、自分に関心が有る、此処なら居心地が良さそうだ、そう思わせなければならん。ヨイショしてラブラブ大作戦だ。


勿論相手だって社交辞令だとは気付いているだろう。だが社交辞令も満足に出来ない馬鹿だと思われれば簡単に国人領主は離れていくだろう。そして挨拶あいさつもまともに出来ないなんて評判が立てば家臣達からも馬鹿にされる。例えばだが今回は日根野備前守、弥次右衛門兄弟が丹波国桑田郡の国人領主達を朽木に取り込んだ。俺がお粗末な謁見をすればこの二人の顔も潰す事になるのだ。


国人領主達からはあんな馬鹿殿に引き合わせやがって、あいつら馬鹿じゃないの、と蔑まれる。当然だが日根野兄弟も俺達が苦労して味方に付けたのに何なんだよ、あれは、と不満を持つだろう。味方を減らして敵を増やす事になるのだ。挨拶一つで勢力が大きくもなれば小さくもなる。謁見を軽視する事は出来ない。


今でも思い出す、六角右衛門督は酷かったな。あの馬鹿が六角家の実権を握ったら朽木の未来は暗いだろうと嫌でも思った。まあ観音寺騒動が起こって右衛門督は当主の座を追われた。畠山親子も酷かった。あれも結局は国を保てなかった。俺が潰しにかかったのは事実だが隙が有ったのも事実だ。挨拶が出来ないというのは他者へに配慮が出来ないという事なのだ。そんな人間が上に立つ事など出来る筈が無い。


謁見だけじゃない、手紙も重要だ。家臣達だけではなく国人領主達にも手紙を書く。そうする事で俺が常に関心を持っているのだと相手に教える事が出来る。小鼓が上達しないとか能を舞ったら笑われたとか書いて送る。そうすると政と戦で忙しいんだから余り気にしてはいけないと返事が来る。相手にしてみれば俺が落ち込んでいるから励まさなくてはと思うわけだ。親近感アップ！


大事な所には女房殿にも手紙を書く。旦那を頼りにしている、良く働いてくれる、だから旦那を支えてやってくれ。そう書く事で女房殿に俺への親近感を植え付ける。時には代筆を頼む時も有る。その時には必ず忙しいので誰それに代筆させていると書かせる。そうする事で貰った者は忙しいのに気にかけてくれていると思うのだ。但し、代筆は五回に一回を目処にしている。そうじゃないと手を抜いていると思われるからな。戦国大名も気遣いが大変なのだ。


「松山城は攻め潰そうと思うが？」


俺が何を考えたか分かったのだろう、方針を示すと皆が賛成した。川勝大膳亮を呼び先導を命じると嬉しそうな表情をした。信頼されている、人質を出した甲斐が有ったと思ったのだろうし攻め潰せば城と領地が自分の物になるとも思ったのだろう。良いだろう、城攻めでそれなりの働きをすれば領地は与えよう。


桑田郡の制圧後は船井郡に侵攻だ。その後に一隊を別けて何鹿郡を攻め取る。そうすれば赤井との間を分断出来る。そして本隊は波多野の本拠地である氷上郡、多紀郡を攻める。稲の刈り入れを邪魔する事で籠城戦をし辛くするのだ。そうなれば波多野は嫌でも野戦での決戦か降伏のどちらかを選ばなくてはならん。そして野戦なら兵力の多い朽木が優位だ。焦らずに少しずつ追い詰めて行こう。
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「撃たれたのですか！」


大方様の声が跳ね上がった。顔が強張っている。大方様だけではない、雪乃殿、辰、篠も顔が強張っている。私も同様だろう。戦勝報告かと思っていたのに御屋形様が撃たれた……。


「御安心を、御屋形様は御無事でございます。御屋形様からは皆様方に安心するようにと御伝えせよと命じられております」


ホッとした。嘘では無いだろう。報せを持って来た使者は笑みを浮かべている。皆も安堵の表情を浮かべた。


「ですが御怪我をされたのでは有りませんか？」


私が問うと皆がまた不安そうな表情を見せた。使者が首を横に振った。


「いえ、鎧を身に着けておられましたので掠かすり傷一つございませぬ」


大方様が〝まあ〟と声を上げ辰が息を一つ吐くのが聞こえた。


「ですが御屋形様が撃たれたとなれば戦は……」


雪乃殿が沈んだ表情をしている。敵は本陣にまで迫ったのだろう。御屋形様は負けたのだろうか？　御屋形様が負ける？　どれだけの損害が出たのか。皆が不安そうにしていると使者が〝御安心を〟と答えた。


「戦ではございませぬ。夜中に村雲党という波多野の忍びが本陣近くまで忍び込んで参りました。御屋形様が御休みになられたところを狙って闇討ちしようと考えたのでございましょう。ですが御屋形様が鎧を着けたまま御休みだったため失敗しました。忍び込んだ者達は八門が追い詰めかなりの損害を与えたと聞いております」


「御屋形様は御運が御強い」


雪乃殿が声を上げると使者が〝そうではございませぬ〟と反論した。


「用心にございます。御屋形様は昔から陣中では鎧を着けたままお休みになられます。その御心掛けが御屋形様を守りました。決して運などではございませぬ。波多野の忍びは御屋形様の用心の前に敗れたのでございます」


強い口調だ。使者は運などという頼りない物ではなく御屋形様の心掛けこそが大事だと言いたいらしい。少しだけ可笑しかった。大方様、雪乃殿も可笑しそうにしている。漸ようやく使者の顔を見る余裕が出来た。眉が太く眼が大きい。声にも張りが有る。未だ若いのに頼りがいが有りそうな感じがした。


「戦の方は如何なのでしょう？」


問い掛けると使者が〝はっ〟と畏まった。


「既に桑田郡、船井郡、何鹿郡は朽木家のものとなりました。波多野に残るのは多紀郡と氷上郡のみ。こうなっては波多野に従っていた国人衆も波多野を見限りましょう。残された時は長くはございませぬ。波多野もそれを憂えばこそ忍びを使った襲撃を考えたものと思われます」


「これからも有りますか？」


使者が〝さて〟と首を傾げた。皆が使者を注視すると視線を感じたのだろう、咳払いをした。


「無いとは言いきれませぬが八門がかなりの損害を与えたと聞いております。それに御屋形様の警護は以前にも増して厳しくなりましょう。そう簡単には襲えますまい」


「そうですか、では御戻りになられるのは？」


それまで自信満々に答えていた使者が初めて困った様な表情を見せた。


「それはなんとも……。波多野を押し込めておりますし明智様の赤井攻めも順調と聞いておりますが間もなく冬になります。そうなれば雪が降りましょう。一旦切り上げるか手を緩めずに攻め立てるか……」


「……」


「御屋形様がどのような判断をなされるかは某には分かりませぬ」


皆が残念そうな表情をしている。


「他に何か私達に伝える事は有りますか？」


「いえ、特には伺っておりませぬ」


皆を見たが誰も口を開かない。使者に〝御苦労でした〟と労って下がらせた。


〝良かった〟と辰がポツンと言うと篠がこくりと頷いた。この二人は身寄りが無い。御屋形様以外には頼る者が居ない。今まで御屋形様は戦場に出ても危うい事は無かった。恐れを感じる事は無かっただろう。だが今回の出来事で改めて自分達の立場の不安定さを感じたに違いない。


でもそれはこの二人の事だけではない。私自身御屋形様が撃たれたと聞いた時には眼の前が真っ暗になって何も映らなくなった。御屋形様に万一の事が有れば竹若丸が朽木家を率いる事になる。とてもではないが難しいだろう。朽木家は混乱し弱くなる。周囲から攻められる事になるに違いない。


朽木家は大きい、そして強い。しかし脆さを持った大きさと強さなのだと思った。これからも敵はその脆さを突いてくる筈、その度に朽木家は揺らぐに違いない。天下など望まなくても良い、無事でいてくれればそれだけで十分だと思う自分が居る。でも朽木家は天下に向かって走り出してしまった。立ち止まる事が許されない事も理解している。なんと厳しい道を走り出してしまったのか……。
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目の前には秋の夕日を浴びてそびえ立つ八幡城が有った。周囲は人に溢れ喧騒けんそうを極めている。丹波とは違う、そう思った。


「なかなかの城だな」


「近江少将様が自らの居城として造った城だ。当然であろう」


「そうかな。六角の観音寺城の方が大きいぞ」


「あれは六角氏が代々大きくしていった城だ。比べるのは酷だ」


俺の言葉に石川三左衛門、雑賀五郎兵衛が頷いた。


八幡城、北近江を拠点とする朽木が初めて南近江に造った城だ。おそらくは南近江への支配力を強めるためであろう。観音寺城を使わなかったのは観音寺城では六角の臭いが強過ぎると思ったからに違いない。朽木は六角を下し南近江を制した。名門六角の臭いを払拭しようと苦心している。


誰が音頭を取ったわけでは無いが三人が人気の無い方に歩き出した。三人とも荷を背負った商人姿、朽木領内は商人が多い、我らの他にも商人は居る。特に怪しまれる事無く歩く。そして三左衛門が棲家すみかとして使っている家に着いた。それぞれに棲家を持ち三日に一度、落ち合って互いの持っている情報を交換している。今日は三左衛門の家だが今の所怪しまれている気配は無い、そして近江少将様暗殺の目処も立っていない。


「八十吉が殺された。湖に浮かんでいた」


腰を下ろすと三左衛門がボソッと吐いた。八十吉は三左衛門の配下の者でもかなりの腕利きだったが……。湖に浮かんでいた、手を下したのは忍びか。八門、或いは伊賀。


「八十吉は何処を調べていた？」


「台所だ。潜り込めるか、毒を仕込めるかを見極めようとしていた」


「……台所は無理だな。諦めよう」


五郎兵衛の言葉に俺と三左衛門が頷いた。八十吉が殺されたという事は台所への警戒はかなり厳しいと見て良い。それに近江少将様の口に入るまで毒見が無いとも思えん。それでもやるなら効き目の遅い毒を少しずつ料理に仕込み時間をかけて殺すしかないが戦場に出る事が多い相手では毒の効果は浸透し辛かろう。潜り込むのを優先するならもっと警戒の薄い所が良い。


「正月は家臣、国人衆が挨拶に来よう。朽木程の大身ともなれば人数もかなりの物になる。相当に慌ただしくなる筈だ。そこで潜り込む事は出来ぬか？　勿論城内の間取りは事前に調べておく。喧騒に紛れて近付き御命を奪う」


三左衛門の言葉に五郎兵衛が首を横に振った。同感だ、とても上手く行くとは思えぬ。


「難しかろう、当日どのような警護が布かれるか分からぬし潜り込めるかも分からぬ。他に手が無ければそれも已やむを得ぬが……」


俺の言葉に三左衛門が〝そうだな〟と頷いた。


「近江では無く京で狙う事は出来ぬか？」


俺が問うと五郎兵衛が〝京？〟と訝しげな声を出した。


「公方様に子が出来た、男子だ。少将様が室町第に祝いに行くとは思わぬか？　そこを狙う」


三左衛門が腕を組み、五郎兵衛が唸り声を上げた。


「良い案かもしれぬ。しかし少将様が自ら室町第に行くかな？　使者を送って終わりではないか？」


「五郎兵衛の懸念は尤もだ。最近の公方様と少将様は仲よろしからずともっぱらの評判だ。幕府内部でも少将様への憤懣ふんまんが大きいとも聞く。自ら行くとは思えん、京で狙うのはいささか博奕ばくちが過ぎよう」


やはりそうなるか……、上手く行かぬ。


近江で狙うか。しかし少将様は近江に戻って来るのか？　丹波で越冬という事も有り得よう。朽木の丹波攻略は順調に進んでいる。桑田郡、船井郡、何鹿郡は僅わずか二ヶ月程の間に朽木に服した。波多野家に残っているのは多紀郡と氷上郡だけだ。米の取り入れが出来たのも多紀郡と氷上郡だけだ。氷上城、八木城は堅城ではあるが兵糧が無ければ何処まで持つか……。


甚右衛門様の近江少将様襲撃は今一歩のところまで行ったが失敗に終わった。深夜、野営中の朽木勢に潜入し本陣間近に迫った。別部隊が騒ぎを起こし少将様の寝所を確認してから鉄砲三丁で狙撃、一発が少将様に命中した。だが少将様は南蛮鎧を着けたまま寝ていたため無傷だった。就寝中も鎧を脱がぬ、かなり用心深い。甚右衛門様達は逃げたが受けた損害は小さくないようだ。再度仕掛ける事が出来るかどうか……。


「足利と言えば例の話、聞いたか？　少将様が足利の血を引いているという話だが」


三左衛門が戸惑いがちに話しかけてきた。〝聞いた〟と答えると五郎兵衛が〝何の話だ？〟と不思議そうな顔をした。どうやら五郎兵衛は知らぬらしい。


「近江少将様は足利の御落胤ごらくいんという話だ」


「本当か？」


「知らぬ。如何でも良い事だ」


如何でも良い事だ、足利であろうと朽木であろうと命を受けた以上その命を奪う。それだけの事だ。


俺が話す気が無いと見て五郎兵衛が三左衛門に視線を向けた。


「俺も本当かどうかは知らぬ。だが少将様が生まれた頃、その前後は足利将軍家の十二代様は戦に敗れて近江に逃げている。朽木にも滞在した事が有る筈だ。多分それでそんな噂が流れたのだろうな」


「妙な噂だな」


「ああ、偶然なら良いのだがな。そうでなければ誰が何のためにそんな噂を流したのかという疑問が出る」


一段落したようだ。〝もう良いか〟と訊ねると五郎兵衛が決まり悪そうに頷いた。


「少将様は近江に戻ると思うか？　丹波で越冬する可能性は無いか？」


「いや、それは大丈夫だ」


三左衛門が断言した。


「来年二月に土佐から一条少将様が伊勢に来るらしい。近江少将様は必ず近江に戻り伊勢に行く。朽木家中の者から聞いた話だから信じて良かろう」


「となると近江から伊勢への街道筋で狙うか」


「そうだな」


三左衛門と話していると五郎兵衛が〝いや〟と口をはさんだ。


「近江に居るのが確実なら狙い目はもう一つ有る」


「それは？」


五郎兵衛が笑みを浮かべた。


「朽木は節句に能興行を催す。これからなら正月、三月、五月に行う筈だ」


「真か？」


「真だ、重陽の節句にも能興行が有った」


思わず三左衛門と顔を見合わせた。それが真なら……。


「少将様が不在でも能興行を催す。それ故必ず見物席に居るという確証が無かった。だが二月に伊勢に行くとなれば正月、三月は近江に居る可能性が高い。見物席に居る可能性もな」


「能楽師に紛れれば……」


「傍近くまで近付けよう。上手く行くやもしれぬ」


三人で頷いた。


「丹波の状況が良くない。来年六月どころか年内も危ないと俺は見ている」


俺の言葉に二人が頷いた。


「仕掛けるのは正月の能興行と二月の伊勢行きとしよう。俺は伊勢行きを調べる。鈴鹿峠は使えぬ故八風街道、千種街道を使う筈だ。お主らは能興行を頼む。何処の能楽師を使うのか、出来る事ならそこの一座に入ってくれ」


「分かった」
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「公方様、只今近江少将様家臣、荒川平九郎なる者が若君誕生の祝いの品を持って参ったとの事にございます」


小姓の言葉にそれまで有った和やかな談笑が瞬時に消えた。


「此処へ通せ」


「祝いの使者にございます、公方様御自ら祝いの品を受けるべきかと思いまする」


大館伊予守殿が公方様に言上すると公方様が渋々では有るが頷かれた。余計な事を、朽木の使者など祝いの品だけ受け取って追い返せば良いではないか。


使者として現れたのは四十代半ばぐらいの生真面目そうな表情をした男だった。下座に控え深々と一礼した。


「荒川平九郎と申しまする。主、朽木左近衛権少将さこのえごんしょうしょうの命により若君誕生の祝いの品を持参致しました。御笑納頂ければこれに優る喜びはございませぬ。若君誕生、心よりお喜び申し上げまする」


朽木にも殊勝しゅしょうな男が居る様だ。宮川という男は酷かった。助けた事を恩に着せて露骨に公方様に不満そうな表情を見せおった。家臣が家臣なら主も主よ。天下静謐の任を何故受けるか！　辞退するのが臣下の務めであろうに！　あの増長者めが！


小姓達が献上台に祝いの品を載せて現れた。一つ、二つ、三つ、四つ、五つ、六つ、七つ、八つ。載せてあるのは朽木塗の菓子鉢に入れた干し椎茸、同じく朽木塗の菓子鉢に入れた石鹸、絹織物、綿布、瑪瑙の細工物、和紙、砂糖、太刀一振り。豪勢な物だ。相変らず富裕で有る事を見せつけて来る。元は朽木谷の小領主のくせに。絹織物に砂糖か、交易で得た物であろうな。不愉快な……。


公方様も面白くなさそうな表情だ。丹波で撃たれたと聞くが死ねば良かったのだ。さすれば朽木などあっという間に勢力を減じたであろうに。悪運の強い奴よ。公方様も頻りに残念がっておられた。せめて阿波の三好が味方に付けば……。公方様が平島公方家を担いだ事を許してやる機会を与えたというのに断りおって……。


「他にも澄み酒、馬、銭五百貫が献上されておりまする」


小姓の報告に皆が顔を見合わせた。銭五百貫？


「公方様、御言葉を」


伊予守殿が促すと公方様が〝うむ〟と頷かれた。


「大儀であった」


「はっ」


荒川平九郎が深々と頭を下げた。頭を上げる、訝しげな表情が有る。愚かな、何を望んでいるのか。


「荒川殿、御苦労でしたな」


声を掛けたのは伊予守殿だった。荒川平四郎が〝はっ〟と畏まった。余計な事をする。大義であったと労ったのだ、十分ではないか。朽木に媚びる必要などないのだ。公方様も不満気な表情を成されている。


「近江少将様に良しなに御伝え願いたい。公方様も御喜びであったと」


「はっ、御言葉、忝うございまする」


荒川平四郎が帰った後、皆の話題になったのは平四郎の顔だった。


「困った様な顔をしておりましたな」


「まるで餌を貰えぬ犬のような」


真木島玄蕃頭殿も上手い事を言う、皆が笑い声を上げた。公方様も御笑いになっている。咳ばらいが聞こえた。細川兵部大輔殿だった。


「祝いの使者を嗤うとは礼儀に外れておりましょう。御控え頂きたい」


「いや、そのように堅苦しく考えなくとも」


「飯尾殿、あの者は朽木家で御倉奉行を務める者、朽木家の重臣でござる。その者が近江少将様の代理として若君誕生の祝いの品を運んできた。それを嗤わらう」


「……」


「この事が近江に届けば朽木家の者達の反感は嗤った者だけでなく若君にも及びますぞ。それで宜しいのかな？」


シンとした。皆が不安そうな表情をしている。朽木は耳聡みみざとい、無いとは言えない。それにしても常に朽木に対して遠慮をする。靡いたわけでは有るまいが不愉快な事よ。


やはり朽木の勢力を削がねばならぬ。我らが朽木に遠慮など有ってはならぬのだ。頼れるのは毛利であろう。毛利なら財力でも朽木に引けを取らぬ。播磨まで勢力を伸ばすと言っておったが何をぐずぐずしているのか。早急に毛利を上洛させる。そのためにも三好が味方に付かぬ以上大友を何とかしなければならぬ。場合によっては公方様御自ら西国に御動座という事も考えなければなるまい。それによって朽木の非道を天下に示し公方様が本気だという事を示す。さすれば大友も和睦に動こう。大友、毛利が味方に付けば三好も考える筈だ。






元亀元年（一五七三年）　十二月下旬　　　近江国蒲生郡八幡町　　八幡城　　朽木基綱






「本当に驚きました。御屋形様が撃たれたと聞いた時は目の前が真っ暗になりました。大方様、雪乃殿も大変だったのですよ」


焙じ茶の入った茶碗を差し出しながら小夜が心配そうな表情で俺を見ていた。


「済まぬな、心配をかけたようだ。だがこの通り無事だ、鎧を着けて寝ていたのが良かった。騒ぎが起きたので喧嘩かと思い立ち上がった所を撃たれた。騒ぎそのものが向こうの策だったようだな」


「まあ」


「胸を撃たれてな、かなりの衝撃が有って気が付けば倒れていた。その所為で騒ぎが大きくなったが大丈夫だ。案ずるには及ばぬ」


「危ない所でした」


小夜がホウッと息を吐いた。


「そうだな」


本当は撃たれた瞬間に息が詰まって死ぬのかと思った。女房達の顔とか子供の顔なんて何も思い浮かばなかったな。只苦しくて死ぬんだと思った。焙じ茶を一口飲んだ。生きてこうして夫婦で茶が飲める、幸せだなと思える。俺って本当に小市民だ。でも小夜も美味しそうに茶を飲んでいるから良いか。


「丹波の忍びの仕業と聞きましたが？」


「丹波村雲党というらしい。丹波山中で鍛え上げた腕利きが揃っているようだ。本陣間近まで忍び込んで来た、手強いな」


「八門よりもですか？」


「八門はそのような荒事よりも探索、流言飛語、調略を得意としている。だが忍び込んで来た者達は八門の攻撃を受けかなりの損害を出したようだ」


「まあ」


暗殺か、俺がこれまで八門に命じたのは摂津守護和田弾正忠だけだ。俺が摂津に勢力を伸ばすにはどうにも邪魔だった。敵なら俺が戦場で殺した。味方だから已むを得ず重蔵に頼んだ。幸いな事に誰も気付いていないらしい。暗殺などしない方が良いんだ。そういう事を平気でする人間だと思われると信頼を失うからな。


今回の一件、重蔵はかなり興奮していたな。頻しきりに俺に謝っていたし部下達には忍び込んだ連中を皆殺しにしろと言っていた。周囲に八門の恐ろしさを見せ付けなければまた同じ事が起きる、そう言っていた。それについては同感だ。警護が甘い、隙が有る等と思われてはまた同じ事を繰り返す者が現れるだろう。その分だけ俺の身が危険になる。


「丹波というのは秋は戦をし辛いな」


「そうなのですか？」


不思議そうな顔が可愛い。頬を突っつくと〝御止め下さいませ〟と言って恥ずかしがった。


「霧がかなり出る。その所為で軍を動かし辛いのだ。思ったより手間がかかった。それに冬は雪が降るのでな、思い切って戦を打ち切った。幸い明智十兵衛の赤井攻めも順調だ。赤井に残された城は居城の黒井城の他幾つも無い。来年は三月末頃から丹波攻めを再開する」


それまでに内応者を作る。兵糧も残り少ない、追い詰められている以上必ず内応者は出る筈だ。


「三月まではゆっくり出来るのですね、皆も喜びます」


「戦が無いだけだ、二月には伊勢に行かねばならん」


「それでも嬉しゅうございます」


小夜は本当に嬉しそうだ。そうだよな、未だ若いんだから未亡人になんかなりたくないよな。戦国時代って厳しい時代だわ。話を変えるか。


「公方様に若君誕生の祝いの品を送ってくれた事、感謝している。大変だっただろう」


「大方様、雪乃殿が相談に乗ってくれましたから左程の事は」


「そうか」


小夜の表情が曇った。何か有ったかな？


「ですが祝いの品を届けた平九郎殿の話では公方様はあまり御慶よろこびでは無かったとか」


「……」


小夜は不安そうな表情をしている。荒川平九郎、そういう事は俺に直接言え。あいつは正直で真面目が取り柄だからな。嘘は難しいか。それにしても義昭は駄目だな。全く他人への配慮が出来ない。祝いの使者なんだ、素直に喜んで見せれば平九郎だって少しは好感を持っただろう。朽木の中に反足利感情を抑えるチャンスだったのに。義昭は俺の顔だけじゃない、祝いの品を選んだ小夜、運んだ平九郎の顔も潰したのだ。朽木家内部には朝廷へ好感を持つ者が増えている。朽木家は御爺、父と二代に亘って京の公家から正室を迎えたから朝廷に好感を持つ者が多かった。平九郎もその一人だ。平九郎の反義昭、親朝廷感情は強まるだろう。今年も献上品を送ったが朝廷からは素直に感謝する言葉が届いている。


「気にするな、そなたの所為では無い」


「……」


小夜の不安そうな表情は変わらない。


「公方様は阿波の三好家に朽木を討てと密書を送ったのだが三好は朽木に付く事を選んだ。計画が崩れたのだ」


「崩れたと言いますと？」


「公方様の狙いは毛利・大友、毛利・阿波三好を和解させ毛利、阿波三好、本願寺、それに畿内の松永、内藤、畿内三好、畠山による朽木打倒だ」


小夜がポカンとしている。何を言われたのか分からんらしい。スケールのデカい話だからな。想像が付かんのだろう。実現すれば西日本は反朽木で纏まる事になる。


「だが三好は朽木に付いた。今後は朽木、阿波三好、大友、土佐一条が手を結んで毛利、本願寺と戦う事になるだろう。今度土佐の一条少将殿と会うのもその辺りをきちんと話すためだ」


「はあ」


小夜が首を振って溜息を吐いた。大叔父の話では土佐の長宗我部は堺での交易を断たれてから経済的にかなり厳しいらしい。北から三好が西から一条が攻めれば長宗我部元親はその対応に走らされ疲弊するだろう。







鰻うなぎ


元亀二年（一五七四年）　一月上旬　　　近江国蒲生郡八幡町　　八幡城　　朽木基綱






八幡城の暦の間、人払いをした部屋に俺と黒野重蔵、蒲生下野守が居た。他聞は避ける。新年早々、正月三が日を過ぎたばかりなのに顔を寄せ合っての悪巧みだ。和むなあ、本当に和む。


「それで？」


「赤井家家臣、芦田治郎太夫為家がこちらに寝返りを申し入れて来ました」


「間違いないか、重蔵」


「間違いありませぬ」


自信有り気な表情だ。芦田治郎太夫と言えば赤井の有力家臣、明智十兵衛も喜ぶだろう。下野守も満足そうな表情をしている、腹一杯飯食った猫みたいだ。


「それで、波多野は？」


「綾部城の江田兵庫頭行範、田野城の小野木清次郎重勝、須知城の須知主水景氏がこちらに」


「寝返ったか」


「はっ」


思わず笑い声が出た。江田、小野木、須知、いずれも波多野家では名の知れた者達だ。有力家臣達が波多野を見切り始めた。これまでだな。


「油断はなりませぬ」


重蔵が厳しい表情をしている。その傍で下野守が頷いた。


「波多野の忍びが御屋形様を狙っていると江田、小野木から報せが有りました」


「間違いないのか？」


重蔵が頷いた。寒いわ、首筋が寒い。


「あの者共が危険な事は御屋形様が誰よりもお分かりの筈」


「うむ、危うく死にかけたからな」


あの時は本当に死んだと思った。重蔵は責任を感じて隠居したいと言っている。勿論そんな事は許さない。孫の相手はまだ早いと言って拒否している。重蔵は小さい時から悪さをした仲だからな、俺にとっては五郎衛門や新次郎同様親戚みたいなものだ。離さん。


「あの者共、おそらくはこの近江でも狙ってきましょう。決して油断はなりませぬ。どれほど護衛が気を入れようと御屋形様御本人が油断すれば意味が有りませぬ。忽ち命を失いましょう」


重蔵の言葉に下野守が頷いた。


「重蔵殿の言う通りですぞ、御屋形様。御屋形様は油断なされる方では有りませぬがこれまで以上に用心が必要です」


「下野守、六角でも同じような事が有ったのか？」


下野守が当然という様に大きく頷いた。


「当然でございます。某の知るだけでも管領代様、承禎入道様、何度か御命を狙われております。甲賀衆が信任を受けたのはそれを防いだ事も一つの要因かと」


「なるほどな。分かった、気を付けよう」


重蔵、下野守が厳しい表情で頷いた。そういえば六角は俺の命は狙わなかったな。早い時点で小夜を嫁にした所為も有るだろう。だが承禎入道は俺の事を利用価値が有ると思っていただけじゃなく気に入ってくれてたのかもしれない。まあ俺もあの男の事は嫌いじゃなかった。倅の右衛門督に比べれば話が出来るだけずっとましだ。……比較対象が低すぎるな。あれ？　そう言えば狙われたのは管領代と承禎入道だけ？　右衛門督は狙われなかったのかな？　俺は狙わなかった。他は……、訊くのは止めよう。


「京に動きは有るか？」


「相変わらず上杉、織田、今川、北条、武田に使者を出しておりますが最近では頻りに毛利に使者を出しております。それと大友、龍造寺、島津に」


「大友と龍造寺と島津か」


「はっ」


なるほど、東は朽木、織田、上杉の絆は固いと見たか。取り敢えず接触を維持しておけば良い、そんなところだな。


「御屋形様、公方様の狙いは？」


「毛利を動かす事だろうな、重蔵。毛利と大友の和睦を考えているのだと思う。後顧こうこの憂いを無くした毛利を朽木にぶつける。だがそれが成らぬ時は龍造寺、島津を大友にけしかけるつもりと見た」


二人とも今一つピンと来ない表情だな。島津は日向の伊東と戦の真っ最中だ。大友とは直接領地を接していない。しかし島津、伊東の戦いは島津側が有利になりつつある。島津が伊東を喰えば島津は大友と領地を接するようになる。三州守護か、実現しそうだな、義昭が喜ぶだろう。


そして龍造寺は形式上大友に服属しているが実際には独立しているに等しい。徐々に大友の勢力範囲を侵食しつつある。大友が戦国末期になると劣勢になり中央の織田、豊臣に救けを求めるまで追い込まれるのは毛利、島津、龍造寺の三者に包囲される形で攻め立てられたからだ。その背後には毛利を上洛戦に使おうとした義昭の存在が有る。この世界でも似た様な状況になりつつある。多分大友は苦しむ事になるだろう。


「他に、動きは有るか？」


問い掛けると重蔵が頷いた。


「東海道でございますが織田が押しております。今川はじりじりと押され三河の今川勢力は徐々に織田に旗幟を変えております」


「そうか」


「御屋形様、流れが起きれば一気に動きますぞ」


下野守は東海道の情勢が激変すると見ている。俺も同感だ。織田は小刻みに西三河に出兵している。銭で雇った兵というのは農繁期に左右されないという利点が有るが起動が早いのも利点の一つだ。今川はそれに対応出来ずにいる。痛め付けられる西三河の今川勢力は徐々に今川を見切り始めたらしい。この手の動きは下野守の言う通り一旦始まると一気に加速する。だが今川が見過ごすとも思えん、如何防ぐ？


「今川の動きは？　黙って見ているわけではあるまい」


「されば、武田、北条に頻りに使者を送っております。織田との戦いに援軍を要請しているようで」


「そうか。しかし武田、北条も敵を抱えている。援軍と言ってもな」


俺の言葉に重蔵、下野守が頷いた。援軍は少数にならざるを得ない。何処まで織田に対抗出来るか。


「しかし徳川が」


「徳川が？」


「大分不満が有るそうで」


「不満？」


重蔵が頷いた。下野守と顔を見合わせた。下野守は驚いている。


「織田の出兵に付き合う事で大分困窮しております」


「なるほど、そうか」


織田は商業地帯を有している。だが徳川の三河は農村地帯だ。銭で兵を雇うのは難しい。要するに百姓兵に負担をかけているため敵と同様に疲弊しているという事だ。信長は三河に不満有りと気付いているかな？　気付いているなら三河兵無しで戦う事を考える筈だ。だが三河兵無しで戦う事が可能かな？　兵力的には問題無いだろう。だが兵の質では問題有りだ。少数だが精強である三河兵の存在は大きい。今川義元が健在時、三河兵が先鋒を務める事が多かったと言われるのは最前線にいたからだけじゃない。その精強さを買われての事だ。他人事じゃないな、兵の質が問題なのは朽木も同じだ。


「三河の徳川が今川に寝返ると御考えでございましょうか？」


「いや、下野守、それは無かろうな。何と言っても徳川は今川の血を一度断っている。今更寝返りは出来まい。仮に寝返っても今川も対織田戦の為に利用するかもしれんがその後は……」


俺が首を振ると下野守が〝左様でございますな〟と頷いた。重蔵も頷いている。徳川は寝返れない、だからこそ織田も無理を強いているのかもしれない。重蔵に東海道の動きから目を離すなと指示を出した。さて、どうなるか……。


遠くで騒ぎが聞こえた。〝なりませぬ〟という制止する男の声と〝どきなさい〟という女の声だ。女の声は小夜か？　重蔵、下野守が困った様な顔をしている。そうだよな、主君の女房じゃ怒鳴りつける事も出来ん。ここは厳しく……。小夜が部屋に入って来た。


「御屋形様！」


「小夜、今は用談中だ。控えよ、……？」


後で行く、と言いかけたが小夜が首を横にぶんぶんと力強く振るのが見えた。何事だ？


「それどころではありませぬ。京の儀同三司様が……」


「！」


「弥五郎殿！」


「母上」


綾ママが入って来た。重蔵と下野守が慌てて平伏した。小夜の時は迷惑そうな表情をしていたのに、こいつらも綾ママのファンかよ。


「京の御爺様が危篤だそうです、今兄上から文が届きました」


「分かりました、船で大津まで参りましょう。その後は陸路で京へ。至急御仕度をなさってください」


「分かりました」


「小夜、そなたは留守を頼む。竹若丸は嫡男だ、連れて行くからその準備を」


頼むと言いかけた時に〝御屋形様〟と重蔵が口を挟んだ。


「如何した、重蔵」


「京は必ずしも安全では有りませぬ。竹若丸様の御同道は御止めになった方が宜しいかと」


「某も重蔵殿に同意致しまする」


「……そうだな、俺は行かねば立場が無いが竹若丸は未だ幼い、理由は付く。ここに残そう。良く気付いてくれた」


労うと二人が頭を下げた。


二人の言うとおりだ。竹若丸でさえ幼いのだ、その下は更に幼い。二人で京に行ってこれ幸いとばかりに殺されては堪らない。朽木版本能寺の変になりかねない。十分な用心が必要だな。


「大津八左衛門、宮川新次郎にいつでも兵を動かせるようにしておけと使者を出そう。俺は一千の兵を率いて京に行く」


重蔵と下野守が頷いた。


「御屋形様、人日の節句でございますが」


小夜が困った様な表情をしている。人日の節句？　そうか。


「能興行は中止だ。敏満寺座にはそなたから詫びておいてくれ」


「はい」


「こちらの都合で取り止めるのだから銭は払っておいてくれ。それと七夕の節句の時は宜しく頼む、楽しみにしていると」


小夜が〝分かりました〟と言って頷いた。


飛鳥井の爺さんもいよいよか。大分弱っていたからな。年を越せないと思っていたが凌いだ、或いはこのままの状態が続くかと思ったんだが……。まあ爺さんも准大臣にまでなったんだ、孫を帝にする事は出来なかったが世襲親王家にする事が出来た。いずれは竹田宮家から帝が誕生するかもしれん。以て瞑すべしだろう。……いかん、未だ死んでなかったな……。






元亀二年（一五七四年）　一月上旬　　　近江国蒲生郡八幡町　　龍野実道






「上手く行かんな」


俺が嘆くと石川三左衛門、雑賀五郎兵衛が頷いた。


「飛鳥井の祖父が危篤か、まさかそんな事になるとは……」


「計りに計っても上手く行かない時が有る。近江少将様は強運の持ち主らしい。するりとこちらの仕掛けを躱かわしたわ」


三左衛門、五郎兵衛が嘆息した。強運か、丹波での事を考えれば確かに強運と言える。


「まるで泥鰌か鰻だな。ヌルヌルと逃げる」


俺の言葉に二人が笑い出した。


「他聞を憚はばかる事も有る。今後は少将様の事は鰻と呼ぼうではないか」


三左衛門が笑いながら提案した。悪くない、俺が賛成すると五郎兵衛も〝それは良い〟と賛成した。


皆笑っているが三左衛門、五郎兵衛の表情には落胆の色が有る。多分俺も同様だろう、脱力感が全身を包んでいる。何とか敏満寺座に配下の者を入れる事に成功した。後はその者の手引きで城内に入り近江少将様の命を奪う、そこまで行ったのだが……。気が付けば溜息を吐いていた。


「失敗であった。飛鳥井の准大臣はこちらの手で殺すべきであった。飛鳥井家に人を入れ毒を盛る。老齢ならば誰も自然死を疑わぬ筈だ。鰻は必ず飛鳥井家に行く、そこを狙えば容易く命を奪えた筈、抜かったわ。公方様の若君誕生を利用する事を考えながら如何して飛鳥井の准大臣の事に考えが及ばなかったか……」


唇を噛み締めた。千載一遇の機会を逸した、そう思った。


「そうだな、ただ狙うのではなく誘おびき出して狙う、そうすべきだったかもしれん」


三左衛門の言葉に五郎兵衛が頷いた。その通りだ、何故そこに気付かなかったか……。嘆いていても仕方が無いな、次の手を考えなければ。


「如何する？　伊勢行きを狙うか、それとも三月の節句を狙うか？　伊勢行きを狙えば三月の節句の警戒は厳重になる筈だ。先ず成功はせぬ。二者択一になるが」


問い掛けると二人の顔が引き締まった。


「狙い易いのは節句だろう」


「必ず鰻が見物するのならだ」


そこだ、そこが問題になる。三人で顔を見合わせた。


「……善太郎、五郎兵衛。伊勢行きを狙おう。確実にそこに鰻は居る。鰻が居なくては釣り糸を垂れても鰻は掛からぬ」


「その通りだ」


「同意する」


三人で頷いた。


問題は八風街道、千種街道のどちらを使うかだ。一条少将はおそらくは大湊に来る筈。会見場所は大湊だろう。千種街道を使った方が大湊には近い、だが千種街道は甲津畑から雨乞山の北部の杉峠を越え水晶谷を渡り根の平峠を越えなければならん。二度の峠越えは避けたいと思う筈だ。もう一つの八風街道は遠回りになるが八風峠を越え桑名に出てそこから海路という手も有る。


安全なのは八風街道かもしれんが裏をかいて千種街道という事も十分に有り得る。効率は悪いがどちらでも仕掛けられるようにしておく必要が有ろう。急がなければ……。
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城下に与えられた黒野家の屋敷では親父、黒野重蔵影久が待っていた。


「親父殿、今戻った」


「うむ、御苦労だな。首尾は？」


「まあ悪くは無いな。本願寺の門徒達の対立は続いたままだ。上の方は必死に溝を埋めようとしているがそう簡単には行くまい。長島の生き残りは朽木との戦になれば一番きつい役目を押付けられるのではないかと疑心暗鬼になっている。ま、そういう風に仕向けているのだが」


親父が頷いた。


「それで、俺を呼んだ理由は？」


「御屋形様が伊勢へ行かれる」


頷いた。土佐から一条家の当主が来る。大湊で会談し今後の方針を話し合う。御屋形様は本気で西国を狙う御積りだ。四国の三好、一条は西国攻略における大事な味方だ。そして一条は琉球との交易の拠点でもある。粗略には扱えない。


「おそらく、波多野の忍び共が御屋形様を襲う筈だ」


「……」


村雲か、厄介な男達だ。丹波の国人衆達の争いの中で力を付けてきた。昨年の丹波攻めでも御屋形様の御命を狙った。危ない所であった、あの件は親父にとっては痛恨の出来事になっている。


「昨年の事だが城内に入り台所を頻りに探っている者がいた。味方が捕えようとしたのだが手強くてな、殺さざるを得なかった。おそらくは毒を仕込もうとしたのであろう。狙いは御屋形様だ」


「波多野だな。おそらく一人ではあるまい、仲間がいる筈」


親父が頷いた。


「惜しい事をしたな。捕えて仲間の事を吐かせれば一網打尽に出来た」


親父が低く笑った。


「そうでもない。御屋形様を狙う、確実に殺すのであればその機会は限られてくる。人日の節句の能興行を狙って来ると見たのだが……」


「なるほど、だが取り止めになった」


「そうよな、惜しい事であった。敏満寺座に入り込んだ者がいる事も分かっておる。その方の言う通り、当日、一網打尽に出来たのだが……」


親父が唇を噛み締めている。


「敏満寺座に入り込んだ者は？」


親父が目で笑った。


「そのままだ、捕える事は難しくないがそれでは向こうが警戒する。それは面白くない」


「能興行が潰えたとなれば次は伊勢行きか。親父殿の言う通りだな」


「そうだな」


「如何する、分が悪いぞ」


何処で狙って来るかが分かれば防ぐ事は難しくない。能見物をする御屋形様を影に代えても良いのだ。だが伊勢行きは御屋形様御本人が行かねばならぬ。八幡城から大湊、狙うのはその往復どちらでも良い。幸い御屋形様は用心深い方ではあるが護衛は決して簡単とは言えぬ……。


「敵を分散させる」


「……八風街道、千種街道、両方使うか」


「うむ、俺は千種街道を行く。その方は八風街道を行け」


つまり八風街道は囮か。


「御屋形様はその方と共に八風街道を行く」


「親父！」


驚いて親父を見ると親父が頷いた。


「本気か？」


「本気だ、これを無事に務めればその方に跡目を譲る。それだけの力量は有る」


「俺に跡目を？　しかし……」


「組頭達の同意は得てある」


「……つまりこの務めを無事に果たす、それが組頭達の同意の条件か？」


声が掠れた。親父が〝そうだ、励め〟と言った。親父が低く笑う。肩にずしりと重い物が乗せられたような気がした。
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「少しは落ち着いたようでございますね」


「うむ」


「如何でございますか、この御部屋は」


問い掛けると兄が微かに苦笑を浮かべた。


「まだ馴染めぬの。この部屋は父上の臭いが強過ぎるのでおじゃろう」


部屋を見回す。屋敷の中で一番陽当たりが良く明るい部屋。父が使っていた部屋だった。そしてこれからは兄が使う事になる。朽木塗の漆器、明の磁器、螺鈿の手箱、掛け軸が部屋を飾っている。私が宮中に上がる前は無かったものだ。


「その手箱でおじゃるが」


「はい」


兄が笑みを浮かべた。


「父上の御気に入りの品じゃ。よく愛おしそうに見ていた」


「左様でございますか」


改めて手箱を見た。美しい光沢を出している。


「一昨年であったの、貰ったのは。陽に当てて光が跳ね返る様を見て喜んでいた。子供のように燥はしゃいでおじゃった」


「父上が……」


「うむ」


「朽木領内では蒔絵、螺鈿が盛んに作られていると聞きます。私も一つ頂きました」


蒔絵、螺鈿は南蛮人との交易で飛ぶように売れているとも聞く。


「太刀も貰ったのでおじゃるが公家には似合わぬのでな、しまってある。朽木物じゃ、銘は正興と聞いた。売ればそこそこの値にはなろう」


朽木の太刀は故義輝公が愛用した事で有名だ。永禄の変のおり故義輝公は朽木の太刀を使って奮迅の戦いをしたと聞く。それ以来、更に価値が上がった。


「良い葬儀でございました」


「そうでおじゃるの」


兄が茶を一口飲んだ。軽く息を吐く。私も一口飲んだ。香ばしい香りと共に熱い御茶が身体を温めてくれた。


「民部少輔殿の葬儀も盛大でおじゃったが父上の葬儀はそれを上回ったの。正直に言う、驚いた」


兄の言葉に素直に頷けた。公家達の間でこれ程までに盛大な葬儀を行われた公家は居ない。


「朽木の勢威を示すという意味も有ったのでしょうが……」


兄が〝うむ〟と言って頷いた。


「将軍宣下よりも賑やかでおじゃった。義昭は大分不満であったらしい。分を弁えぬと」


「それは……」


義昭様の将軍宣下には公家は殆ど参加しなかった。武家の事という事も有るが義昭様への反発も有っただろう。公家達は義昭様を嫌っているのだ。


「已むを得ぬ事では有る。次から次へと弔問客が来た。予想外の事でおじゃった」


「……はい」


「皆が近江少将との繋がりを求めたのじゃ」


「……はい」


「天下人とはこういうものかと思った。改めて実感した」


「……左様でございますね」


俯うつむきながらぼそぼそと呟く兄に相槌を打った。父は飛鳥井の家格を上げたとはいえ准大臣でしかなかった。朝廷で勢威を振るったというわけでは無い。私も兄もあの弔問客は想定していなかった。死んだ父もあの弔問客は想定していなかっただろう。あの世で溜息を吐いたかもしれない。


「これからどうなりましょう」


兄が私を見て首を横に振った。


「……天下人とは天下に一人じゃ。だがこの日ノ本には天下人が二人おじゃる。名だけの天下人と実だけの天下人。有り得ぬ事じゃ。どちらかがどちらかを喰らうでおじゃろう。名を守り実を奪うか、実だけでなく名も奪うか……」


「……」


「争いは激しくなろうの」







誘引
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「御屋形様」


「それは止せ、小兵衛」


八幡城の一室、俺が咎めると黒野小兵衛影昌が困った様に頭を下げた。困った奴。


「この格好だ、弥五郎と呼べ」


「はっ、では弥五郎様」


また頭を下げた。


「そうではない、弥五郎だ。様を付けては変装の意味が無いではないか」


俺と小兵衛の遣り取りに周囲が失笑した。勿論、周囲に居るのは八門だ。


飛鳥井の爺様は駄目だった。俺と綾ママが京に着いた時にはもう息が無かった。そこから先は葬式という名のお祭りだ。飛鳥井の一族だけじゃない、縁戚関係、親交の有る連中をも巻き込んでの一大イベントだ。帝からは大典侍が、公家は近衛、九条、一条を中心にかなりの人数が来た。旧三好派の水無瀬、高倉も参列した。武家も畿内の大名家は殆どが来た、もっとも使者を代理として寄越しただけだが。幕府からは細川藤孝と諏方左近大夫将監が義昭の名代みょうだいとして来た。


個人で来たのは伊勢親子を始めとして幕府の実務に携わっている人間が多かった。河内守護三好左京大夫義継は使者を送って来たが九条稙通は自ら葬儀に参列した。そして丁重に左京大夫義継が自ら参列出来ない事を詫びてきた。微妙だな、当然だがこの事は義昭にも伝わった筈だ。義昭が如何思ったか……。頼りにならぬと思った筈だ。毛利を始めとして遠国への声掛けも畿内の諸大名が頼りにならないと見ているからだろう。


喪主である伯父は早速悲鳴を上げた。銭が無いってな。だから銭は朽木が出すから遠慮せずに思いっきりやれと言ってやった。何と言っても飛鳥井の爺様は准大臣、飛鳥井家の家格を上げた偉大な人物なのだ。いずれは内大臣が贈られる事になっている。葬儀に来た弔問客を失望させる事は出来ない。当然だが俺も挨拶をした。弔問外交って言葉が頭に浮かんだよ。御爺が死んだ時も凄かったが飛鳥井の爺様程じゃなかったな。疲れたわ。だが疲れてばかりもいられない。今度は伊勢で首脳会談だ。


伊勢に行く途中で波多野の忍びが襲ってくるだろうという事で二手に分かれて伊勢を目指す事になった。重蔵は千種街道、俺は小兵衛と共に八風街道。それぞれ一千の兵で動く。敵は重蔵の顔を知っている可能性が有るらしい。だから重蔵が千種街道を行く事で千種街道を移動する行列に俺が居ると思わせようというのが重蔵の目論見の様だ。その隙に俺は小兵衛と共に八風街道を桑名を目指し海路、大湊へ行く。流石だよな。


そして俺なんだが一般の家臣の恰好で移動する。勿論俺の影武者も同行する。八門から六人。千種街道、八風街道に三人ずつだ。それぞれ南蛮鎧を纏って距離を置いて並ぶ。遠くからでは判別は付け辛い、相手を混乱させようという事だ。ちなみに俺は徒歩、鎧は桶側胴で頬に大きな黒子を付け口の中に詰め物を入れて下膨れの顔にしてある。ぱっと見では俺とは思わない。小夜、雪乃も分からなかった。


特徴の無い顔って便利だよな、簡単に別な人間に化ける事が出来る。小兵衛に俺の顔は忍者向きだと言われた。俺の周囲にはこれまた八門が付く。そして八風街道の者達には俺は重蔵と共に千種街道で伊勢に向かっていると出発後に教える事になる。敵が探りを入れても誤情報を掴まされるだけだ。


重蔵から改めて八門の頭領の座を降りたい、後を息子の小兵衛に譲りたいと願いが有った。丹波での失態も有るが年齢的にも息子に譲って引退する時期だと。八門の内部では合意が出来ているらしい。最後の試験がこの伊勢行きだそうだ。俺を無事に八幡城まで連れて帰る、それが出来れば次の棟梁は小兵衛だと。厳しい試験だ。もっとも相談役、それとも目付なのかもしれんが組頭の石井佐助、佐田弥之助が小兵衛の側に付く。手抜かりは無い。それにしても俺の命が最終試験の題材か。これってどうなんだろう？


再度の願いだ、八門の代替わりは認めた。但し、重蔵には八門の頭領を引退した後は俺の相談役になれと命じている。忍びの頭領ではなく朽木の重臣として俺を助けろと。禄高は一万石だ。兵を集めるも良し、新たに流れ者の忍びを集つどるも良し。なんなら商人を集めても良いと伝えた。泣いてたなあ、過分に過ぎるなんて言ってたけど朽木が大きくなれたのは八門の働きが大きかった。当然の事だと俺は思う。


「では、弥五郎」


「うむ、何だ、小兵衛」


「先ずは永源寺までは別働隊と共に行く。そこからは別行動だ」


「分かった」


小兵衛、そんな遣り辛そうな顔をするな。こっちだって遣り辛いんだぞ。


「特別扱いは出来ぬ。遅れずに付いて来い」


「勿論だ」


とは言っても久々に徒歩だ。ちょっと心配だな。小兵衛も不安そうに見ている。やれやれだ。
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朽木の行列が進んでいく。その数、およそ二千。石川三左衛門、雑賀五郎兵衛と共にそれを見送った。動きに無駄が無い、おそらくは選び抜かれた者達なのであろう。行軍しているだけだがそれでも分かった。


「如何見た？」


石川三左衛門が俺と五郎兵衛を見た。三左衛門の表情は険しい。


「鰻を捕まえるのは難しそうじゃ。何処にいるのか分からぬ」


「同感だ、簡単には行かぬ。分かっていた事だがな」


三左衛門が頷くと視線を行列に向けた。行列は少しずつ小さくなっていく。


「二手に分かれるそうじゃ、千種街道を黒野重蔵が宰領し八風街道を倅の小兵衛が宰領するとか。さて、どちらが鰻を運ぶのか……」


語尾が消えた、三左衛門が俺と五郎兵衛を見ていた。答えろという事であろうな。


「常道で考えれば重蔵が鰻を運ぶ。だが……」


「八門の頭領を常道で図るのは危険であろう」


俺と五郎兵衛が答えると三左衛門が頷いた。八門、元は羽黒の山伏の流れを引く者達、或いは楠木、大塔宮に仕えた山の民の末裔とも言われている。足利の世になると共に地に潜んだが世が乱れると朽木と共に走り出した忍びの一族。頭領の重蔵は調略・流言飛語で朽木に敵対する者を惑わせてきた……。


「鰻らしき人物が六人居たな」


「南蛮鎧を着けていた。敢えて目立たせようとしたのかもしれぬ」


「有り得るな。だとすれば真の鰻は供ともの中に隠れている、或いは密かに先に行ったか」


三左衛門が息を吐いた。五郎兵衛が目を閉じた。行列は遠くなっていく。


「後を追おう、鰻を見つけ、襲う」


俺の言葉を聞いても二人は動かない。五郎兵衛が目を開けた。


「焦るな、善太郎」


「しかし」


反駁はんばくすると五郎兵衛が〝落ち着け、気を静めろ〟と言った。


「襲撃場所は八風街道なら八風峠、千種街道なら根の平峠と決めた筈。先ずは鰻を見つけるのだ。先に行ったのならあの中には居らぬ事になる」


「それは分かるが……」


「五郎兵衛の言うとおりだ、焦ってはならぬ。あれだけの備えをしている以上襲撃は一度きりだ、二度は出来ぬ。失敗は許されぬ」


三左衛門に肩を揺す振られた。


「……三左衛門」


「大湊に行こう」


「……大湊？」


三左衛門が頷いた。


「鰻は隠れている。だが大湊では必ず姿を現す、そこを押さえる。捕えるのは帰りだ」


なるほど、五郎兵衛、三左衛門の言う通りだ、少し焦ったかもしれぬ。


「善太郎、鈴鹿峠を使って大湊に先回りしろ。鰻が姿を現しそうな場所を押さえるのだ」


「分かった」


「俺は千種街道を行く、五郎兵衛は八風街道を行け。鰻の痕跡を追うのだ。だが五郎兵衛、見つけても襲うなよ」


「承知」


五郎兵衛が頷いた、そして俺を見た。


「気を付けろよ、善太郎。伊賀は勿論だが甲賀も我らには好意を持ってはおるまい。鈴鹿峠を越えるとなれば注意が必要だ。抜かるな」


「承知した。お主らも気を付けろよ」


俺が返すと二人が頷いた。行列がまた一段と小さく見えた。






元亀二年（一五七四年）　二月下旬　　　伊勢国度会郡朝熊村　　金剛證寺　　朽木基綱






伊勢国度会郡に大湊は有る。その少し離れた場所に朝熊村が有った。〝あさくまむら〟では無い、〝あさまむら〟と読む。この朝熊村に金剛證寺こんごうしょうじという寺が有る。臨済宗の寺なのだが創建は欽明天皇の命によるものと言われている。当然だがその当時は臨済宗では無かっただろう。しかしね、仏教伝来の事を考えると欽明天皇っていうのはちょっと怪しい。


平安時代に空海が真言密教道場としてこの寺を中興したと伝えられている。だがその後また寂れたらしい。鎌倉時代に臨済宗の坊さんの手によって再興され臨済宗に改宗したのだとか。宗教の世界も侍の世界と変わらんな、国獲りならぬ寺獲りだ。そしてこの戦国では伊勢神宮の丑寅（北東）に位置する事から『伊勢神宮の鬼門を守る寺』として伊勢信仰と結びつき伊勢・志摩最大の寺になっている。


土佐の三位少将一条兼定との会見はこの金剛證寺で行われる。大湊で会見すると思ったんだけどね。実際大湊の商家に会見のために部屋を用意して欲しいと頼んでいた。だが重蔵、小兵衛親子は密かに金剛證寺に話を付けていたようだ。会見場所は急遽、金剛證寺に変更された。俺だけじゃない、影武者六人も同行した。


控室で着替えて会見場に向かった。黒子も取ったし口の詰め物も取った。会見場には既に権大納言一条内基、三位少将一条兼定が揃っていた。でも空気が硬い。この二人、親族なのだが義兄弟でも有る。一条兼定は内基の父、一条房通の養子になっているのだ。年齢からすると兼定が五歳程上らしい。だが状況から察するに仲が悪いようだ。遅参を詫び席に着いた。


「権大納言様、三位少将様、遠路伊勢まで御運び頂き有難うございまする」


同じ少将でも俺は正四位下だからな。三位と四位では天と地の違いが有るというのがこの時代の常識だ。案の定、様付されて兼定が満足そうに頷いた。単純な奴、煽おだてに弱いと見た。一条と言えば五摂家の一つだが兼定には公家の持つ柔弱さは感じられない。身体は決して大きくないが精悍せいかんさと覇気が全身から溢れている。如何見ても武家だ。内基と仲が悪いのもこの覇気と精悍さが一因として有るだろう。


「金剛證寺で会見とは驚いたぞ」


「権大納言様、実を申せば某もでございまする」


権大納言内基が声を上げて笑った。少し空気が解れたかな。


「挨拶が終ったのなら話を始めたい。如何かな、権大納言」


駄目だな、あっという間に固まった。なるほど、歳は上だが官位は下、その辺りが影響している様だ。しかしねえ、俺は無視かよ。


「近江少将、鉄砲、弾薬を土佐に送って欲しい」


一応頼んではいるが命令口調だな。


「朽木は三好とも盟約を結んだと聞く、三好に毛利を攻めさせよ」


出たよ、命令だ。


「儂は伊予に兵を出す。義父と力を合わせれば毛利など忽ち音を上げよう」


自信満々だな。要するに此処に来たのは大友の使いか。婿殿の力で朽木、三好に毛利を攻めさせて欲しいと頼まれたのだろう。上手く煽てられたわけだ。何と言っても大友は九州探題だからな。頼られて満足なわけだ。覇気は有るが頭は弱そうだ。今一番大事なのは足元の土佐を固める事なのにそれが分かっていない。伊予なんかに出てみろ、あそこは大友、毛利、三好が争う場なのだ。一条なんて弱小勢力は小突き回されて終わりだ。


「伊予に出るというのであれば援助は出来ませぬな。三好に毛利を攻めさせたいと御考えなら御自身で三好に頼まれれば宜しいでしょう」


兼定が凄い眼で俺を睨んだ。そして権大納言がザマーミロみたいな目でそれを見ている。会見は無謀だったかな？


「儂を援たすけてくれるのではないのか？　そのために集まったのではないのか？」


昔はそうだったが今は違う。世の中は動いている、状況は変わったんだ。この場の討議は分担だ。一条は土佐、三好は伊予、大友は九州に専念すれば良い。


「土佐一条家を援ける気持ちは有りますが大友家を援けようとは思いませぬ。土佐一条家にとって今一番厄介な敵は長宗我部の筈、伊予に出る？　話になりませぬな。そうではございませぬか、権大納言様」


「近江少将の申す通りよ、麿も同意見じゃ」


あらあら、嫌いな義弟にまで反対されて唇を噛み締めている。悔しさ満載、面子丸潰れだな。大友から来た嫁に泣かれるだろう。


「大友は我が妻の実家、儂が援けるのは当然であろう」


「確かに大友家は土佐一条家とは縁続き、三位少将様がどうしても援けたいと仰られるのであれば止めは致しませぬ。御随意になされませ。しかし朽木には大友家を援けねばならぬ義理は有りませぬ。土佐一条家の御力のみで為されれば宜しゅうございましょう」


そんな恨みがましい眼で見るなよ。援助を受けるって事は言う事を聞くという事なんだ。金は出せ、口は出すななんて事が通用すると思ってんのか？　甘いよ。


「朽木家は当家を使って琉球と交易しておろう」


「しておりますな、しかし何時でも止められますぞ」


「馬鹿な」


愕然としている。そう、馬鹿なだよな。琉球との交易はそう言いたくなる程に利が大きい。


「朽木は敦賀で明、南蛮船と交易をしているのです。琉球の産物も入ってくる。何時でも土佐一条家を捨てられます」


分かるか？　朽木家にとって土佐一条家は必要不可欠の存在ではないのだ。交易を人質にされて譲歩などはしない。


「権大納言様、土佐は或いは失う事になるやもしれませぬ。しかし御心配には及びませぬ。今後は朽木家が権大納言様、そして一条家を御支え致します」


「頼もしい事だ」


権大納言が軽やかに笑った。あらあら、これで皆から見捨てられたな。兼定は唸り声を上げながら俺と権大納言を睨んだ。


「毛利から妙な文が届きました。先日の伊予の西園寺との戦い、西園寺を唆そそのかした者が居ると。毛利は大友を疑っておりますぞ」


権大納言が眼を剥いた。


「真か」


「三位少将様も御存じなのではないかと毛利は考えております」


顔が強張っているぞ。どうやら事実か。権大納言がきつい眼で兼定を睨んでいる。


「三位少将様、大友を取るか朽木を取るか、良く御考えなされよ。ですがこの基綱の見る所、大友は長くは持ちませぬぞ」


「何を言うか！」


兼定がいきり立った。


「大友は肥前の龍造寺を抑える事に失敗しましたな。その結果大友は毛利と龍造寺によって東西から攻められる有様、領内の統治も上手くいかずに苦しんでいる。それ故三位少将様を通してこちらに援助を求めている、違いましょうか？」


「……」


今度は沈黙した。


「いずれ南からも大友は攻められましょう」


「南だと？」


兼定が訝しげな表情をした。現時点では島津の脅威を感じろというのは無理なのだろうな。


「薩摩の島津が大隅を攻め獲りましたな。この後は日向攻めに本腰を入れる筈。日向の伊東氏は先年の負け戦以来振るいませぬ。日向は忽ち島津に攻め獲られましょう。その次は豊後、大友は東西に加えて南からも攻められる。持ちませぬな、それに付き合えば一条家も滅びましょう」


「馬鹿な……」


兼定の顔が青褪あおざめている。ようやく現実が見えて来たようだ。






元亀二年（一五七四年）　二月下旬　　　伊勢国度会郡朝熊村　　龍野実道






「金剛證寺で会見か、かなりの用心だな」


「六人全員が入った」


「その中に本物の鰻が居ると思うか？　追ってみて如何であった？」


問い掛けると三左衛門、五郎兵衛は難しそうな表情をした。


「三左衛門、千種街道は如何であった？」


五郎兵衛が問うと三左衛門が〝うむ〟と答えた。


「三人のうち二人の警護はおざなりであったな、残りの一人の警護はかなり厳しかった。但し本物かどうかは分からぬ」


「こちらの目を引き寄せようとしているのかもしれぬ」


俺の言葉に二人が頷いた。


「五郎兵衛、八風街道は？」


「三左衛門、そちらと違って三人の警護はいずれも厳しい。そこからは真偽の判断は着かぬ。だがな」


五郎兵衛が俺と三左衛門の顔を見た。


「八風街道の者達には鰻は重蔵と共に千種街道を進んでいるという噂が流れている。その所為かもしれぬが三人の警護以外は緩やかなような気がした。何度か気を引き締めろと命が出ていたな」


三人で顔を見合わせた。鰻は重蔵と共に千種街道を進んでいる、……誘引か、それとも真実か……。


「真実やもしれぬ」


三左衛門が呟き俺と五郎兵衛を見た。


「変な予断を与えたくなかったので先程は言わなかったが千種街道で妙な男が居た」


「妙？」


五郎兵衛が問うと三左衛門が頷いた。


「一度だけだが行列を宰領している者に命を下していた」


「重蔵にか？」


「多分な、年恰好からするとあれは重蔵だと思う。命を下したのは未だ若い男だ。中肉中背、目立たぬ男だな」


「一度だけか？」


「そうだ、一度だけだ。善太郎。あとは普通に警護の兵として振舞っていた」


三人で視線を交わした。五郎兵衛、三左衛門の視線は強かった。


中肉中背、目立たぬ若い男か。条件は合う。三人の偽鰻の中で一人だけを厳重に警護しこちらの視線を引き付けた。そして真の鰻を行列の警護の兵の中に隠した……。一度だけか……、上手の手から水が漏れたな、重蔵。


「見つけたかもしれぬ、その男を追おう」


五郎兵衛、三左衛門が頷いた。






元亀二年（一五七四年）　二月下旬　　　伊勢国度会郡大湊村　　黒野影久






「あの御方は行かれましたか？」


「行った」


「追う者は？」


「居らぬ。どうやら狙いをこちらに定めたらしい」


俺の言葉に男は満足そうに頷いた。男は立ち俺は片膝を着いている。おそらくこの姿を村雲の者共が何処かで見ているだろう。そして御屋形様だと思っているに違いない。


「その方の命を狙ってくる。襲われたならば忍びでは無く影として無様に死なねばならぬ。覚悟は出来ているか？」


「勿論、あの御方の代わりにあの御方として死ねるのなら本望にございます」


「……」


「二度目の山科の戦いでございました。あの御方に〝その方の報せで勝てた、武功第一である〟と皆の前で褒められました。名も無き忍びが……」


御屋形様は忍びだからといって差別はせぬ。その事が我らにとってどれほど有り難い事か……。他家では人として扱われぬ、だが朽木ではそのような事は無いのだ。


「返事はせずとも良い、俺が立ったらその方は俺の肩を叩いて〝重蔵、頼むぞ〟と大きな声で言うのだ」


「……重蔵、頼むぞ」


立ち上がると肩を力強く叩かれた。目の前には男の顔が有った、怯えは無い。


「必ずや御期待に添いまする」


男が爽やかな笑みを浮かべた。何処かその笑みが御屋形様に似ていた。







代替わり


元亀二年（一五七四年）　三月上旬　　　丹波国氷上郡氷上村　　氷上城　　村雲彰正






「美作守様、甚右衛門にございます」


いつもの様に庵の様な建物の外から声を掛けると〝入るが良い〟と言葉が有った。許しを得て屋内に入った。中にはこの城の主、波多野美作守宗長様が一人で座っている。これもまたいつもの事だった。一つ違う事は脇に四方盆が置いて有る事。紫の袱紗ふくさが置いてあった。


「如何であった？　伊勢で狙うと聞いていたが」


「残念ながら」


「失敗したか」


「はっ、襲撃しましたが村雲党が斃たおしたのは近江少将様の影にございました。申し訳ありませぬ」


美作守様が眼を閉じて一つ息を吐いた。


「謝るには及ばぬ。容易な相手では無い事はこちらも分かっている。……甚右衛門、今一度狙えるか？」


「もはやこれ以上は」


「難しいか」


「はっ、先年の丹波での仕掛け、そして此度の伊勢での仕掛けで村雲党は戦力を磨り潰してございます。村雲党に残っているのは僅かな男達を除けば女子供、それに負傷して戦えぬ者ばかり、もはや戦う力は有りませぬ」


美作守様がまた一つ息を吐いた。


「そうか、無理を強いたな。済まぬ、この通りだ」


美作守様が頭を下げた。


「御止め下され、我等御役に立てず恥じておりまする」


「いや、役に立たぬのは儂よ。殿を説得出来なかった。殿の御命を縮めることも出来なかった。心を鬼に出来なかったのだ。そのツケを村雲党に押し付けた。済まぬ……」


弱いのは私も同じだ。独断で左衛門大夫様の御命を断つべきでは無かったか。その上で波多野家を去る。さすれば波多野家も村雲党も滅びずに済んだであろう……。


「甚右衛門、これまで御苦労であった。もはや波多野への忠義立ては無用じゃ、立ち去るが良い」


「……しかし」


「此処から先は儂と殿がけじめをつける。この城を出て八上城に行くつもりだ。その方に会うのもこれが最後よ」


「……氷上城を御捨てになりますか」


美作守様が苦笑を漏らされた。


「言ったであろう。儂と殿でけじめをつけると。離れていてはそれも出来まい」


「……」


美作守様が脇の四方盆をこちらに差し出した。


「受け取るが良い。判金が二十枚有る」


「美作守様」


止めようとすると美作守様が首を横に振った。


「その方等が払った犠牲に比べれば僅かな物よ、遠慮するな」


判金二十枚、決して少なくは無い、二百五十貫にはなろう。


「一つだけ念を押しておく。もはや波多野への義理立ては無用ぞ。自由に生きる事だ」


「……」


美作守様が微笑んでいた。


「滅びるのは波多野だけで良い」


「……はっ」


判金二十枚を受け取った。ずしりとした重さだった。






元亀二年（一五七四年）　三月上旬　　　近江国蒲生郡八幡町　　黒野影昌






「頭領が御戻りになられましたぞ」


遠くから四の組頭、石井佐助の声が聞こえた。八の組頭、佐田弥之助と共に部屋を出て玄関に向かう。親父が一の組頭、小酒井秀介の肩を借りながら歩いていた。左足に力が入っていないのが分かった。見ていて痛々しかった。


「秀介、代わろう」


秀介が親父を見た。親父が苦笑しながら頷く。それを見て俺に代わった。


「済まんな、小兵衛」


「何を馬鹿な事を、それ、歩くぞ」


ゆっくりと歩く。親父が左足を使う度に親父の重みが肩にかかった。それを支えて歩く。部屋に入って親父を上座に座らせた。俺が下座に座ると秀介、佐助も座った。親父は左足を投げ出したままだ。もう忍び働きは出来ないと聞いた。


「随分と無茶をしたな、親父殿。敢えて傷を負ったと聞いたぞ」


親父が苦笑を浮かべた。


「村雲の者共を嵌はめるためだ」


「……もう忍びとしては働けぬのだぞ」


「狭間藤助は命を捨てた、それに比べれば温ぬるい位よ」


「……」


「それにな、俺にはその方が居る。後に憂いは無い」


鼻の奥にツンとした痛みが走った。〝何を馬鹿な事を〟と言うのが精一杯だった。分かっている。傷を負ったのは村雲を嵌める為だけでは無い、俺の為でも有るのだろう。親父は自分が忍びとして健在では組頭達が俺よりも親父を頼りにすると危惧を持ったのだ。


「良くやったな、小兵衛。俺だけでは村雲の者共を騙せなかっただろう。その方が見事に御屋形様を隠してくれた御蔭で村雲の者共を嵌める事が出来たわ」


「俺の力では無い。御屋形様は何一つ文句を言わずに俺の指示に従ってくれた。八門への信頼は俺が思っている以上だった」


親父が破顔した。その信頼は親父達が築き上げた物だ。俺の功ではない。


「小兵衛、謹め」


親父の言葉に姿勢を正して畏まった。組頭達も姿勢を正している。


「以前に伝えた通り、その方に八門の頭領の座を譲る。良いな」


「はっ」


ズシリとした重さを感じた。予想していた以上の重さだった。


「明後日、登城して御屋形様に御許しを得る。その後、その方は八門の頭領としてこの屋敷に戻る。組頭達がその方を新たな頭領として迎えてくれる事になっている」


「親父殿は？」


「俺は新たに用意した屋敷へ移る」


俺を頭領として立てるためか……。一抹の寂しさと共に俺への愛情を感じた。


「それとな、小兵衛。秀介が隠居したいそうだ」


驚いて秀介を見た。秀介が困った様な顔をしている。


「もう年ですのでなあ、そろそろ隠居をと考えておりましたので。良い機会かと」


目尻にも額にも皺が深く刻まれている。歳は六十を越えている筈だ。だが一の組頭として、八門の重鎮として働いて来た。忍びの腕も若い者に劣るまい。幼い頃、技を教えて貰った事も有る。


「出来れば俺を助けて欲しいのだが」


秀介が首を横に振った。


「年寄りが何時までも出しゃばっては若い者が働けますまい。それにこの年寄りが働けるのも精々あと数年、ならば思い切りよく若い者に道を譲った方が良い」


しんみりとした口調だった。言っている事は道理だ。だがその心の底には親父へ殉じる気持ちが強いのだろう。


「後任は如何するのだ？　それが決まらなければ認められぬが」


「笹山仙太郎は如何でしょう？　思慮深く人を纏める力の有る男にござる。一の組頭を務めるだけの力は有りましょう」


親父の顔を見た。何も言わない。俺が決める事だというわけか……。


「良いだろう、秀介から仙太郎に伝えてくれ。それと俺の元に来るようにと」


秀介が〝はっ〟と畏まった。頭領になったのだと感じた。


「親父殿の元に行くのか？」


「出来ますれば」


「分かった。これからも親父殿を助けてくれ」


秀介が〝有難うございまする〟と言って頭を下げた。


「いや、礼を言うのは俺の方だ。俺が言うのもおかしな話だがこれまで御苦労だった」


「俺からも礼を言うぞ、秀介。これまで御苦労だった。感謝している。これからも頼む」


俺と親父の言葉に秀介が照れ臭そうな顔を見せた。忍びの顔では無かった、好々爺の顔だった。
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重蔵、小兵衛が暦の間に姿を現した。重蔵は足を引き摺っている。痛々しい姿だ、もう忍び働きは出来ないと聞いた。重蔵が座ろうとして顔を顰めた。


「重蔵、足を伸ばせ」


「はっ、しかし」


「構わぬ。俺の前で遠慮は無用だ。辛ければ杖をついても構わぬぞ」


「まだそこまでは老いてはおりませぬ」


重蔵が苦笑した。小兵衛も苦笑している。如何して笑えるのだろう、俺は悲しくて仕方が無いのに。


波多野の忍びが重蔵の宰領する行列を襲った。ざっと四十名程だったらしい。場所は根の平峠の半ば以上を過ぎた所だったという。弓、百雷銃という武器での攻撃と同時に波多野の忍びが行列に飛び込んで来た。そして警護の兵、八門、波多野の忍び、入り混じっての混戦になった。重蔵はその混戦で負傷した。左腕、左足を負傷した。腕は大した事は無いらしい。だが足は駄目だ、今後は足を引き摺る事になると聞いている。







    
  
  




波多野の忍びは重蔵が用意した影武者を斃すと直ぐに逃げ出した。だが逃げて丹波に戻った者は皆無の筈だと重蔵は言っている。八門に追われ逃げる先には伊賀衆が待ち受けていたからだ。重蔵は波多野の忍びが仕掛けるのは帰路と見ていた。往路では俺を特定出来ないと。そして伊賀衆に波多野の忍びの逃げ道を塞ぐ様に頼んでいた。俺を特定するのに夢中になっていた波多野の忍びは伊賀衆に退路を断たれた事に気付かなかった。波多野の忍びは重蔵の掌で躍っただけだ。忍びの世界で重蔵と八門の名は更に高まった。


「御屋形様、かねてより願い出ておりましたが八門の頭領の座、倅小兵衛に譲りたく思いまする。何卒御許しを頂きたく思いまする」


「分かった。小兵衛、頼むぞ」


「はっ」


丹波での襲撃、今度の伊勢での襲撃、二度の強襲で波多野の忍びは酷い損害を受けた。もう組織だった攻撃は不可能だというのが重蔵、小兵衛の意見だ。隠居には何の障害も無い……。


「重蔵、これまで御苦労であった。出会った夜の事を覚えているか？　俺の寝所に忍んできてくれたな。良く来てくれた、感謝している、この通りだ」


俺が頭を下げると重蔵が〝御屋形様！〟と叫んだ。悲鳴かな。何だろう、重蔵の声を聞いたら鼻の奥がツンとしてきた。


「頭を御上げ下さい！　御屋形様！」


頭を上げた、重蔵の顔が良く見えない。涙を拭っても見えない。重蔵の傍に寄った。未だぼやける。重蔵の身体を掴んだ。大きくて逞しい身体だ。


「済まぬなあ、重蔵。忍びとしてのその方を死なせてしまった。その方にとっては死よりも辛かろう、済まぬ」


自由に駆ける事も敵の目を欺いて闇に潜む事も出来ぬのだ。これまで出来た事が出来なくなる。辛いだろう。


「……御屋形様」


重蔵が嗚咽おえつを漏らした。俺も泣いた。色々な事を思い出した。どんなに苦しい時でも重蔵が居るから俺は道を誤る事は無かった。


「重蔵、済まぬ」


「何を仰せられます。我ら御屋形様と出会わなければあのまま世の片隅で朽ち果てていた筈。御屋形様の御力にて世に出る事が出来申した。それに某は死んではおりませぬぞ。まだまだ朽木家のために、御屋形様の御為に粉骨砕身するつもりにございまする」


「重蔵……、そうよなあ、そうでなければ重蔵ではない。頼むぞ、重蔵」


「はっ」


泣いてる場合じゃない、重蔵はもう前に進もうとしている。俺も前を向いて歩かなければ……。


「小兵衛」


「はっ」


「波多野、赤井に味方する者達に噂を流せ。俺が今回の一件で激怒しているとな。波多野、赤井に味方するのは危険だと触れ回れ」


「承知しました。波多野、赤井を孤立させまする」


八門の頭領として初めて受ける仕事だ。気合が入っている。


「うむ、それと播磨に人を入れろ」


「別所、小寺、赤松ですな、既に入れておりまする」


「頼もしいぞ、だが足りぬ。英賀にも人を入れろ。丹波を片付ければ次は本願寺だ。英賀は必ず動く」


「なるほど」


小兵衛が頷いた。


「毛利にも入れろよ、安芸は一向宗の力が強い。何らかの動きが必ず有る筈だ」


「はっ」
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屋敷に戻ると組頭達が集まっていた。一の組支配、笹山仙太郎重康。二の組支配、正木弥八正昭。三の組支配、村田伝兵衛綱安。四の組支配、石井佐助光久。五の組支配、瀬川内蔵助昭良。六の組支配、佐々木八郎義一。七の組支配、望月主馬延良。八の組支配、佐田弥之助満重。九の組支配、梁田千兵衛幸保。十の組支配、当麻葉月。


「おめでとうございまする」


代替わりした事、御屋形様の御許しを得た事を告げると組頭達が祝ってくれた。







    
  
  




「如何なされました、御顔の色が優れませぬが」


「ほほほ、弥之助殿、頭領は照れておいでなのじゃ」


葉月の言葉に皆が笑った。葉月は相変わらずだ。


「そうではない、重いのだ」


皆が顔を見合わせた。


「今日、御屋形様に代替わりを願い出た。御屋形様は泣いておられた。親父の傍によって済まぬと言って泣いておられたのだ。羨ましかったし妬ましくも有った。だがそれ以上に重かった。俺に果たしてそれ程の信頼を御屋形様から頂けようかとな」


皆が黙り込んだ。親父と御屋形様の間には主君と家臣というだけではない、もっと強い絆が有った。親父が朽木に仕えて二十年、その二十年で築き上げた絆だ。


「頭領、その御信頼は先代が一人で築いた物ではござらぬ。八門皆で築いた御信頼でござる」


「弥八の申す通りでござる。頭領は一人ではござらぬ。我らが、八門の皆が頭領を支えているのでござる。どれほど重くとも我らが支えますぞ」


二の組頭正木弥八、三の組頭村田伝兵衛が俺を励ましてくれた。そうだな、俺は一人では無い。　


「分かった、頼りにしている。伊勢行き、代替わりと忙しい日が続いた。親父から状況は聞いているが念のために皆から改めて話を聞きたい」


皆が頷いた。


「公方様は？」


「相変わらず変わりは有りませぬな」


笹山仙太郎が答えた。


「御側室、おさこの方様の傍近くに仕える女中をこちらに引き込む事が出来申した」


「ほう、代価は？」


「銭にござる。親が病気で治療代が嵩かさむようで。裏は取っております」


「で、何を聞き出した」


仙太郎がニヤリと笑った。


「おさこの方様の御話では公方様は朽木を信用出来ぬと申されているとか」


「……」


「御屋形様が自分を敬っておらぬと零されたそうで」


「それで？」


「朝廷も信用出来ぬ、このままでは足利は武家、公家、朝廷から見捨てられるだろうと。御屋形様が近江少将になられましたからな、大分不満が有るようにござる」


シンと静まった。仙太郎も笑みを消している。


「公方様、必ずしも愚かというわけでは無さそうで」


仙太郎の言葉に皆が苦笑を浮かべた。


「仙太郎、その女との糸、切るなよ。それと他の女もこちらに引き込め。大河内氏の娘が公方様の御側に上がったと聞いた。出来ればその女の側近くに仕える者が良い、出来るか？」


「必ずや」


仙太郎が自信有り気に頷いた。或るいはもう取り掛かっているのかもしれぬ。


その後、一刻程の時間を費やして組頭達から話を聞き指示を出した。組頭達が屋敷を去ると妻がやってきた。


「如何ですか、八門の頭領になった気分は」


「もっと心が弾むと思ったのだがな」


「まあ、弾みませぬか？」


「弾まぬなあ」


妻が屈託なく笑い声を上げた。昔はこんなに良く笑う女だとは思わなかった。騙されたな、まあそれも悪くないのだが。


「困った事ですわ。御屋形様は風変わりな所が御有りですが御優しい方ですよ」


「勘違いするな、キリ。御屋形様に不満が有るのではない」


「……まあ、では何が？」


「不満は無い、八門の頭領の座は重い、それが理由だ」


妻が笑いだした。


「一人で背負う事もないでしょう、皆で背負えば良いでは有りませぬか」


「……組頭達と同じ事を言う」


「道理ですから」


何時もこれだ。昔はこんなに良く喋る女だとは思わなかった。女は天性の忍びだな、男は簡単に騙される。まあそれも悪くないのだが……、妻がニコニコしている。口には出せぬ。


「茶をくれ」


「はい」
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「伊勢は如何でおじゃったかな？」


「磯の匂いが致しました」


穏やかに権大納言一条内基が答えた。やれやれ長閑な事よ。いや、或いは韜晦とうかいか。鋭さを見せるのを嫌ったのかもしれぬ。そう思うと苦笑にがわらいが漏れた。


「いや、土佐の分家殿の事よ」


権大納言が〝これは失礼をしました〟と穏やかに笑った。ふむ、分からぬの。


「多少は大人しくなりましたかと」


「ほう」


「少将が大分厳しく脅しました故……」


「ほほほほほほ、権大納言も一安心かな？」


「はい」


二人で声を合わせて笑った。一条家は五摂家の一つではあるが必ずしも裕福ではない。そんな一条家にとって土佐の分家は大事な存在。失う事は出来ぬ。


「武家は恐ろしゅうございますな」


ポツンとした口調だったが実感が籠っていた。


「少将は大友は長く持たぬと言っておじゃりました。それに付いていけば滅ぶと」


「毛利と龍造寺の事か、領内も治まらぬと聞いておじゃるが」


「それに島津」


「島津？」


思いがけない事を聞いた。問い返すと権大納言がゆっくりと頷いた。


「いずれ、日向の伊東は滅ぼされるだろうと」


「……なるほど」


島津が勢力を拡大すれば当然だが大友とぶつかるという事か……。毛利に龍造寺、其処に島津、確かに容易ではない。大友は危ういの。


「未だ畿内も完全に制したとは言えますまい。にも拘かかわらず九州にも目配りしているとは……」


「怖いのう」


「真に。中将も青褪めておじゃりました」


二人で顔を見合わせまた笑った。怖い男ほど手を組めば頼もしい限りよ。腰抜けなど幾ら居ても役には立たぬ。


「島津と言えば殿下とは」


「そうよのう、何かと繋がりは有る」


元々島津家は九州に有った近衛家の所領、島津荘の荘官であった。所領は小さくなったが今でも薩摩に有る。島津あそこも随分と混乱した。漸く収まったが……。ふむ、九州は荒れるか。少し注意が必要かもしれぬ。


「ところで波多野の忍びの事、権大納言は驚いたかな？　京では大変な評判でおじゃるが」


「驚きました」


権大納言が神妙な表情をしている。


「こちらも怖いのう、形振り構わずよ。真、武家は怖いわ」


「はい」


それほどまでに武士として生きるという事は厳しいのであろう。卑怯と罵られようと汚いと蔑まれようとも勝つ。その覚悟が無ければ暗殺は出来ぬ。そして失敗した以上、滅びるのは覚悟の上であろう……。その事を言うと権大納言も頷いた。


「少将に変わった所は有ったかな？」


「さあ、用心はしておじゃりましたが……」


権大納言が首を傾げている。ふむ、護衛の者を余程に信頼しているとみえる。


「公方がの、大分口惜しがっているらしい」


「……」


「丹波では惜しかったと、伊勢でも仕損じたかと」


権大納言が嫌悪の表情を見せた。


権大納言にとって朽木家は大事な縁戚だ。土佐の分家の件以外にも色々と恩恵に預かっていよう。義昭の言動は不快そのものでしかあるまい。


「誰の力で将軍でいられるのか、分かっておじゃらぬのよ」


「左様でおじゃりますな」


権大納言が頷いた。表情には蔑みの色が有った。少将の身に万一の事が有れば四国の三好家が義助を担いで押し寄せよう。義昭などあっという間に公方の座を追われるに違いない、殺されるだろう。義昭が公方として京に居られるのは少将の庇護によるものなのだ。それを理解していればどれほど不満が有ろうと口惜しがるなど出来る事ではない。


昔からそういう所が有った。周囲が如何思うかを考えぬ、常に自分中心で動く。猜疑心が強く嫉妬心が強い。無力であるのに自尊心だけは強い。そして無茶な要請を出す。受け入れれば自分に忠実であると判断し拒否すれば油断出来ぬと疑う。どれほど相手に理があろうと関係無い。自分に忠実である事だけを要求する。能力が有る、力が有る者ほど試されるだろう。そして嫌気がさして離れて行く。


「兄の義輝にもそういう所はおじゃった。危なくて近付けぬの」


権大納言が頷いた。義輝にもう少し周囲を見る眼が有れば永禄の変は起こらずに済んだであろう。あれは自ら災厄を呼び込んだと言って良い。


「少将は公方を如何するつもりなのでしょう？」


「さてのう、今は放置しておじゃるが……、いずれは放置出来なくなるやもしれぬ」


権大納言が訝しげな表情で〝それは〟と訊ねてきた。


「越後の上杉よ、大分義昭に泣き付かれたらしいの。幕府を再興しその権威を高め世に平穏を齎もたらすべきなのに朝廷も少将も幕府と公方を蔑にしているのではないかと文が来た。大分怒っておったの」


「……」


「天下静謐の任を少将が強請ったと見ているらしい。或いは義昭がそう訴えたか」


「厄介な……」


権大納言が沈痛な表情をしている。これまで緊密と言って良かった上杉、朽木の関係に亀裂が入ろうとしている。そうなれば朽木、織田の関係にも影響するだろう。


「元々あそこは家中が収まらず関東管領が家出する程の騒ぎになった事が有る。未だ上杉の名跡を継ぐ前の事でおじゃったがな。上杉の名跡と関東管領を継いだのも自らの権威を高め国人達を抑え付けようとする狙いが有っての事じゃ。義輝もその辺りは理解していた。上杉の家名と関東管領を継ぐ事を認めたのは他に人が居なかったという事も有るが恩に着せていずれは上洛させ三好討伐をという狙いがおじゃった」


権大納言が頷いた。


「今は三好では無く朽木でおじゃりますか？」


「そういう事でおじゃるの」


「皮肉でおじゃりますな」


権大納言が小さく笑った。確かに皮肉では有る。義輝は三好を討つために上杉を作った。その上杉を義昭は朽木を討つために使う。だが不思議でもなんでもない。要するに足利は大きくなった朽木が気に入らぬのだ。義輝が少将を信任したのも少将が小さかったからに過ぎぬという事だろう。


「如何なされます。放置は出来ぬかと思いますが？」


「麿から上杉に文を書いた」


「……」


「天下静謐の任は少将が強請った物に非ず、帝の思し召しであるとな」


「……」


「武家の棟梁は朝廷を守り支えるのが役目、残念だが義昭にその自覚は無い。朝廷に対し何の奉仕もせぬ。いや、それどころか五畿内にて戦を起こそうとしている。とても武家の棟梁とは認められぬ。それ故天下静謐の任は少将に与えたとな。……あの男も朝廷が義昭を見限ったと理解するであろうよ」


権大納言が頷いた。


朝廷を守り支えてこそ武家の棟梁よ。それが出来ぬのであればその他の大名と何の変りも無いわ。義昭はそれが分かっておらぬ。武家の棟梁として肝心な事が分かっておらぬのよ。にも拘らず将軍面をする。笑止な事よ。


「少将には？」


「報せぬ。敢えて波風を立てる事はおじゃらぬからの」


「左様でございますな」


「それに赤井の件では期待に沿えなかった。多少は役に立たねばの」


権大納言が頷いた。朝廷には武力は無い。だが権威ならば将軍よりも帝の方が上よ。そしてその権威を上手く利用するのも天下人の器量の一つ。残念だが義昭にはその辺りも欠けておる。所詮は傀儡が精々の男よ、天下人の器では無いわ……。　






元亀二年（一五七四年）　三月中旬　　　備後国御調郡　　本郷村　　新高山城　　小早川隆景






「波多野は惜しかったようですな」


恵瓊えけいがお茶を啜すすりながら言った。


「どれ程惜しくとも失敗しては意味が有るまい」


「左様ですな」


「暗殺を試みたのだ。朽木の攻撃は容赦の無い物になろう。波多野は長くは保つまい、滅ぶ」


恵瓊が頷いた。


「丹波の攻略が終われば次は本願寺でございますな」


「その次は播磨になる。如何かな、宇喜多は？」


訊ねると恵瓊が顔を顰めながらつるりと頭を撫でた。


「まあ会っていて楽しい人物では有りませぬな」


可笑しかった。声を上げて笑った。この人を喰った坊主でも顔を顰める相手が居るらしい。


「御坊でも苦手な人物が居るか」


恵瓊が苦笑いを浮かべた。


「苦手では有りませぬ。宇喜多和泉守直家、薄気味悪うございます」


「……」


「人当たりの良い穏やかな人物に見えますがやってきた事は闇討ちや毒殺ばかり。油断出来ぬというよりも薄気味悪いと愚僧は感じましたぞ」


「なるほど」


恵瓊の言う通り、宇喜多和泉守は暗殺、毒殺で勢力を拡大してきた。感じるのは手強さよりも薄気味悪さかもしれぬ。蛇を素手で掴む様なものか。


「左衛門佐様、宇喜多には自立の意志が有りますな」


「そうか」


「主君、浦上遠江守に対して大分不満を持っております」


不満か、世鬼からの報せにも宇喜多が浦上に対して不満を持っていると有った。となると自立の意志も間違いはあるまい。


「浦上は如何かな。会ったのであろう？」


「はい、必死ですな」


「と言うと？」


「宇喜多領において水運などの重要な拠点に浦上の直轄地を多く設けております」


「和泉守に銭を得させぬためか」


恵瓊が頷いた。なるほど、和泉守は面白くあるまい。浦上に対して不満を持つわけよ。


恵瓊の話によれば宇喜多は急速に勢力を拡大した。その為、浦上遠江守は宇喜多和泉守を完全に服属させたとは言えない状況に有るらしい。そして遠江守はその事に強い不安を感じている。おそらくは恵瓊が感じた薄気味悪さも有るだろう。


「良く背かぬものよ」


「三村がおりますからなあ。浦上に背いては三村と浦上に挟撃されましょう。一たまりも有りませぬ」


三村は大喜びで宇喜多を攻撃するだろう。父親の仇を討つ機会を無にする事はあるまい。


「では宇喜多はこちらの誘いに乗るか」


恵瓊が大きく頷いた。


「乗りましょうな。あの者、こちらの腹を読んでおりますぞ。朽木が西へと進んでは毛利も不安だろうと申しておりました」


「小癪な事を……」


手を組もうという事か。宇喜多は浦上、三村を潰す事を考えている。嫌な男よ……。


〝左衛門佐様〟と恵瓊が呼びかけてきた。


「宇喜多は怖れておりますぞ」


「……」


「浦上が三村と組むのではないかと」


〝真か？〟と問うと恵瓊が大きく頷いた。頭が転げ落ちそうだ。


「宇喜多を潰せば浦上の足元は固まり三村との関係も良好な物となりましょう」


恵瓊がジッとこちらを見ている。なるほど、三村では無く宇喜多を潰すという選択肢も有るという事か……。そして宇喜多はそれを怖れている。恵瓊は宇喜多よりも浦上の方が御ぎょし易いと見たのかもしれぬな。


「浦上だが信用出来るかな？」


「さて、微妙ですな」


「宇喜多は？」


恵瓊が笑い出した。


「こちらはもっと微妙で」


「そうよな。浦上も宇喜多も程度の差はあれ信用出来ぬ。となれば毛利は直ぐ傍で見張らねばなるまい」


恵瓊が笑うのを止めた。


「なるほど、となるとやはり三村が邪魔ですな」


「邪魔だ」


「分かりました、今一度宇喜多の元に参りましょう」


「頼む」


宇喜多が浦上に背いても、浦上が三村に協力を求めても、三村が宇喜多を攻める事は無い。毛利が三村を止める。それによって山陽道は西播磨まで毛利の影響力が通じる事になる。朽木の西進を食い止めるためにはそれが必要なのだ。その為には……。






元亀二年（一五七四年）　四月下旬　　　丹波国多紀郡　　高城山　　八上城　　波多野宗長






主、波多野左衛門大夫秀治は広間で御舎弟小三郎秀尚様、二階堂家に養子に行かれた弥四郎秀香様と共に談笑しておられた。三人とも鎧直垂姿だ。


「そうよの、昔は良く裏の川で釣りをしたものじゃ」


「怒られましたなあ、何を遊び呆けていると」


「真に」


楽しそうに話している。広間に入るのを躊躇っていると〝美作守〟と殿から声が掛かった。


「何をしている。遠慮は要らぬ、参れ」


「はっ」


御前に進む。


「御歓談の最中に申し訳ありませぬ」


「何の、やる事が無いので昔話をしていただけよ」


殿の言葉に小三郎様、弥四郎様が頷かれた。


「それで、時が来たか？」


思わず主の顔を見た。主は微笑みを浮かべている。


「何を呆けている。腹を切る時が来たかと訊いている」


「はっ、残念にございます。皆がもう戦えぬと申しております」


答えると主が頷いた。


朽木の大軍に囲まれてもう一ヶ月が過ぎた。波々伯部次郎左衛門光政ははかべじろうざえもんみつまさ、荒木山城守氏綱、籾井もみい越中守えっちゅうのかみ教業のりなりが降伏した。赤井も滅び味方はいない。ただこの城に籠っているだけだ。そして朽木は攻める事無く城を囲んでいる。こちらの兵糧が尽きる、或いは士気が落ちるのを待っているのだろう。実際、将来さきの無い籠城に味方は絶望している。


「有り難い事よ。正直、やる事が無いので退屈しておった。毎日飯を喰らって寝るだけではの、暇を持て余すわ」


「……」


「使者を出してくれ。降伏する。儂と小三郎、弥四郎の首を差し出すとな」


「……小三郎様、弥四郎様もでございますか？」


問い返すと主が苦笑を浮かべた。


「儂の我儘で始めた戦だ。儂の首だけで良いと言ったのだがな」


「近江少将に頭を下げられぬと思っているのは兄上だけではござらぬ」


「左様、一度きりの人生にござる。思う様に生きるべし。御供しますぞ」


小三郎様、弥四郎様の言葉に主が〝困ったものよ〟とぼやいた。それを聞いて二人が笑い声を上げた。


「某も御供仕りまする」


「……」


「村雲に少将様を狙わせたのは某にございます。何卒」


主がジッと私を見て頷いた。


「分かった、許すぞ」


「はっ」


「済まぬな、そなたにまで儂の我儘に突き合わせてしまった」


「何を申されます」


窘たしなめたが主が首を横に振った。


「そなたには感謝している。そなたは儂の我儘を許してくれた。その御蔭で儂は人として生き、人として死ぬ事が出来る。自らを木偶でくの坊とせずに済んだ」


「……」


「だがそなたはそれで良かったのか？」


主が切なそうな眼で私を見ていた。


「主の命を奪うのが主殺しなら主の心を殺すのも主殺しにございます。某に主殺しは出来ませぬ」


主の眼から涙が零れた。一筋、二筋……。


「そなたは優し過ぎる。愚かな主君に優し過ぎる家臣、波多野が滅ぶのも道理よな」


主が嗚咽を漏らした。小三郎様、弥四郎様も泣いている。その通りだ、波多野は乱世を生き抜くには愚かで優し過ぎたのだろう。だが後悔はするまい、胸に誇りを抱いて死ねるだろう……。






元亀二年（一五七四年）　四月下旬　　　丹波国多紀郡　　高城山　　八上城　　朽木基綱






〝御屋形様〟と真田源五郎が声をかけてきた。


「波多野左衛門大夫秀治殿、波多野小三郎秀尚殿、二階堂弥四郎秀香殿、波多野美作守宗長殿の首が届きました。御見分を願いまする」


「分かった」


源五郎が困ったような表情をしている。俺が楽しんでいない事を察したのだろう。その通り、憂鬱だ。これから始まるのはあまり楽しい時間じゃない。首実検なら俺も真剣になる。何といっても家臣達にとっては手柄を確認してもらう場なのだ。好い加減な事は出来ない。だが今回は見分だ。腹を切った人間達が間違いなく波多野左衛門大夫秀治、波多野小三郎秀尚、二階堂弥四郎秀香、波多野美作守宗長である事を俺が確認するという儀式になる。


赤井の時もやったがはっきり言って落ち込んだ。悪右衛門の首は恨めしそうな表情をしていた。殆ど戦う事が出来ずに家臣達に切腹しろと強要されたらしい。敵対すれば滅ぶかもしれないとは思っていただろう。だが戦えないとは思わなかった筈だ。無念だったんだと思う。俺に味方するといいながら裏切ったんだ、自業自得なのだがどうにもすっきりしない見分だった。それ以来ずっと心に蟠わだかまりが有る。そんな自分が嫌だ。


首が運ばれてきた。波多野左衛門大夫秀治、波多野小三郎秀尚、二階堂弥四郎秀香、波多野美作守宗長、一つづつ確認していく。


「如何なされました？」


重蔵が問い掛けてきた。


「いや、皆穏やかな表情をしているのでな、本人なのかと疑念を持った」


影武者の可能性も無いとは言えない。波多野も殆ど戦えなかったのだ。無念だった筈だ。


「荒木山城守殿、籾井越中守殿が首の確認を致しました。間違いないとの事にございます」


源五郎が答えた。どうやら俺と同じ疑問を持って事前に確認したらしい。気が利くな、源五郎。


「両名を呼びまするか？」


重蔵が問い掛けてきたが〝それには及ばぬ〟と答えた。荒木、籾井が嘘を吐いた可能性も有る。だがその時は荒木、籾井は滅ぶ。族滅の報いを受ける事になる。そこまで覚悟しての嘘なら認めてやるさ。


「如何なさいます、晒しまするか？」


「……下野守」


蒲生下野守がジッと俺を見ている。


「波多野は御屋形様の命を狙った者達にございます。見せしめのためにも首を晒す事はおかしな事ではございませぬ」


そうだな、そうすべきかもしれない。しかしなあ、どうも気が進まない。というよりホッとしている自分が居る。誰にも言えないが波多野には礼を言いたい気分だ。


「止めておこう。理由は分からぬが波多野は満足して腹を切った様だ。そういう首を晒しても意味は無い。却って俺の狭量さを広めるようなものだ。彼らを丁重に葬るようにしてくれ」


下野守が頭を下げた。


波多野は勝てるとは思っていなかったのだろう。忍びに俺の命を狙わせたのもそれが理由だろうな。だとすれば俺と戦ったのは損得以外の何かのためだ。そしてそれは十分に達成されたと思ったのだろう。だから彼らは満足して死んでいった。戦では負けたが生き様では負けなかったと思ったのだ。


感謝しているよ、俺の心を軽くしてくれた。負けっぷりが良いと相手にも感謝されるらしい。急におかしくなって笑ってしまった。俺が勝った事を喜んでいると思ったのだろう。皆も笑い声を上げた。


さて、勝鬨かちどきを上げて帰国するか。






元亀二年（一五七四年）　五月上旬　　　山城国葛野・愛宕郡　　室町第　　細川藤孝






室町第に出仕すると兄、三淵大和守藤英が待ち受けていた。直ぐに兄の部屋に誘われた。話の内容は想像が付く。心の中で溜息を吐いた。最近は溜息一つ自由に吐けない。


「丹波の波多野が滅んだ。左衛門大夫秀治は腹を切ったそうだ」


「そうですか」


驚きは無かった、兄の顔にも落胆は有っても驚きは無かった。来るべきときが来た、それだけだ。


この春から波多野、赤井に味方していた者達が次々と朽木に下った。波多野の忍びが少将様の命を狙った事で朽木の攻撃が容赦無いものになると恐れたらしい。赤井は波多野が滅ぶ前に当主の悪右衛門が腹を切り滅んでいる。戦いらしい戦いは無かった。籠城する事も出来ずに腹を切るしかなかったようだ。噂では家臣達に腹を切る様に強要されたとも言われている。波多野左衛門大夫も腹を切ったというがこちらも似た様な状況だったのだろう。戦う事も出来ずに面目を保つ為に腹を切ったに違いない。


「これで丹波は朽木の領土ものになった」


「そうですな」


「波多野、赤井、宇津、そして丹後の一色も滅んだ。丹波で反朽木の動きが出る事は有るまい」


「そうですな、三好が丹波を得た時とはかなり違います」


あの時は波多野、赤井、宇津、川勝が健在だった。彼らが反三好に転じた事で丹波は三好から離れた。だが今では川勝が残るだけだ。そして丹後は既に朽木領になっている。


「京の北を抑えられたな。また一つ朽木は大きくなり幕府は圧力を受ける事になる」


「……」


近江、伊賀、摂津に加えて丹後、丹波が朽木領になった。残りは河内、大和……。むしろそれらが朽木領になった方が兄も諦めが付くのかもしれぬ。現状では中途半端なのだ。近江少将様は如何御考えなのか……。


「波多野の忍びが近江少将を殺していれば……」


兄が溜息を吐いた。またこの話か。


「的を外しましたな。選りによって少将様の居ない行列を襲ったと聞いております」


「そうだな、だが丹波では惜しい所であった」


兄は近江少将様の死を望んでいる。丹波での狙撃で鎧に阻まれたと聞いた時には大変な悔しがりようだった。恨みがましい口調に心底うんざりした。


「兄上、少将様を殺せば幕府の権威が高まると御考えか？」


兄が決まり悪そうな表情を見せた。


「そうは思わん、だが邪魔だ、朽木は大き過ぎる。そうは思わぬか？」


「……朽木が大きいのは認めます」


兄が満足そうに頷く。愚かな……。兄は朽木の大きさだけに目が行っている。


幕府の衰退は三好や朽木が勢力を拡大する前からだという事に何故気付かないのか。幕府の権威を高めるのと朽木を縮小させるのは必ずしも連動しない。公方様も兄も朽木を利用して幕府の権威を高める事を考えるべきであった。最初からそれを行っていれば朽木が幕府を無視する事も無かったであろう。だが現実には少将様は幕府から離れようとしている。


「兵部大輔、考えてみれば朽木を潰す必要はないのだ。少将が居なくなれば良い。自然に朽木は小さくなる筈だ」


「それは如何いう意味です？」


兄は何を考えているのだ？　まさか……。


「甲賀者を使おうかと思っている」


「霜台殿が受けましょうか？」


兄がニヤリと嗤った。寒気がするような笑みだ。


「霜台は関係無い。私も甲賀者に知り合いが居る。そこに頼むつもりだ」


兄は周囲が見えなくなっている。付き合いきれぬ。


「正気ですか、兄上」


「正気だ」


「御止めなされ、徒に命を失うだけでござる」


「上手く行かぬとは限るまい」


兄が執拗に言い張った。溜息が出た。


「命を失うのは兄上にござる。御分かりになりませぬか」


兄が口元に力を入れた。納得していない。


「兄上、本気で甲賀者が受けると御思いか？」


「銭を弾めば受けるだろう」


自信有り気だ。だが少将様を狙うとなればどれだけの銭を要求されるか、その辺りを理解しているのだろうか？　いや銭の問題ではない、甲賀者が受けるとは思えぬ。


「受けませぬな、受ければ殺されます」


「……」


「宜しいか、兄上。甲賀者が少将様を狙えば少将様は必ず霜台殿が裏に居ると考えましょう。朽木の大軍が甲賀から大和へと雪崩れ込む事になる。それを霜台殿が、甲賀の三雲が望むと御思いか？」


「……」


甲賀は近江に有るのだ。そして朽木には八門と伊賀が付いている。朽木を敵に回すには余程の覚悟が要るだろう。


「霜台殿も甲賀の三雲もそんな事は望んでおりませぬぞ。必ず依頼を受けた甲賀者、そして依頼した兄上を殺します。そうする事で少将様に対して身の証を立てる筈」


「……成功すれば良かろう」


また思わず溜息が出た。


「少将様には八門と伊賀が付いているのですぞ。簡単に成功するわけが有りますまい。波多野とて他に手段無く行ったのです。そして失敗した、波多野は滅んだ。波多野の末路を御存じでしょう、籠城すらまともに出来なかったのですぞ」


「……」


「まさかとは思いますが公方様の御考えでは有りますまいな」


兄が目を逸らした。愚かな、どうしてこうも愚かなのか……。


「兄上が依頼したと分かればその裏に公方様が居ると皆が思いますぞ。公方様の御身が危険になるとはお考えにならぬのですか」


兄が表情を変えた。


「公方様を弑しいすと言うのか、三好が光源院様を弑したように」


「それは分かりませぬ。ですがそうなってもおかしくは有りませぬ。御止めなされよ、兄上にとっても公方様にとっても凶としか出ませぬ」


「……」


「忠告は致しましたぞ。某は失礼させていただきます」


言い捨てて兄の部屋を出た。


公方様も兄も現実が見えていない。少将様を殺し朽木の勢力が小さくなっても足利の勢力が大きくなるわけでは無い。裏に公方様が居たと知られれば諸大名から忌み嫌われるだけであろう。そしてようやく落ち着いて来た畿内はまた乱れる事になる。その中で幕府が、公方様がどのような扱いを受けるか……。公方様が大きくなろうとしても暗殺をするようでは周囲がそれを許さない。幕府がより惨めな境遇になると何故思わないのか……。


少将様に文を書かねばなるまい。甲賀と名指しで書くのは拙まずかろう。霜台殿、三雲に迷惑がかかりかねぬ。そうだな、幕府内部で波多野の忍びの事が頻りと話題になる、身辺にご注意をと書こう。それだけで十分にこちらの意は伝わる筈だ。






元亀二年（一五七四年）　五月上旬　　　丹波国多紀郡村雲村　　村田綱安






「ここが村雲の里か。……人気が無いな、伝兵衛」


四の組頭、石井佐助が話しかけてきた。確かに人気が無い、寂しい里だ。だが里を見る佐助の眼は厳しい。佐助は大柄で逞しい体格の男だが慎重な男だ。油断はしていない。伊勢での襲撃の後、村雲党は動いていない。丹波、伊勢で村雲党はかなりの無理をした。その所為で甚大な損失を被った筈だ。力を失ったのなら良い。だが潜ったのなら、御屋形様の命を未だ狙っているのだとすれば危険だ。放置は出来ない。確認せねばならぬ。それが三の組頭である俺と四の組頭である佐助が村雲の里に来た理由だ。


「先ずは配下の者に探らせよう」


「そうだな」


三の組の者、四の組の者に里を探る様に命じた。二組で二十名、それぞれ二人一組になって住居を探っていく。住居と言っても大したものではない。百に満たぬ粗末な家屋が有るだけだ。忍びの里らしく直ぐに捨てられるように贅は凝らしていない。


「伝兵衛、村雲は潜ったと思うか？」


「頭領の甚右衛門の消息が分からぬ。生きていれば危うい」


「そうだな」


佐助が頷いた。村雲甚右衛門、波多野が丹波で大を成したのは甚右衛門の働きによるところが大きいと聞く。容易な男では無い、その男の消息が掴めぬ。死んだのか？　何らかの手がかりが有れば良いのだが……。


小半刻程すると配下の者達が戻って来た。里には人が居ない。家屋の中も調べたが無人だと答えた。荒れ具合からするとかなり以前に捨てたらしい。だが一軒だけ、幾分造りの大きい家には人が住んでいるようだと答えた者が居た。屋根から微かに煙が見えたらしい。つまり火を使っているという事だ。造りが大きいという事は甚右衛門の家だろう。中には甚右衛門その人が居るのかもしれぬ。


「探ったか？」


問い掛けると首を横に振った。


「いえ、見張りを残しております」


踏み込むよりも報せるべきだと思ったのだろう。


「行くか？　佐助」


「行かねばなるまい」


「そうだな」


配下の者に案内させて家に向かう。直ぐに着いた。確かに他の家屋に比べれば大きい。見張りの者が人の出入りは無いと答えた。


「佐助、俺が三の組を率いて中に入る。お主は周囲を囲んでくれ」


「分かった。相手が待ち受けているとしたら危ない。気を付けろよ」


「うむ」


佐助が四の組の者達に家を囲むように命じると四の組の者達が散らばった。それを確認してから家の中に入った。先頭に二人、その後ろに三人、俺、後ろに三人、最後に二人。それぞれ脇差を逆手に抜いてゆっくりと進む。屋内では上段に振りかぶる事が出来ぬ。下手に振りかぶれば鴨居に斬りつける事になる。


先頭の二人が襖を開けた。後ろの三人が部屋の中に入った、そしてこちらを見て頷いた。異常無しか。


「八門の方々か、御待ちしていた。奥に参られよ」


奥から声が聞こえた。確かに人が居る。皆が俺を見ていた。


「折角の御誘いだ。行こうか」


部屋の中に入り更に襖を開けさせて奥にと進んだ。もう一つ先の部屋へと進んだところで人が居た。壮年の男が端座している。眉の太い男だった。


「某は八門、三の組を預かる村田伝兵衛綱安と申す者にござる。村雲甚右衛門殿か？」


問い掛けると男が破顔した。


「如何にも村雲甚右衛門彰正にござる」


「里には誰も居らぬようだが？　落されたか？」


「波多野家からは役に立たぬと暇を出された。もはや力有る者も居らぬ故村雲党は解党した。皆散り散りばらばらじゃ。残るのはこの甚右衛門のみにござる」


皆が顔を見合わせている。


「それを信じろと？」


また甚右衛門が破顔した。


「村田伝兵衛殿と申されたな。村雲党が忍びとしての力を取り戻す迄にどれ程の時を必要とすると思われるかな？」


「……」


さて、どれ程であろう。十年、いや十五年だろうか。


「最低でも十年はかかろう」


甚右衛門が俺の予想と同じ事を口にした。


「その時、天下は如何なっていると思われる？」


「……」


「丹波、丹後を制した朽木家は更に大きくなっていよう。本願寺も石山を追われその勢力は山陰、山陽にも延びる筈。違うかな？」


「かもしれぬ」


十年か、十年前と言えば御屋形様は未だ北近江半国の小大名に過ぎなかった。いや、敦賀を獲ったか。どちらにしても国一つ持てぬ弱小勢力だ。だが今では畿内を制し天下第一等の大名になっている。御屋形様は未だ御若い。甚右衛門の予想は妥当と言って良い。


「村雲党は今一歩のところまで近江少将様に迫った。その代償として力有る忍びの殆どを失った。やれる事はやったのだ、恥じる所は無い、もう十分であろう。十年後に同じ事を行えば、今度は滅ぶ。滅ばぬ為に解党した」


「甚右衛門殿、お主が残ったのも滅ばぬ為か？」


「そうだ、私まで消えては八門は村雲の残党を追い続けるであろう。それでは意味が無い」


此処で、我らの前で死ぬ事がこの男の最後の仕事か……。


「この首を八門の頭領の下に持って行け。そして村雲党の最後の忍びが死んだと伝えてくれ」


「承知した」


甚右衛門がまた破顔した。そしてゆっくりと短刀を抜いた……。






元亀二年（一五七四年）　五月中旬　　　大和国平群郡椿井村　　信貴山城　　三雲定持






「対馬守にございます、お呼びでございますか？」


部屋の外から声を掛けると〝入るが良い〟と許しが出た。戸を開け部屋に入る。部屋には主、松永弾正忠久秀が一人で居た。どうやら人払いをしたらしい。


「傍に」


「はっ」


傍によると主が文を差し出した。主を見ると主が頷いた。受け取って読む。右方上がりの癖の有る字が眼に入る。はて……。


「見れば分かると思うが近江少将様より届いたものだ、如何思う？」


「されば、相変わらず酷い字で」


「戯たわけ」


言葉では叱責したが顔が笑っている。笑顔になると目尻が下がり好々爺の顔になった。


「いえ、他家に文を出すのであれば祐筆をと思ったのでございます」


「事が事だ。祐筆は使えまい」


「左様でございますな」


主が笑みを収めた。


「それで、如何思う？」


「難しゅうございましょう。近江少将様の身辺は八門と伊賀衆が守っております。簡単に暗殺出来るものでは有りませぬ。その事は丹波村雲党が示しております」


主が首を横に振った。


「いや、そうではない。真、このような事を考えると思うか？」


なるほど、そちらか……。文には公方様の周辺の者が自分を暗殺するために甲賀者を雇うかもしれないと書かれていた。


「それに関しては某よりも殿の方が良くお分かりでございましょう」


「そうか……、儂は有り得ると見ている。対馬守は如何じゃ」


「有り得ましょう。村雲党が今一歩まで迫ったと思った筈……」


「そうよの」


主が大きく頷いた。


「それに近江少将様が当家に文を出したという事はそれなりに根拠が有っての事の筈。おそらくは公方様周辺に近江少将様に通じる者が居るのではないかと思いまする」


主が頷く。そして文に視線を落とした。


「禄を与えておる。靡く者は居ような」


「はっ」


「だが、近江少将様暗殺ともなれば独断で行うとも思えぬ。公方様の許しを得る筈。となれば公方様も滅多な者に御許しにはなるまい。余程に信頼厚い者が願った筈だ」


主が俺をじっと見ている。簡単に情報が流れる筈が無い、その情報が流れた。それを如何見るか。


「近江少将様に通じる者も公方様の信頼厚い者やもしれませぬ」


主が頷いた。その場合は禄に靡いたのではない。近江少将様暗殺が公方様のためにならぬと見たという事であろう。つまり情報を流したのは公方様周辺でも親朽木派と色分けされる者達の可能性が高い。その事を言うと主が〝そうじゃの〟と頷いた。


「愚かな事を考えるものじゃ。このような事をすれば近江から甲賀、大和へと近江少将様の兵が攻め寄せて来るとは思わぬのか」


「殿、それが狙いやもしれませぬぞ」


主が右の眉を上げた。そして〝まさか〟と呟く。


「そのまさかにござる。近江少将様が大和に攻め込めば左京大夫様、備前守様も殿を守るために兵を起こしましょう。さすれば畠山、顕如もそれに加わる筈。近江少将様暗殺を考えた者の真の狙いはそちらやもしれませぬ」


「……」


公方様は近江少将様と戦う兵を欲している。その兵として期待されているのが義弟の三好左京大夫様とその股肱の臣である主と内藤備前守様だ。だが現状では三好左京大夫様は近江少将様と戦う事を望んでいない。その事に公方様が苛立ちを示しているとも聞く。無理矢理起たせようとして策を練ったとも考えられる。成功しても良し、失敗しても良し……。


「対馬守、引き受ける者が居ると思うか？」


「なかなか」


首を振って否定した。


「居らぬか」


「村雲党が今一歩まで迫った事は事実にございます。なれど村雲党は八門と伊賀の手で皆殺しに近い報復を受けました。もはや村雲党を名乗る者達は居りませぬ。生き延びた者も素性を隠して生きておりましょう。それを思えば簡単には引き受けられますまい」


主が〝うむ〟と頷いた。


「如何致します」


「……左京大夫様を捲き込む事は出来ぬ。引き受けた者を早急に探し出し、始末せよ」


「はっ、依頼主は？」


「何者が依頼したかを調べるだけで良い。後は儂がやる」


「はっ」


下がろうとすると〝対馬守〟と声が掛かった。


「三好家のために詩様を左京大夫様の御正室に迎えたが……、難しい舵取りを迫られるのう」


主が嘆いた。永禄の変で三好家は主殺しの家になった。それを払拭するために詩様を正室に迎えたが今ではそれが新たな枷になっている。


「少将様がこちらに圧を加えぬ事だけが救いじゃ。だがそれも何時まで許される事か……、厳しい事よ」


確かに厳しい。少将様は甘い御方では無い。その事は誰よりも俺が理解している。少将様が西へ進もうとするなら必ず三好、松永、内藤の三家に服従を求めて来るだろう……。






元亀二年（一五七四年）　六月上旬　　　摂津国東成郡生玉荘大坂　　石山本願寺　　顕如






今後の本願寺の方針を固めるために講堂に何人かの男達が集まった。下間刑部卿頼廉、顕悟、証意、下間源次郎頼成、教如、下間按察頼龍、粟津右近元隅……。教如は次期宗主として私の隣に控えている。正直教如を加えるのは気が進まなかった。自分の息子ではあるがそりが合うとは言えない。気性が激しく思慮に欠ける。私の悪い所だけが強く出た。その事が不愉快だが教如も既に十七歳、将来を考えれば加えないわけにはいかない。憂鬱な事だ。


「丹波が朽木の物となったか……。次は此処でありましょう」


刑部卿の言葉に皆が頷いた。朽木は丹後、丹波を押さえた。それによって山城、摂津が格段に安定した。畿内には三好、松永、内藤、畠山が居るが朽木とは敵対関係には無い。朽木が勢力を拡大しようとすれば西へ進むしかない。次は播磨だ。そして播磨には英賀が有る。となれば本願寺は邪魔だ、放置は危険だと判断するだろう。播磨を攻める前に必ず潰しにくる。


「御上人様、公方様は何と？」


源次郎が遠慮がちに訊ねてきた。下間豊前守を誅殺して以来、源次郎は私を酷く畏れている。困ったものだ。


「籠城して耐えていれば必ず三好左京大夫、松永弾正、内藤備前守が起ち上がり朽木の後ろを突くと言っている。それに毛利も必ず兵を起こすとな」


教如が満足そうな表情をした。愚かな……。


「公方様の言う事など当てにならん。大名が公方様の言う事を聞くなら朽木がここまで大きくなる事は無かった」


何人かが頷き何人かが不満そうな表情を見せた。


「不満か、教如。だがな、波多野、赤井、一色が攻められた時も三好、松永、内藤は立ち上がらなかった。今更本願寺のために兵を上げると思うか」


「では我らは孤立していると仰られるのでございますか？」


教如が不満そうな表情を見せた。


「そうだ、孤立している。安芸の唯順からは毛利は陸奥守亡き後、明らかに武威は落ちている。右馬頭は頼もしからずと文が来た。まあ唯順が尻を叩いた事で朽木を相手に戦うと決めたようだが摂津に来るまでには時間がかかろう。それまでは単独で戦わざるを得ぬ」


誰かが息を吐いた。厳しい状況だ。その事が気を重くしたのだろう。


「英賀は如何でございましょう。播磨の者達を纏める事は出来ませぬか。別所、小寺、赤松……、あの者達も次に狙われるのは自分達だと分かっている筈、播磨が纏まり我らと連携すれば……」


下間按察が周囲を見回した。


「三好、松永、内藤も挙兵すると思われるかな？　残念だがそうはなるまい」


刑部卿が否定すると教如がまた不満そうな表情を見せた。下間按察と粟津右近は教如の側近だ、意見を否定された事が面白くないのだろう。


「先ず播磨が纏まるとは思えぬ。毛利の勢力が直ぐ傍まで来ているのならともかく現状では……」


刑部卿が首を横に振った。毛利は遠く朽木は播磨の直ぐ傍まで勢力を伸ばしている。別所、小寺、赤松も簡単には反朽木で纏まれまい。


「それに朽木は丹波、丹後攻めでも摂津に抑えの兵を置いた。ここを攻める時も抑えの兵を置くだろう。播磨が一つに纏まっても簡単には我らの後詰は出来ぬ。三好、松永、内藤も動くまい」


シンとした。皆が改めて状況の厳しさを認識したのだろう。


「後詰が無いのでは苦しい戦いになりましょう……」


源次郎が呟いた。


「耐えるしかない」


皆が私を見た。


「耐える事で毛利を待ち播磨を纏め三好、松永、内藤が挙兵するのを待つのだ」


「ですが、それでは公方様の言う事と同じでは？　先程父上は公方様は当てにならぬと」


教如が食って掛かるような口調で私を咎めた。だからこの息子は好かぬのだ。


「そうだ、公方様を当てにはせぬ」


「……」


「我らが毛利を、別所、小寺、赤松を、三好、松永、内藤を動かすべく力を尽くさねばならぬ。彼らが動くまでには時間がかかろう。五年、いや十年かかるやもしれぬ。その間、耐えるのだ。それしかない」


「五年、十年」


教如が呆然としている。自分よりも大きな相手と戦うのだ、耐えるしかないではないか。その程度の事も分からぬのか！


「残念だが我らに朽木を打ち破る力は無い。だが我らが此処にいる限り、朽木は西へ進む事に力を注げぬのだ。その事を忘れてはならぬ。毛利にそれを訴え我らが耐えている間に東へと進ませるのだ。我らが朽木の西進を抑え毛利が東へと進めば三好、松永、内藤の心も動くだろう」


一人一人の顔を見た。漸く得心したらしい。


「証意、長島の者達は如何か？」


「残念ながら元から居た信徒達との間には溝が有りまする」


「未だ埋まらぬか」


本来なら波多野、赤井、一色を助けるために摂津で兵を起こすべきだった。だがそれが出来なかった。本願寺は元から居た者達と長島から来た者達の間で反発が生じ戦える状態に無かったのだ。長島の者達が重荷になっている。だが大事な戦力でもあるのだ。


「長島の者達は役に立たぬな！」


「控えよ、教如！」


証意が、源次郎が顔を歪めているのが見えた。


「なれど事実でありましょう。長島が健在なら我らはこのような苦境になかった筈」


思わず立ち上がって教如の顔を蹴り飛ばしていた。教如が吹っ飛び〝御上人様〟、〝教如様〟という声が上がった。教如が体を起こした、鼻血を出している。


「長島が落ちたのは長島の者達の責任ではない。長島の者達は何年もの間、織田、朽木と戦い続けたのだ。私は長島の者達に感謝している。二度と長島の者達を貶めるような事を言うな」


「……」


「その方はいずれは私の後を継ぐ事になるのだ。門徒達を導くのが宗主の務め、それを忘れてはならぬ」


自分でも驚くほど低い声だった。殺気が籠ったかもしれぬ。教如が怯えていた。殺した方が良いか、チラと心の片隅で思った。


討議を打ち切り刑部卿、顕悟、証意を残して他の者を下がらせた。


「証意、済まぬな」


「いえ、長島の者達が足手纏いになっている事は事実にございます。申し訳ありませぬ」


証意が頭を下げた。


「先程私が言った事は本心だ。そなた達には感謝している。豊前守を手打ちにしたのは朽木との和睦など有り得ぬという事を皆に分からせるためだ。長島の失陥を咎めたのではない」


証意がまた頭を下げた。


「長島の者達の心を落ち着かせてくれ」


「はっ」


「刑部卿、そなたは元から居る者達を諭してくれ」


「はっ」


二人が頭を下げた。


「朽木が攻めて来るとなれば必ず海を封鎖するだろう。毛利は未だ能島の村上を引き戻せぬようだ。当分の間は我らだけで耐えねばならぬ。そのためにも内部で争っている様な余裕はないのだ。頼むぞ」


二人が〝必ずや〟、〝御期待に沿いまする〟と力強く答えた。
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暦の間では御屋形様が政務を執っておられた。そして控えの間では大勢の人間が御屋形様への拝謁を待っている。


「此度、軍略方に任じられましたる事、真に有難く心より御礼申し上げまする」


「うむ、励めよ、主税。助五郎、重三郎もそれぞれの持ち場で頑張っている、頼むぞ」


「はっ」


「これから朽木は西国へと兵を進める事になる。決して楽には進めまい。軍略方でしっかりと働け」


「はっ」


朽木主税様が御屋形様の前から下がった。


「御奉行、主税様は兵糧方だったと覚えております。軍略方への異動というのは良く有る事なので？」


問い掛けると御倉奉行、荒川平九郎様が〝そうではない〟と否定された。


「主税殿は御屋形様の御一族でな、幼少の頃は御屋形様の御側近くに仕えていた。様々な経験をさせてやりたいと思っておいでなのであろう」


「なるほど」


そう言っている間に三人の男女が御屋形様の前に進んだ。


「長野慶四郎にございまする。この度は倅、藤五郎祐光と鈴の婚姻の御許しを頂きたく当人達を伴いましてございまする」


ほう、あれが伊勢の長野か。壮年の体格の良い男だ。当人達という事は後ろに控えた若い男が藤五郎で娘が鈴か。







    
  
  




「良く来たな、慶四郎。そうか、鈴も結婚か。幾つになったのだ？」


「御久しゅうございまする。十四にございまする」


「十四か、随分と大人びたものよ。昔は貝合わせや綾取りをせがむ童女だったのだがなあ。俺も随分と相手をさせられて閉口したわ」


〝まあ！　酷うございまする〟と娘が声を上げ周囲から笑い声が上がった。平九郎様も笑っている。〝御存知なので？〟と問うと〝昔、朽木家で預かっていた〟と答えが有った。はて、朽木家は人質を取らない筈だけど……。


「藤五郎は幾つになる？」


「十八にございまする」


後ろ姿からは分からないが緊張しているのかな、少し声が高い。


「似合いの二人だな。良いだろう、二人の結婚を認める」


三人が〝有難うございまする〟と礼を言った。


「慶四郎、これで長野の家も安泰だな」


「はっ、有難うございまする。これも御屋形様の御恩情の御蔭にございまする」


「藤五郎、鈴を頼むぞ」


「はっ」


「鈴も藤五郎を大事にな」


「はい」


御屋形様が優しげに話しかけている。


「婚儀の日取りが決まったら教えてくれ。祝いの品を贈りたい」


〝有難うございまする〟と三人が答えて拝謁が終わった。


次に御屋形様の御前に呼ばれたのは伊勢与十郎殿、因幡守貞常殿、上総介貞良殿の三人だった。いずれも幕府政所執事伊勢氏の一族だ。朽木家と伊勢家は密接に繋がっている。話の内容は阿波の大御所様の事だった。隠居した義助様の位階を昇進させようという事らしい。どうやら考えているのは従三位権中納言らしいがいきなり三位には出来ないので一旦正四位上にするようだ。


「本当は昨年行う筈だったのじゃ。だが大御所様の御父君が亡くなられての、それで年が明けてからとなった」


「左様でございますか」


「まあ年内に正四位上、一、二年の内には従三位権中納言という次第になろう」


正四位上は三位に昇進する人間が一時的に叙されるのだとか。平九郎様のお話では阿波三好家との関係を維持し十五代様を牽制するためにも平島公方家との関係は疎かに出来ないのだとの事。やれやれ、ここに来ると丹波は田舎だと思わざるを得ぬ。父が朽木で学んで来いと言った意味が良く分かった。人質などと考えては父の気持ちを無にしてしまうな。


伊勢の三人が下がると次に呼ばれたのは平九郎様だった。御供の俺も一緒に御前に出て平伏した。暦の間には御屋形様の他に蒲生下野守様、黒野重蔵様が相談役として控えている。二人とも古強者と呼ぶに相応しい迫力を滲にじませている。


「平九郎か、隣に居るのは、ほう、彦治郎だな。二人とも遠慮はいらん、面を上げよ」


「はっ」


顔を上げると御屋形様が穏やかな笑みを浮かべておられた。和む、丹波に居る頃は怖い御方だと思っていたがそのような事は無い。御屋形様は穏やかで御優しい方だ。


「彦治郎、仕事は慣れたか？」


「いえ、日々驚いてばかりでございまする」


御屋形様が声を上げて笑った。冗談を言ったつもりはない。毎日が驚きの連続だ。御屋形様が笑い終えると〝頑張れよ〟と励まして下さった。気遣いが心に沁みる。


「それで、如何した、平九郎。倉が足りなくなったか？」


「そうではございませぬ」


「では倉の底が抜けたか？」


「それも違いまする」


「ほう、心当たりが無いぞ、平九郎。となると厄介事だな」


「はっ」


御屋形様が楽しそうに笑い声を上げられた。厄介事と言ったのだが余り気になさっていないようだ。まあその方が話し易くは有る。これも心がけなのだろうか？　俺もいずれは家を継ぐ、御屋形様から学ばなければ。


それにしても倉の底が銭の重さで抜ける、最初は冗談だと思ったが本当のようだ。誰に聞いても同じ事を言う。丹波の父に文でその事を書いたが嘘を吐くなと返事が返ってきた。同感だ、俺だとてこの朽木に居なければ信じなかっただろう。朽木は裕福と聞くがどれ程裕福なのか見当もつかぬ。


「それで、何かな？」


「銭の事にございまする」


「銭か」


「はっ、朽木領には様々な産物が諸国より集まりまする」


「うむ」


「その中には高額な物、大量に買わねばならぬ物も有りまする。特に兵糧方では顕著でございまする」


兵糧方、あの連中は大量に買う。米、塩、火縄、鉛玉、硝石……。この間の丹波攻めで驚いたわ。倉一つ空になる勢いで買うのだが直ぐにその倉が銭で埋まった。これにも驚いた。


「うむ、それで」


「支払いの銭が嵩張り持ち運びに不便でございます」


「なるほど、道理である。取引の妨げになるな」


御屋形様が大きく頷いた。


「嵩張るだけでは有りませぬ。銅銭が足りぬという問題が発生しておりまする」


「明から随分と銭を受け入れているのだが……」


平九郎様が首を横に振った。


「足りませぬ。何より朽木が銭を貯めておりますので……」


「貯めてはいるが使ってもいるだろう。兵糧方は物も買うが道も整備している」


「国人衆も銭を貯めておりますので……」


御屋形様が溜息を吐いた。凄い話だ、朽木領内にどれ程の銭が集まっているのだろう。御倉方に配属されてから銭の話ばかり聞くが毎日驚く事ばかりだ。


「それで、如何すれば良い？」


御屋形様は何故だか楽しげだ。


「されば銅銭に代わる銭を用意すべきかと」


「……銅銭に代わる銭か。なるほどな、良く考えたものだ」


御屋形様が声を上げて笑った。え？　それだけで分かるの？


「それで、何を使う？」


「はっ、彦治郎が金と銀を使って新たな銭を作ってはどうかと」


「金と銀か。面白い話だな、彦治郎」


「はっ、畏れ入りまする」


良かった、面白いと言って貰えた。御屋形様は上機嫌だ。それにしても凄い、あれだけで理解されるとは。平九郎様に説明した時はもっと大変だった。


「御屋形様、御賛同頂けますので」


「うむ、良いと思うぞ、平九郎。気を付けねばならんのは金、銀、銅銭の交換の割合を如何するかだな」


「はっ、金十両を銅銭十五貫、銀十両を銅銭二貫では如何と」


「ほう、そこまで考えているか」


「はっ」


「平九郎、次の評定に出せ。そこで正式に決めよう。俺も少し考える事が有る」


「はっ」


御前を下がると平九郎様に尋ねてみた。


「次の評定で決めるとの事でございますが」


「それだけ重要だと御屋形様は御考えなのだ。そなたも当日は次の間で備えるようにな」


「はっ、楽しみでございまする」


「うむ」


評定か、前から一度出てみたいとは思っていた。楽しみだ。
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執務を終え暦の間から自室に戻ると茶を飲んで一息吐いた。金、銀を通貨として使うか。面白い話だな。新しい通貨として金貨、銀貨を造る、つまり小判を造るわけだ。今の所朽木、織田、上杉の領地は共通の枡を使う事で度量衡の統一を計っている。話を持ちかければ乗って来る可能性は有る。と言うよりやるのなら上杉は必ず参加させる必要が有るな。上杉の持つ金が必要だ。統一政権を作った訳でもないのに小判は気が早いかな。しかし織田、上杉も入れれば勢力範囲はほぼ日本の中央部を制していると言える。


五月に織田・徳川連合が今川・武田・北条連合と一戦した。決定的では無かったが織田・徳川の有利で終結している。三河では織田の力が強まり遠江を狙う姿勢を見せ始めたから東海道という大動脈が勢力圏に入るのも間近だろう。それに三好、土佐一条も加えよう。そうなれば四国も勢力範囲に入って来る。そうなると小判を造ってもおかしな話じゃないとも言える。三好と土佐一条は先ずは枡の統一だな。両家とも京との繋がりは深い。それほど抵抗は無いだろう。


単純に金、銀と銅銭の交換比率を定めただけで良しとする手も有る。そして金貨、銀貨を造るのはもっと後にする。いや、待て。その前に金、銀と銅銭の交換比率だ。金十両を銅銭十五貫、銀十両を銅銭二貫と言っていたな。多分これが現状での相場なのだろうが少し金が安過ぎないか？　安過ぎると金の国外流出という問題にも発展しかねん。南蛮商人にさり気なく交換比率を聞いてみるか。


しかしなあ、金の価値が高くなると相対的に銀の価値が低くなる。金山を持っている武田や上杉は喜ぶだろうが西日本は銀が主流だ。混乱するだろうし反発もするだろう。銀山を抱えている毛利、山名は必ず反対するだろうな。しかしいずれは征服するのだ、気にする必要は無いとも言える。ウーン、迷うなあ。鼓でも打つか。


「弥五郎殿」


「どわっ、母上？」


吃驚した、気が付けば綾ママが目の前に居た。鼓は後だな。


「如何したのです、そんな大声を出して。大丈夫ですか？　少しお話したい事が有るのですが？」


「大丈夫です、伺いましょう」


姿勢を正した。綾ママ、何か深刻そうな表情だな。綾ママが俺の前に来る時は何時も深刻そうな顔だ。偶には笑顔で来て欲しいもんだ。〝弥五郎ちゃん、元気？　貴方のママもとっても元気よ〟。……有り得んな。


「妹から文が届いたのです」


「叔母上からですか」


千津叔母ちゃん元気かな。飛鳥井の爺様の葬式では落ち込んでいたが……。


「永尊皇女様に内親王宣下をという御話が出ているそうなのです」


「皇女様に内親王宣下を」


なるほど、もうそんな年頃か。月日が経つのは早いな。


「亡くなった飛鳥井の御爺様が楽しみにしていたそうなのです。さぞ心残りであっただろうと帝が仰せられて……、畏れ多い事です」


「真に」


「永尊皇女様には西園寺家の実益様に降嫁という御話も有ります」


「西園寺家？」


綾ママが頷いた。


「実益様の御母君は万里小路家の方なのです」


「では？」


「東宮様の御母君、新大典侍様も万里小路家の出。実益様と東宮様は母君が姉妹なのです」


という事はこの縁談話は万里小路家から朽木・飛鳥井への打診か。今後も仲良くという事だな。


「飛鳥井の伯父上は何と？」


「良いお話だと喜んでいます」


まあそうだろうな、というより断れる話でもない。


「叔母上が母上に文を送ったという事は費えの事ですな」


「そうです、今年は何かと物入りでしたから……」


綾ママが小さく息を吐いた。飛鳥井家は爺様の葬式で大分銭を使った。内親王宣下に回せる銭は無い。つまり俺に丸投げしても良い？　という打診か。


「良い御話です。某も従妹姫には幸せになって貰いたいと考えています。喜んでお手伝い致しましょう」


「そうしていただけますか？」


「勿論です。母上、遠慮は無用になされませ」


綾ママが笑みを浮かべた。遠慮はいらない、何度も言っているんだけどな。


「しかし今年は不幸が有りましたが？」


「そうですね、内親王宣下は来年になると思います」


「となると降嫁は更にその先ですか」


「ええ」


つまり今年は葬式、来年は内親王宣下、再来年は降嫁とイベントが続くわけだ。内親王宣下、降嫁、どちらかで金、銀を使いたいな。年内に何とかしよう。


「ところで辰の事なのですが」


「辰？　辰がどうかしましたか？」


綾ママがちょっと困った様な表情を見せた。


「そろそろあの娘も年頃です。如何するか、そなたに身の振り方を考えて欲しいのです」


「考えて欲しい？　つまり嫁ぎ先でしょうか」


「ええ」


そう言えば辰は鈴より一つか二つ下だからもう十二？　十三？　そのくらいにはなる筈だ。従妹姫も内親王宣下から降嫁という話が出ている。親代わりになっている綾ママが心配する筈だな。


「分かりました。しかし辰には温井の家を再興させねばなりませぬから単純に嫁ぎ先を探すというわけには行きませぬ。温井の名跡をとらせ、所領を持たせてから婿を取る形になります。先ずは次男坊、三男坊でそれなりの者を捜さねばなりませぬな」


所領は最低でも五千石は要るだろう、何と言っても長、遊佐の遺族を一万石で召し抱えたのだ。誰が居るかな？　跡継ぎではなく能力のある男。そして若い男。また一つ頭の痛い問題が発生したな。小夜や雪乃に相談してみるか。


「簡単には行かないのではありませぬか、辰には頼りになる実家も無ければ親族も居ません。家臣もです。婿を取っても肩身の狭い思いをするのではないかと思うと辰が不憫で……」


「そうですな、確かにそれは有るかもしれませぬ」


まあ実家じゃないが後ろ盾には俺がなれば良いだろう。しかしなあ、確かに肩身の狭い思いはするかもしれない。如何したものか……。綾ママがジッと俺を見た。何かな？


「そなたが辰を後見してくれませぬか？」


「勿論です。某が辰の親代わりになりましょう。それならば粗略な扱いは受けますまい」


「そうではないのです、分かりませぬか？」


「……まさかとは思いますが……」


綾ママが頷いた。


「そなたは既に三人の男子が居ますから辰の産んだ子に温井の姓を名乗らせる事に何の不都合も有りませぬ」


やっぱりそれ？　溜息が出そうだ。


「それはそうですが……、しかし母上、某には小夜と雪乃がおりますぞ。新たに側室をと言われても……」


綾ママが首を横に振った。


「そなた程の立場にある者なら側室が一人という事は有りますまい」


「それはそうですが……、しかし多ければ良いという物でも有りますまい」


「それはそうですが……」


親子で女の話？　勘弁して欲しいわ。俺は小夜と雪乃に不満は無いんだ。十分満足している。新たに側室をと言われても……。


「大体です、辰を側室にすれば篠もという話になりますぞ、母上」


「ええ、そうです。そう考えています。弥五郎殿、御願い出来ませぬか」


「……」


駄目だ、綾ママは本気だ。溜息が出た。


「あの二人は私が預かった頃は酷く怯えておりました。最近になって漸く笑う様になりましたが嫁いでまた怯える様になっては……」


「……」


「分かって貰えませぬか？　弥五郎殿」


そう頼まれてもなあ。頼むからそんな縋すがる様な目で見ないでよ、心が揺らぐだろう。


「あの二人に幸せになって貰いたいと思う気持ちは某も持っております。能登攻めにおいて畠山の復帰などという公方様の頼みを聞かなければ温井も三宅もあのような事にはならなかった。あの二人の今を作ったのは某でもあるのです。その事を忘れた事は有りませぬ」


「ならば」


「母上、某の側室になる事が真、あの二人の幸せになりましょうか？　すでに某には正妻と側室が居るのですぞ。そこに後から加わる、側室の一人としてです」


綾ママが少し考えている。


「今すぐ決める必要は有りますまい。母上の御考えは分かりました。何が辰にとって、篠にとって良い事なのか考えてみたいと思います」


「御願いしますよ」


「はい、考えが纏まりましたら母上に御相談します」


綾ママが頷いて部屋から去った。溜息が出そうだ。


まあ割り切って考えれば俺の側室というのが一番簡単だろう。俺の子供を産んでその子に温井を名乗らせる。いくらでもそんな例は有る。有名なのは武田勝頼だな。勝頼の最初の名乗りは諏訪四郎勝頼だ。母方の諏訪の名跡を継ぎ諏訪氏の通字である頼の字を名前に入れている。そして武田家の通字である信の字を入れていない。勝頼はあくまで諏訪家の人間とされたわけだ。多分母親が願ったんだろう。


しかしなあ、俺の側室になる事が幸せかな？　雪乃みたいに面白そうだから来たなんていう変わり者なら良い。好みが有るだろうし嫌々側室になるのも可哀想だろう。それに小夜と雪乃は如何思うだろう？　これまでは妹みたいな感じで可愛がっていただろうが側室となれば競争相手になるわけだ。特に雪乃は男子を欲しがっているし喜ばないんじゃないかな。家の中でギスギスするのは勘弁して欲しいわ。俺の居場所が無くなるぞ。


小夜と雪乃に相談してみよう。俺の側室では無くて良い相手が居ないかどうかだ。五郎衛門、蒲生下野守、真田弾正にも相談してみよう。五郎衛門は朽木譜代、下野守は六角旧臣、弾正は信濃衆、それに伊勢国人衆。その辺りで適当な候補者を挙げさせよう。まあ何とかなるだろう。頭が痛いわ、鼓でも打つか。いや、今日は算盤にしよう。






元亀二年（一五七四年）　六月中旬　　　近江国蒲生郡八幡町　　八幡城　　朽木小夜






「お呼びでございますか？」


「うむ、呼んだ」


御屋形様の部屋に入るとそこには既に雪乃殿が居た。


「相談したい事が有ってな、二人に来てもらった」


という事は雪乃殿も今呼ばれた？　表情を見ると雪乃殿も訝しげな表情をしている。それよりも妙な事は御屋形様の表情、困った様な御顔、はて……。


御屋形様の前に座ってもなかなか話を切り出さない。〝御屋形様〟と声を掛けても〝うむ〟と生返事をして天井を見たりして視線を彷徨さまよわせている。余程に話し辛い事らしい。


「えーと、そのだな、母上から少々困った相談を受けた。俺一人では如何判断して良いのか分からぬ。そなた達の考えを聞きたい」


大方様から？　という事は御話は奥向きの事？


「辰の事だ。そろそろ身の振り方を考えて欲しいと頼まれた。如何すべきだと思うか？」


雪乃殿と顔を見合わせた。


「御屋形様の側室になさるのではありませぬか？」


問い掛けると御屋形様が憮然とした表情をなされた。


「何故そう思う？」


どうやら御屋形様はその御積もりが無かったらしい。雪乃殿も驚いている。


「何故と問われましても……、私はてっきりそうするのだと……」


「雪乃もそう思っておりました」


「母上と同じ事を言う」


呟くような口調だった。眉を寄せておられるから腑に落ちないらしい。如何見ても喜んではおられない。


「辰が御嫌いですか？」


問い掛けると驚いた様な表情をなされた。


「そんな事は無い。辰は良い子だ。だが側室に入れるなどとは考えた事も無かった。婿を取らせ五千石程与えて温井の家を再興させようと思っていたのだ」


雪乃殿が〝まあ〟と声を上げると御屋形様が訝しげな表情をされた。


「そんなにおかしな事か？」


「おかしくは有りませぬが難しくは有りませぬか？　温井の家は族滅に近い扱いを受けたと聞いております。頼りになる親族も家臣も居りますまい。婿を取って家を再興すると言っても簡単には行かないと思います。それに温井の家は名家というわけでもありませぬ。大事にされるかどうか……」


「雪乃もそう思います。婿になる方がどの程度の家臣を連れてくるかにもよりますが辰殿が肩身の狭い思いをする事になるかもしれませぬ」


私と雪乃殿の言葉に御屋形様が眉を顰めて〝母上と同じ事を言う〟とまた仰られた。


「俺の側室なら問題無いのか？」


「御屋形様と辰の間に子が出来れば、その子が男であれ女であれ温井の家を継がせる事が出来ます。その子の周りには朽木の家臣が付いているのです。不安は少ないでしょう」


「側室だぞ、肩身の狭い思いをするのではないかな？　そなたの様に面白そうだから来たというわけにはいくまい」


御屋形様が雪乃殿を見ている。雪乃殿が〝ほほほほほほ〟と笑い声を上げた。


「余り心配は要らないと思います。辰殿は大方様が御後見なされているのです。何か困った事が有れば大方様に相談するでしょう。それに御屋形様は畿内、北陸で十カ国以上の領地を御持ちです。婿を取って家を再興するより御屋形様の子を産んで家を再興する方が安全ですし将来性も有ると思うでしょう」


「……随分と打算的だな」


憮然とした御顔、可笑しくなって笑ってしまった。雪乃殿も声を合わせて笑う。


「乱世なのです。女も強したたかにならなければ生きてはいけませぬ」


「御方様の申される通りにございます」


「そんなものかな」


御屋形様は女子おなごに夢を御持ちらしい。ちょっと可笑しかった。


「それに御屋形様は御優しゅうございます。見ず知らずの殿御を婿に取るより御屋形様の御傍にと思うやもしれませぬ」


御屋形様が顔を顰められた。


「何の冗談だ、小夜。俺は焼き討ちに根切りで恐れられている男だぞ」


「身寄りの無い辰と篠を引き取っておられますし色々と気遣いもしておられます。あの二人は御屋形様を恐れてはおりませぬよ。そうでしょう、雪乃殿」


「はい、雪乃も恐れてはおりませぬ」


そう、私も恐れてはいない。でも御屋形様は納得されていない。〝そうかなあ〟と呟かれている。


「辰を側室にすれば篠もという事になるぞ、そなた達はそれで良いのか？」


御屋形様が心配そうに私達を見ていた。もしかすると辰を側室にする事に積極的でないのは私達の事が有るからかもしれない。


「私は御屋形様との間に三人の子が居ります。不安は有りませぬ」


「雪乃も不安は有りませぬ。あの二人なら……」


御屋形様が〝そうか〟と呟かれた。雪乃殿が私を見た。そう、あの二人なら性格も悪くない。私達と張り合おうとはしないだろう。


「如何なされます？　あの二人を側室になさいますか？」


〝分からぬ〟と御屋形様が首を振られた。


「あの二人には幸せになって貰いたいと思っている。俺の側室になる事が幸せなのかどうか……。家臣達の意見も聞いてから判断する。そなた達の考えは分かった。下がって良いぞ」


下がる時、御屋形様が溜息を吐いているのが見えた。


「困った事ですわね、雪乃殿」


「はい、困った事です」


二人で声を揃えて笑った。如何見てもあの二人を御屋形様の側室にするのが最善の筈。そう思ったから大方様も相談されたのだと思う。多分、辰にも話はしておられるだろう。家臣達に相談すると仰られていたけど反対する家臣はいないと思う。それなのに御屋形様だけが納得なされていない。本当に困った事……。







播磨からの使者


元亀二年（一五七四年）　七月上旬　　　近江国蒲生郡八幡町　　八幡城　　朽木基綱






『四海波静かにて　国も治まる時つ風　枝を鳴らさぬ　御代なれやあひに相生の松こそ　めでたかれ　げにや仰ぎても　事も疎かや　かかる代に住める　民とて豊かなる　君の恵みぞ　ありがたき 君の恵みぞ　ありがたき』


能役者が舞っている。住吉明神の御本体の役か。高砂、目出度い歌だ。でも元の世界では縁の無い歌だったな。


敏満寺座か、前回は飛鳥井の爺様が危篤になった所為で能興行は中止になったからな。今回は気合が入っているみたいだ。俺もこうして見物するのは去年の五月、端午の節句以来だ。なかなか能見物も難しいか。能見物が終わったら改めて敏満寺座に前回の詫びを言わないと。


綾ママ、小夜、雪乃、竹若丸、辰、篠、そして蒲生下野守、黒野重蔵、進藤山城守、目賀田次郎左衛門尉、大津八左衛門、駒井美作守、梅戸左衛門大夫、千種三郎左衛門尉、林与次左衛門、猪飼甚介が能見物をしている。辰も篠も楽しそうだ。……如何したものかな。辰の事を五郎衛門、下野守、弾正に相談した。皆言う事は同じだ、俺の側室にするのがベストらしい。


婿養子を取ると言ってもそれなりに能力のある奴というと結構年上になるらしい。そんな奴はもう売約済みだと。それに婿養子を取ってもそいつが出世するとは限らないし出世を焦って戦で討ち死にする可能性も有る。そう考えると俺の側室にして生まれた子に温井の家を再興させた方が良いというんだ。


弾正と五郎衛門は文で答えが返って来たんだが弾正からは武田勝頼、この世界では信頼だな、五郎衛門からは吉川元春の例が書いて有った。二人とも将来的には北陸に俺の子供が居た方が良いんじゃないかと書いている。まあなあ、そういうところは有るかもしれない。能登は上杉との国境だ、核になる存在が必要といえば必要だ。しかし早くても十五年は先の事だろう、どうもピンと来ない部分が有る。


妙な事は小夜も雪乃も反対しない事だ。二人とも俺が辰と篠を側室にすると思っていたらしい。色々話して分かったんだがやはり実家が無い、頼れる後ろ盾が無いというのを二人とも重視している。辰も篠も名門の出ではない、国人領主の娘だ。となると二人には史実の浅井三姉妹のような特別なアドバンテージが無いわけだ。果たして婿を取ってもどこまで大事にされるか分からないと見ている。それよりは俺の側室にという事らしい。


それに小夜も雪乃も辰と篠がライバルになると危険視していない。小夜は朽木の重臣である平井の娘で男子を三人も産んでいる。雪乃は北陸に勢力を持つ氣比神宮大宮司の娘で二人の娘を産んだ。男子を産んでいないがだからといって雪乃が産んだ娘二人を軽視は出来ない。今後政略結婚で娘を使うかもしれないのだ。そして今朽木には雪乃の産んだ二人の娘しかカードは無い。


要するに二人ともしっかりとした後ろ盾が有り子供も居て朽木家の中で居場所を確保しているのだ。二人にしてみれば辰や篠のような娘が側室になった方が遣り易いと考えている。一緒に居て性格も分かっている。二人とも素直で意地の悪い娘ではない。この二人なら自分達と張り合おうとはしない。朽木の奥の序列は小夜、雪乃、そして辰と篠で落ち着く。


小夜と雪乃の間ではきちんと協力体制が出来ているらしい。だから二人の間ではトラブルは無い。二人が恐れているのは実力者の娘が側室になり何かと自分達と張り合おうとする事だ。特に側室である雪乃にはその警戒心が強い。雪乃にとって側室は自分でその地位を確保しなければならないものという意識が有る。


まあなんて言うか、男も女も戦国時代だな。戦国時代の権力者の妻というと秀吉の妻、北政所が有名だ。彼女は正妻だが子供は産まなかった。側室の淀殿との関係は如何だったのか……。脇能の高砂が何時の間にか終わっていた。そして二番目の八島が始まった。坊さんが出てきた、従者が二人付いている。八島は修羅能で有名なのだと小夜が教えてくれた。分かったと答えたが修羅能って何だ？　後で聞いてみようか。


金、銀の交換比率だがやはり海外だと金一に対して銀十五から十六くらいになるようだ。という事はだ、平九郎の出した交換比率では金の流出という事態が発生するだろう。やはり金、銀の交換比率は海外に合わせるべきだ。だがそうなると銀の価値が暴落というか金の価値が暴騰するな。西日本は反発するだろう、阿波三好、土佐一条、豊後大友……、頭が痛いわ。評定でも話したが皆が顔を顰めた。


金銀を使うから交換比率が問題になる。別な通貨を作るというのは如何だろう？　例えば紙幣。不可能かな？　江戸時代には藩札という形で紙幣が使用されていたんだから不可能じゃないだろう。銅銭との兌換だかんが出来る名目貨幣。問題は財源による裏付けだな。一つ間違えるととんでもないインフレになる。それと偽札の防止も必要になる。


ただ発行した場合は朽木領内でのみ通用する紙幣という事になるな。だがそれでも銅銭不足、煩雑さからは解放されるだろう。いや待てよ、使用者には他国の商人も居るかもしれない。となると朽木領外でも流通するかな？　分からんなあ、分からん。経済は生き物だし銭というのは非常に臆病だ。そして人間は利便性を重んじる。如何いう風に動くのか全く分からん。


それに金と銀の交換比率を如何するか、この問題は未解決だ。現状が面白くないのは分かるんだが解決策が……。頭痛いわ、いっそ商人に聞いてみるか？　金を一番使っている奴に聞く、それが良さそうな気がする。敦賀、堺、博多、平戸……。海外と取引している商人に聞く。今から準備だ。正月にでも呼んで会議を開くか。


義昭が相変わらず阿呆な事を考えているらしい。甲賀者を使って俺を暗殺しようとしている。以前に細川藤孝から義昭が甲賀者を使って俺を殺そうとしているという警告が届いていたんだ。だから松永、三雲には警告しておいた。そして引っ掛かった。引っ掛かったのは摂津守護だった和田弾正忠の一族だ。


和田氏というのは甲賀の国人領主で義輝の頃に幕府の奉公衆になったらしい。だから当然だが忍びの心得も有る。弾正忠は摂津守護になった後、三好の反攻時に死んだが弾正忠には息子が居た。その息子が請け負った。理由は摂津を奪った朽木が憎かったから。三雲からそう報告が有った。気になって重蔵に確認したんだが和田の息子が弾正忠の死因、つまり八門による殺害と知っている可能性は無いらしい。詳しくは聞かなかったが八門が直接弾正忠を手にかけたわけではないようだ。


弾正忠の息子は三雲の手の者によって殺されたらしい。らしいと曖昧に言うのは表向きは病死と発表されたからだ。怖い話だ。暗殺の直接の依頼者は三淵大和守藤英、つまり細川藤孝の兄だった。今は細川藤孝の預かりになっている。勿論外部との接触は厳禁だ。しかし藤孝にとっては兄を預かるのは正直迷惑らしい。


藤孝は内心では足利を見離しているのかもしれない。だが義昭も藤英も藤孝は朽木討伐には消極的でも自分達の味方だと思っている。藤孝を使って連絡を取り合おうとしているようだ。取次ぎを断るか、引き受けるか。ま、如何するかは藤孝次第だ、強制はしない。下手に介入して恨まれるのは御免だ。問題が起きれば藤孝は俺に知らせるだろう、それで十分。


そろそろ本願寺を本気で潰そう、邪魔だ。播磨を攻めるにも河内、和泉、紀伊を攻めるにも背中を本願寺に見せる事になる。危なくていかん。丹後、丹波を朽木領にした。次は摂津を完全に朽木領にするべきだ。小兵衛に改めて本願寺への調略を命じよう。そして本願寺となれば播磨、毛利だ。中国筋への情報収集を強化させなければ……。






元亀二年（一五七四年）　九月上旬　　　摂津国東成郡生玉荘大坂　　石山本願寺　　証意






「証意様、儂らはどうなるのでございましょう」


「朽木が攻めてくれば矢面に立たされるのではございませぬか？」


外に出ると直ぐに名も知らぬ信徒達が不安そうな表情で訊ねてきた。問い掛けてきたのは二人だがその周りには十人程信徒が居る。女子供も居た。いずれも不安そうな表情をしている。


「そのような事は無い。朽木が攻めてくれば皆が一つになって戦うのだ。仲間割れしていて勝てる程朽木は甘くはないぞ。御上人様もそのように申されておる」


穏やかに、笑みを浮かべて話しかけた。何人かが頷いた。


「ですが、石山衆は儂ら長島衆を嫌っております。そうじゃろう、皆」


髭面の男の言葉に〝そうだ〟、〝嫌っておる〟、という声が幾つも上がった。子供が〝こっちだってあの連中が嫌いだ〟と高い声を上げた。何時の間にか不安そうな表情は不満そうな表情に変わっていた。


「儂らが長島で戦ったのは御上人様の命によるものでございました。織田を相手に、朽木を相手に懸命に戦いましたぞ。儂の弟の与助は織田に殺されました。女房の弟は朽木に殺された。儂だけじゃねえ、皆家族を戦で失っている。其処に居る勘太は親父を朽木に殺された」


先程嫌いだと声を上げた子供が悔しそうな表情を見せた。この子が勘太か、歳は未だ十歳になるまい。憐れな……。


「必死で戦ったんじゃ。だが最後は物が来なくなった。援軍も無い。外の様子は何にも分からずじゃ。儂らは捨てられたんじゃ、そうじゃろう！」


〝そうだ！　五助の言う通りじゃ！〟、〝儂ら捨てられたんじゃ〟と声が上がった。


「捨てたのではない、遮られたのじゃ。御上人様は何度も船を送ろうとなされた。だが九鬼に遮られたのじゃ」


五助と呼ばれた男がジッと私を見た。恨み、怒りの籠った眼だ。


「ならば何故、儂らはこのような扱いを受けるのでございます。石山衆には汝うぬらが長島で踏ん張らぬから石山が危機に晒されるのだと責められ、邪魔者扱いされるのでございますぞ！　何故死ななかったと罵られました！　次の戦では真っ先に死ねと！」


「本心ではない。慣れておらぬのだ。見ず知らずの者達が突然大勢で押しかけたからのう。分かるであろう？」


押し黙った。不満そうな表情は消えていない。


「教如様もそう仰られていると石山衆は申しておりますぞ」


先程までの高い声では無い。低い、押し殺したような声だった。


「教如様がそのような事を仰られた事は私も知っている。だが御上人様は教如様を窘められた。そのような行いは宗主として取る態度では無いとな。そして御上人様は長島の者達に感謝していると仰られたのだ。私はその場に居た。私を、御上人様を信じられぬか？」


「……」


答えが無い、つまり信じられないという事か。


「先程も言ったが仲間割れしていて勝てる程朽木は甘くないぞ。朽木が攻めてくれば嫌でも協力せねばならなくなる」


「あの連中と一緒に戦うのでございますか！」


五助の声が跳ね上がった。


「当然であろう。兵は少ないより多い方が良い。力を合わせて戦えばそれだけで有利なのだ。それに共に戦えば段々と分かり合える筈だ」


顔を見合わせている。納得した様子ではない。


「勝てるのでございましょうか？」


声を発したのは女だった。小さい声だったが不思議と良く聞こえた。


「この石山は難攻不落、簡単に攻め落とせる城ではない」


「ですが……」


「近くには英賀が有り毛利も付いておる。味方が居るのじゃ。それを信じて石山衆と力を合わせよ。良いな」


不承不承頷くと信徒達が去って行った。とても納得したとは思えぬ。溜息が出た。


厄介な事よ、何時の間にか石山衆、長島衆と信徒が割れてしまった。御上人様から両者の溝を埋めよと命じられ外に出て長島衆の間を慰撫いぶして回っているが状況は良くない。長島の者達の憤懣は募るばかり、悪化する一方だ。石山衆へは刑部卿が回っているが同じような状況らしい。


御上人様は教如様を激しく折檻なされた。長島衆を守り信徒達を一つに纏めるために為されたのであろうが教如様は反発しておられるらしい。次期宗主である教如様が自分達に不快感を持っていると思えば当然だが長島衆は不安に思おう。いや、教如様の不快感は私にも向けられているのかもしれぬ。難しい事になった……。


あの女は勝てるかと問うてきたな。長島での敗戦で自分達の力に深刻な疑念を持っているだと思った。周囲の者も女を咎めなかった。負ける可能性が有ると見ているのだ。それ程までに朽木は強い。織田を相手にした時はそれなりに戦えた。だが朽木を相手にした時は何も出来ずに負けた。一つ一つ、喉を締め上げるように圧迫された。不安と恐怖に怯えながら敵を待った。そして何も出来ずに潰された。その恐怖、惨めさが心に刻まれている。今にして思えば朽木は信徒達の心を攻めたのだと分かる。


石山の者達も、いや教如様もそれを感じているのやもしれぬ。勝てるという自信が有れば長島の者達を責める事も無い筈だ。だが現実には門徒達は二つに分かれいがみ合っている。これでは益々勝てぬな、いや戦えまい。朽木の手が回っているのかもしれぬ。となれば必ず内部で争うように仕向けて来るだろう。いがみ合いは益々酷くなるという事だ。我等は徐々に朽木の術中に落ちつつある……。このままでは負ける。如何すべきか……。


一刻程後、部屋に戻ると刑部卿が居た。


「留守中に御邪魔しておりまする。もうじき戻られると聞きましてな、待たせていただきました」


「待たせたのでは有りませぬかな？」


座りながら問い掛けると刑部卿が首を横に振った。


「左程では。それに長島衆の元を回られたので有りましょう。御話を伺わなくては」


表情が暗い。余程に気がかりだと見える。〝如何でございました？〟と問い掛けてきた。


「良くありませぬな。何処に行っても石山衆への不満を聞かされました。いや不満では有りませぬな、あれは敵意と言って良い。石山衆の事を自分達を見捨てた裏切者と思っている」


刑部卿が溜息を吐いた。


「石山衆も同様です。昨日、信徒達の間を回りましたが皆が長島衆への敵意を露わにしました」


今度は私が溜息を吐いた。


刑部卿の話では石山の者達は朽木との戦に不安を感じているらしい。長島衆を責めるのも結局は戦への不安が有るからだろうとの事だった。長島が健在ならば石山が戦になる事は無かったと思っているのだ。


「状況が悪いですからな。三好は朽木と和を結びました。毛利も当てには出来ませぬ。本願寺は孤立しております。これでは不安に思うなというのが難しい。その不安の捌け口が長島衆になった。そうでもしなければ不安に耐えられぬのでしょう。何と言っても相手は朽木です」


向かう所敵無し。根切り、焼き討ちも辞さぬとなれば不安は当然と言える。しかしその不安を長島衆にぶつけるのは不当だ。


「厄介な事はもう一つ有ります。教如様が石山衆に不満を漏らしているらしい。長島衆がそのように申しておりました。お聞きになっておりませぬか？」


私の言葉に刑部卿が溜息を吐いた。


「何度かそのような事が有ったようです。御諫めしたのですが……、長島衆は教如様が自分達に不満を持っていると知ったのですな」


「石山衆は意図的に長島衆に話したのかもしれませぬな。自分達の後ろには教如様が居ると」　


また刑部卿が溜息を吐いた。


「長島衆の間では諦めが生まれております」


「……諦め……」


刑部卿の表情が厳しくなった。


「先程申されましたな、本願寺は孤立していると。長島も同じでござった。一つづつ味方を潰され孤立した。援軍も無く何も出来ずに負けた。惨めな敗北でありましたな。長島衆にとっては今の本願寺はあの時の長島に似ており申す。長島衆は到底勝てないと見ている」


刑部卿が切なそうな表情を見せた。


「勝てるという確証があれば石山衆、長島衆も一つに纏まりましょう。毛利は頼れませぬか？」


問い掛けると刑部卿が首を横に振った。


「難しいですな。能島の村上水軍は来年にならねば対朽木戦には使えぬようです。それに淡路には三好の安宅水軍が在ります。三好が朽木に付いた今、水軍を使って本願寺への後詰をしようとしても三好がそれを許しますまい。場合によっては三好、朽木の両者と戦う事になる。村上水軍は瀬戸内最強、天下最強と言われておりますが朽木、三好と戦えばどうなるかは分かりませぬ」


「公方様は？」


刑部卿が顔を顰めた。


「三好左京大夫、松永弾正、内藤備前守に文を送っているようですが……。御上人様も文を送っておりますが感触は良くありませぬ」


言葉が途切れた。やはり難しいか。公方様は頼りにしているようだが三好左京大夫達がそれに応えた事は無い……。御上人様の申された通りか。頼りにならない者を頼るべきではない。願望を捨てなくては……。となれば耐えるだけだが……。


「刑部卿、このままでは負けますな。本願寺には頼れる味方が居ない」


「左様、厳しい戦になります。何としても石山衆、長島衆を一つに纏めなければ……」


「無駄ですな」


私の言葉に刑部卿がジッと私を見た。


「甘い希望は持たない方が良い。今のままでは長島と同じ結果になる。その懼おそれが有る限り長島衆は使い物になりませぬ。それに次期宗主である教如様が自分達に不快感を持っているとなれば……。今後はそれを前提として策を立てる必要が有りましょう」


刑部卿が息を吐いた。


「そこまで腹を括らなければなりませぬか」


「括らなければ本願寺は消滅する。そうなりかねませぬ。此度の事、山科の焼き討ちを超える危機と考えなければ」


刑部卿が呻き声を上げた。朽木が攻めてくるとなれば本願寺を攻め潰すだけの成算が立った時だろう。


その時はどうなるか？　長島では根切りは無かった。だが今度は分からない。見せしめのために根切りを行う可能性は十分に有る。御上人様を失えば一向宗は要を失ってバラバラになるだろう。滅亡という事も有り得る。


御上人様を守り石山を守り長島の者達を守る……。そのような策が有るのか……。考えなければならぬ。場合によっては長島衆を捨てる覚悟もせねばなるまい。だが私を慕うあの者達を捨てられるのだろうか……。






元亀二年（一五七四年）　九月上旬　　　近江国蒲生郡八幡町　　小寺孝隆






「随分と賑やかなものじゃ、そうは思わぬか」


「八幡は近江少将様の本拠地じゃ、賑やかなのも当然であろう」


「それでも驚くわ、播磨ではとてもこうはいかぬぞ」


「太兵衛、播磨と比べては話になるまい」


栗山善助、井上九郎右衛門、母里太兵衛の三人が城下の賑わいに感嘆の声を上げた。三人とも声が大きい、大分驚いている。


「関が無いからな。商人達が移動し易いのだ」


俺の言葉に三人が頷いた。


「朽木家は商人を優遇している。関の廃止や座の廃止だけではないぞ。播磨からここまでくるまでの道は如何であった？」


「そう言えば摂津、山城、近江は道が広くて綺麗でしたな」


善助が考えながら答えると他の二人が口々に同意した。


「殿、商人が移動し易い、つまりは商売がし易いという事ですな」


「その通りだ、九郎右衛門。だがそれだけではないぞ。道が整えられているという事は軍勢も動かし易いという事だ」


「なるほど、朽木軍は動きが素早いと言われております」


「そうだな、太兵衛。だが道が整えられている事で一番の恩恵を受けるのは荷駄だ。道の悪い所で兵糧を運ぶのは容易では無い。それが無い。朽木軍の動きが速いのはその辺りの事も有るだろう」


三人がウンウンと頷いた。特に善助が頻りに頷いている。


「ところで殿、そろそろ教えて頂けませぬか？　どなた様に少将様への取次ぎを頼まれますので？」


「気になるか、九郎右衛門」


「それは、勿論」


九郎右衛門の返事に善助と太兵衛が頷いた。まあ取次の良し悪しで会見の首尾にも影響が出るのは事実、気になるのは当然か。


「評定衆、黒野重蔵殿を頼もうかと思っている」


「殿、それは」


善助が声を上げた。九郎右衛門、太兵衛は唖然としている。


「そう驚くな、善助。重蔵殿は元は八門の長、こちらの事も良く知っていよう。その方が都合が良いと思ったのだ」


丹波、丹後が朽木家の物になった以上、次の朽木の狙いは播磨であろう。座して朽木の侵攻を待つ事は滅ぶ事を意味する。それに別所、赤松が如何出るか……、先に連中が朽木に付けば小寺は更に危うい。毛利を頼むという選択肢も有るが四国の三好が朽木と盟を結んだ以上毛利は分が悪かろう。宇喜多を取り込もうとしている様だがそれをやれば三村が如何出るか……。何とか小寺家中は朽木に味方する事で説得出来た。次は近江少将様を味方に付ける事だ。






元亀二年（一五七四年）　九月上旬　　　近江国蒲生郡八幡町　　八幡城　　朽木基綱






八幡城の俺の部屋には四人の客人が居た。小寺官兵衛、栗山善助、井上九郎右衛門、母里太兵衛。妙なのが来たよな。いや来て当然なのが来た、そう思うべきなのかな。不思議だし嬉しくも有る。重蔵から播磨の小寺家から使者が来たと聞いた時には嬉しかった。使者と従者の名前を聞いた時には飛び上がりそうになった。直ぐに全員と会うと言って重蔵と下野守に妙な顔をされた。まあ不思議に思うよな。当然だが栗山善助、井上九郎右衛門、母里太兵衛の三人も自分達まで呼ばれた事を不思議に思っているだろう。


「近江少将様には初めて御意を得まする。某は播州小寺家において家老を務めまする小寺官兵衛と申しまする」


「うむ、遠路ご苦労だな」


「はっ、畏れ入りまする」


「官兵衛は小寺加賀守殿の御一族かな？」


「いえ、某の家は元は近江の出でございます。黒田と名乗っておりましたとか。曽祖父の代に近江を離れました。その後祖父の代に小寺家に仕え父が小寺家より妻を娶めとり小寺の姓を賜ったのでございます」


うん、掛かって来た。もう一押しだな。


「近江の出と言うと？」


「伊香郡黒田村に住んでいたと伝わっておりまする」


「伊香郡か。では京極氏に縁ゆかりの家かな？」


「はっ、京極氏の流れに連なると聞いておりまする」


「ほう、では朽木家とは遠い昔に分かれた親戚という事か。此処で会うとは不思議な縁よな」


「畏れ入りまする」


官兵衛が頭を下げた。もっとも顔が綻んでいるから内心では良い感じと思っているのだろう。


「用件を聞く前に供の者を紹介してくれぬかな」


「はっ」


〝はっ〟とは言ったが官兵衛は驚いている。善助、九郎右衛門、太兵衛も吃驚だ、居心地悪そうだな。そうだよな、俺とこの三人じゃ全然立場が違う。関心を持つ事自体が不思議だ。


「某の家臣にて栗山善助、井上九郎右衛門、母里太兵衛にございます」


三人が其々頭を下げた。詰まらん、俺は話がしたいんだ。


「栗山善助、井上九郎右衛門、母里太兵衛。鮒ふな寿司は食べたかな？」


三人が顔を見合わせた。


「いえ、未だ食しておりませぬ」


代表して善助が返事をしたが、目をぱちくりしている。


「近江の名物だ、播磨に帰る前に一度食してみるのだな。但し臭いがきつい、それゆえ苦手だという者も少なくない。まあ故郷くにへの土産話にはなろう」


官兵衛、善助、九郎右衛門、太兵衛、皆曖昧に頷いている。


女中達が茶と菓子を持って部屋に入って来た。客人四人、そして俺と同席している重蔵、下野守の前に茶と菓子を置いて去った。


「用件は茶を飲みながら聞こう。善助、九郎右衛門、太兵衛。その方等も言いたい事、訊きたい事が有れば遠慮するな、良いな」


三人が頷いた。


「先ずは菓子をつまめ。その菓子はカステーラと言ってな、伴天連が持ってきた物だ」


あらら、四人がカステーラを睨んでいる。初めてだから仕方ないな。


俺、下野守、重蔵が食べているのを見て太兵衛がカステーラを睨みながら一口食べた。皆が見つめる中ゆっくりと咀嚼そしゃくする。


「美味い！」


唸った。


「太兵衛、茶を飲め。口の中がすっきりする。そしてまたカステーラを食べよ」


「はっ、……これは堪らぬ」


茶を飲んだ太兵衛がホウッと息を吐いた。こいつ可愛いわ。重蔵、下野守も可笑しそうに太兵衛を見ている。


「官兵衛、話はカステーラを食べてからにしよう。美味い物を食べながら難しい話をするのは無粋よ」


「はっ」


官兵衛、善助、九郎右衛門が食べ始めた。和菓子には無い食感だからな、おっかなびっくり食べている。もっとも一口食べれば唸り出す。この辺は太兵衛と同じだ。


「少将様、伴天連が持って来たと伺いましたが南蛮ではこのような物を良く食しますので？」


「如何かな、だがな、官兵衛。特別に作り方が難しい物ではないようだぞ」


「左様で」


官兵衛が頷いている。そして残り少なくなったカステーラを残念そうに見て口に入れた。


「公方様は伴天連達が京で布教する事に不快を示していてな、伴天連達はその事が不安なのだろう」


「なるほど」


官兵衛達が曖昧に頷く。


「朝廷にも伴天連達を毛嫌いする者がいる。だからな、俺の庇護が必要なのよ。俺は朽木領内、そして京でもこのカステーラを作らせようと思っている。そして朝廷に献上する。海の向こうにはこのように珍しく美味なる物が有る。頭から拒否するのではなく先ずは触れてみる事が大事だと説得するつもりだ」


官兵衛が今度は大きく頷いた。こいつ、やっぱり好奇心が強いようだ。


「さて、官兵衛。用向きを聞こうか」


お茶の時間は終りだ。俺の言葉に官兵衛、善助、九郎右衛門、太兵衛の顔つきが変わった。


「朽木家は畿内、北陸を中心に十一カ国を領しその勢いは向かう所敵が有りませぬ。小寺家は今後、朽木家と共に歩みたい。それによって家運を上げたい。主、小寺加賀守政職はそう考えておりまする」


じっと官兵衛が俺を見詰めた。


「先年、播磨では朽木に敵対するかのような動きをした者が居た。その中には小寺家も有ったと思ったが違ったかな、重蔵殿」


下野守が重蔵に視線を向けると重蔵がニヤリと笑った。


「確かにそのような動きがございましたな、下野守殿」


そんな苛めるなよ、と言いたいけど一刺しは必要だな。


「畏れながら決して朽木家に敵対しようとしたのではありませぬ。むしろ逆でございます。朽木家に攻められると思い兵を集めたに過ぎませぬ」


「そうだろうな、こちらでもそう見ている」


官兵衛がホッとした様な表情を見せた。家臣の三人もだ。


そう必死になるな、官兵衛。こっちだって丹波攻めでは三万の兵を摂津に置いたんだからな。お互い様だ。しかしなあ、やはりあれは小寺、別所、赤松が朽木に怯えただけなのか。そして俺はそれに怯えた。どっちが馬鹿でどっちが臆病なんだろう？　さっぱり分からん。


「小寺家が朽木に付きたいという事だが大丈夫かな？」


「……と言われますと？」


「官兵衛、小寺家は一枚岩か？　毛利に付こうという意見は出なかったか？」


「それはございました。しかし朽木家に付くと……」


「官兵衛が説得した、そうだな？」


官兵衛が頷いた。自信有り気だが危ないなあ、史実同様に酷い事になるぞ。


「官兵衛は畿内、西国の動きを如何見ている？」


「されば……」


官兵衛が自信有り気に話し始めた。ますます嫌な予感がした。







分裂
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「太兵衛、良かったの、羨ましいわ」


「真。少将様から壺を頂くとは太兵衛は少将様に気に入られたようじゃ」


善助、九郎右衛門が壺の入った木箱を背負っている太兵衛を冷やかすと太兵衛が顔を顰めた。


「別に某は壺が欲しかったわけではござらぬ」


「ほう、では何故壺をまじまじと見ていたのだ、少将様に気付かれるほど。風情の有る壺と少将様に申し上げていたが」


俺が問うと太兵衛が困った様な顔をした。


「妙な壺が有るなと不思議に思って見ていたのです。ですが少将様に妙な壺とは言えず……」


太兵衛の答えに善助、九郎右衛門が笑った。二人で腹を抱えて笑っている。播磨へ帰る足取りが多少は軽くなる様な気がした。善助、九郎右衛門も俺の気を引き立てようとしている。二人の心遣いが有難かった。良い家臣を持った、素直にそう思えた。


「織田焼の壺だそうな。少将様は朝廷にも織田焼の壺を献上しておいでだ。中々由緒ある壺だと言える。太兵衛が貰ったのは少将様御愛用の壺、家宝として大事にするのだな」


俺が冷やかすと太兵衛が〝殿〟と情けなさそうな声を出した。普段の太兵衛に似合わぬ声だ。思わず噴き出した。


「そうだぞ、太兵衛。殿の申される通りだ。大事に扱わなくてはならんし間違っても壺を割るような事が有ってはならん。少将様から頂いた壺を割った等と知られたらとんでもない事になる。その方だけではないぞ、小寺家にも災難が振りかかる」


「善助の言う通りだ。播磨に帰ったら大事に床の間に飾って磨くのだな。母里家の家宝だ。いや、羨ましいわ」


「そんな」


善助、九郎右衛門にからかわれて太兵衛が情けなさそうな顔をしている。流石に可哀想だ、話を変えた方が良いだろう。


「それより少将様のお話、皆は如何思うか？」


三人の顔が引き締まった。


「少将様の御懸念は尤もかと思います。毛利が迫れば毛利に靡こうという意見が小寺家でも起きましょう」


「善助の言う通りです。毛利家も小寺を味方に付けようと手を入れて来るやもしれませぬ」


善助、九郎右衛門が答え太兵衛が頷いた。


「それに、小寺家中では殿を新参者、目薬屋と蔑む者も多いのも事実。殿への反発から毛利へと考える者も現れましょう」


太兵衛の言葉に善助、九郎右衛門が〝太兵衛！〟と声を上げた。


「良い、事実だからな。太兵衛の言う通り俺の家は目薬で財を成した。その事を蔑んでいる者も居る。十分に有り得る事だ」


新参者故足元が弱いと少将様に指摘された。少将様は小寺家の事、俺の立場をかなり深く知っている。八門、或いは伊賀か。


「播磨を攻めれば石山本願寺が動く、英賀が動けば三木も動くか……。混乱するな、だが先に本願寺を攻めれば……」


言葉を切って三人を見た。


「一向一揆の勢力が強いのは西播磨、英賀でござる。摂津まで兵を出すのは難しゅうござりましょう」


「三木から誘いが来るかもしれませぬが摂津に攻め込むとなれば加賀守様は腰が引けましょうな」


「となれば石山本願寺は単独で戦わざるを得ませぬ」


つまり播磨に兵を入れるのは本願寺の後か。それだけ毛利の手が東へと延びてくる、播磨にも……。やはり朽木家に付いた事は隠さねばならんな。今明らかにすれば本願寺、三木を刺激する。それと三村修理進元親の手当て、これを如何するか……。
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官兵衛達が帰った。さて、如何なるか……。


「下野守、重蔵。播磨が揺れている。やはり本願寺が邪魔だな」


二人が頷いた。


「現状では本願寺とは休戦状態にありますが何時戦いが再開するやもしれませぬ」


「今は未だ本願寺は一つに纏まっておりませぬ。戦うのであれば早い方が宜しゅうございましょう」


そうだな、重蔵のいう通りだ。早い方が良い。しかしいきなり仕掛ける事も出来ぬ、切っ掛けが要るな。


「顕如に起請文を出して貰おうと思うのだが如何かな」


「……」


「摂津は朽木の治めるところだ。本願寺が朽木の法に従うのは当然であろう。違うか？」


二人が顔を見合わせ頷いた。本願寺が起請文なんて出す筈が無い。つまり朽木の法に従わないという事だ。十分に開戦の理由になる。


「もし、顕如が起請文を出すと答えましたら如何なさいます？　本願寺は内部で割れておりまする。時間稼ぎをするやもしれませぬぞ」


「その時は顕如自らが八幡城に来て起請文を差し出す事を要求する。今後の事を話し合わねばならぬ。当然の事であろう、重蔵」


重蔵が〝畏れ入りましてございまする〟と言って平伏すると下野守が声を上げて笑った。なんだかなあ、俺ってそんなに悪い奴？　でも顕如には頭を下げて布教の許可を貰うなんて無理だろうな。


「朽木が本願寺と揉めているとなれば必ず公方様は裏で動く。本願寺を助け朽木の足を引っ張れと近隣の諸大名に書状を送る筈だ。畠山、三好、松永、内藤……」


本願寺が滅びれば畠山は紀伊での支配力を強化出来る。しかしいずれは朽木の標的になるのではないかと不安にも思うだろう。そしてそれは三好、松永、内藤も同様の筈。義昭は必ずそこを突く筈だ。


「御屋形様、畿内を制しなければ西へは進めませぬ。むしろ好機と見做すべきでありましょう」


「重蔵殿の言う通りです。いずれは避けては通れぬ道。丹波、丹後を得た今、避ける事無く進むべきかと思いまする」


「そうだな」


何時までも避けては通れぬか。その通りだな、松永、内藤と戦いたくはないが避けては通れない。


毛利が備前の宇喜多和泉守直家を調略しようとしている。宇喜多は今浦上に服属しているのだが毛利は浦上では無く宇喜多を選んだようだ。しかし宇喜多の調略は簡単にはいかない、障害が有る。備中の三村修理進元親だ。三村氏は元親の父親の代から毛利と同盟関係、或いはそれに近い服属関係を結んでいた。元親の父親は今から八年前、備前に攻め込んだのだが宇喜多直家の配下によって鉄砲で暗殺された。要するに三村にとって宇喜多は親の仇なのだ。ここにきて宇喜多が毛利に付く事など許せる筈が無い。三村にとっては毛利の裏切りとしか見えまい。三村と毛利は必ず揉める。


俺は三村の事は良く知らない。史実で秀吉が中国路に攻め込んだ時には毛利の同盟者としての宇喜多の名前は有っても三村の名は出てこないからだ。要するに滅んでいたのだと思う。秀吉が攻め込んだ頃には備中は毛利領だった。そこから考えると毛利に滅ぼされたのだ。原因は宇喜多が毛利と同盟を結んだ事だと思う。


多分邪魔になったのだろうな。毛利から見れば織田とぶつかるのは時間の問題だった。となれば出来るだけ防衛線を東へ置きたいと考えた筈だ。宇喜多は信用出来ない事で有名な男だ。毛利も宇喜多を信じたとは思えない。むしろ三村の方を信用しただろう。だがそれでも毛利は宇喜多との同盟を必要とした。宇喜多と結びその先の播磨に手を伸ばす。要するに宇喜多を毛利の勢力で囲い込む形で防衛線を播磨に置く、そう考えたのだと思う。実際一時的にしろ播磨は毛利の勢力範囲になって秀吉は酷い目にあっている。


三村はその辺りの事を理解出来なかった。或いは理解出来ても受け入れる事が出来なかった。だから滅ぼされた。おそらく毛利はその事も想定しただろう。三村が毛利の新しい方針を受け入れれば良し、受け入れなければ滅ぼす。むしろ滅ぼす事を望んだかもしれない。宇喜多を受け入れれば宇喜多と敵対する三村は不安定要因になる。播磨に防衛線を置くには邪魔なのだ。そう考えたのだと思う。


官兵衛は上手くやるかな？　三村を暫くの間毛利に留めろと頼んだ。そして小寺家中にも内密に行えと。理由は簡単、小寺は信用出来ない。三村の件を小寺家として行えばその件を手土産に裏切りかねんと思っている。ここは官兵衛に頑張って貰わなければならん。俺も三村に使者を出すが官兵衛も使者を出せば朽木は播磨にも勢力を伸ばしていると思うだろう。


母里太兵衛が壺好きだとは思わなかった。そうだよな、壺は良い。困った時は壺を磨く。磨いている内に無心になれる。そして無心に磨くと艶が出るのだ。やっぱり壺は良い。播磨に行く時は太兵衛に壺を持って行ってやろう。次は珠洲焼だな。きっと喜ぶ筈だ。当主だけでなくその下の者にも朽木シンパを作る、それが大事なのだ。






元亀二年（一五七四年）　九月中旬　　　播磨国飾東郡姫山　　母里友信






さて如何したものか？　木箱から壺を取り出し考え込んでいると母が部屋に入って来た。


「これは母上、今そちらに行こうと思っていたところです」


「良いのです。道中怪我も無く無事に帰って来たようで何よりです。神仏に御願いした甲斐が有りました」


「御心遣い、有難うございまする」


播磨から近江はそれ程遠くはない。それに朽木領は道も整っており治安も良い。心配は要らぬのだが……。


「ところで万助、その壺は何です？」


母が不思議そうな表情で壺を見ている。


「母上、その万助というのは御止め下され。某はもう元服して太兵衛と名乗っているのですぞ」


「ああ、そうでしたね、太兵衛殿」


そう、俺は太兵衛だ。万助は幼名、元服した男を幼名で呼ぶのはいくら母とはいえ失礼だろう。


「それで、その壺は何なのです、万助」


……溜息が出た。


「頂いたのです」


「頂いた？　どなたにです？」


「……」


「万助」


「太兵衛です」


「どちらでも宜しい、どなたに頂いたのです？」


また溜息が出た。母は俺を太兵衛の名で呼ぶ時は殿を付けるが万助で呼ぶ時は呼び捨てだ。そして叱責や問い詰める時は必ず万助と呼ぶ。そうする事で上に立とうとするらしい。


「さる御方としか申せませぬ」


「まあ、母に隠し事をするのですか？」


声が高くなった。いかん、悪い兆候だ。ここは腹を据えなければならん。それにしても世の中の母親は皆こんなにも厄介な物なのだろうか？


「母上、某が殿の御供で他国に出たのは誰にも知られてはならぬ事、どなたに会ったかもです。こればかりは母上にも申せませぬ」


首を横に振ると母が不満そうな表情をしたが無視した。少将様から壺を貰った等と言えるか！ そんな事を言ったら母は壺を神棚に据えて拝みだすだろう。こればかりは内緒だ。


「それでは御礼も出来ないでは有りませんか」


「良いのです、あちら様もそんな事は期待しておりますまい」


壺の礼なんてしたら山の様に壺が来るかもしれん。近江少将様は気前が良い事で有名だからな。そんな事になったらこの家の主は俺では無く壺になってしまう。そんな事は御免だ。カステーラなら良いな、あれなら食べられる。母も喜ぶ筈だ。


「それで良いのですか？」


「ええ、いずれこの地に御出でになる筈。その時に礼を言います」


母が不得要領な顔で頷いた。礼は戦場での働きでする。それが侍というものであろう。早く我が槍捌き、武者働きを少将様に御見せしたいものよ。腕がムズムズするわ。


「その時はこの母も御礼を申し上げますよ」


「はあ？　母上もですか？」


母が〝当然でしょう〟と言った。


「しかしあちら様は忙しいですからな。果たして当家に御寄り頂けるか如何か……。まあ、難しいと思いますぞ」


また不満そうな顔をした。しかしなあ、幾らなんでも少将様が我が家にお寄りになられるとは思えぬ。無理だな。


「それで、この壺は如何いう壺なのです？」


「如何いう？……ああ、織田焼と聞きました」


「まあ、織田焼ですか」


母の声が弾んでいる。


「御存知なのでございますか？」


母は壺好きだったのか。意外に思いつつ訊ねると〝いいえ、知りませぬ〟と首を横に振った。


「ですが相手はそれなりの御身分の方なのでしょう。ならば良い物の筈です」


「なるほど」


自信に溢れた母の言葉にそうかもしれないと思った。実際朝廷にも献上していると聞いたし恥ずかしい品ではないのだろう。この壺がねえ……。


「そなた、強請ったのですか？」


「まさか、そんな事はしません。ただ妙、いや風情の有る壺だなと見ていただけです」


「それでは強請ったと同じでは有りませぬか！」


「……」


母の声が高くなった。そうなるのか？　不本意だな、欲しがったわけではないのだが……。


「その御方の愛用の品ではないのですか？」


「……かもしれませぬな。大分褒めておいででしたから」


〝壺は良い〟と何度も言っていたから多分愛用の品なのだろう。……この何の変哲もない壺が？ 変わっているとは聞いていたが確かに変わっているな。しかしこちらに好意的では有った。悪い御方ではない。


「太兵衛殿、大事にしなければなりませぬよ」


「はあ」


いかん、母上の眉が上がった。万助と呼ばれる。


「勿論大事にします。折角頂いたのですからな。大事にしますとも」


当分は壺を磨かねばならんな。やれやれよ。






元亀二年（一五七四年）　十月下旬　　　大和国添上郡法蓮村　　多聞山城　　内藤宗勝






「朝晩は冷えるようになりましたな」


兄の言葉に私と河内守護三好左京大夫様が頷いた。


「近江少将様が本願寺に朽木の法に従えと要求されました。回答の期限は年内一杯。従うのであれば誓紙の提出と新年の挨拶を兼ねて近江八幡城へ顕如上人自ら参上せよと。今後の事に付いても話し合う必要が有ると……」


兄の言葉が途切れると部屋には重い沈黙が下りた。左京大夫様、兄、私、この三人で支えられようか……。今にも押し潰されそうな気がした。


「顕如上人が従うかな？」


左京大夫様が兄と私を見た。


「出来ますまい。そのような事をすればこれまでの犠牲は何だったのか？　必ずそのような声が信徒達から上がりましょう」


「兄の申す通りです。本願寺は崩壊しかねませぬ」


左京大夫様が頷かれた。少しの沈黙の後、兄が話し始めた。


「朽木家は宗門に対して厳しい制約を課しております。本来なら摂津を有した時点で本願寺に制約に従えと命じた筈、それをせずに今になって要求したという事は……」


「最初から本願寺が従う筈がない、戦になると思っていたのでしょう。丹後、丹波を領した事で本願寺と戦える準備が出来た。播磨は頼りにならず、紀伊は本願寺には積極的に応援せぬ。そう判断したのだと思います。残るは河内、和泉、大和」


私の言葉に兄と左京大夫様が頷いた。


「左京大夫様、公方様から文が？」


兄が躊躇いがちに問うと左京大夫様が頷かれた。


「朽木の背後を突けと。そなた達にも来たのであろう？」


兄が〝同じ物が我らにも来ておりまする〟と答えると左京大夫様が太い息を吐かれた。


「近江少将が公方様の動きを気付かぬと思うか？　背後を簡単に突けると思うか？　霜台、備前守」


兄が首を横に振った。


「気付いておりましょうな、気付かぬ筈が有りませぬ。当然十分な備えをする筈。もし備えが無ければ……」


「備えが無ければ？」


左京大夫様の問いに兄が深い息を吐いた。


「誘いでございましょう。こちらに攻めかからせそれを機にこちらを潰す。そう考えているのだと思います」


今度は左京大夫様が息を吐いた。表情が暗い。


「備前守、そなたもそう思うか？」


「はっ、近江少将様が西へ兵を進めるとなれば畿内を疎かには出来ませぬ。我らは公方様に御味方するか、少将様に御味方するか、決断を迫られましょう。その時が来たのだと思いまする」


私が答えると左京大夫様が頷かれた。


「先日、三淵大和守が細川兵部大輔に御預けの身となりました」


「甲賀者を使って近江少将の命を狙おうとした、そう聞いている。それをそなたと三雲対馬守が阻んだと」


「その通りですが皆が知らない事が有ります」


「知らない事？」


左京大夫様が訝しんだ。


「左様。事前に近江少将様より甲賀者が少将様の命を狙うやもしれぬと報せが有りました」


部屋がシンと静まった。


「つまり公方様の身辺近くに近江少将に通じる者が居る、公方様の動きは少将に筒抜けという事か」


左京大夫様の声が掠れている。


「おそらくは」


兄が頭を下げると左京大夫様が〝容易ならぬ事よ〟と息を吐いた。確かに容易ならぬ事だ。少将様暗殺となれば秘中の秘、それが漏れている。


「如何なされます。義理の兄君である公方様に御味方致しますか？　我ら兄弟は何処までも左京大夫様に付いていきます。我らに遠慮斟酌は無用にござりますぞ」


「左様、弟の言う通りにござる。我ら兄弟は聚光院様に見出され今の身にして頂きました者。……如何なされます？」


左京大夫様が息を吐いた。


「戦って勝てるか？　霜台、備前守」


「……」


兄も私も答えられない。それを見て左京大夫様がまた息を吐いた。
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「本当か、舅殿」


「はい、間違い有りませぬ」


自信満々だな、だがなんか狐に化かされている様な気がする。そんな事が有るのかな？ 


「しかしな、舅殿。本当に証意が本願寺を離れたいと言っているのか？　長島で戦った証意が？」


「はい、証意一人では有りませぬぞ。およそ一万人程が証意に従っておりまする」


思わず唸り声が出た。俺だけじゃない、蒲生下野守、黒野重蔵、明智十兵衛、竹中半兵衛、山口新太郎も唸っている。舅殿が突然やって来たから竹若丸の近況を教えようと思って半兵衛と新太郎を呼んだんだがな、舅殿がとんでもない爆弾発言をした。吃驚だ、まだ信じられない。俺が足利の御落胤だというあの馬鹿話の方が未だ信じられるわ。本願寺で一万人の分派行動が起きた？　あの狂信者の集団で？


「八門の調略がかなり効きましたようで。重蔵殿、小兵衛殿の御手柄にござる。良き御子息にござるな。羨ましゅうござる」


「まだまだ未熟者にござる」


舅殿の賛辞に重蔵が微かに照れたような表情を見せた。やっぱり息子が褒められると嬉しいらしい。しかも本願寺から脱落者を出させたんだからな。そりゃ嬉しいわ。


「御屋形様、証意は御屋形様の庇護を願っておりますぞ」


「はあ」


いかん、ついお馬鹿な声を上げてしまった。いや、でも俺の所為じゃない。あんまり突拍子もない事を舅殿が言うからだ。周囲を見れば舅殿を除いて皆の目が点だ。海千山千の下野守が呆け老人みたいな顔になっている。イケメン十兵衛、おぼっちゃま半兵衛も締まりのない顔だ。益々信じられん。


「舅殿、それは如何いう事だ？　俺は仏敵で一向一揆を目の仇にして殺しまくった男だぞ。その俺に庇護を願う？　証意は狂ったのか？」


何人かが頷いた。そう、狂った可能性が有る。原因は顕如に苛められたから。顕如の奴、酷い奴だな。坊主のくせに人を救わずに殺せだの苛めてノイローゼにしてしまうのだから間違いなく破戒僧だ。あいつこそ仏敵だな。


「狂ってはおりませぬ」


舅殿がゆらゆらと首を横に振った。


「他に行く所が無いのでござる。一万人の門徒達など何処も受け入れませぬ。まして本願寺から離れた者達など……」


なるほど、受け入れんな。何処の大名、国人だって一向門徒なんて受け入れたがらない。受け入れるとすれば領主が信者の場合だが本願寺から離れたとなればその連中も受け入れない。


「如何したものか、このまま石山で蔑まれながら生きていくしかないのかと諦めかけていた時に御屋形様が顕如に誓紙を求められた。その事で朽木の法に従うのであれば受け入れて貰えるのではないかと気付いたのだとか」


思わず息を吐いた。なるほどなあ、そういう事か。俺は開戦の切っ掛けを作るために誓紙を求めた。だが証意にとっては救いの手に見えたわけか。


「加賀守殿、つまりその者達は朽木の法に従うという事かな？」


下野守が問うと舅殿が頷いた。


「証意達は顕如に、石山に幻滅したそうでござる。所詮、長島は利用されたに過ぎぬと。役に立たぬとなれば邪魔者扱い、何のために長島の信徒達は戦い死んでいったのか。これでは死んでいった者達が浮かばれぬと……」


シンとなった。


死ねば極楽浄土に行けるじゃないかと言いそうになったが堪えた。何を今更という気持ちが有る。越前一向一揆を見てみろ、越前の門徒達は加賀の坊主共に搾取されて朝倉の統治時代よりも酷い目にあっていた。証意が知らなかった筈が無い、そこから目を背けていただけだ。自分達が同じ目にあってようやく現実と向き合っただけじゃないか。


三河だって一向一揆の所為で荒れ果てた。家康は家臣だけでなく妻や子供も失った。殺さざるを得なかった。そこまで追い込まれた。証意達に同情はしない、いやするべきじゃない。だが利用はさせて貰う。顕如の統制に綻びが出たのだからな。
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ガシャーンと物と物がぶつかる音がした。何も見えぬ、赤い幕の様な物が眼を覆っている。幕を取り払おうともがくとまたガシャーンと物と物がぶつかる音がした。また皿か壺を壊したのだろう。ようやく幕が取れた。少しは血が収まって来たらしい。証意め、何故私を裏切るのだ。何故朽木に……。


「証意殿は御上人様を裏切ってはおりませぬ」


「何の話だ！」


思わず怒鳴ると下間刑部卿頼廉が軽く頭を下げた。


「証意殿は御上人様を裏切ってはおりませぬ」


刑部卿を睨み付けた。相手の表情は変わらない。おかしい、顕悟も何も言わない。証意の裏切りには何か有るのか？


「証意は朽木に降ったのだぞ、長島の者達を一万人も連れてだ」


「御上人様を、本願寺を守るためにございます」


「……如何いう事だ。刑部卿、そなた何を知っている」


気が付けば声が低くなっていた。刑部卿が〝お座り下さいませ〟と言った。座れと言われて改めて部屋を見た。酷いものだ、彼方此方に陶器の破片が散乱している。壺を蹴った事は覚えているが投げつけもしたらしい。久し振りに荒れたようだ。唇も噛み破っていた。


腹立たしかったが私が座ると刑部卿が〝御上人様〟と話しかけてきた。


「某と顕悟様は事前に証意殿より長島衆を率いて朽木に降ると相談を受けましてございます」


「！」


驚いて顕悟を見た。顕悟が無言で頷いた。沈痛な表情をしている。やはり何か有る。


「勿論御止しました。なれどこのままでは本願寺は内部から崩れると申され……」


「……石山衆と長島衆の諍いさかいの事か」


刑部卿が〝はい〟と答えて頷いた。


以前から時折石山衆と長島衆の間で諍いが生じていた。最初は口論の様な物だったらしい。だが最近では暴力を振るう様になり怪我人も出ていた。刑部卿に石山衆を、証意には長島衆を抑えるようにと言っていたが……。


「溝は埋まらなかったのか？」


問い掛けると刑部卿が渋い表情で頷いた。〝御上人様〟と顕悟が話しかけてきた。


「刑部卿と証意殿は不和を煽る者が居ると見ております」


煽る者か、つまり朽木だな。


「朽木と御考えですか？　御上人様」


「違うのか？」


顕悟が笑みを浮かべた。禍々まがまがしい感じのする笑みだ。その事に驚いた。


「石山衆、長島衆の中にも不和を煽る者が居りまする」


驚いて刑部卿の顔を見た。


「如何いう事だ？　朽木に通じたというのか？」


刑部卿が首を横に振った。


「そうでは有りませぬ。そこまで対立が激しいのです。相手の存在が許せぬと考えております」


なんと、同じ一向門徒で有りながらそこまで……。呆然としていると顕悟が〝御上人様〟と言って私に視線を当ててきた。強い視線だ。


「石山衆が自分達の心の拠り所としているのが教如様でございます」


「教如……」


顕悟が頷いた。


「教如様が長島衆に不満を持っているという事を自分達の大義にしているのです」


「あの愚か者が……」


目の前が真っ暗になった。愚か者は私も同じだ。何故あの時教如を殺しておかなかったのか……。


「教如を呼べ」


刑部卿と顕悟が顔を見合わせた。刑部卿が〝如何なされます〟と問い掛けてきた。


「教如を殺す」


「なりませぬぞ」


「殺す！」


「……」


ゴクリと唾を飲む音が聞こえた。


「あれは宗主の器ではない。宗主には信徒を纏める力が要るのだ。教如にはそれが無い。いや、それどころか信徒を排斥し我らの力を弱めた。殺すしかない」


刑部卿と顕悟がまた顔を見合わせた。二人とも遣る瀬無さそうな表情をしている。顕悟が〝御上人様〟と声を掛けてきた。


「それは出来ませぬ。今教如様を殺せば石山衆が動揺致します。更に本願寺の力を弱める事になりましょう」


「……」


「今は御辛抱を願いとうございます」


傍に有った陶器の欠片を思い切り放り投げた。何一つ上手く行かない。何故こうなったのか……。


「顕悟よ、証意は本願寺を守るために裏切り者になったのだな」


「……この対立を抱えたままでは戦えませぬ」


「……」


「朽木と戦う前に、或いは戦いの最中に、長島衆が寝返ったらどうなるか？　石山衆と長島衆が争い始めたらどうなるか、御上人様も御分かりでございましょう」


「本願寺は滅ぶな、惨めに滅ぶ」


私の言葉に二人が頷いた。


「某と証意殿は何度も石山衆と長島衆の問題で話し合いました。しかし何度話しても良い案が見つかりませぬ。それに証意殿によれば長島衆は朽木と戦う事にも消極的になっていたそうにございます。長島での経験から封鎖されれば負けると考えていた。これでは到底籠城には耐えられませぬ」


「……それで長島衆を率いて降ったか」


私の言葉に刑部卿と顕悟が切なそうな表情で頷いた。


「内輪で争う様になれば本願寺は滅びる。長島衆を排斥すれば他国の門徒達の信を失う。本願寺を守り御上人様を守るためには長島衆を自分が率いて朽木に降るしかない。それが一番混乱が少ないと」


「……馬鹿者が」


「証意殿は順ずるも道なれば離れるも道であると申されました」


順ずるも道なれば離れるも道か……。鼻の奥に痛みが走った。証意よ、私の為、本願寺の為に敢えて裏切者の汚名を被ったか……。馬鹿だぞ、本当に馬鹿だ。


「何故、私に言わなかった」


「……これが必要だからでございます」


顕悟が部屋の中を指し示した。


「御上人様が証意殿の裏切りを御怒りになったという証拠にございます。皆がこの部屋での物音を聞いておりましょう。二、三日もすれば朽木にもこの話は届く筈。証意殿を疑う事は有りますまい」


「……愚かな、このような物、幾らでも作ってやるものを。私は証意に詫びも礼も言えぬのか……」


部屋の中が滲んで見えた。何故このような物の為に……。


「証意殿から文を預かっております」


刑部卿が懐から文を取り出す。それを受け取って読み始めた。滲んで良く見えぬ、何度も眼を拭いながら読んだ。長島で役に立てなかった事、石山衆と長島衆の対立解消に失敗した事への詫びが書かれていた。長く苦楽を共にした長島衆を見捨てる事は出来ないとも書いて有った。そして今傍を離れる事への詫びが書かれていた。私と長島衆の間に挟まれて苦しかったのだろう。何も気付かなかった、私は何と愚かなのか……。


〝御上人様〟と刑部卿が呼びかけてきた。


「今だけですぞ、嘆かれるのは」


「……」


「この部屋から出られたら一切嘆く事は許されませぬ。証意殿を裏切者と非難し破門にしなければならぬのです。そして全国の門徒達に結束を呼びかけなければ……」


「刑部卿よ、私は嘆く事も許されぬのか」


刑部卿がジッと私を見た。


「証意殿の犠牲を無にしてはなりませぬ」


「……」


「今回の事、本願寺にとっては大きな痛手でございます。なればこそ無には出来ぬのです。後程、御相談致したい事がございます」


刑部卿が頭を下げると顕悟も頭を下げた。そして二人が部屋から出て行く。私も表に出なければならぬのだろう。だが今だけは……、証意よ、そなたのために涙を流そう。
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御上人様が我らの前に姿を御見せになったのは半刻を過ぎた頃だった。


「待たせたか？」


「いえ、その様な事は」


御上人様が〝済まぬな〟と仰られた。眼は少し赤いが声には力が有る。大丈夫だ、立ち直られたらしい。


「それで相談したい事とは？」


御上人様が私と顕悟様を交互に見られた。


「朽木との和睦にございます」


「……」


御上人様が口元に力を入れられた。顕悟様が〝御上人様〟と声を掛けられた。


「御怒りかと思いまするが暫しの間、堪えて下されませ」


「分かった、申せ」


押し殺した低い声だった。


「この石山は孤立しておりまする」


「……」


「毛利が援軍を送るまでには時が掛かりましょう。暫くの間は我らだけで朽木と戦わねばなりませぬ。なれど信徒達は長島の者達の離脱で動揺しておりまする」


御上人様の口元が更に強張った。


「身勝手な、と御思いでございますか？」


「……」


「確かに身勝手、甘えにございます。あれだけ敵意を示し反発しながらも石山の者達は長島の者達が朽木に降るとは思ってはいなかった。要するに石山の者達は朽木が攻めて来る事への不安、不満を長島の者達にぶつけていたに過ぎませぬ。愚かな事とは思いまするが長島の者達が如何思うか等と思い遣る余裕は無かったのでございましょう」


それほどまでに朽木の圧力は強いという事だ。実際に包囲されればどうなるか……。


「厄介な相手よな」


御上人様の口調が暗い。石山衆の身勝手さに不満は持っても石山衆の不安には御上人様も共感出来るのだ。


「現状では戦えませぬ。負けましょう」


「……」


「態勢を立て直し信徒達を一つに纏めるには時が掛かりまする。なれど朽木がその時を与えてくれるとは思えませぬ。直ぐにも攻めて来るやもしれませぬ」


御上人様がホウッと息を吐かれた。


「……その時を稼ぐのが和睦か」


私が頷くと顕悟様も頷かれた。


「だが簡単に和睦が成るか？　銭で片付けばよいが朽木は石山からの退去を要求するやもしれぬぞ」


「むしろ好都合ではございませぬか？」


「！」


顕悟様の言葉に御上人様が目を剥かれた。


「阿波の三好が朽木と手を結んだ以上、毛利が本願寺に援軍を送るのは簡単ではありますまい。和睦を結んでも石山に居ては弱い立場の儘にございます。むしろ石山を捨て安芸に移る事をお勧め致しまする」


御上人様が唸り声を上げられた。


「信徒達に危機感を与えるという意味もございます。石山の者達も石山を失えばこれまでのような身勝手は出来ますまい」


〝かもしれぬ〟と御上人様が呟かれた。


「毛利は我らを受け入れるか？　一つ間違えば根無し草になるぞ」


御上人様が我らを見た。


「御安心を。毛利は兵を必要としておりまする」


朽木と戦うなら兵が必要だ。我らはその兵を提供出来る。毛利は我らを無視は出来ない。場合によっては一揆で脅すという策も有る。


「安芸か、態勢を立て直すには朽木の傍では難しいのは事実、兵を毛利と合わせるという意味でも妙案かもしれぬ。だが和睦への道筋だが如何付ける？　朽木が受け入れぬかもしれぬし本願寺内部にも和睦に反対する者は多かろう。一つ間違えば和睦が本願寺を割りかねぬぞ」


「朝廷を頼みましょう」


私の提案に御上人様が〝なるほど、朝廷か〟と言って頷かれた。


「庭田権中納言様から九条様へ、朝廷の御扱いという形で朽木と和睦するのでございます。それならば朽木も受け入れましょうし反対する者も説得し易かろうと思いまする」


御上人様の母君顕能尼様は庭田家の御方、必ずや力になってくれよう。







本願寺分裂


元亀三年（一五七五年）　一月中旬　　　近江国蒲生郡八幡町　　朽木基綱






大勢の家臣達が並ぶ大広間に中肉中背、初老の男が入って来た。介添えとして舅殿が付いている。初老の男は坊主だ。俺から五メートル程離れた所に坐ると頭を下げた。


「御久しゅうございまする、証意にございまする」


「うむ、長島以来か。久しいな、証意」


「はっ」


長島攻略の時に会って以来だから四年の月日が流れている。あの時の証意は未だ壮年と言って良い外見をしていた。だが今の証意は疲れた初老の坊主だ。四年の歳月は証意に酷く当たったらしい。


「証意、誓紙を持って来たか？」


「はっ、これに」


証意が懐から紙を取り出した。舅殿が受け取り俺に近寄って差し出した。受け取って確認する。特に問題は無い。朽木の法に従う事を誓っている。


「これはそなただけではない、そなたを慕う者達も同意しているのだな？」


「はっ、その事に間違いは有りませぬ」


「良し。舅殿、証意にこれを」


舅殿が俺から紙を受け取り証意に渡すと証意はじっとそれを見た。朽木領内での布教を許す事を認めた誓紙だ。


「何か不審が有るか？」


「いえ、ございませぬ。かつて敵対した私共を受け入れて頂けました事、真に有難うございまする。御屋形様の御寛容に心から御礼を申し上げまする」


証意が頭を下げた。俺を御屋形様と呼んだ、つまり朽木の領民になるという宣言だ。家臣達が満足そうに頷いている。


「朽木の法を守る限り、庇護を与える」


「はっ」


「その方を慕う者達だが一家族当たり十貫の銭を与える。百姓になる事を望む者には田畑も与える事とする。田畑は越前、加賀で与える事になる。朽木家の直轄領だ、領主は俺という事になる。困った事が有れば俺に訴えよ」


「はっ」


証意が驚きを抑えながら頭を下げた。


「だが今はまだ越前、加賀は雪でな、暫くは近江に留め置く事とする。食料は心配せずとも良い、こちらから支給する。雪が融けるのは四月になろう、四月以降に越前、加賀に赴くが良い。なお年貢は向こう三年間免除する」


証意が〝御配慮、有難うございまする〟と言ってまた頭を下げた。


「商いに従事したいという者は領内の何処に住もうと自由とする。領外に出ても構わぬ」


「はっ」


「証意、寺が無くては不便であろう。越前に俺が寺を建ててやる。ああ、気にするな。信徒達が俺が与えた十貫の銭で寺を建てよう等としては銭を与える意味が無いからな」


「重ね重ねの御配慮、有難うございまする。皆も喜びましょう」


証意が泣き出した。


「これからは皆の心を安んずるために教えを説いてくれよ」


「はっ」


何度も礼を言いながら証意が去って行った。まあお互い新年の挨拶は無しだ。だがそれで良い。挨拶なんか受けてもどう対応して良いか分からんからな。でも来年は挨拶に来るだろう、その時は素直に受けられると思いたいわ。


「御屋形様、真に目出度い事で」


蔵人の大叔父の言葉に大広間に和やかな笑い声が上がった。


「御屋形様は御優しゅうござるな、家族に十貫も与えるとは。某はもう少しで声を出すところでござった。それに寺まで建てて貰っては証意はもう御屋形様の意のままにござりましょう。真、御屋形様は人たらしにござる」


左門がニヤニヤ笑っていた。


「褒めるのか貶すのかどちらか一方にしろ。その方、段々親父の五郎衛門に似てきたぞ、俺を玩具にして遊ぶという悪い所がな」


皆が大笑いし左門が恐縮するかのようなそぶりを見せた。この辺りは五郎衛門よりも可愛げがある。あのジジイなら馬が嘶いななくような笑い声を真っ先に上げた筈だ。今頃は雪見酒で一杯やっているだろう。


十貫と言っても個人じゃない、家族だ。数にして大体二千五百程だろう。となれば二万五千貫だ。大金だが一万人の信徒を大人しくさせるためだと思えば決して高くない。一文無しのまま放り出せば犯罪に走るか門徒達が貧しさから団結してまた一揆などという阿呆な事を考えかねん。どちらもマイナスだ。受け入れる以上、連中を朽木の良民にしなければならん。


寺を建てるのも同じだ。俺が建てるのだ、証意も門徒達も朽木の統制に逆らい辛くなる。そして俺に建てて貰った寺というのがステータスになれば証意を筆頭に一万人の門徒達も朽木の法に大人しく従う事になる筈だ。寺の一つくらい安いものだ、喜んで建ててやる。立派な寺をな。寺の名前は心和寺にしよう、心和やかにだ。きっと喜んでくれる筈だ。


「本願寺がついに分裂した。顕如は年が改まっても返事を寄越さぬ。朽木の法に従わぬと言う事らしい。当然だがこれを許す事は出来ぬ。四月に兵を起こし本願寺を討伐する。戦の準備をせよ」


皆が頷いた。戦は証意達が越前に行くのを見届けてからだ。その間に本願寺と英賀の海上連絡路、本願寺と雑賀を始めとする紀伊の国人衆との海上連絡路を断ち切る。海賊衆の出番だな。英賀の方は三好に頼もう。


「松永、内藤、三好、如何動くか分からぬ。十分な備えをしてから攻める事になる。皆も油断せずに戦え。後程、触れを出す」


それをもって大広間での会見を終わりにした。松永、内藤、三好には隙を見せない。圧倒する事で戦意を挫くじく。それによって義昭から引き離す。上手く行けば良いんだが……。


暦の間に戻ると早速決裁を求める家臣達がやってきた。何処に居ても仕事は追いかけてくる。一人一人話を聞きながら如何するかを判断する。一区切り付くまで七人程の家臣達の話を聞いた。大体二時間は仕事をしただろう。小姓にお茶を用意させた。美味い、一仕事終わったという充実感が有る。加藤孫六に肩を揉んで貰った、気持ち良いわ。


顕如は証意の離反に怒り狂ったらしい。また物を投げて暴れたそうだ。まさか朽木に庇護を求めるとは思わなかったのだろう。全く不意を突かれ証意達が石山を離れ近江に逃れても何も出来なかった。顕如に出来た事は証意とその仲間を裏切り者、仏敵と罵って破門、絶縁処分にした事だけだ。そして門徒達に対してこれは法難で信徒は皆心を自分と一つにせよと頻りに訴えている。かなり追い込まれているな。


しかし小兵衛の話では本願寺には隙が有る。長島から石山に逃れた門徒が全て証意に従って朽木に来たわけでは無い。未だ五千人以上が石山に残っている。決して石山での生活が良かったからではない。残った理由の殆どが朽木を信用出来るのか不安に思ったからだ。だが証意達が大切に扱われていると知ればどうなるか……。証意達を優遇しているのはそういう狙いも有るのだ。


もう直ぐ商人達が集まる、集まったら金銀交換比率を決めなければならん。明や朝鮮の事を考えてちょっと比率を変える事にした。まあ国内の産出量を無視して海外の比率を重視する事に意味が有るのかという疑問は有る。しかし全く知らずにいて不当に貪られる事は避けたい。少なくとも今ここで金銀交換比率を全国から商人を呼んで検討した、その時に海外の比率との差で損失が出るという指摘も出たという事が後世に伝われば良いと俺は思っている。後の世の事はその時生きている人間が対処すれば良い。俺は未来に向けて警鐘を鳴らした、それで十分だ。


そして俺の顔を全国から集まった商人達に売る良い機会だ。高く売れれば良いんだが。紙幣の件を評定で話したら皆から反対された。最初は反応は良かったんだ。だが問題点として発行量を増やし過ぎるとインフレが起きると説明したらそんな危ない事は出来ないと皆に反対された。特に御倉奉行の荒川平九郎が口から唾を飛ばして反対した。そんな事をしたら領民が他国へ逃げてしまうと言って。家臣達の俺への評価は役に立つ事も考えるが目を離してはいけないマッドサイエンティスト、そんな感じだ。


この正月は忙しいわ。諸大名、家臣達の挨拶、能興行に証意の受け入れ。今年は北は伊達、最上、南は大友、龍造寺、島津からも使者が来た。大友なんて足利べったりだったんだがな。毛利、龍造寺の攻勢に手を焼いているらしい。それに義昭が毛利を上洛させるために大友を邪魔だと感じている事に気付いたようだ。おまけに土佐一条は長宗我部に専念するから使えん。そこで朽木に泣き付いて来た、そんな感じだ。偶には寝正月とかやってみたいもんだよ、元の世界じゃ嫌になるほど出来たんだがな。今じゃ寝てると叩き起こされる有様だ、トホホと言いたくなるわ……。






元亀三年（一五七五年）　二月上旬　　　近江国蒲生郡八幡町　　朽木基綱






「少将様には常日頃より驚かされておりますが今回は本当に驚きました」


組屋源四郎の言葉に古関利兵衛、田中宗徳が〝真に〟、〝驚きました〟と相槌を打った。


「俺も驚いている。思いの外に商人達が集まってくれた」


源四郎が〝それはもう〟と言って笑った。呼び掛けても来ない奴が少なからず居ると思ったんだけどな。殆ど集まってくれた。予想以上の成果だ。


「少将様が交易に熱心な事、そして天下に一番近い御方である事は誰もが分かっております。無視する商人は居りますまい」


「左様、北は蝦夷地から南は琉球、南蛮、明とも交易をなさっておりますからな。少将様を無視する事は出来ませぬ」


「商人なら商売のし易い世の中を望みます。これも当然の事」


三人が楽しそうに話している。関が多く座の支配が強い場所では自由な商売は出来ない。商人の多くがそれに不満を持っているのが現実だ。


「随分と熱心に話していたようだが？」


三人の顔が益々笑み崩れた。


「せっかく諸国の商人を集めて貰ったのでございます。此処で顔を覚えて貰えば後々商いの役に立つやもしれませぬ」


利兵衛の言う事はもっともだ。現代でもパーティや親睦会での名刺交換は重要な仕事だ。人脈の無い営業なんて役に立たん。実際、商人達は皆が忙しそうに挨拶をしていた。顔を覚えるのが大変だっただろう。


「私共が驚いたのは少将様が金銀の交換比率を定められた事にございます」


源四郎の言葉に二人が頷いた。


「朽木は大量に物を買うのでな、銅銭では嵩張るだけで不便だ、金銀を上手く使いたいと御倉方から提案が有ったのだ」


「左様でございましたか」


利兵衛が感心したような声を上げると後の二人もウンウンと頷いた。


「確かにそうですなあ、私共も銅銭の煩雑さには頭を痛めておりました」


「甕かめに入れて運ぶのは容易では有りませぬからな」


「金銀ならば持ち運びも楽になります」


嬉しそうだ。もっと早く気付けば良かったな。そうすればもっと経済活動が活発になった筈だ。いや朽木の権威が足りなかったかな？　だとすると商人が集まらなかった可能性が有る。丁度良い時期に気付いたのかもしれない。


「しかし、宜しいのでございますか？」


源四郎が不安そうな顔をしている。


「朝廷に公表を頼む事かな？」


〝はい〟と源四郎が頷いた。利兵衛と宗徳も頷いている。


「諸国の商人を集めた事で少将様の御力は誰もが認めた筈。となれば公方様に花を持たせても宜しいのではと思いまして」


なるほどなあ、流石は実利を重んじる商人だ。


「残念だが幕府に頼んでも武家の棟梁が銭の事などに関われるかと拒絶するに違いない」


三人が曖昧な表情をしている。


「銭の事が分からぬ者に銭の事を頼んでも無駄であろう」


宗徳が〝かもしれませぬなあ〟と嘆息した。義昭は俺が商人を集めた事が不満らしい。もっとも不満だけだ。その意味するところは理解していない。銭の事ばかり考えていると蔑むだけだ。


「いずれは金銀を使って銭を造りたいと考えている」


〝なんと〟、〝真で〟と声が上がった。三人が目を丸くしている。


「銅銭も造る。そして明の銅銭では無く朽木の造った銅銭を広めたいと考えている」


フーッと息を吐く音がした。利兵衛が首を横に振っている。ちょっと刺激が強過ぎたかな？


「いずれだ、まあ天下を統一、或いはそれに近い状況になった時だろうな。何年先の事になるか……」


西は良い、問題は東だ。朽木が西を制した時、上杉と織田が何処まで朽木に協力してくれるか、そして両者が東日本を何処まで制しているかが問題になるだろう。






元亀三年（一五七五年）　二月上旬　　　和泉国大鳥郡堺町　　今井宗久邸　　今井宗久






「博多に比べますと大分こちらは冷えますなあ」


島井徳大夫が背を屈めながら茶を一口すすった。神屋善四郎が〝そうですなあ〟と相槌を打った。この二人、筑前国博多の住人の所為かやたらと寒がる。近江の八幡城でも寒い寒いと言っていた。それを思って火鉢も十分に置いたのだが此処でもさっきから頻りに寒いと言っている。


「ところで近江少将様のお話、お二人は如何思われました」


部屋がシンと静まった、もう寒いという声は聞こえない。少将様が全国から商人を集められた。北は越後国柏崎の商人荒浜屋宗九郎から南は薩摩国坊津の商人鳥原宗安まで、総勢で三十名以上呼んでいた。話の内容は銅銭の煩雑さを解消するために金銀を使おうという事であった。島井徳大夫、神屋善四郎、両者とも海外との交易で巨万の富を得ている。その二人は如何思ったか？　博多への帰り道、堺に寄って貰った。天王寺屋さんも身動きする事無く二人が喋るのを待っている。


「金十両を銅銭二十貫、銀十両を銅銭二貫と等価とする。おかしな話では有りませぬな。明や朝鮮も金と銀の交換比率は似た様なものです」


「私も島井さんと同意見です。当初お考えになったと言う金十両を銅銭十五貫、銀十両を銅銭二貫ではいささか銀が高過ぎます。石見、生野からは銀が大量に採れますからな」


島井徳大夫、神屋善四郎、この二人から見ても妥当と言う事か……。


「ですが南蛮では金一に対して銀十五とか。正直驚きましたな。それが事実ならいずれこの日ノ本から金が南蛮に流れ出す日が来るという少将様の御懸念は尤もと言えましょう」


島井徳大夫が憂鬱そうな表情をしている。その懸念を防ぐためには誰かが天下を統一し全国の金銀を統括する必要が有ると少将様は仰られた。


「御侍様が金銀の交換の割合を心配なされる。天下の将軍様でもそんな事は心配なされますまい。あれは、いや失礼、あの御方は如何いう御方なのですかな？　納屋さんも天王寺屋さんも親しいと聞いておりますが」


神屋善四郎が問い掛けてきた。


「多少のお付き合いはございます。それは否定しませぬ。ですが親しいとは申せませぬ。まあ何と言うか、腹の内の読めぬ御方というか、不思議な御方と言うべきか……」


天王寺屋さんの言葉に二人が二度三度と頷いた。


「歳は確か二十七。畿内、北陸を中心に十一の国を治めておいでです。今天下に一番近い御方でしょうな。今回の金銀の交換比率も朝廷から発表して貰うと仰っておいでです。公方様など眼中に有るとも思えませぬ。もっとも堺、敦賀では御侍にしておくには惜しい御方だとも言われております」


私の言葉に島井徳大夫、神屋善四郎が顔を見合わせた。そして微かに笑った。


「天下を御獲り出来ますかな、少将様は。如何思われます、神屋さん」


「分かりませぬなあ、島井さん。ですが少将様に獲れぬのなら大友様や龍造寺様にはさらに獲れますまい」


「そうですなあ。九州の片隅からじっくりと見させてもらいましょうか、少将様の天下獲りを」


二人が楽しそうに笑った。天下、獲れるだろうか……。






元亀三年（一五七五年）　二月中旬　　　山城国葛野郡　　近衛前久邸　　朽木基綱






「なにやら商人を集めているとは思ったが金銀を使って銅銭の代わりとするか」


関白殿下が〝ウーン〟と唸り声を上げた。


「関を廃し街道を整備致しました。物も人も動き易くなったと思っております。民も以前に比べれば物の値が下がったと実感している筈。後は商人達が取引をし易くすればより繁栄致しましょう。そうなれば商人達も朽木の天下を望む筈にございます」


「なるほどのう、面白い事を考えるものよ」


〝ほほほほほほ〟と殿下が笑い声を上げた。


「金十両を銅銭二十貫、銀十両を銅銭二貫と等価と致しまする。この事は商人達も同意しております」


「左様か」


「ただ、この件には問題も有りまする」


殿下が〝ほう〟と声を上げた。眼をキラキラさせている。子供みたいなところが有る。だが無関心よりは良い。


「この日ノ本では金と銀の交換は一対十になります。なれど南蛮では金と銀の交換は一対十五なのだとか」


「……という事は……」


殿下が首を傾げている。


「はい、南蛮に比べれば金が安いという事になります。南蛮人が銀を以って金を購あがなおうとするやもしれませぬ。この国から金が不当に減る事になりましょう」


殿下が〝なるほど〟と頷いた。


「南蛮に合わせる事は出来ぬのか？」


「難しいかと思いまする。明や朝鮮も金と銀の交換は一対十に近い比率にございます。南蛮に合わせれば銀が明に流れましょう」


「なるほどのう、南蛮は金が高く明は銀が高いか」


殿下が大きく息を吐かれた。


「如何いたす？」


「金と銀の交換を禁止する事くらいしか手が有りませぬ」


「そうじゃの」


「後は一日も早く天下を統一し全国の金銀を統括する必要がありましょう」


「なるほど、やはり足利が邪魔じゃの」


「邪魔です」


はっきりと答えた。


義昭とその周辺は俺が全国から商人を集めたという事が気に入らないらしい。随分と不満を漏らしている様だ。だがその意味は理解していない。意味が分かっているならともかく分からないなら文句を言うな。強力な中央集権国家を造り貨幣制度、通貨政策を整える必要が有るんだ。それ無しでは国家は安定しない。残念だが足利では無理だ、義昭には文句を言う資格なんて無い。


俺がその事を言うと殿下が〝その通りでおじゃるの〟と頷いた。


「この金、銀、銅銭の比率でございますが朝廷から発表して頂きとうございます」


「朝廷からか？」


殿下が眉を寄せた。難しいかな？


「某が発表しても全国の諸大名には素直に認めぬ者が居りましょう。朽木の権威は未だそこまで強くは有りませぬ」


「そうかもしれぬの」


殿下が小首をかしげている。


「それ故、朝廷にお願いしております」


「分かった。皆に話してみよう」


「宜しくお願い致しまする」


話してみようか、難しいかもしれん。


「ところで本願寺を攻めると聞いた」


「はい、四月には兵を起こしまする」


「義昭が動こうの」


「既に動いておりまする。三好、松永、内藤、畠山に文を出しております」


「朽木を討てか」


「はっ」


殿下が渋い表情をしている。殿下を始めとして公家達から見れば義昭は畿内の安定を壊そうとする不届き者にしか見えないのだろう。


「義昭も懲りぬの。詩うたが哀れよ」


詩？　訝しんでいると気付いたのだろう、殿下が困った様な表情を見せた。


「詩は義昭の妹じゃ」


「では三好左京大夫殿に嫁いだ御方でございますか？」


殿下が頷いた。


「麿の叔母は足利義晴殿に嫁ぎ義輝、義昭の兄弟を儲けた。詩は義晴殿が側室に産ませた娘であったが叔母が手元に置いて面倒を見たのじゃ。何と言っても義輝は京を離れる事が多かったし義昭は奈良に居た。寂しかったのでおじゃろうな。その縁で麿も詩と親しくなっての、永禄の変の後は麿が詩を預かったのじゃ」


「左様でございましたか」


確か殿下の叔母君は慶寿院と呼ばれた女性の筈だ。永禄の変で義輝が死んだ時に自害した。


「義昭が戻ると詩は義昭が引き取った。麿はその後近江に逃げたのじゃが詩は義昭に取り成してくれたらしい。力に成れずに申し訳ないと何度も文を貰った」


「……」


「武家に嫁ぐのを嫌がっておじゃった。永禄の変では義輝が殺され叔母が自害した。義輝の側室の小侍従は腹の子諸共殺された。自分の身近に居る者達が乱によって死んだのじゃ。怖れたのでおじゃろうな」


力の無い者が力を求める。それが危険だという事を、周囲まで巻き込むという事を義輝は理解しなかった。義昭も理解していない。


「三好左京大夫に嫁いだのも足利と三好の間で起きた不幸を解消出来るのならとの事であったが……」


殿下の口調には力が無い。余程に詩の事が心配らしい。


「少将、左京大夫は兵を起こすか？」


「さて、こちらも十分に備えますれば……」


「起こさぬか」


「それは分かりませぬ」


多分起こさない筈だ。本願寺は割れた。弱いと見た筈だ。多分動かない。。


「麿から詩に文を書こう、左京大夫に愚かな真似はさせるなとな」


「御願い致しまする」


起こしても構わない、余計な事をするなとは言えなかった。殿下とはこれからも協力していくことになるんだからな。無茶はいかん。
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来客と聞いて出迎えるとそこには旧知の顔が有った。


「これは珍しい」


相手が笑みを浮かべたが笑みには陰が有った。色々と噂は聞いている。心に鬱屈する物が有るのかもしれない。


「近くまで来ましてな。長門守殿が少将様の御供で京に滞在していると思い出したので寄らせて頂きました」


「左様か。しかし宜しいのかな？」


親朽木派と見られているにも拘わらず朽木を訪ねる事は公方様の御不興を買うのではないかと暗に忠告すると細川兵部大輔が苦笑を浮かべた。


「咎められた場合には長門守殿に兄の御赦免の口添えを頼んだと言う所存にござる。宜しゅうござろうか？」


「承知した」


問うまでも無い事か。偶々訪ねた様な事を言っているが何らかの目的が有って此処に来たのだ。それにしても三淵大和守が何らかの咎によって兵部大輔の預かりとなっている事は知っていたがどうやらその咎とは御屋形様に関わりが有ったらしい。


自分に用意された部屋に案内する。直ぐに寺小姓が茶を用意してくれた。寒い中を歩いてきた兵部大輔には何よりの馳走だろう。美味しそうに啜っている。


「少将様は良くこの寺をお使いですな」


「京に城を構えるのは避けているようにござる」


答えると兵部大輔が頷いた。本来なら京に城が有った方が便利だ。そして城を築く事は難しくはない。だが御屋形様はそれをしようとしない。公方様を刺激するのを避けているのだろう。


「ところで、大和守殿が預かりになった理由とは？　口添えを頼まれたと口裏を合わせるのであれば知らぬでは通らぬが」


兵部大輔が表情を曇らせた。


「刺客を放とうとしました」


「……なるほど」


誰にと問うまでも無い。御屋形様を暗殺しようとしたのであろう。おそらくは公方様の意を汲んでの事の筈だ。丹波の者共がもう一歩というところまで迫った。その所為であろう。


「最近頻りと朽木谷の事を思い出しましてな、不思議な事にござる」


「……」


「義輝公に何度も剣の相手を命じられ往生しました」


「左様な事もございましたな」


朽木谷か、もう二十年近く前の事になる。この二十年、あっという間であった。そしてこの二十年ほど変化の激しい二十年もあるまい。


「あの時は先が見えず不安でござった」


「……」


「今も同じ不安に囚われており申す」


「……」


「長門守殿、これから幕府は、公方様は如何なろうか？　この兵部大輔に御教示願えませぬか」


兵部大輔がジッと儂を見ている。儂を通して御屋形様の御心の内を探ろう、それが来訪の目的らしい。余程に幕府の行く末に不安が有るのだろう。或いは幕府内部において苦しい立場にあるのか。裏切るきっかけが欲しいのかもしれない。


「細川家は足利氏の支流であり足利氏の発展と共に勢力を伸ばし申した。本来であれば公方様の御為に家を潰す覚悟で御仕えするべきでござろう。しかし某は養子でござってな。実子なれば家を潰す覚悟も出来ましょうが養子では家を潰す覚悟は出来ませぬ」


ゆらゆらと首を横に振った。


「某に出来るのは幕府と少将様が衝突するのを防ぎ関係を改善させる事。……如何でござろう、長門守殿、可能でござろうか？」


もしかすると儂に御屋形様と公方様の間を取り持って欲しいのかもしれぬな。


「兵部大輔殿、某は朽木の親族衆であり評定衆の一人でもある。朽木家でも重臣の一人と言って宜しかろう」


兵部大輔が頷いた。


「なれど某は御屋形様に対して親族であると馴れた事はござらぬ。幕府の意向を振りかざした事も無い。あくまで自分は臣下の一人と言い聞かせて御仕えしてきた。これは弟達も同様でござろう」


そうでなければ何処かで粛清されただろう。御屋形様は酷薄な御方ではないが甘い御方でもない。邪魔と判断すれば排除する事は躊躇わぬ。その事は能登の畠山、伊勢の北畠が示している。


「されば御屋形様が幕府を、公方様を如何扱う御積もりかは分からぬとしか言いようがない。なれどそれでは余りにも兵部大輔殿に対して情が無いというもの。某なりに思う所も有る。それで良ければお話し致そう」


兵部大輔が〝忝かたじけない〟と言って頭を下げた。


「某の下の弟、右兵衛尉と左衛門尉は朽木家では兵糧方という御役目に就いており申す」


兵部大輔が頷いた。


「不思議なお役でござってな、他家には無い。当初は兵糧の買い入れだけでござったが今では街道の整備も行う様になり申した。兵だけではござらぬ、商人達もその街道を使い恩恵を受けており申す」


また兵部大輔が頷いた。


「殖産奉行は朽木領内において次から次へと特産物を産み出しております。今はカステーラという南蛮の菓子を造る職人達を育成している。間もなく、この国でも南蛮の菓子を食する事が出来申そう」


「……」


「そして御屋形様は金銀と銅銭の交換比率を定め申した。あれは御倉奉行の荒川平九郎の発案でござった。全国から商人が集まったがこれを機に商売がし易くなる、物が今まで以上に動く事になると皆が見ている」


兵部大輔が頷きながら何かを考えている。


「弟達の考えではこれは偶然ではない、必然との事にござる」


「必然……」


「左様、御屋形様の印は君臣豊楽、御屋形様はそれを実現しようとし家臣達もそれに心を合わせている」


「……」


「足利に、幕府に同じ事が出来ますかな？」


兵部大輔が表情を曇らせた。


「出来ますまい」


「そうですな、出来ますまい。では協力は？」


「……」


兵部大輔は無言だ。苦しそうな表情をしている。そうだな、協力も出来ない。足利の天下では諸国に関が有り大名達が争うだけだろう。そして幕府は有力大名の勢力を弱めようとするだけ、とてもではないが君臣豊楽の実現など有り得ぬ。考えた事も有るまい。世の中は混乱するだけだ。


御屋形様に御仕えした時、不思議な御方だと思った。それは儂だけではない、譜代の家臣達もそう思っていた。だが今では皆が御屋形様の目指す所を理解している。そして御屋形様の目指す天下と足利の望む天下が違うという事もだ。天下は一つである以上どちらかが諦めざるを得ぬ。


そして諦めぬとなればどちらかが滅ぶ。御屋形様は自分に敵対するとなれば容赦はするまい。このまま対立が続けば幕府は滅び足利は畠山や北畠と同じ運命を辿る事になるだろう。その時、目の前の男も選択を迫られる筈だ。
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「金と銀の交換……」


父、太閤二条晴良が呟くと関白殿下が〝左様〟と答えた。左大臣の西園寺公朝は首を傾げている。


「金十両を銅銭二十貫、銀十両を銅銭二貫と等価という事は金十両は銀百両という事でおじゃりますか？」


問い掛けると関白殿下が頷かれた。


父と左大臣が顔を見合わせ、そして私を見た。二人とも困惑している。私も同様だ。


「何故そのような事を？」


左大臣が訝しげに呟いた。


「銅銭は嵩張る、扱い辛く大きな取引には向かぬという事でおじゃるの」


「それは分かりまする。ですが……」


左大臣が口籠った。おそらくは何故それを朝廷が発表するのか、少将が望むのかだろう。


「朽木の天下取りの為よ」


関白殿下が我らを見渡した。


「分からぬかな？　朽木は関を廃した、街道も整備した。物も人も動き易くなっておじゃる。後は商人達が取引をし易くすればより繁栄致そう」


「……」


「そして少将は商人達を集め金銀の交換比率を定めた。自分が天下を獲れば今以上に豊かに成れる、繁栄すると商人達に伝えたのよ」


「では商人達は……」


問い掛けると殿下が〝ふふふ〟と含み笑いを漏らされた。


「交換の比率を定めたのじゃ、朽木の天下に期待しておじゃろうの」


皆が顔を見合わせた。まさか商人を集めた事にそのような狙いが有ったとは……。


「ま、問題も有る。南蛮では金と銀は一対十五で取引されるらしい。つまり日ノ本よりも南蛮は金の価値が高い。日ノ本で金を買って南蛮に持って行けばそれだけで儲かるという事でおじゃるの」


「では日本から金が無くなりませぬか？」


左大臣が問うと殿下がジロリと視線を向けた。


「だからこそ天下の統一を急がねばならぬのよ。天下を平定し金銀を統括する。そして銭の制度を整えると言っておじゃった。それが出来るだけの国造りをすると。今回の件はその第一歩という事でおじゃるの」


父が、そして左大臣が息を吐いた。自分も吐きたい。朽木左少将とは一体如何いう男なのか……。


「室町は少将が商人達を集めた事に大分不満を漏らしていると聞いておじゃりますが？」


父の顔色を窺いながら問い掛けた。何とも遣り辛い、父は公方と親しい関係に有った。そして関白殿下とは必ずしも円滑とは言えない。そして殿下と公方、少将と公方の関係は控えめに言っても犬猿の仲と言って良い。私は幼少時に九条家に養子に行ったとはいえ如何しても気を遣う。


殿下が頬を歪められた。


「意味は分からぬようでおじゃるの。だが全国から商人を集めたという事が気に入らぬらしい。所詮は嫉妬よ。公方には出来ぬ事でおじゃるからの。少将は意味が分からぬのなら文句を言うなと言っておじゃった」


「……」


「それに足利では無理だと言っておじゃったな。天下を一つに纏め世の中を繁栄させる事は出来ぬと」


関白殿下が〝ほほほほほほ〟と笑い声を上げた。


「分かるかな？　少将は足利の創った天下を根こそぎ変えるつもりじゃ。一体どんな天下を創るのやら……。楽しみでおじゃるの」


また〝ほほほほほほ〟と笑った。如何して笑えるのか、自分には到底笑えない。自分だけではない、父も左大臣も顔を青褪めさせている。


「それで、如何するのじゃ？　少将からは朝廷から金銀の交換比率を発表して欲しいと要求が来ているが」


皆が顔を見合わせた。


「難しいかの？」


「金銀の交換比率など前例がございませぬ。朝廷から発表するとなれば皆が反対致しましょう」


左大臣の答えに父が頷いた。私も難しいと思わざるを得ない。朝廷は新しい事を嫌がる。それによって問題が生じた時、責任を負わされる事を嫌がるのだ。だから皆が先例を重んじる。それによって責任を負う事を避けようとする。


「ま、そうであろうの。だがそれとなく皆に話してくれぬか。説得せよとは言わぬからの」


妙な事を言う。父、左大臣と顔を見合わせた。


「宜しいのでおじゃりますか？　朝廷からの発表は出来ませぬが」


問い掛けると殿下が頷かれた。


「良いわ、少将とはこれから長い付き合いになる。朝廷の扱いも覚えて貰わねばならぬからの」


そう言うとまた〝ほほほほほほ〟と笑った。やれやれ、喰えぬ御人よ。
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「官兵衛、本願寺は如何なるかな？」


叔父、小寺休夢斎が丸い頭を撫でながら問い掛けてきた。その傍で父、兵庫助が髭を捻っていた。この二人、緊張しているとこの癖を出す。俺にもそんな癖が有るのかと思うと不安になるな。


「分かりませぬな。しかし割れました。これまで鉄の結束を誇った一向門徒がです。周囲は本願寺は脆いと見たかもしれませぬ。となると本願寺のために動く者が居るかどうか……」


「松永、内藤、三好、畠山……。兄上、如何思われます？」


「難しかろうな、休夢。動くのなら丹後、丹波攻めで動いた筈。それが動かなんだ。今更動くとも思えぬ」


父と叔父が頷き合った。


近江少将様が本願寺に服従を求められた。本願寺はそれを拒絶したが少将様にとっては想定内の事であろう。少将様は四月に本願寺攻めを行うと宣言している。


「官兵衛、三木が加賀守様に共に兵を出そうと言って来たそうだが」


「おそらくは英賀の坊主達に頼まれたのでしょう。しかし父上、御着の殿はお断わりなされました」


例え朽木に付いていなくとも断ったであろう。他国に踏み込んでまで戦をするなどという事は殿の望むところではない。殿の望みは今の所領を維持する事、それだけだ。だがそれでは詰まらぬ。俺はもっと自分を試してみたい。だから毛利ではなく朽木を選んだ。天下獲りを望まぬ毛利などいずれは他者に喰われるだけの存在でしかない。今を維持しようとすれば更に上を目指さなければならぬ。


「小寺が動かぬ以上三木も別所も動けまい。となれば本願寺は孤立するな」


「そうよな」


叔父の言葉に父が頷いた。その通りだ、三木も別所も動けない。無理に強行すればがら空きになった三木、別所の領地を小寺に攻め獲られかねない。播磨は小寺、赤松、別所が牽制し合う事で大きな勢力の出現を阻んできた。


「三好の水軍が英賀と本願寺の航路を遮断したそうです。本願寺は補給にも苦しむ事になりましょう」


俺の言葉に父と叔父が太い息を吐いた。


「少将様は兵糧攻めが得意のようじゃ」


「左様ですな、兄上」


大軍での力攻めをする事無く相手を弱らせ、孤立させてから戦う。だから怖い。攻められる方にとっては一番厭いやらしい攻め方だ。じりじりと死が迫る恐怖を感じるだろう。


「毛利は如何出るかな、官兵衛」


「さあ、如何出るか分かりませぬな、叔父上。本願寺は当然ですが公方様からも文が届いているようですが……」


叔父がフムと鼻を鳴らした。これまた面白くない時の癖だ。毛利の出方が分からないので不満らしい。


だが毛利が本願寺救援に兵を出すだろうか。備前では宇喜多が浦上を蹴落とした。これによって毛利の勢力は播磨の西部まで届くようになった。しかし動くとなれば陸は向背定かならぬ宇喜多と播磨の諸大名を引き連れての出兵となる。又、三村を如何するのかという問題も有る。三村と宇喜多を引き連れての軍事行動等統制がとれまい。出すとすれば海上からの兵糧の輸送の筈。しかし三好、朽木にも水軍は有る。果たして毛利は水軍を出せるのか……。出せまい、能島の村上はようやく毛利に服属したばかり、不安が有る筈だ。それにもし負ければ宇喜多、三村が如何出るか、そう思っていよう。毛利は巨大ではあるが内はガタガタだ。信用出来ない者を味方にした、そのツケを毛利は支払っている。


「官兵衛、三村からは連絡が有るのか？」


考え込んでいると父が問い掛けてきた。


「いえ、有りませぬ。と言うより出来るだけ連絡を取らぬようにしようと三村には言ってあります。あまり頻繁に連絡を取り合うと毛利、そして御着の殿に気付かれかねませぬ」


「そうだな」


父が頷いた。当家が少将様の意を受けて三村と繋がりを持っているのは秘中の秘だ。危険ではある、だがこの事が当家と朽木家を強く結び付ける筈。


三村は危ない所であった。もう少しで毛利から離反するところだったが何とか食い止める事が出来た。毛利に対して余程に腹を立てている。いきなり大人しくなっては毛利も不審を抱く、出来るだけごねて毛利を手古摺てこずらせろと言ったが……。今のところ三村は毛利に不満は有るが離反するほどではない、そう判断した毛利が懸命に三村を宥めているといった様子だ。その事も毛利が動けぬ一因だ。


本願寺攻めがいつ終わるか……。終われば朽木軍が西国に攻め込んでくる、西国の情勢は一変する……。宇喜多を味方に付ける事を考えたのは毛利両川の一、小早川左衛門佐らしい。もう一人の吉川駿河守は反対したと聞いている。左衛門佐は焦ったな。何とか自分の担当である山陽道を守ろうとしたのだろうが……。


「ところで、太兵衛の事、聞いたか？」


父がクスクスと笑いながら問い掛けてきた。叔父を見たが心当たりは無いらしい。笑っているところを見ると悪い事ではないようだが……。


「太兵衛に何かございましたか？」


「例の壺の事よ」


「大分ぼやいているとは聞いておりますが……」


父が声を上げて笑い出した、膝を叩いている。はて……。


「それは表向きの事での。本当は大分気に入ったらしい。良く楽しそうに磨いているのだとか」


「なんと」


俺も驚いたが叔父も吃驚している。あの無骨者の太兵衛が？　壺を楽しそうに磨いている？　父がまた楽しそうに笑い声を上げた。


「だがその事を指摘されると太兵衛は真っ赤になって否定するらしい。已むを得ず磨いているのだと言ってな。教えてくれたのは善助と九郎右衛門だがあの二人、腹を抱えて笑っておった。ま、儂も笑ったがの」


三人で顔を見合わせ声を揃えて笑った。あの無骨者の太兵衛が？　世の中、信じられん事が起きるようだ。


「ま、酒を飲むか槍を振り回すしか楽しみが無いのでは余りに人生に味気が無い。新たな楽しみが出来て良かったのではないかと儂は思っている」


「父上、そのように笑いながら仰られても真実味が有りませぬな」


「真、官兵衛の言う通りでござる」


「そうかな、儂は本当に喜んでいるのだが。儂も壺を集めてみようかな、如何じゃ、そなた達も付き合わぬか」


父が笑うと叔父がやれやれと言う様に首を横に振った。







征夷大将軍


元亀三年（一五七五年）　三月上旬　　　河内国讃良郡北条村　　飯盛山城　　三好義継






この城の三本松丸からは京、そして河内、和泉が一望出来た。三好一族が畿内制覇の重要な拠点として使用した城だ。この城と摂津の芥川山城を拠点として三好一族は畿内に覇を唱えた。養父が亡くなって今年で十一年、かつて畿内に覇を唱えた三好一族は今では畿内と四国に分裂している。当然だが覇を唱えているのは三好では無い……。


「殿」


呼ばれて振り返るとそこには妻の詩が居た。家臣達の姿は無い。どうやら詩が人払いをさせたらしい。


「どうかしたか、詩？」


「それは私がお伺いしたい事です。最近良く此処に御出でになられます。そして外を見ておいでになる。如何かなされましたか？」


詩は心配そうな顔をしている。溜息が出そうになって堪えた。そしてまた外を見た。


「昔を思い出していたのだ。聚光院様が御存命だった頃の事を」


「……」


「ここから見える風景は少しも変わらぬが世の中は大きく移り変わっている。不思議な事だな」


「迷っておいでですか？」


「……」


「兄から文が来ているのではありませぬか？」


「……」


黙っていると詩が私の隣に立った。


「関白殿下から私に文が来ました」


関白殿下から？　そうか、殿下は詩を一時庇護していた。詩の事を心配しているらしい。


「兄が殿を始めとして諸大名に近江少将様を討てと文を送っている形跡が有ると。そうなのですか？」


「そなたには隠せぬな」


私が答えると詩が息を押し殺した様に吐くのが分かった。隣を見ると詩は目を伏せている。


「正月に近江少将が四月に兵を起こし本願寺を討伐すると宣言した。その時に兵を起こし近江少将を挟み撃ちにせよと義兄上から文が来ている。何度も、何度もな」


「……如何なされます？」


「迷っている。……霜台、備前守は私と行動を共にしてくれると言ってくれた。義兄上もそれを知るが故に私に兵を起こせと言うので有ろうな」


「勝てましょうか？」


「……難しかろう。いや負けるだろう、滅ぶに違いない」


詩が溜息を吐いた。だが如何見ても勝てまい。甲賀者の一件からして義兄の周辺には近江少将に通じる者が居る。つまり不意は突けぬという事だ。勝ち目は無い。


「御止めなされませ。私への、兄への義理立ては御無用になされませ」


「詩……」


詩が哀しそうな表情をしている。


「足利という家は業の深い家でございます」


「武家とは、武者とはそういうものであろう」


「そうではございませぬ」


「……」


詩がジッとこちらを見ている。


「足利家は将軍職に、征夷大将軍職に囚われた、呪われた家なのです。将軍で有る事を証明しようとして強き者を倒そうとする。細川、三好、朽木、限きりが有りませぬ。そしてその中で足利の者も死んでゆく……」


「済まぬな。十三代様を殺したのは……」


詩が〝いいえ〟と言って首を横に振った。


「兄を殺したのは貴方様では有りませぬ、征夷大将軍なのです。それに相応しい力も無いのにその職に就いた。それ故征夷大将軍職の怒りに触れ死んだのだと思います」


「……」


そうなのかもしれない。将軍でなければ死ぬ事も無かった。将軍で有ろうとするが故に死ぬ事になった……。だが殺したのは私だ。


「近江少将様が兄と平島公方家の和解を成し遂げてくれた事は本当に嬉しゅうございました。これで足利の血が流れずとも済むと。それなのに……」


詩の吐く息が重い。


「兄を助けるために兵を起こすのではなく兄を死なせぬために兵を起こさぬ、そう御考え頂く事は出来ませぬか？」


詩が縋る様に私を見た。義兄を死なせぬため、そして私を死なせぬためという事であろう。


「それが出来ぬと御考えなら私を離縁して頂とうございます」


「何を言う」


詩が首を横に振っている。


「もう、足利に関わったが為に人が死ぬ所を見たくないのです。貴方様には足利から離れて頂きとうございます」


「……案ずるな、兵は起こさぬ」


詩がほっとしたように息を吐いている。兵は起こさぬ、だが義兄は諦めるまい。これからも文は届く、憂欝な日が続くに違いない。
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「兵部大輔殿」


振り返ると上野中務少輔殿が近付いて来た。


「兄君、大和守殿は息災かな？」


「はっ、特に不調を訴える事も無く過ごしております」


答えると中務少輔殿が満足そうに頷いて歩き出す。自然と並んで歩く形になった。


「大和守殿のお預けも今少しで解けよう。直に御許しが出る筈。公方様がそう仰られていた」


「左様で」


「うむ、公方様が今霜台殿に掛け合っておいでだ」


「……間もなく本願寺攻めですな」


中務少輔殿が顔を顰めた。


「左京大夫殿が兵を起こさぬと言ってきた。どうやら本願寺は長くないと考えているらしい」


「そうでしょうな、証意が顕如上人から離れました。皆が顕如上人の力に疑いを持った筈」


「それにしても選りに選って朽木に助けを求めるとは……」


腹立たしそうに中務少輔殿が吐き捨てた。


意表を突かれたのは事実だが何処の大名も門徒を一万人も受け入れたりはしない。少将様が受け入れたのは勿論本願寺対策の一つとしてであろう。そして証意が朽木の法を守ると誓ったからでもある。朽木は宗門に厳しいと言われていたがこれからはそう非難は出来なくなろう。むしろ門徒達にとっては朽木は最後の逃げ場、戦い辛い相手になる。


「石山は孤立無援、誰が見ても長くはもたぬでしょう」


私の言葉に中務少輔殿が唇を噛んだ。淡路が阿波三好家に有る以上、毛利も簡単には援軍を出せぬ。そして紀伊の国人達、雑賀は朽木の水軍を怒らせる事を怖れている。如何見ても本願寺に勝ち目は無い。


「左京大夫殿が兵を起こさぬ以上、霜台殿、備前守殿も動かぬか。皆公方様の御意志を如何思っているのか……、嘆かわしい事だ」


左京大夫殿が動かぬ以上、兄の御預けが解けるのは未だ先だな。憂欝な事だ。それにしても公方様もその周辺も何も分かっておらぬと見える。


兄が起こした甲賀者の一件、公方様とその周辺は霜台殿に断りなく行った事で霜台殿の顔を潰した、それ故霜台殿が怒り兄の処罰を求めてきたと思っている。要するに時が経てば怒りも収まると見ているのであろう。或いは近江少将様には知られていないと思っているのかもしれぬ。どちらにしても度し難い程に愚かとしか言いようがない。


霜台殿が兄を許す時は左京大夫殿が近江少将様と戦うと心を決めた時であろう。そうでもなければ霜台殿が兄を許す事は無い。許せば少将様の兵が甲賀から大和へと進撃を開始しかねない……。場合によっては左京大夫殿も攻撃の対象になるだろう。現状では少将様と左京大夫殿、霜台殿、備前守殿の関係に特別不穏な部分は無い。此度の本願寺攻めにも動く事は無い。だがこのまま少将様の覇権を認めるという保証も無い。一体どうなるのか……。


「兵部大輔殿、近江少将様が朝廷に金銀の事で働きかけている事を御存知かな？」


「存じておりまする。物の売り買いをし易くするために銅銭と金銀の交換の割合を定めるとか。その為に全国から商人も集めたと聞きました」


「武士らしゅうないの、銭の事ばかり考えおって。まるで商人の様じゃ、そうは思われぬか」


中務少輔殿が顔を歪めて吐き捨てた。朽木はその銭の力でここまで来た。公方様もその朽木の銭で将軍職に就任した。御先代様が京に戻れたのも朽木の銭の力によってであった。今回の一件、公方様もその周辺にも不快感を持つ者が少なくない。僭越せんえつ、公方様をないがしろにしている、様々だ。だが銭を持ち銭を使う者が話をしたと言われればそれまでだ。大体銭を用意出来ない者が何を言っても……。


「朽木は大軍を動かしますからな、兵糧を用意するにも大量の銭が要りましょう。羨ましい事です」


「羨ましいとは？」


中務少輔殿が訝しげな表情を見せた。


「一度、金銀を使うぐらいの買い物をしてみたいと」


「なるほど」


恐ろしいのは朽木には全国の商人を集める力が有るという事、そして商人達も金銀の交換の割合を認めたという事は少将様の考えを認めたという事。少しずつ少将様の力が強くなっていく。長門守殿が言っていた。朽木の求める天下と足利が守ろうとする天下は違うと。少将様の力が強くなるという事は朽木の求める天下が受け入れられつつ有るという事だろう。公方様もその周辺も分からぬ事であろうが……。
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「御屋形様。申し訳ありませぬ、此度の事、何かの間違いかと思います。父に限って御屋形様に逆意を抱く様な事は……」


目の前で男が頭を床に擦り付けていた。


「分かった、弥太郎」


頭痛いわ、何時かはこんな事が起きると思っていたが……。ばたばたばたばたと廊下を走る足音が近付いて来た。〝御裏方様！〟という声も聞こえる。今度は小夜か、溜息が出そうだ。


〝御屋形様！〟と叫んで小夜が暦の間に飛び込んできた。


「御屋形様！　これは何かの間違いにございます。父が、父が御屋形様に逆らうなど」


「小夜」


「一生のお願いにございます。どうか、どうか父を」


「某からも、何とぞ」


駄目だ、二人とも頭を擦り付けるばかりで俺の話を聞こうとしない。俺ってそんなに怖がられているの？　そりゃ戦国で一番人を殺しまくっているのは俺だけどさ。







    
  
  




「小夜、弥太郎」


「御屋形様、父は」


「父は決して」


「喧しい！」


二人とも吃驚している。頭が痛いわ。


「俺の話を少しは聞け！」


こくりと二人が頷いた。


「舅殿の兵が本願寺に兵糧を流した」


「それは」


「話を聞け！」


また二人が頷いた。俺は信長じゃないし舅殿は荒木村重じゃない。そんなに心配するな。


「舅殿の兵と言っても銭で雇った兵だ。銭欲しさに転ぶ事など幾らでも有る。それに兵糧を流したと言っても大した量では有るまい。そう騒ぐな」


二人が少し安心した様な表情を見せた。


「舅殿が俺に逆意を抱く等と思った事は無い。舅殿は摂津で十分に役目を果たしている。特に証意を朽木に引き入れた事は大手柄だ、国一つ切従えたに等しい。石山本願寺を片付けた後は舅殿に新たに所領を与えようと思っている程だ、案ずるな」


「おお」


二人が声を上げて喜んでいる。


「弥太郎、俺の文を持って舅殿の所に行け。詰まらぬ噂に惑わされずに俺を信じよと。俺も舅殿を信じている、疑うような事は無いと伝えよ」


「はっ」


「四月には兵を起こす、それまで抜かりなく本願寺を見張れと」


「はっ」


俺が〝紙と筆を〟と言うと加藤孫六が巻紙と筆を持ってきた。何て書けば良い？ 


『此度の兵糧横流しの一件、取るに足らぬ事にて義兄、妻の騒ぐ有様可笑しく存じ候。基綱、舅殿を疑う事全く無し、これまでの働きに十分満足致し候。されば舅殿も周りに惑わされず基綱を信じる事が肝要にてござ候。詳しくは義兄より御聞き頂きたく、これを摂津へ遣わし候』


こんなものかな？　面倒な部分は弥太郎に押し付けよう。


最後に名前を記入して『君臣豊楽』の印章を孫六に押させた。孫六の奴、ガチガチになりながら押した。弥太郎に渡すと文面をじっと見ていたが〝有難うございまする〟と言って一礼して下がった。これから摂津だ、〝頼むぞ〟と声をかけた。小夜が泣きながら〝有難うございまする〟と何度も礼を言うから〝分かったから下がれ〟と言って下がらせた。


「下野守、重蔵、俺はそんなに怖いか？　家臣の過ちを許さぬ情け容赦無い男か？」


俺が問い掛けると下野守と重蔵が苦笑を浮かべた。


「そうは思いませぬが相手が本願寺でございます。御屋形様にとっては十年間戦い続けた相手、御裏方様と弥太郎殿が慌てるのも無理は有りませぬ」


重蔵が答えると下野守が頷いた。そんなものかね、なんかトンデモナイ暴君扱いされて不本意なんだが。寂しいわ、理解されていない様な気がする。


「本願寺を包囲したら降伏を促すつもりだ。条件は朽木領からの退去。如何思うか？」


下野守と重蔵が顔を見合わせた。


「根切りにするのでは有りませぬので？」


下野守が不思議そうな声を出した。やっぱり俺って残酷なイメージが有るんだ。落ち込むよ。


「殺すよりも生かして使う。顕如が行く場所は紀州、播磨、安芸、そんなものだ。紀州なら畠山と争いになるだろう、悪くない。播磨でも構わん、どのみち播磨は攻めるのだ、足元が固まらぬ内に叩き潰す。安芸は遠いが毛利にとって顕如は自分の地位を脅かす存在になりかねぬ男だ。これも利用出来る」


二人が頷いた。〝流石は御屋形様〟なんて重蔵が言っている。如何いうわけか素直に喜べない。顕如はババ抜きのババみたいな存在だ。ババを引いた国は混乱と流血が生じるだろう。そして顕如を受け入れた事を後悔するに違いない。徐々に徐々に顕如を受け入れる国は無くなっていく。いずれは混乱の中で潰されるか、俺に慈悲を請うて朽木の法の下で生きるかだ。今顕如を殺せば顕如は殉教者になってしまう。門徒達は顕如の死をきっかけに団結を強めかねない。そんな事は下策だ。


石山を得た後はそこを後方支援の拠点として使おう。播磨から中国方面に攻め込むには最適の場所だ。兵糧方の人間を石山の城代にする、あくまで城代、一時的なものだ。叔父を置くか？　しかしなあ、舅殿も居るから摂津で変に張り合われても困る。……伊右衛門にしよう。山内伊右衛門を城代にする。性格も悪くないし適任だ。下に何人か若いのを付けよう。







本願寺攻略


元亀三年（一五七五年）　六月上旬　　　摂津国東成郡生玉荘大坂　　朽木基綱






石山本願寺を五万の朽木軍が取り囲んでいた。何と言うか、壮大だな。城も大坂城の基になっただけに雄大だし五万の軍が包囲するのも凄い。何処か現実離れした感覚が有る。朽木軍が包囲してから一カ月が過ぎた。高津城、丸山城、ひろ芝城、正山城、森口表城、大海城、飯満城、中間村城、鴫野城、野江城、楼ノ岸城、勝曼城、木津城、難波城、本庄城……。本願寺が築いた支城だが五月下旬には全て攻略して今では朽木方の付城になっている。


殆どの城は大して抵抗しなかったが木津城、難波城等の河口、海の傍の城は激しく抵抗した。まあ海上補給路を断たれると思って必死だったのだろう。実際には制海権は朽木と三好で押さえている。あまり意味は無いんだが……。支城が落ちてからは本願寺は籠城に専念して打って出る事は無い。時間稼ぎをしているのだろうな。周囲の状況が変化して朽木に不利な状況になる事を期待しているのだと思う。まるで大坂冬の陣だな。まあ豊臣家とは違って本願寺には味方がいる。そう考えると必ずしも下策とは言えない。但し兵糧がもてば、の前提が有る。


今頃小夜と雪乃は如何しているか。二人とも出陣前に妊娠が発覚した。御蔭で大騒ぎだ。如何いうわけか同時期に妊娠する、なんでだろう？　当然か、二人とも此の俺が相手なんだから。出産予定日は十一月だそうだ。まあ今度は出産前に帰れるだろう。だがなあ、綾ママがまた騒ぐだろうな。辰を側室にしろと。それを思うと本願寺、頑張れよ、何とか十月末まで抵抗してくれと応援したくなる。家臣達の前では言えない事だ。


……新たな命がはぐくまれれば失われる命も有る。出陣前に伊勢の真田弾正忠幸隆が死んだ。昼寝をしていると思ったら死んでいたそうだ。悲しかった、涙が出たよ。今回の戦いに真田の一門は参加していない。参加したがったが供養をちゃんとしろと言って断った。後で俺も線香を上げてやらないと。伊勢海老が美味いと喜んでいたなあ。北の海は蟹、南の海は海老だと騒いでいたっけ。海に近い領地を貰って嬉しい、妻も喜んでいる、信濃ではこんな喜びは味わえなかったと言って顔をくしゃくしゃにして喜んでいた事を思い出す。寂しいなあ、本当に寂しい。


朽木の本陣には俺の他に舅の平井加賀守、蒲生下野守、黒野重蔵、田沢又兵衛、明智十兵衛、沼田上野之助、山内伊右衛門、梅戸左衛門大夫、千種三郎左衛門尉が居る。梅戸左衛門大夫は六角の姓を受けなかった。遠慮は要らないと言ったんだがな。本人が六角に拘るのは止めたいと言ってきた。朽木の中で生きる以上、そういうのは危険だと思ったらしい。


俺もそれ以上は無理には勧めなかった、確かに危険かもしれないから。そして二万石の領地は結局伊勢に求めてきた。問題ない、伊勢には長野も真田も居る。梅戸の影響力が増大する事は無い。むしろ長野への良い牽制役になるだろう。今は従順だが将来は分からないからな。もっとも朽木領内の国人衆は総じて従順だ。


何と言っても近江では叡山を焼き討ちし堅田を踏み躙にじった。北陸では越前、加賀、越中の一向門徒を根切りと称して殺しまくった。伊勢では北畠を皆殺しにした。それを思えば小夜や弥太郎が父親の為に必死になる筈だよ。俺って戦国の虐殺王だ。怖がられて当然だよな。それに気付いて憂欝になった。信長もそうだったのかな？　ちょっと史実の信長に親近感を覚える自分が居る。


舅の平井加賀守は兵糧横流し事件が有った所為だと思うが常に俺の側に居る。そうする事で謀反なんて起こしませんよとアピールしているのだと思う。俺もそういうのは分かるから出来るだけ舅殿と和やかに話をするようにしている。特に本願寺の内情については必ず舅殿の意見を最初に聞く。


受け入れるかどうかは別だ。だが最初に尋ねる事で舅殿を頼りにしている、尊重しているのだと周囲にアピールしている。気遣いが大事なのだよ。掠り傷だと言って甘く見てはいけない。傷が膿んだらとんでもない事になるし破傷風なんて御免だ。そうなる前にしっかりと手当だ。今では誰もが俺と舅殿の親密さを疑っていない。あ、イケメン十兵衛が陣幕の中に入って来た。こちらに近付いてくる。ちょっと緊張しているな、何が有った？


「御屋形様、御客様がお見えでございます」


「客？」


俺が問い返すと十兵衛が頷いた。戦場に客？　堺の商人かな？　天王寺屋？　納屋？


「関白殿下でございます」


「はあ？」


いかん、間抜けな声が出た。しかしこんなところに関白近衛前久が？　そう思っていると関白殿下が〝ほほほほほ〟と笑いながら陣幕の中に入って来た。お前なあ、腰が軽過ぎだろう。周りが慌てて膝を着いて殿下を迎えた。


取り敢えず床几を用意させて座って貰い俺も失礼して床几に坐った。こいつ、ニコニコしている、上機嫌だ。俺達を驚かす事が出来て嬉しいらしい。子供みたいなところが有る。ま、そういうところは嫌いじゃない。例の兵を率いて宮中を守った事から朝廷では公家らしくない武断派の関白と言われているらしい。


「実はのう、少将。頼みが有って参ったのじゃ」


「頼みと申されますと？」


銭の無心？　それなら手紙で済む。わざわざ戦場にまで来る事は無い。何だろう？


「本願寺と和睦せぬか？」


「和睦、でございますか」


周囲がざわめくので〝静かにせよ〟と言って黙らせた。


「朝廷の御扱い、そういう形で和睦は出来ぬかと思うてな、麿がそなたに相談に参ったのよ。勿論条件はそなたが本願寺に示した石山からの退去じゃ」


「……朝廷の御扱いでございますか」


関白殿下が頷いた。もう笑ってはいない。


「実はの、この和睦、顕如上人に九条さんが頼まれたのじゃ」


九条？　太閤殿下？　そう言えば九条は本願寺と繋がりが有ったな。


「本願寺はもう戦えぬ状況らしい。顕如上人は降伏も已むなしと考えているのだが一部の跳ね上がりの信徒共が死ぬまで戦うと強硬なのだとか。という事での、朝廷の御扱いという形で和睦したという形を取りたいと言ってきたのじゃ。それなら跳ね上がり共を説得する事も出来るからのう。だが九条さんが動くと妙な勘繰りを受けかねぬ。ほれ、三好左京大夫とも繋がりが有るからの。それで麿に相談してきたのよ」


「なるほど」


「如何かな、悪い話ではないと思うが」


殿下が俺の顔を覗き込んできた。


ふむ、確かに悪い話じゃない。顕如が九条に泣き付いたか。もしかすると九条を動かしたのは顕如だけじゃなく三好左京大夫という線も有るな。義昭から文が届いているのは分かっている。それに応じる気配はないが鬱陶しく思っているのは間違いない所だ。和睦させてさっさと追い払おうとでも考えたかな。そして朝廷も和睦が成立すれば権威を高められる。本願寺から謝礼も入る、そんなところだろう。俺も謝礼を出す必要が有るな。


「条件が二つございます。それを受けて頂ければ」


「ほう、二つか」


「はい、一つは本願寺に、もう一つは朝廷に」


関白殿下がじっと俺を見た。


「先ず本願寺には石山は無傷で渡す事を約束する事、決して火をかけたりはしない事を約束するのであれば」


「和睦を受け入れるか」


「はい」


関白殿下が頷いた。


「では朝廷への条件は」


「かねてより願い出ております金銀の比率の件でございます」


「やはりそれか」


関白殿下が渋い表情をした。そう、それだよ。朝廷はこの件でどうにも比率の発表をしたがらないんだ。要するに責任を負いたくないのだと思っている。まあピンと来ないという部分も有るかもしれない。


「如何でございましょう。検討して頂き朽木に任せるとのお言葉を頂く事は出来ませぬか。その後は某が比率を発表し全国の商人達に伝えます」


「良いのか？」


「構いませぬ。天下を獲るのが朽木か、それとも他の大名家かは分かりませぬ。ですが朝廷において検討して頂ければ他家が天下を獲った場合も朝廷から下問する事が出来ましょう、どうなっているのかと。それによって金銀の比率について天下を獲った者へ注意を促す事が出来ます」


関白殿下が何度も頷いた。


「ほほほほほほ、実務は武家に任せ朝廷は鐘を鳴らすのが役目か。上手い事を考えるのう」


「武家は興亡が激しゅうございます。このような国の大事はこの国の創成と共にある朝廷こそが警鐘を鳴らさねばなりますまい」


「なるほど、道理ではある。そうよのう、そうよのう」


殿下が嬉しそうに相槌を打った。これでまた朽木は朝廷を重んじてくれると公家達は思うだろう。朝廷を利用しているとは思わせず朝廷を頼りにしていると思わせる、それが大事だ。


大まかな合意が出来た事で関白殿下はニコニコしながら帰って行った。……もしかすると俺が石山で根切りをするとでも思ったかな。それで和睦を持ちかけてきたのかな。有りそうだ、下野守も重蔵も俺が根切りをすると思っていたからな。やっぱり俺は虐殺大王か。落ち込むなあ。


十日もすれば朝廷から仲裁の使者が来る。使者は飛鳥井の伯父らしい。伯父はこの和睦が成立すれば権大納言に昇進する事になっているそうだ。去年正二位に昇叙しているから正二位権大納言か。まあ張り切って来るだろう。楽な仕事だ、感謝されるかな。ついでに来年の内親王宣下の事も話しておこう。喜ぶだろうな。


それにしても朝廷の御扱いか。史実も朝廷による和議だった。その和議で顕如は石山を退去している。この和議、顕如の依頼によるもの、信長の依頼によるものという説があるけど俺はちょっと違うんじゃないかと思っている。裏で動いたのは近衛前久で顕如の窮状を見兼ねて和議を勧め同意を得た上で信長に話を持って行ったのだと思う。そして信長の了承を得てから帝を動かした。


近衛前久が足利義昭によって京を追放された時、頼ったのは本願寺だった。そして義昭が信長によって追放されると京に戻り信長と親交を結んでいる。信長、顕如と親しく帝にも近い。裏で動いて和睦を成し遂げるには最適の人物だろう。腰も軽いしな。公家っていうのは強かな奴が多いわ。嫌いじゃないがね。






元亀三年（一五七五年）　七月中旬　　　近江国蒲生郡八幡町　　八幡城　　朽木基綱






竹若丸の部屋には竹若丸、松千代、竹の三人と北畠右近大夫将監具房が居た。


「この近江国というのは怪異なる物が多いのです」


北畠右近大夫将監がニコニコ笑いながら話すと竹若丸、松千代、竹の三人が興味津々という風情で右近大夫将監の話を聞こうとしていた。子供に人気有るんだよな、右近大夫将監は。気は優しくて力持ちなんだ。良く子供達に捕まって話をせがまれている。


ちゃんと仕事もしている。領内の見回りで橋が壊れているとか道の舗装が必要だとか情報を上げてくれている。足を使って見回るなんて仕事は皆嫌がる。でもそういう地味な仕事が大事なんだ。そういう仕事をしっかりとやってくれる人間は大事にしないと。


「滋賀郡の堅田には化け火という怪異が居ります」


竹若丸が〝化け火！〟と叫んだ。そして〝それはどんな物なの〟と言って教えてくれとせがむ。


「されば季節を問わずに曇りか小雨の夜に現れる目立ちたがりの怪異です。淡海乃海の岸部から現れふわふわと宙を彷徨うのです。最初は、小さいのですが移動する毎に大きくなり、最期には三尺もの大きさになると言われております。松千代様、竹姫様よりも大きゅうございますな」


子供達が〝えーっ〟と嬉しそうに声を上げた。


隠れて子供達の様子を見ていると藤堂与右衛門が〝御屋形様〟と小声で俺を呼んだ。子供達に気付かれないようにと配慮したらしい。なるほど、気遣いの男だな。


「如何した、与右衛門」


「御側室、雪乃様が暦の間で御待ちでございます」


「雪乃が？」


「はっ、急ぎ御屋形様をと」


「分かった。気遣い、済まぬな」


俺が感謝の言葉を出すと与右衛門が恐縮するかのように大きな体を屈めた。共に暦の間に向かう。


「与右衛門は将来どんな仕事をしたい」


「はっ、城造り、町造りをしたいと思っておりまする。御屋形様が御造りになられました今浜の町を見て感動致しました」


声が弾んでいる。築城の名人、藤堂高虎らしい答えだ。


「そうか、……石山に行くか？　与右衛門」


「石山でございますか？」


ちょっと訝しげな声だ。


「うむ。山内伊右衛門がな、人を欲しがっている。石山は城も立派だがこれから西国攻めの重要な拠点になる。物も集まり賑わうだろう。物を動かす事が出来る男が戦を動かすのだ。城造り、町造り、どちらも学ぶ所は多いと思うがな」


「御配慮、有難うございまする。石山へ行きまする」


「良し、決まった。伊右衛門に文を書く。それを持って石山に行け」


「はっ」


他に石田の兄の方も送ってやろう。三成は俺が使おう。あれはちょっと変わっているからな。要注意だ。


暦の間に入ると雪乃が膨らんだ腹を隠すようにして座っていた。これから暑さが厳しくなる、辛いだろうな。暦の間には下野守と重蔵も居た。一息入れようと言って休ませたのだがな、雪乃が呼んだかな？　かなりの大事のようだが……。他に何人か小姓が居た。


「如何した、雪乃」


「敦賀の父より文が届きました。至急これを御屋形様にと」


雪乃が蒔絵の文箱ふばこを俺に差し出した。与右衛門が受け取り俺に差し出す。受け取って蓋を開け中の書状を取り出した。


「雪乃、そなたはこの中身を知っているのか？」


「いいえ、存じませぬ。私にはただこの文箱を至急御屋形様に御渡しせよと。大事が出来しゅったいしたとしか……」


「聞いておらぬか」


「はい」


雪乃が困惑を見せながら頷いた。氣比神宮の大宮司から書状か、何が有った？　こんな事は初めてだが……。書状を開いて中を改めた。書かれていたのは一行だ。


『関東管領上杉輝虎殿、中風にて倒れる。予断許さず』


溜息が出た。確かに史実での上杉謙信の死因は中風ちゅうぶうだった。多分高血圧、動脈硬化が原因で頭蓋骨の中でトラブルが生じたのだろう。トイレで倒れて四、五日後に死んだ筈だ。予断許さずという事はかなり拙いのかもしれん。……酒の飲み過ぎだ！　注意したのに……。でも酒を送ったのは俺だよな。また溜息が出た。


「御屋形様？」


雪乃が不安そうな表情で俺を見ていた。いかんな、妊婦なんだから気を付けないと。下野守、重蔵、与右衛門も不安そうな表情を見せている。大将失格だわ、俺。


「雪乃、大宮司殿に俺が大変有り難いと礼を言っていたと伝えてくれ。俺も文を送るがそなたからも必ずな、頼むぞ」


「はい、あの」


物問いた気な表情だ。仕方ないな、でも出来るだけソフトに行こう。


「関東管領殿の御具合が良くないらしい、大した事が無ければ良いのだが」


ざわめきが起きた、無視。


「そなたは何も心配する事は無い。生まれてくる子の事だけを考えよ。男子だと良いな、だが女子でも良いぞ」


「はい」


優しく諭して雪乃を暦の間から下がらせた。


「御屋形様」


下野守が押し殺したような声で訊ねて来た。


「中風だそうだ。予断許さずと書いてある」


シンとした。


「……間違いは有りませぬので？」


「下野守、氣比神宮は越前を中心として越中、越後、佐渡にも社領を所持している。おそらく間違いは有るまい」


「念のため裏を取りまする。小兵衛に命じましょう」


「頼む」


重蔵が立ち上がり部屋を出て行った。


関東管領上杉輝虎が倒れたか。予断許さずと有ったが多分駄目だろうな。妙なものだ、この世界ではついに謙信とは名乗らずじまいだった。それに史実よりも少し早い様な気がする。信長と同年齢で死んだと記憶に有るから四十九歳で死んだ筈だ。二、三年早い。俺の所為かな、俺が酒を送らなければ……。こんなことを考えても意味が無いな。


心を切り替えよう、この事が天下にどう影響を与えるか、朽木にどう影響を与えるか、それが問題だ。この世界では北条からの養子、上杉景虎は居ない。だから御館の乱は起きない。だが景勝が養子にもなっていない。後継者が居ないのだ。必ず上杉家は混乱する。この混乱が何を引き起こすか……。


先ず考えなければならんのは北陸だ。越中の神保が動くかもしれん。場合によっては椎名も揺らぐだろう。能登、加賀、越前に警告を発しなければならん。当分そちらから兵は出せんな。それと飛騨、……信長がこの状況を如何見るか。場合によっては織田軍の飛騨侵攻という事も有り得るだろう。その時は如何する？　上杉に味方するか、織田に付くか、それとも中立を保つか……。


これまで盤石だった東部戦線がいきなりキナ臭くなってきた。この状況で西国攻め、出来るかな？　義昭、安芸に落ちた顕如、このままでは済まさない筈だ。必ずこの状況を利用しようとする。そして松永、内藤、三好、畠山……。頭痛いわ、こっちの方がストレスで血管キレそうだ。







生き残る男
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「大きいな」


「はっ」


春日山城はデカい城だった。観音寺城、石山本願寺もデカかったがこの春日山城もデカい。デカいだけじゃない、直江津の湊を押さえ上越、関東、信州、越中への交通路を押さえている。現代だと新潟市こそが新潟県の中心だがこの時代は違う。信濃を押さえ越中を押さえ関東に出るにはこの春日山城の方が便が良い。春日山城は将に越中、信濃、関東に威を振るった関東管領上杉輝虎の居城に相応しい城だと思う。


「こちらへ、実城みじょうへ御案内致します」


「頼む」


直江大和守景綱の先導で俺、蒲生下野守、黒野重蔵、笠山敬三郎、笠山敬四郎、多賀新之助、鈴村八郎衛門、他に小姓数人が追手口から実城、つまり本丸へと向かった。そしてその後を上杉の家臣が続く。酔狂だよな、馬鹿げている。いくら直江大和守が八幡城に来て〝主輝虎が少将様とお会いしたいと、頻りに回らぬ口で……〟、そんなこと言われて泣かれたからって越後までホイホイ行くなんて……。


腰が軽いなんて関白殿下の事を笑えないよ。家族も重臣達も皆反対した。危険だし身分にも係わるってな。その通りだ、威厳なんて欠片も無いな。それ以上に行けば厄介な事になるのは分かっている。でもなあ、俺は輝虎に会いたかったんだ、会うべきだと思ったんだ。


この世界の上杉家は越後、越中、飛騨を有し信濃の大部分を支配下に置いている。北条の領地は伊豆一国に相模の西半分だ。関東はその殆どが上杉の影響下に有るか中立だ。軍神上杉謙信、いや上杉輝虎か、その名前は史実よりも遥かに大きい。それ程の男に会いたいと言われたら断れない。


輝虎は史実ほど重症では無かった。命に別状は無い。だが左半身に麻痺が出て上手く歩けない、手に痺れも有る様だ。そして口が上手く開かない状態らしい、つまりスムーズに喋れない。武将として戦略面では力を発揮出来るかもしれんが戦場に出る事は無理だろう。上杉家の当主として統治面で君臨する事も難しい。いや、二度目の発作が起きる可能性も有る。その時は……。輝虎は生きているが隠居せざるを得ない。第一線から下がり新当主を後ろから支える存在になるのではないかと思っている。


実城へ行くまでの間、上杉家の家臣達に会ったが皆俺に感謝はするが表情は暗い。良くない状況だ、今だけじゃない、将来へも不安が有るのだと思った。だが後継者が居ない状況で輝虎が死ぬよりは余程ましだ。そうなればとんでもない混乱が生じていただろう。皆の目は血走って殺気立っていたに違いない。俺を殺そうとする人間も現れたかもしれない。


輝虎は女性に支えられて起きていた。俺の顔を見ると嬉しそうに顔の半分で笑った。まるで顔を顰めている様だ、胸が痛い。近付いて手を握った。







    
  
  




「よ、良く、……き、来て、くれた」


「なんの、当然の事でござる。御元気そうで安堵致しましたぞ。驚かさないで下され」


輝虎がウンウンと頷く。如何いうわけか、涙が出そうになった。


「き、喜、平次」


「はっ」


控えていた若い武士が頭を下げた。喜平次？　年恰好からすると喜平次景勝か。


「少将様、主輝虎の甥、長尾喜平次景勝にございまする」


「喜平次景勝にございまする」


直江大和守の紹介に喜平次景勝が名乗った。


「朽木左少将基綱にござる」


「主は喜平次様を養子に迎えようと考えておいでです」


大和守の言葉に輝虎が頷いた。


「し、少将」


「何か？」


「こ、これからも」


これからも？　輝虎が縋る様な表情をしている。鼻の奥がツンとした。軍神が俺に縋るなんて……。


「何を水臭い事を……。管領殿、朽木と上杉家の友誼ゆうぎは我ら一代限りの事では有りませぬぞ」


輝虎が安心したように頷いている。思わず涙が零れた。


「喜平次殿、以後も昵懇じっこんに願いますぞ」


「有難き御言葉、若年なれば宜しく御指導のほど、お願い申し上げまする」


輝虎が嬉しそうに回らぬ口で笑った。


「い、今、一度、と、共に」


今一度共に？


「い、戦に」


今一度共に戦に？　戦に行きたいと？　俺と共に？　胸にこみ上げてくる物が有った。


「何を御気の弱い事を……。某、管領殿と共に越中、能登で戦った事を忘れておりませぬ。あの戦いで北陸は安定致しました。管領殿の御力が有ればこそ……」


彼方此方から嗚咽が聞こえた。気にならなかった、俺も泣いていたから。


輝虎との会見が終わると別室に通された。上杉方から男が二人、女が一人。男は直江大和守と長尾越前守政景、女は越前守の妻、綾と名乗った。要するに景勝の両親だ。史実では父親は死んでいるんだがこの世界では生きている。まあ第四次川中島で信玄がボロ負けしたからな、内応もせず殺される事も無かったか。朽木方からは俺、下野守、重蔵の三人で対応した。


「此度少将様には御足労頂き誠に有難うございまする」


越前守が頭を下げると他の二人も頭を下げた。


「いや、関東管領殿とは二十年に及ぶ友誼を結ばせて頂いた。御見舞いに伺うのは当然の事、気遣いは無用に願いたい」


「畏れ入りまする」


また三人が頭を下げた。下野守、重蔵は神妙な表情だ。この二人を連れて来て良かった。馬鹿な奴が当然なんて表情をすると全てが台無しだ。


「喜平次殿が御養子にとの事ですが正式に上杉家の当主となって管領職も継がれるという事かな」


「いえ、先ずは上杉の家に入るだけとなりまする」


「では代替わりは無しと？」


「はっ」


大和守が答える。他の二人は沈痛な表情をしている。


「主は喜平次様に跡を譲りたがっているのですが周囲には喜平次様が未だ若過ぎると危惧する声が……」


「なるほど、上杉の家督と関東管領職を一度に継ぐのは荷が重かろうという声が有ると……」


「はっ、関東管領職に傷を付ける事は出来ませぬ。先ずは上杉家の人間になり陣代として経験を積むべきであると」


一理あるのは確かだな。如何いう意図から出たかは別として。


陣代というのは主君に代わって戦陣に赴く役をいう。史実の武田勝頼が陣代だったと言われている。大きな権力を持つのは間違いないが主君では無い。喜平次景勝は若いのは確かだが父親も居れば輝虎も居るのだ。それに初陣だって済ませている筈だ。家臣達が支えればそれなりにこなせるとは思えるが……、やはり反発が強いか。まあそうだろうな、喜平次景勝の上杉家継承はかなりの無理筋だ。


越後というのはちょっと面倒な国なのだ。この国、元々は上杉家が守護として所持していた。輝虎の元々の家である長尾家は家臣筋で守護代だったのだ。戦国乱世になると当然だが越後も乱れた。輝虎の父為景は下剋上により上杉家を傀儡にし越後一国の実権を握った。当然だがその事に反発する人間も多い。上杉家から分かれた家も有るし長尾家の分家も有る。そして越後というのは南北に長い、北部は揚北衆と呼ばれ独立性が強いという特性も有る。為景は苦労しただろう。


為景の死後、越後は当然だが乱れ輝虎が再統一する。そして守護上杉家が断絶し輝虎の長尾家、府中長尾家と呼ばれる家が守護になる事を幕府に願い許された。もっとも越後のごたつきは収まらない。余りの酷さに輝虎が嫌気がさして家出する程だ。輝虎が山内上杉家の名跡を継ぎ関東管領職を継いだのも義侠心も有るだろうが越後の国人衆を押さえるだけの権威を欲したからだと思う。京に上洛したのも中央との結び付きを強める事で自分の権威を高めようとしたからだろう。


今景勝が後継者として挙がっているが景勝の実家である上田長尾家、こいつがまた越後では微妙な家だ。一門衆の筆頭として家中に重きをなしたが、祖父房長の頃から叛服常無はんぷくつねなき遍歴で眉を顰める人間が多いのだ。小兵衛の話では「上田衆」の語そのものが一種の差別というか侮蔑を含んでいるらしい。信用出来ない奴、そういう意味を持っているようだ。


仕方ないよな、父親の越前守だって輝虎に敵対して負けて服従した。仲直りの条件の一つが輝虎の姉、綾が越前守に嫁ぐ事だった。その子供が上杉家の当主になるって……。溜息が出そうだ。御館の乱で景虎に味方する人間が多かったのも上田長尾家の血を引く景勝に対する反発が有ったのだと思う。


生涯不犯なんて馬鹿な事をせずにバンバン子供を作れば良かったんだ。輝虎の子供なら国人衆だって文句は言えない。スムーズに代替わりは済む筈だったのに……。越後は間違いなく混乱するな、関東はどうなるんだろう？　さっぱり分からん。一番詳しく状況を押さえているのは目の前の連中だろうがまさか訊くわけにもいかん。重いわ、上杉との友誼は続くなんて言ったけど如何したものか……。


「少将様、お願いがございまする」


綾夫人が思い詰めた様な声を出した。テレビで見ると美人な女優さんが演じるが現実には五十近い小母ちゃんだ。確かに若い頃は美人だっただろうと思わせるものが有るのは認める。だがかなり憔悴しょうすいしている。夫の越前守もだ。この二人、かなり追い詰められているな。何を言い出すかは想像が付く……。


「何でござろう」


夫人が一度唾を飲み込んだ。


「御息女、竹姫様を喜平次の妻に頂けませぬか？」


下野守、重蔵が〝何を〟、〝それは〟と声を上げたから手を上げて二人を制した。


「竹は未だ数えで七歳、喜平次殿とは歳が釣り合いますまい」


「そこをどうか。……少将様に喜平次の後見を願えませんか」


夫人が頭を下げると他の二人も頭を下げた。下野守、重蔵が首を振っている。不同意だな。この二人は喜平次の基盤の弱さを理解している、当然か。


「頭を上げられよ、それでは話が出来ぬ」


「何卒、何卒」


三人はひたすら頭を下げるだけだ。溜息が出た。


「この件、管領殿は御存じか？」


「いえ、我らだけの思案にございまする」


大和守が答えた。六十過ぎた爺さんが白髪頭を必死に下げている。他の二人も白髪混じりの頭だ。胸が痛いわ。輝虎が俺に会いたいと言った。ならばこれを利用してと思ったのだろう。


「大和守、正直に答えよ。このままでは越後は乱れるのだな？」


「……」


「越後を一つに纏めるには俺の娘が必要なのだな？」


「何卒」


大和守は頭を下げるだけだ。


「また何卒か」


困った連中だ。思わず苦笑が出た。こんな時でも人間は笑えるらしい。


「分かった、竹を上杉家に嫁に出そう」


三人が頭を上げそして〝有難うございまする！〟と言って頭を下げ、下野守と重蔵が〝御屋形様！〟と叫んだ。


「上杉家に崩れられては困る、そうではないか？」


下野守と重蔵が黙った。


「それに竹は朽木の血と氣比神宮大宮司家の血を引く娘だ。その力は越前、加賀、能登、越中、越後、佐渡に及ぶ。喜平次殿を助けられる娘は竹しか居らぬ」


俺の言葉に二人が渋々頷いた。


まさかだよな、雪乃を側室にした時はこんな事態になるとは思わなかった。俺だけじゃない、雪乃も大宮司殿も思わなかっただろう。


「今年は飛鳥井で不幸が有った故来年の春から夏に越後に送る。吉日を選んで式を挙げるとしよう」


三人が歓びの声を上げ二人が〝何と〟と声を上げた。


「婚約だけでは口約束と取られかねぬ。それでは意味が無い」


下野守と重蔵が渋々頷いた。


「大和守、管領殿、喜平次殿に今一度会いたい。取り計らってくれ」


「はっ」


「その席で管領殿に娘を喜平次殿に嫁がせたいと頼むつもりだ」


下野守が何か言いかけて止めた。


「喜平次殿は俺が見込んだ婿という事になる」


「有難うございまする、この御恩、決して忘れませぬ」


三人が今度は泣き出した。忙しい連中だ。


「大和守、これからが正念場だ。泣いている暇は無いぞ」


「はっ」


大和守が涙を拭うと越前守夫妻も涙を拭いた。


「越前守殿、決して上に立とうと成されるな。あくまで一臣下として御子息を支え成されよ」


「はっ」


「綾殿、娘を頼み申す。母代りとなって育てて頂きたい。未だ何も知らぬ娘にござる」


「必ずや」


越後はこれで良い。問題は近江だな。溜息が出そうになって慌てて堪えた。
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「関東管領が倒れたか」


公方様が〝ふふふ〟と御笑いになられた。


「生きているのか？」


「生きております。近江少将に頻りに会いたがっているとか。使者が近江に行ったそうにございます」


私が答えると公方様が不愉快そうに眉を顰めた。御気持ちは分かる。何故あのような者に会いたがるのか。幕府に使者を出し公方様に会いたがっていると言上すべきなのだ。さすれば幕府より名代が越後に行くというもの。上杉家にとっても名誉な事なのに……。


「中務少輔、大膳大夫じゃ。間違えるな」


「これは、御無礼を致しました」


慌てて頭を下げた。御不快はこちらであったか。


「気に入らぬ事よ。左近衛権少将など予は認めておらぬぞ。予の許しも無く官位を受けるとは何事か。増長にも程が有ろう」


いかぬな、つい近江少将と言ってしまった。それというのもあの増長者が左近衛少将に任じられるからよ。全く忌々しい。


「上杉の跡目は如何なるのだ。子が居らぬが」


「甥が居ると聞き及びます。その者が継ぐのではないかと」


真木島玄蕃頭殿が答えると公方様が〝甥か〟と呟かれた。


「揺れるのう、上杉は揺れる」


公方様が〝ふふふ〟と御笑いになられた。確かに揺れるだろう。簡単には落ち着かぬに違いない。


「宜しいのでございますか？」


摂津中務大輔殿が心配そうに伺うと公方様が声を上げて御笑いになられた。


「上杉が揺れれば北陸が揺れる。そうなれば朽木も北陸に兵を取られる事になる。その分だけ西へは押し出せなくなる」


その通りだ。毛利は十分に時を稼げるだろう。毛利の力は備前、美作まで及びつつある。西播磨は一向宗の力が強い。播磨にまで毛利が勢力を伸ばせば三好、松永、内藤も態度をはっきりとさせよう。しかし上杉は……。


「北条と武田が関東、信濃に勢力を伸ばしましょう。上杉は押し込まれますぞ」


「構わぬ」


シンとした。真木島玄蕃頭殿、摂津中務大輔殿、松田豊前守殿、米田壱岐守殿、一色式部少輔殿、そして私。皆が息を潜めて公方様を見ている。我等の視線を感じたのだろう、公方様がまたお笑いになられた。上杉を捨てる御覚悟か。


「朽木に協力するような上杉など要らぬわ」


吐き捨てるような御言葉だった。皆が顔を見合わせている。この場には親朽木の大舘、細川、諏訪の三人は居らぬ。言葉を飾る必要が無いのは事実だが公方様は余程に上杉に憤懣を御持ちだったらしい。気付かなかったわ。


「あの男、予が幾度となく朽木は忠義の者に非ず、邪なる野心を抱きたる者、これを討つのは関東管領たる上杉の役目であると文を送ったというのにとうとう動かなんだわ。北条、武田との争いを止めよ、予が仲裁すると言ったにも拘わらずじゃ」


口調が苦い、余程に御不快だったと見える。


「朽木と戦うのを怖れたか、それとも関東に進出する方が利が有ると見たか。……義将、軍神等と呼ばれているそうじゃが所詮は評判倒れよ。予の役に立たぬようでは何の意味も無いわ。そうであろう？」


皆が口々に〝真に〟、〝左様でございまする〟と答えた。確かに公方様の御役に立たぬようでは何の意味も無い。捨てても悔いはない家よ。


「待てよ、或いは予の為に最後の忠義を尽くす気かの」


公方様が我等を見渡した。最後の忠義？　つまり呼び寄せて殺すという事か……。


「例えそのような気持ちであっても近江少将が越後に行くかどうか……」


「式部少輔！　大膳大夫じゃ！　何度も言わせるな！」


「これは御無礼を致しました」


公方様が御顔を顰められ一色式部少輔殿が畏まった。面倒な事よ、それもあの男の増長の所為と思うと腹立たしい限りよ。


「行くかの、行けば面白いのだが……」


「……」


「行けば良い、行って死ね。あっけなく死ぬのじゃ。無様にの、ほほほほほほ」


公方様が楽しそうに御笑いになった。我等も声を合わせて笑う。真、あの男が死ねばどれほど心が晴れるか。成り上がり、増長者、目障りな限りのあの男があっという間に死ぬ。強大な朽木家も忽ち滅ぶだろう。あの増長者の様に。となると毛利も邪魔だな。いずれはあの坊主に吠え面をかかせてやろう……。






元亀三年（一五七五年）　八月中旬　　　山城国葛野・愛宕郡　　室町第　　一色藤長






「越後に行ったそうじゃな」


「はい」


〝ほほほほほほ〟と笑い声が上がる。


「死んだかの？」


「かもしれませぬ」


「楽しみじゃのう」


また〝ほほほほほほ〟と笑い声が上がった。それに追従するように幾つもの笑い声が上がった。真木島玄蕃頭、摂津中務大輔、松田豊前守、米田壱岐守、上野中務少輔、一色宮内少輔が笑っている。この三日間、ずっとこれだ。何処まで御目出度いのか……。俺はお前達を笑ってやる。ハハハハハハ。


近江少将様が越後に行った。正直驚いた。その御立場を考えれば使者を出して終わりというのが常道だ。周りの家臣達も止めたであろう。だが自ら動かれた。それだけの繋がりが少将様と関東管領との間には有るのだろう。それなのに殺すために呼び寄せたと考えるとは……。呆れるわ。


近江少将様を殺す事が上杉にとって何の意味が有る。少将様を殺せば朽木は敵対し織田も上杉を危険視するだろう。上杉は朽木、織田、武田、北条と周囲を敵に囲まれる事になる。関東管領が倒れ上杉家が揺らいでいる時にそんな事をする筈が無いではないか。


少将様を呼んだのは別の意味が有ると見るべきだ。それは何か？　跡取りの立場が危うい以上、上杉は強力な庇護者を必要としている。その庇護者に少将様をと考えているのだろう。西に出たがっている少将様は上杉にとって最も安全で信頼出来る相手なのだ。少将様が越後に行かれたのも北を安定させ西へ進むためであろう。


「あの男が死んだら丹後を取り戻さなければ」


「そうじゃのう。期待しておるぞ、宮内少輔」


「はっ」


公方様が笑い声を上げ一色宮内少輔が畏まった。その直前に一瞬だけ勝ち誇った表情で俺を見た。丹後を取り戻せば自分の方が立場が上だとでも思ったか。馬鹿な奴、丹後では誰も一色の支配など望んでおらぬわ。朽木の支配になり税が安くなって領民が喜んでいると聞く。凶作の時は特別な配慮も有った。そして京の町にも丹後からの塩や俵物が入ってくるようになった。丹後は豊かになりつつあるのだ。悪政を布いた一色など疫病神、貧乏神のようにしか思われていまい。


「丹後だけでは有りませぬぞ。不当に攻め獲った摂津、丹波、伊勢、志摩、若狭、越前、加賀、能登を取り戻さなければ」


上野中務少輔がまた馬鹿な事を言い出した。取り戻す？　どうやって取り戻すのだ？　朽木の領地には少将様が配した男達が居るのだぞ。その男達を排除出来るだけの力が何処に有る？


「そうそう、近江を忘れておった」


「近江？」


思わず問い返すと中務少輔が〝当然であろう〟と答えた。


「元は八千石の国人領主、朽木谷だけあれば十分ではないか」


「中務少輔の言う通りよ。御供衆の地位はそのままにしてやる。十分であろう」


公方様が〝ほほほほほほ〟と笑い皆が笑った。慌てて俺も笑った。この連中は何も分かっていない。


朽木の勢力が弱まれば必ず阿波の三好が平島公方家を担いで畿内に進出する。そうなれば京から追われるのは自分達であろう。その事が見えていない。阿波の三好も平島公方家も公方様を信用していない。彼らが信用したのは少将様なのだ。その少将様が居なくなれば公方様が阿波三好家、平島公方家に圧力を掛けるのは明白、公方様が力を付ける前に潰しにかかる。何故その事が分からないのか……。


いや、所詮は唯の戯言か。室町第の中だけで通じる遊びだ。公方様はともかく周囲は本気で言っているわけではあるまい。もっとも御調子者の中務少輔は分からぬが……。


「失礼致しまする」


廊下から声が掛かった。細川兵部大輔殿か。公方様の顔が歪んだ。親朽木派の兵部大輔殿が嫌いらしい。兵部大輔殿が部屋の中に入って来た。


「死んだか？」


公方様の問いに〝はあ？〟と兵部大輔殿が困惑した声を出した。そうだろうな、いきなり死んだかと問われても答えられまい。


「これは失礼致しました。関東管領は御存命にございまする」


「……」


公方様が憮然としている。吹き出しそうだ。話が全く通じていない。しかし、この様子では少将様も御無事の様だな。


「……生きているのか。それで何用だ」


「はっ、越後上杉家の喜平次景勝殿と近江少将様の御息女竹姫の婚儀が整ったそうにございます」


「何だと！」


公方様が怒鳴り声を上げた。幕臣達も顔を見合わせている。


「近江少将様より申し出が有ったそうにございます。来年には輿入こしいれすると、先程伊勢殿より報せが有りました」


なるほど、少将様の娘が嫁ぐか。これで朽木、上杉の絆はより強まるな。公方様が立ち上がった。嫌な予感がする。


「上杉に朽木の娘が嫁ぐだと！　予の許しを得る事無く勝手に婚姻を決めるとはどういう事か！」


「……」


兵部大輔殿が無表情に控えている。内心ではうんざりしているだろう。


「許せん、予を蔑にするつもりか！」


公方様が歩き出した。又始まったか、ぐるぐる回りながら憤懣を漏らす。馬鹿どもが追従して鬱陶しい限りだろう、うんざりだな。






元亀三年（一五七五年）　八月中旬　　　山城国葛野・愛宕郡　　平安京内裏　　飛鳥井雅敦






「驚きましたな」


「真に、驚きました」


右大弁烏丸光宣の言葉に右近衛少将正親町三条公仲が同意した。同席している左中弁日野輝資、左少弁広橋兼勝、参議高倉永相も頷いている。


「自ら越後に赴き関東管領を見舞うとは……。中将、近江少将は情に厚い御人でおじゃりましたかな？」


高倉宰相が私を見て訊ねてきた。困った事よ、それほど深い付き合いは無いのだが……。


「少将とは従兄弟では有りますが遣り取りはもっぱら祖父や父が行っておりましたので良くは知りませぬ。文の遣り取りも近年になってからにおじゃります。ですが春齢内親王様の内親王宣下や祖父の葬儀では随分と御力添えを頂きました」


皆が頷いている。さり気なく血縁関係が有る事を強調し個人的な関係もある事を伝えた。


嘘は言っていない。文の遣り取りは実際に有るのだ。何とも独特の読み辛い筆跡の文が来る。一度その事を父に愚痴ったが叱責された。


〝直筆の文が来るという事はそれだけこちらを重視しているという事、文句を言うな〟と。もっともその後で〝綾は達筆だったのだが……〟と言って首を傾げたから父も内心では閉口していたのだろう。書に秀でた飛鳥井の血を引くとは思えぬ文だ。


そして飛鳥井では銭の問題は全て朽木家へとなっている。銭の援助が断られた事は一度も無い。朽木は情に厚いと言えるだろう。朽木家からの援助が無ければ壮大と言っても良いほど大掛かりになった祖父の葬儀は出来なかった。祖父が准大臣に任じられる事も無かっただろう。


「関東管領は義の人と称されましたが少将も義の人でおじゃりますな。なればこそこの戦国の世であれ程までに助け合ったのでおじゃりましょう」


正親町三条少将が歎息を漏らした。広橋左少弁、日野左中弁が頷いている。


「先の出陣の後、丁重な文と謝礼を頂きました。いや、なんとも気遣いをされる事だと思いました」


烏丸右大弁の言葉に皆が頷いた。出費よりも謝礼の方が多かった。皆が喜んだだろう。はて、皆はあの独特の文字の文を貰ったのだろうか？　貰ったのなら何らかの反応が有る筈、代筆か……。


「上杉家の跡は喜平次という甥が継ぐと聞きました。姉の息子だとか。少将の娘が嫁ぐそうですな。来年にはその運びだと聞きましたぞ」


広橋左少弁の言葉に〝来年！〟と声が上がった。正親町三条少将が視線を浴びてばつの悪そうな表情をした。


「いや、ですが少将の娘となれば未だ幼いのではおじゃりませぬか？」


今度は私に視線が集まった。


「七歳と聞いておじゃります。名前は竹姫」


〝七歳！〟、〝竹姫〟と声が上がった。皆が顔を見合わせている。


「なるほど、甥ですからなあ。家督の継承は簡単ではないのかもしれませぬな」


「まして関東管領上杉家ともなれば……」


日野左中弁、広橋左少弁の兄弟が顔を見合わせている。皆が彼らの会話に頷いた。


「少将が娘を嫁がせるのもそれが理由でしょうな」


高倉宰相がポツンと言った。七歳の娘を越後に嫁がせる。その事を思ったのだろう。上杉の家督継承はかなりの問題が有ると思った筈だ。宇津討伐に参加した事を後悔しているかもしれない。


「竹姫の母親は側室だそうです。氣比神宮大宮司の娘だとか」


私の言葉に〝ほう〟という声が幾つも上がった。


「氣比神宮でおじゃりますか、それは、それは」


烏丸右大弁が〝ほほほほほほ〟と笑い声を上げた。皆を見回している。


「何とも心強い事ではおじゃりませぬか？」


皆が頷いた。


「氣比神宮といえば北陸道総鎮守と称され越前、加賀、越中、越後、佐渡まで大きな影響力をもっていると聞いておじゃります。まあ乱世ですから以前に比べれば影響力は落ちたでしょうが喜平次にとっては頼もしい事でおじゃりましょう」


「それに父親は近江少将でおじゃります。いや、これは喜平次にはきっと氣比大神けひのおおかみの御加護がおじゃりましょうな」


正親町三条少将と高倉宰相の声が弾んでいる。皆も頻りに頷いている。喜平次と竹姫の婚儀は肯定的に受け取られているようだ。これで良い、昵近衆じっきんしゅうが揺れる様な事が有ってはならんからな。






元亀三年（一五七五年）　八月下旬　　　近江国蒲生郡八幡町　　八幡城　　朽木基綱






越後から戻ると綾ママ、雪乃に捕まった。分かっていた事ではあるが気が重い。


「竹の許嫁を決めたと聞きました？　上杉様の甥御様とか」


腹を突き出して雪乃が訊ねて来た。あと二カ月ぐらいかな。


「そうだ。長尾、いや上杉喜平次景勝殿。来年の夏には越後に竹を送る」


「まあ、越後に送るのですか？」


綾ママが脳天から突き出る様な声を出した。敢えてニコニコしながら〝そうです〟と答えた。


「約束だけで良いでは有りませぬか、未だ竹は七歳ですよ。年頃になってから送れば……」


「早いうちに婚家に行って慣れた方が良いでしょう。あちらでも竹が来るのを心待ちにしております」


前半は嘘だが後半は本当だ。輝虎も泣いて喜んでいた。


「そうは言っても弥五郎殿」


「それに喜平次殿には妹が二人いるそうです。可愛がってもらえます」


あくまで能天気に、罪悪感が……。雪乃は何か気付いたのか無言だ。益々罪悪感が……。小夜が妊娠中で良かった。此処に来られたら最悪だったな。


「喜平次殿は無口ですがなかなかの偉丈夫です。今年数えで二十歳と聞きました」


「二十歳！　それでは竹とは」


綾ママが素っ頓狂な声を出した。


「左様、竹とは十三歳程離れておりますな、母上。ですが竹と釣り合う相手となるとそれほど多く有りませぬ」


「それはそうですが……」


「喜平次殿は上杉家を継ぎ関東管領となる若者です。これ以上の相手は居りますまい」


綾ママが不満そうだが口を噤んだ。


「敦賀の氣比神宮に寄って来た。大宮司殿にも竹の事を頼んできたぞ、雪乃。大宮司殿は力強く請け負ってくれた」


「それは宜しゅうございました」


そんな泣きそうな顔をするな。


「もう直ぐ孫も生まれるし慶事が続くと言っていたな」


「はい」


「竹は朽木と氣比大宮司家の血を引く娘だ。越後では大事にしてもらえる。心配は要らぬ」


雪乃がにっこりと笑みを浮かべた。哀しそうな笑みだ。


「さ、母上、雪乃を疲れさせてはいけません」


綾ママを促して雪乃の部屋から去った。後でもう一度来よう。そしてゆっくりと話をしよう。酷い父親だと泣かれるかな？　それも仕方が無い。だが東の防衛線が崩れかけているんだ。崩れれば朽木は東西に敵を抱える事になりかねない。これを補強するのは当たり前の事だ。娘だろうが息子だろうが使える者は使う。たとえ七歳の子供であろうとも……。


景勝は悪くない。土壇場でしぶとく運を掴む男、史実の景勝にはそんなイメージが有る。父親が死んだ時、景勝も殺されてもおかしくは無かった。いや殺されずとも寺に入れられてもおかしくは無かった。だが謙信の養子となった。謙信の死後、後継者争いが起きた時、当初優位だったのは競争相手の景虎だった。だが武田を味方に付けて大逆転で勝った。


本能寺の変があと十日遅れていれば越後は織田に攻め滅ぼされていただろう。だが切り抜けた後は豊臣と結び見事に生き残った。武田、北条が滅んでも上杉は生き残ったのだ。関ヶ原で西軍が負けて多くの大名が潰された。宇喜多、石田、小西。だが上杉は三十万石に減らされたとはいえ生き残った。そして加藤、福島等の豊臣恩顧の大名が徳川に潰されても上杉はしぶとく生き残った。


景勝は生き残る事が出来る男だ。戦国乱世でこれほど頼もしい男は居ないだろう。これから先、天下がどうなるかは分からない。朽木が滅ぶ可能性もあるだろう。そうなれば朽木の血は越後で続くという可能性も出て来る。景勝は悪くない。






元亀三年（一五七五年）　九月中旬　　　山城国葛野郡　　近衛前久邸　　朽木基綱






「関東管領の具合は如何でおじゃった」


「右半身に軽い痺れが有る様にございます」


「口は？」


「不自由をしておられました」


「そうか……。戦には出られるかの？」


「中々、難しゅうございましょう」


関白殿下がホウッと息を吐いた。


「惜しい事よの」


「真に」


昔は関東で共に戦った仲だ。思う所は有るだろう。俺だって輝虎に会った時は涙が零れた。大酒飲みで戦好きで人間としては欠点の多い男だったと思う。だがそれでも戦国の英雄で魅力に溢れた男だった。


「それにしても自ら越後に行くとは……、ようも軽々と行ったものでおじゃるの」


関白殿下が扇子で口元を隠しながら息を吐いた。呆れているのかな？


「関東管領殿たっての頼みにございます。断れませぬ」


また殿下が息を一つ吐いた。


「そなたは知るまいがあれは大分そなたに不満を持っておじゃったぞ」


あれというのは輝虎の事だろう。不満？　はて……。殿下が困ったような笑みを浮かべている。


「そなたが公方を蔑ろにしているとな。麿のところに三度文が来た」


「……」


「朝廷は何故そなたに迎合するのか、幕府を盛り立てるべきではないか、そなたを諭すべきではないかと不満を漏らしておじゃった」


「そのような事が……」


殿下が頷いた。


「誰かが泣き付いたのでおじゃろうよ。偏ひとえにその方を頼む、とでも書いたかもしれぬの」


殿下が顔を顰めている。そうだろうな、義昭が泣き付いたのだろう。そして上杉家は関東管領なのだ。幕府の衰微すいびは望ましい事では無い。


史実では上杉家と織田家は当初は同盟関係にあった。両者が敵対関係になったのは信長が義昭を追放し、右近衛大将に就任してからだ。歴史の授業では京から義昭を追放した時点で室町幕府の滅亡と教える。しかし実際には中国地方の鞆で存続していた。幕府は滅んではいないわけだ。この時点では義昭と信長が和解して義昭が京に戻る可能性も有った。そうなれば室町幕府は更に続いただろう。


その可能性を無くしたのが信長の右近衛大将就任だ。これは自分こそが武家のトップなのだと信長が宣言したという事だ。信長も足利の身勝手さにうんざりしたのだろう。足利の権威を、幕府を否定した。しかし関東管領としてキャリアを積んできた輝虎にとっては自らのキャリアを否定されたようなものだろう。輝虎が反信長になったのは足利への忠義では無く自らの尊厳の為だと思う。信長の天下では輝虎は越後の一大名で終わりだ。足利の天下でこそ輝虎は関東管領として輝く事が出来る。


「天下静謐の事も大分不満を漏らしておじゃった。そなたが朝廷に強請ったと見ていたの。公方から実権を奪い傀儡にするつもりだとな。実際は帝の御意志でおじゃったが……」


「あながち間違いとは言えませぬ。某も殿下も足利が邪魔でした。ですが足利の天下では世の中が落ち着かぬのも事実にございます。そうではございませぬか？」


問い掛けると殿下が大きく頷かれた。


「そうよの、足利の天下では世は混乱するばかりでおじゃろう。朝廷の衰微も更に進む。これは私利私欲ではおじゃらぬ。その辺りはあれにも伝えた」


そう、大義名分はこちらに有るのだ。義昭は畿内を安定させる事が出来なかった。将軍として不適格と見られても仕方ないのだ。朝廷が反足利、親朽木になったのもそれが大きい。もっともこちらも大分気を遣った。義昭を無視はしたが圧迫するような事はしなかったし朝廷との関係を深める事で正当性を確保しようとした。


「関東管領殿は納得していたのでございましょうか？」


〝さての〟と殿下が首を傾げた。パチリと扇子の音がした。


「納得したのか、納得しようとしたのか、あるいは納得出来なかったのか……。それは分からぬ。だがその後は文は来なかった。そして上杉と朽木が争う事も無かった。それで十分ではないかの」


「御気遣い頂きました事、御礼申し上げまする」


「なんの、朽木と上杉が争うなどという事があってはならぬからの」


「……」


殿下がジッと俺を見た。


「そなたが越後に行ったと聞いた時は肝を冷やした。ま、あの男がそなたを仕物に掛ける様な事はあるまいとも思ったが……」


「左様でございますな。関東管領殿なら某を暗殺するよりも戦場で打ち破る事を望みましょう」


殿下が〝そうよの〟と言って頷いた。その時は織田も反朽木で立ち上がるだろう。北陸道、東山道、東海道で戦が起きた筈だ。畿内でも戦が起きたかもしれない。四面楚歌だな。史実の信長よりも酷い立場になっていただろう。以前も思ったが天下に一番近いどころか天国に一番近い男だ。


殿下がぐっとこちらに顔を寄せてきた。


「今回の不幸、そなたにとっては追い風でおじゃるの」


「……」


ちょっと答えられなかった。確かに輝虎の心が揺れていたとなれば上杉のトップが輝虎から喜平次景勝に代わるのは悪くない。喜平次景勝には輝虎ほど関東管領に対する拘りは無いだろう。むしろ自分の地位を安定させるためには朽木との連携が必要なのだ。朽木との関係を重視するに違いない。対等の同盟から朽木優位の同盟に変わるだろう。


「公方も当てが外れた事でおじゃろう」


「さぞかしぼやいておりましょう」


これは素直に答える事が出来た。殿下が笑うかな？　と思ったが笑わなかった。妙な感じだ。


「公方が朽木と上杉の婚儀に大分不満を漏らしているらしい。聞いておじゃるかな？」


「多少は」


小兵衛から報告が上がっている。義昭の奴、上杉は何故俺を殺さなかったのかと頻りに不満を漏らしたそうだ。殿下の話からすると輝虎は多少なりとも義昭に俺への不満を漏らした、そこまで行かなくても匂わせたのかもしれない。義昭は輝虎に期待しただろう。


「どうかの、竹姫を麿の養女にせぬか」


「殿下の養女にございますか？」


驚いて問い返すと殿下が〝ほほほほほほ〟と笑い声を上げた。


「左様に驚く事はおじゃるまい。そなたは天下静謐の任を受けた者、麿も力を貸そうと申しておる」


私的には朽木、上杉と繋がりを持とうという事だろう。公的には朽木、上杉の婚儀を朝廷も後押ししていると天下に示そうという事だな。また義昭が文句を言うだろう。


「有難うございまする。是非にも御願い致しまする」


殿下が満足そうに頷いた。
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屋敷に入ると弟の権大納言二条昭実が出迎えてくれた。


「父上は御在宅か？」


「はい、ですが……」


「？」


「室町より客が来ておじゃります」


弟の表情が暗い。室町か、好ましい客ではないという事だ。


「良く来るのか？」


弟が首を横に振りながら〝以前ほどには〟と答えた。あの政変で父の影響力は大きく低下した。今の父に利用価値はそれ程無い。だがそれでも来るという事は余程に公方は追い込まれているのだろう。


「御待ちになりますか？」


「……父上は何処に？」


自室で客と会っていると答えを聞いて父の所へと向かった。父の部屋は奥まった所にある。これでは密談をしていたと思われるだろう、不用心な……。


カラリと戸を開けて〝父上〟と声を掛けた。部屋の中には父と武士が居た。二人とも驚いたように私を見ている。こちらも驚いた様な表情を作った。


「これは無作法を致しました。御用談中でおじゃりましたか。出直しましょう」


「右府、それには及ばぬ。丁度話は終わったところじゃ。豊前守、そういう事での、残念じゃが麿は力にはなれぬ。帰るが良い」


豊前守と呼ばれた武士が不満そうな表情を見せたが一礼して立ち上がった。帰り際一瞬だが私を見た。不満そうな色は消えていない。邪魔をされたと思っているのだろう。


私が座ると父が〝助けられたの〟と苦笑を漏らした。


「幕臣と権大納言から聞きましたが？」


父は苦笑を浮かべたまま答えない。


「何者でおじゃります？」


「公方の側近での、松田豊前守じゃ。時々来る。それ以外にも真木島玄蕃頭、摂津中務大輔等が来る」


「では？」


父が頷きながら〝反朽木よ〟と答えた。


「朽木と上杉の婚儀が気に入らぬらしい。幕府の許しも無く勝手に婚儀を決めるとは許し難き増上慢、幕府は認める事は出来ぬと。そして関白の養女にするとの事だが如何いう事か、朝廷はそれを許すのかと言っておじゃった。成り上がり者とも蔑んでおじゃったの。近衛家の養女などにしては千年先まで汚名を残すだろうと」


うんざりした様な口調だった。大分しつこく迫られたのだろう。　


「……此処に来たという事は？」


「阻止せよという事よ。帝に縋るも良し、宮中を纏めるも良し、何としてでも朽木と上杉の婚儀を阻止せよと」


「上杉は混乱致しますぞ」


父が微かに笑った。


「朽木の勢いが大きくなるのが認められぬのよ。そして朽木と朝廷の結び付きが強まるのも認められぬ。余程に邪魔と見える。麿にも関白の勢威が強くなっては困るだろうと言っておじゃった」


「上杉が混乱しては関東の北条、甲斐の武田が息を吹き返しましょう。関東、甲信が荒れます」


父が私を見て笑った。冷笑やもしれぬ。


「それが狙いやもしれぬの。公方にとっては朽木や上杉の様に大きい大名など邪魔なだけでおじゃろう。まして仲が良いとなればの、幕府の意向が通り難い。適度な大きさの大名が互いに争っていた方が御し易い、公方の意向が通り易いと思ったやもしれぬ」


「……」


確かにそうかもしれない。このままいけば朽木、上杉、織田の三家が天下を押さえるだろう。足利は唯の飾りになる。だが公方の望む天下になれば世の中は混乱するだけであろう。


「不満そうでおじゃるの。世の中が混乱するか？」


「……」


揶揄やゆを感じた。黙っていると父が声を上げて笑った。笑い終えると真顔になって私を見た。


「足利というのはそんな事は気にせぬ家じゃ。初代尊氏からずっと天下静謐など考えた事はあるまい。頭の中に有るのは己の事のみよ。だから世の中が落ち着かぬ」


父の声音には蔑みが有った。


「如何なさいます？」


「何もせぬ、出来る事はおじゃらぬしするつもりもない」


「……」


「年内に一条権大納言が内大臣に、飛鳥井権中納言が権大納言に昇進する。それに来年には永尊皇女様に内親王宣下が行われる。おそらくは西園寺へ降嫁となろう。朝廷は足利では無く朽木を選んだのじゃ。この状況で麿に出来る事が有るか？」


「いえ、おじゃりませぬ」


首を横に振った。朝廷は親朽木の色をはっきりと出している。この状況で父が公方の為に動いても効果はない。いや、父が京に居られる事自体が温情なのだ。動けば危険だろう。近江少将は公家に対して厳しい態度を見せた事は無い。だがその忍耐力を試すのは愚かというものだ。


「以前から伺いたいと思っていた事がおじゃります」


「ふむ、何かの」


「何故公方の味方をなされました」


父がじっと私を見ている。不思議だった。京は三好が治めていた。その中で公方の味方をする事は危険だった。だが父は公方の味方をした。何故そんな危険を冒したのか……。関白殿下に対する反発とは思えぬ。殿下は必ずしも三好と親しいわけでは無かったのだ。


「義助では天下は収まらぬと見たからじゃ」


「……」


「二人の器量を比較したわけではおじゃらぬぞ。問題は血じゃ。平島公方家の血では天下の諸大名が武家の棟梁と認めぬと思った」


「……」


無言でいると父が〝そなたには分からぬかもしれぬの〟と呟いた。


「永正の錯乱以降、足利は分裂し細川も分裂して争った。勝者となったのは足利義維と組んだ細川晴元であった。義維は本来なら将軍に成る事も出来たでおじゃろうの。だが成れなかった」


「それが血、でございますか？」


父が頷いた。


「細川晴元は天下の諸大名は義維を足利の嫡流、武家の棟梁と認めぬと思った。それでは幕府の威が、自分の威が天下に届かぬと思ったのよ。だから晴元は敵対していた足利義晴と和解し義晴を公方にした。要するに義維を捨てたのよ。ま、晴元にとっては将軍として担ぐのは誰でも良かったという事でおじゃろうの」


「……飯盛城の戦いでおじゃりますな」


父が頷いた。あの戦いで三好筑前守元長が死んだ。義維は阿波に追われた。晴元は一向一揆と組んで邪魔者を切り捨てたのだ。だが三好一族、平島公方家と足利、細川の遺恨はあの戦でより一層深まった。その遺恨が永禄の政変にと繋がった。


「無念でおじゃったろうの。だが晴元の判断を間違っていたと責める事は出来ぬ。やり方は拙劣でおじゃった。愚劣と言って良かろう。だが義晴と和解し義晴を公方としたのは正しかったと麿は思う。義維を公方にしては幕府の権威はより低下した事でおじゃろう。京の混乱もより激しくなった筈じゃ」


「……」


父がジッと私を見た。


「分かるか？　平島公方家の血は足利嫡流の血とは認められなかった血なのじゃ。まして義助は義輝を弑した者達に担がれておじゃった。これでは幕府の権威は低下する一方よ、天下は落ち着かぬ」


「だから公方を？」


「そうよの。……まさかあそこまで酷いとは思わなんだわ。関白があれを担がぬ筈よな。見誤ったわ」


父が苦笑を浮かべている。無念なのは父も同様だろう。公方は父を裏切者と罵っていると聞く。だが裏切られたという気持ちは父の方が強いに違いない。


「朽木で世は収まりましょうか？」


父が〝さての〟と言って首を傾げた。


「兵は有る、財も有ろう。だがそれだけでは天下は収まらぬ。天下を収めるには皆が平伏ひれふすだけの権威が要る。残念だが朽木の家には家格も血も無いの。源氏では有るが宇多源氏じゃ。六角、京極の様な名門というわけでもない。成り上がりと幕臣達が蔑むのも無理は無いの」


「……では収まりませぬか」


「慌てるな、権威が無ければ創れば良いではないか」


権威を創る？　妙な顔をしたのかもしれない、父が笑い声を上げた。


「あの者、中々上手うまいわ。関白の入れ知恵かの。朝廷に奉仕する、公方と大御所の争いを収める。細川晴元などよりもずっと上手じょうずよ。阿波三好も取り込んだわ。天下静謐の任を受け勅命も受けた。朝廷では皆が武家の棟梁は近江少将と思っておじゃろう。そして今回の婚儀……」


「……」


父が意味有り気に笑った。


「これまでは対等でおじゃったが今後は上杉は朽木に一歩も二歩も譲る事になる。関東管領上杉家が譲るのじゃ、これは大きい。それに娘を関白の養女にするとなれば公武が上杉の跡取りを支えるという形になる。公の代表は関白、武の代表は少将、少しずつではあるが朽木の権威が出来つつある」


「なるほど」


私が頷くと父がまた笑った。


「まだまだ紆余曲折はおじゃろうな。だが朽木の権威が確立すれば天下は収まる。天下が収まれば朝廷も安泰というものよ」


なるほど、父が公方に協力せぬのは新たな権威が出来つつあると見ている所為か。そしてそれに期待しているという事でも有る。


「その時、足利はどうなりましょう？」


父がじっと私を見た。


「……公方がその権威に従うか、抗うか、それ次第よ」


従えばどうなるのだろう？　阿波の大御所の様に程々の官位を与えられるという事か。では抗えば……。父が〝ま、難しいの〟と呟くのが聞こえた。







父娘
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叔父休夢斎と共に父の隠居部屋に赴こうとすると父の部屋の前で九郎右衛門と善助が密かに部屋の中を窺うような素振りを見せている。はて、一体何を……。そう思っているとこちらに気付いた九郎右衛門と善助が口元に人差し指を立てた。静かにという事か、二人は可笑しそうな表情をしている。さては……。叔父を見ると叔父も可笑しそうな顔をしている。二人で足音を殺して近付いた。


「どうじゃ、太兵衛。これは」


「これは、花入れでございますか？　御隠居様」


こっそり覗くと父が黒い小振りの花入れを太兵衛に見せていた。やはりこれか。この二人は時々焼き物で意気投合しているらしい。俺が見るのは初めてだ。多分叔父もだろう。


「なかなか良さ気であろう。備前焼じゃ」


太兵衛が小首を傾げた。


「備前焼でございまするか？　はて、御隠居様、備前焼に黒は無かったと思いまするが？」


詳しいな、太兵衛。何時の間に詳しくなった？　善助と九郎右衛門が必死に笑いを堪えている。


「古い備前焼きに黒い物が有るのだ。黒備前と呼ばれていてな、珍重されているらしい。少々値が張ったわ」


父が軽く笑い声を上げた。


「なるほど」


太兵衛が頷く。父は得意げだ。


「この花入れなら緑の葉の色と赤や白の花の色がくっきりと映えよう」


「左様でございますな、寒椿などが似合いましょう。今から楽しみにござる。……しかし余り大きな物は難しゅうございまするな」


「そうじゃのう。残念じゃ」


父が嘆き太兵衛が頷いている。


「そなたの壺は如何じゃ」


「先日の御月見様でススキを入れてみました」


「ほう、太兵衛は風流じゃのう」


父が楽しげに声を上げた。ススキをあの壺に入れた？　叔父が口元を抑えている。善助と九郎右衛門も同様だ。太兵衛は父に褒められて嬉しげだ。


「中々に風情が有りましたが少しススキでは線が細う感じられました。やはりあの壺には桜や梅の枝、或いは松の枝の方が似合いましょう」


「なるほどの、では儂の花入れに寒椿を入れそなたの壺に梅を入れるか。並べてみたいの、それぞれに趣が有りそうじゃ」


「はい、冬が楽しみにござる」


そろそろ良いか。


「なかなか楽しそうな御話ですな、父上、太兵衛」


声をかけて入ると叔父、善助、九郎右衛門が笑いながら後から付いて来た。


「何じゃ、聞いておったのか。何処から聞いていたのだ？」


「某と叔父上は父上がその備前焼の花入れを太兵衛に見せる所からです。善助と九郎右衛門はその前からですな」


「太兵衛、楽しそうであったな」


「あの壺にススキか、いや風流じゃ、畏れ入ったわ」


「冬が楽しみだのう」


叔父、九郎右衛門、善助にからかわれて太兵衛が真っ赤になってもごもごと何か言っている。


「官兵衛、何かあったか？」


「はっ、近江少将様から文が」


父が〝ほう〟と声を上げた。そして善助、九郎右衛門、太兵衛が座を外そうとしたが押し留めた。三人の顔が引き締まった。


「何と書いて有った」


「はい、関東管領輝虎公の御容態と御養子上杉喜平次景勝様に少将様の御息女、竹姫様を嫁がせると」


シンとした。皆で顔を見合わせあっている。


「輝虎公は半身に軽い痺れが有るそうです。口は些か不自由ですが話す事は出来ると文に書いて有りました。来年には竹姫様を越後に送るそうです、婚儀も行われるので今から忙しくなりそうだと書かれてありました」


「半身に痺れか」


「戦は難しかろう」


「惜しいのう、軍神とまで謳われた輝虎公が戦場に立てぬとは……」


善助、九郎右衛門、太兵衛が話すのを父と叔父が複雑そうな表情で聞いている。父も叔父も年齢的に中風を身近に感じる年になった。思うところが有るのであろう。


「官兵衛、竹姫様は御幾つかな？」


「七歳とか、喜平次様は二十歳だそうです」


「七歳と二十歳……」


父が呟くと皆が其々に反応を示した。唸る者、溜息を吐く者……。


「如何見る、官兵衛」


父が低い声で訊ねてきた。


「喜平次様の御立場を少しでも良くしようとの事でしょう。上杉様の御容態は手足に軽い痺れが有る、喋るのが少し不自由との事ですが実情はもっと御悪いのかもしれませぬ。喜平次様は陣代との事ですが少しでも早く家督を、関東管領職を継がせたいのでしょう」


「しかし二十歳なれば家督を継いでもおかしくは有りますまい。それが陣代とは……、いささか訝しゅうござる」


「余程の愚物か、或いは上杉家中に何らかの事情で喜平次様に素直に従わぬ者が居るのであろう。しかもその者達の力は決して小さくは無い、無視出来ぬという事であろうの」


叔父と父の遣り取りに皆が頷いた。


十代での家督相続など珍しくも無い。経験が足りぬというなら親族の後見を受けつつ経験を積むというやり方も有る。近江少将様がそれだ。未だ幼い時期に父を失い祖父の後見を受けて家督を継いだ。だが十代の前半には自ら兵を率い近隣に武威を振るっている。後見を受ける事は何ら恥ではない。まして上杉程の大家なら……。二十歳にも拘らずそれが出来ぬという事は父の言うとおり反対する勢力が有るという事なのであろう。だからこそ竹姫様が嫁ぐのだ。近江少将の娘婿、未だ若く実績の少ない喜平次様には大きな援護の筈。そして……。


「竹姫様は妾腹の出ですが母親は確か氣比神宮大宮司家の娘の筈」


「氣比神宮？」


叔父が訝しげな声を上げた。


「はい、北陸では大きな力を持つ神社です。越後にもその影響力は及んでおりましょう」


皆が唸り声を上げた。


「これはまた、なんとも強力な護符じゃ」


「喜平次様に面白くない感情を持つ国人衆達も簡単には動けますまい」


「そのような護符なら小寺家にも欲しいもので」


善助、九郎右衛門、太兵衛の会話に父と叔父が笑い声を上げた。これで越後は一安心、そう思ったのであろう。


「如何した、官兵衛？」


父が訝しげにこちらを見ていた。父だけではない、皆が見ている。


「いえ、此処まで手厚く上杉に手当する以上、少将様の西国攻めは間近だろうと思いまして」


敢えて笑みを浮かべて答えると皆が頷いた。


「そうよの、ようやく九字の旗が播磨にはためくの」


「楽しみにござる」


父と太兵衛の会話に皆が満足そうにしている。


護符か……、諸刃の剣になりかねぬ護符ではある。これまで朽木と上杉は東西に分かれて協力体制を取ってきた。侵さず、侵されず、ほぼ対等な関係と言える。だが竹姫様を受け入れれば越後、越中の氣比神宮縁の者は上杉家よりも竹姫様を主と見做すのではあるまいか。そうなれば上杉領内に竹姫様を基軸とした親朽木の勢力が誕生する事になるであろう。それが一体上杉に何をもたらすのか……。


単純に少将様の後ろ盾を得たとは喜べまい。いずれ上杉の上層部は今まで以上に朽木に配慮しなければならぬ事に気付こう。その状況が改善されるのは喜平次様と竹姫様に子が生まれるまで、世継ぎが生まれるまで続く事になる。竹姫様は七歳、となれば今後約十年はそういう状態が続くという事だ。……考え過ぎだろうか？
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自室で一人壺を磨く。あー、いつもは心が段々落ち着いてくるんだがなあ。今は駄目だ、全然落ち着かん。というより落ち込むわ……。七歳の娘使って安全保障の確立って屑くずな父親だよ。竹には越後なんかに行きたくないって泣かれた。宥めるのが大変だった。カステーラには見向きもしないし綺麗な衣装にも見向きもしない。この城に居たい、俺の傍に居たいと言われた。春日山城は大きくて立派な城だと言ったんだがなあ。俺が思っている以上にファザコン娘に育ってしまった。一緒に風呂には入っていないんだが……。


唯一の救いは綾ママ、小夜、雪乃が状況を理解してくれている事だ。雪乃には俺が話した。何度も頭を下げて謝った。雪乃も朽木を守るためには上杉が必要だという事は理解してくれた。綾ママと小夜には雪乃が説明してくれた。俺が話したら反発しただろうな。だが雪乃が話した事で、納得している事で二人も何も言わなかった。苦しんでいるのは俺も同じなんだと言ってくれたらしい。有難い話だよ。


でもなあ、俺は責められた方が楽だった様な気がする。酷い父親だ、お前は人でなしだと胸倉掴まれて引っ叩かれた方が楽だったと思うんだ。その通りだ、俺は人でなしだ。人間の屑だ。だからどうした、朽木を守るためには仕方ないんだと開き直れただろう。でもなあ、皆優しいんだ。俺を気遣ってくれる。女達だけじゃない、家臣達もだ。だから余計に辛い。


落ち込むわ、立ち直れない。何処かの馬鹿が戦争でも仕掛けてこないかな。そうすれば憂さ晴らしに叩き潰してやるんだが。俺の方からは動けないんだ。小夜と雪乃がもう直ぐ出産だしちょっと外に出ると竹が寂しがる。……いかんなあ、ついつい壺を磨く手が止まる、溜息が出る。俺、何やってるんだろう？　気合い入れて壺を磨こう。


関白殿下から竹を近衛家の養女にしては如何かと打診があった。殿下も上杉とは縁が深い、輝虎の病気には胸を痛めているようだ。それに殿下は義昭とは対立関係にある。朽木の天下獲りが揺らぐのは拙いのだ。上杉の混乱を出来るだけ最小限に抑えたいと考えている。


やるもんだねえ、竹は戦国の天璋院篤姫あつひめか。流石と言うべきかな、近衛家の価値を十二分に認識している。そして近衛家と朽木家、近衛家と上杉家の絆を強めようという事だ。上杉にとっても竹が近衛家の養女になれば鬼に金棒だろう。京の五摂家の一つ、近衛家を通して朝廷と強い繋がりを持つ事が出来る。まさに竹姫サマサマだな。


竹が近衛家の養女になれば義昭の馬鹿が怒りまくるだろうな。いや、もう怒っているか。勝手に婚姻を決めるとは何事か、事前に伺いを立てるのが筋だろうと一色藤長、細川藤孝の前で栄養失調のプロレスラーがうろうろしながら怒りまくったらしい。まあ、藤長が煽った部分も有るがな。馬鹿じゃないの？　大名間の私婚の禁止なんて制度化されたのは江戸時代からだろう。一々お前の許可なんて取る必要は無いんだ。上杉だってお前の許可を取りましょうなんて言ってこないぞ。上杉と朽木の間では来年婚儀を挙げた後に事後報告で終わりと調整済みだ。


理由は簡単、お前が素直に認めるとは思わないからだ。上杉も朽木もこの婚姻が必要だと理解している。特に上杉は切羽詰まっている。朽木憎しで凝り固まっているお前は邪魔なのだよ、義昭君。これで義昭は朽木だけじゃなく上杉まで敵に回す事になった、阿呆な奴。元々阿波三好は義昭に良い感情を持っていない。朽木、上杉、阿波三好の絆はより強まるだろう。そうだ、そろそろ大御所の官位を上げないといかんな。従三位権中納言へ進めよう。喜んでくれる筈だ。大御所を厚遇すれば彼を庇護する三好一族も喜ぶだろう。三好と朽木の関係もより安定する。


面白くないんだろうな、義昭は。本願寺との和睦の後、朝廷からは金銀の交換比率は朽木に任せるとの委任状が来た。それを受けて交換比率を発表した。これにも大分御怒りだったらしい。朝廷も朽木も幕府を蔑にしていると。その通りだ、目指すところが違うんだよ。誰もが発展と安定を求めている。だが義昭は分裂を求めている。足利が力を発揮するには大勢力なんて要らないからだ。だがな、世の混乱には皆がうんざりしているんだ。だから朝廷は朽木を頼りにしている。


もしかすると後世ではこの金銀の交換比率の委任状は朝廷が足利から朽木に大政の委任を切り替えた日とか言われるのかな？　朽木政権はこの日をもって誕生したとか。ちょっと気が早いか、でも朽木政権誕生へ向けての第一歩とかは言われるかもしれない。本当にそうなると良いな。竹を嫁がせるのも無駄じゃなかったという事になる。となると問題は織田だな。


信長からも輝虎の状況確認の文が来た。だから半身に痺れが有る事、口が不自由だが聞き取れない程ではないと返しておいた。実際補佐は必要だろうが政務が全く執れないとも思えない。娘を嫁がせるから朽木と上杉の絆は強まるだろうと書いて送った。さて如何思ったかな。


今織田は遠江を攻略し駿河攻めにかかろうとしている。甲斐の武田と相模の北条は今川と共にそれを防ごうと必死だ。越後の上杉は当分動けない。関東も信濃も先ずは様子見だろう。となれば北条、武田はかなりの戦力を対織田に投入出来る。今川、武田、北条、一万五千前後かな？ 


織田、徳川は三万は堅い。先ず負ける要素は無いだろう。だが盤石にするには朽木から応援を出すか？　陸ではなく海、水軍を使って駿河、伊豆から相模の海岸を攻撃する。北条を脱落させる事は出来なくても焦らせる事は出来る筈だ。今川の国人衆も気もそぞろだろう。信長に提案してみよう。如何出るかな？　受けるか、拒否するか……。


「父上」


声のした方を見ると竹が戸から首だけ入れてこちらを見ていた。やれやれ、これでは嫁に出せんな。


「御行儀が悪いぞ、竹。用が有るのなら入りなさい、遠慮は要らぬ」


〝はい〟と答えて竹が部屋の中に入って来た。トコトコと歩いてきて俺の前に坐る、まるで御人形さんだ。胸が痛んだ。


「如何した？　何か用かな？」


出来るだけ穏やかに和やかに声をかけた。


「母上が父上の御側に行きなさいって」


「雪乃が？」


竹がこくりと頷いた。駄目な父親だけじゃなかった、夫としても最低だ。雪乃だって辛いのに気遣われている。そうだよなあ、落ち込んでる暇なんて無いわ。来年には竹は越後に行く。今しか一緒にいる事は出来ないんだ。


「こっちにおいで、此処に」


竹が嬉しそうに立ち上がるとトコトコ歩いて胡坐あぐらをかいている俺に背中を向けて腰を下ろした。頭を撫でてやると俺を見上げてニコッと笑った。昔はこうして良く頭を撫でてやったなあ。最近は妹や弟達が居るから遠慮していたのかもしれない。駄目だなあ、また鼻の奥がツンとして来た。何か話さないと……。







    
  
  




「もう直ぐ弟か妹が生まれて来るな」


「はい」


「竹が生まれた時な、父は戦で半年ほど城に戻らなかった。だから竹が生まれた事を知らなかったのだ」


「まあ」


「それだけではないぞ、竹が雪乃のお腹に居る事も知らなかった」


「本当ですの」


竹が吃驚している。


「本当だ。雪乃は戦場で苦労している父を気遣って子供が出来た事を報せなかったのだ。だから城に戻った時に雪乃が竹を抱いて現れても父は竹が自分の娘だとは思わなかった。どこか余所の赤子を抱いているのだと思ってしまった」


「……」


「怒られたなあ。雪乃だけではないぞ、小夜にも母上にも怒られた。御爺にはお前は抜けていると笑われた。あの時の赤子がこんなに可愛い娘になるとは……、不思議な事だ」


いかん、俺は何を言っているんだろう。


「竹は塩津浜の城を憶えているか？」


竹が首を横に振った。


「そうか、竹が生まれた城だ。生まれてから直ぐに清水山城に移ったから覚えておらぬか」


「はい、どのような御城なのです」


「小さい城だ。この八幡城や清水山城に比べればずっと小さい」


「まあ」


竹が〝まあ〟と声を上げた。不思議そうな顔をしている。そうだろうな、竹が生まれたのは朽木が大きくなってからだった。信じられんだろう。


「だが父はあの城から北近江を獲り越前、加賀、能登、若狭、南近江、伊勢を攻め獲った。あの城は朽木が大きくなるのを見守ってきた城だ」


「……凄い」


「そうだな、凄い城だ。あの城を獲った時は嬉しかった。これで朽木は大きくなれる。北近江は俺が制したと思ったからな」


竹がじっと俺を見詰めていた。


おそらく俺の言った事の意味など半分も分かるまい。だがそれでも一生懸命理解しようとしている。愛おしかった。


「行ってみるか？　船を使えば直ぐだぞ」


「はい！」


竹が嬉しそうな声を上げた。


「では子が生まれたら行ってみよう。小夜や雪乃を心配させてはならんからな。それと朽木谷にも連れて行ってやろう」


そうだ、この娘を越後に送る前に朽木谷に連れて行かなければ。


「朽木谷？」


竹が不思議そうな顔をした。


「朽木一族が代々暮らしてきた場所だ。朽木の名字もその朽木谷から取って名乗るようになったと聞いている。父も十歳ぐらいまでは朽木谷に居た」


「本当ですの？」


「本当だ。竹を御先祖様に引き合わせなければならん。俺の自慢の娘だとな」


「はい」


竹が嬉しそうに笑って頷いた。


「竹……」


「父上？」


「いや、その日が来るのが楽しみだな」


俺は馬鹿だ。もう少しで越後に行きたくないと言えと言うところだった。どんなことをしてもお前を守ってやる。上杉、織田を敵に回してもお前を守ってやると。俺はそう言いたかったのだ。度し難い馬鹿だ。俺が滅べば竹は後ろ盾を失うのだ、それを忘れてどうする？　朽木は強く大きくなければならん。


竹を近衛の養女にする、手続きを進めよう。竹の側にはそれなりの者を付けなければならん。八門、伊賀は駄目だ、上杉の不快感を招きかねん。朽木、氣比神宮大宮司家から信頼出来る者を選ぼう。輿入れは三万の人間を動かす。武田から北条への輿入れの行列が確か一万人だからな。その三倍だ。輿入れの準備は進藤山城守、目賀田次郎左衛門尉に任せよう。あの二人は旧六角の家臣だからこの手の事にはなれている筈だ。


それと嫁入り道具は海路でも運ぼう。船には朽木の水軍が護衛として付く。直江津の湊に若狭、丹後水軍を勢揃いさせてやる。俺を怒らせるなよ。足利なんぞどうでも良い、天下に手をかけているのは俺なのだ。京の朝廷と密接に繋がっているという証が要るな。……あれをやるか、竹の嫁入り道具に持たせてやろう。


年が明けたら戦だ。播磨に攻め入る。俺は立ち止まる事は許されんのだ。荒ぶれ！　荒ぶるのだ！　朽木恐るべし！　そう天下に思わせるのだ。竹の後ろには俺が居る、喜平次景勝の後ろには俺が居る。そう思わせる事が竹のためになる。年が明けたら播磨攻めだ、官兵衛に伝えよう。


「父上？」


竹が俺を見上げていた。


「ん、如何した？」


「御顔が怖いです」


「……済まん」


娘を怯えさせて如何する！　俺って本当に駄目な奴……。







嫁入り道具
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『四海波静かにて　国も治まる時つ風　枝を鳴らさぬ　御代なれやあひに相生の松こそ　めでたかれ　げにや仰ぎても　事も疎かや　かかる代に住める　民とて豊かなる　君の恵みぞ　ありがたき 君の恵みぞ　ありがたき』


能役者が高砂を舞っている。目出度い歌だ、これで確か二度目だな。十一月は酒人座が能興行の当番だが竹の婚約、そして子が生まれた事を高砂を舞う事で言祝ことほいでくれているらしい。何と言っても大事なパトロンだからな、気を遣うわけだ。後で祝儀を弾まねばならん。


ま、目出度いのは確かだ。朽木家以外でも飛鳥井の伯父は権大納言になったし一条権大納言は内大臣になった。竹が関白の養女になれば近衛との繋がりはさらに強まる。これで従妹姫が西園寺実益に降嫁すれば万里小路とも縁が出来る事になる。宮中にしっかりとした繋がりが出来たと言えるだろう。大いに目出度い。


見物席には大勢の人間が居た。俺の周囲には綾ママ、小夜、雪乃、子供達、辰、篠。そして平井加賀守、弥太郎親子、進藤山城守、目賀田次郎左衛門尉、気比憲直、蒲生下野守、黒野重蔵、竹若丸の傅役、竹中半兵衛、山口新太郎が並んでいた。他にも国人衆や家臣達が大勢見物していた。小夜と雪乃はそれぞれ赤子を抱いている、幸せそうだ。平井加賀守、気比憲直は時折赤子を覗き込んで満足そうにしている。


小夜と雪乃は十一月の頭に子を産んだ。小夜が先に娘を産み雪乃が二日遅れで息子を産んだ。八幡城は大騒ぎだったな。まるで籠城戦でもしている様な騒ぎだった。初めて立ち会ったが無力感と疲労感、焦燥感だけが募ったわ。生まれた時は喜びよりも安堵感が強かった。二人には悪いが二度とこんな事は御免だ。次は何か用事を見つけて留守にしよう。


二人ともそれぞれ望んでいた娘と息子を授かって大喜びだ。小夜の産んだ娘には百合、雪乃の産んだ息子には万千代と名付けた。小夜も雪乃も良い名だと喜んでくれた。そろそろ松千代にも傅役を付けねばならんなあ。如何したものかな、誰にすれば良いか……。軍略方から一人、兵糧方から一人。或いは朽木の重臣から選ぶという選択肢も有るが……。


待てよ、主殿にするか。ずっと俺のために地味な仕事をしてくれている。そういう人間を付けた方が良いだろう。松千代は竹若丸を助けて朽木を支える男になるのだからな。主殿の下に軍略、兵站に詳しい人間を付けよう。誰が良いかな？　軍略は長左兵衛綱連にするか。兵站は伊右衛門は石山に送ってしまったからなあ。……石田藤左衛門にしよう。三成の親父だ。後で小夜に相談して決定だな。


軍略方と兵糧方に人を入れよう。これから忙しくなる筈だ。兵糧方には蒲生忠三郎を入れよう、それと鯰江左近だな。この二人は補給の重要性を教えた方が良い。軍略方には日置助五郎、宮川重三郎、荒川平四郎、長沼陣八郎を入れる。鍋丸、岩松、寅丸、千代松、そろそろ朽木の中枢に入ってこい。待っていたんだからな。


竹が無心に能を見ている。分かっているかな、お前の婚約を祝ってくれているという事が。月が変わったら塩津浜、朽木に行かねばならん。竹若丸も朽木に行きたがっている。一緒に連れて行こう。朽木は元は八千石の国人だったと教えなければ。今の朽木を当然と思うなと。そうなれば六角、北畠、畠山のように滅ぶのだと。


そしてもう一つ、名門今川が滅びかけている。織田は月が代われば軍を動かす。朽木も水軍を派遣する事になった。三国同盟にとっては厳しい試練だ。今の所織田は朽木、上杉との友誼を壊すつもりはないらしい。もしかすると関東での上杉の勢力は縮小すると見ているのかもしれない。それに代わって勢力を伸ばす。


甲斐、伊豆、相模。その先は武蔵……。駿河も入れれば百万石は超えるんじゃないかな。織田の勢力は尾張、美濃、三河、遠江を入れれば二百五十万石を軽く超えるだろう。となると上杉の領地は越後、越中、飛騨、それに上野、信濃、そんなところか。二百万石くらいだな。織田が飛騨に攻め入らなければこのまま協力体制は維持出来るかもしれない。


小兵衛から妙な報告が上がった。播磨の英賀に宇津右近大夫頼重が名を変えて居るらしい。どうやら丹波を逃げ出して播磨の英賀に潜伏したようだ。当然だが顕如の黙認の下の筈だ。おそらく朝敵の宇津を石山に匿かくまえば本願寺討伐の口実を与えると思ったのだろうな。本願寺は内部がごたついていた。口実を与えるのを避けたわけだ。


英賀はやる気満々だそうだ。仏敵基綱、第六天魔王基綱と叫んで気勢を上げているらしい。笑わせるな、お前らこそ破戒僧だろうが。お前らに罵られても褒め言葉にしか思えんぞ。連中は播磨で反朽木連合を組もうと動いている。勿論その後ろには足利義昭、安芸の毛利と顕如が居る。煮詰まって来たよな、戦国も。これからが本番だ。


大叔父と伊賀の藤林長門守から面白い報告が有った。土佐ではとうとう池四郎左衛門頼和が謀反の罪で長宗我部元親に殺された。どうせでっち上げだと思ったのだがそうでもないらしい。堺との交易を断たれた事で池四郎左衛門は長宗我部のために銭を稼げなくなった。だが事はそれだけでは済まなかった。四郎左衛門自身が困窮した。


このまま長宗我部に付いていては自分が没落する。ということで四郎左衛門は長宗我部から嫁いできた嫁を離縁して独立し朽木、土佐一条に寝返ろうと考えたらしい。元々高慢で実家自慢の嫁を快く思っていなかったからな。家臣達に相談していたようだ。


だが元親も四郎左衛門は現状では役に立たないと判断したらしい。おまけに夫婦仲も悪い。いずれ長宗我部を裏切るだろうという事で先手を打ったようだ。いや信頼なんて欠片も無い、清々しいくらいに非情だ。戦国らしさをひしひしと感じさせてくれるよ。嬉しいねえ、気合が入るわ。


長宗我部への経済封鎖は上手くいった様だ。かなり困窮している。長宗我部の年貢は二公一民と酷いものなのだが堺との交易を遮断した事で七公三民にまで引き上げられた。百姓からは怨嗟えんさの声も上がっているらしい。元親が四郎左衛門を誅したのも自分の恐ろしさを皆に浸透させるためかもしれない。恐怖政治の始まりかな？　だが何処まで続けられるか。


元親は土佐一条家に戦を仕掛けようとしている様だ。おそらくは年が明けて二月頃だろう。戦で勝つ事で領内の不満を解消しようというのだろうが一つ間違えると日露戦争のロシアと同じ事になる。ま、焦っているのは元親だ。後は土佐一条家次第だな。だが念のため三好に牽制を頼んでおこうか。ついでに朽木の水軍も動かそう、池四郎左衛門が誅殺された、長宗我部の水軍は無きに等しい。大きな威力を発揮するだろう。
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能興行が終ると次郎左衛門尉殿と共に御屋形様の自室に呼ばれた。おそらくは竹姫様の御輿入れの件であろう。部屋に入ると御屋形様の他にも人が居た。平井加賀守殿、気比大宮司殿、蒲生下野守殿、黒野重蔵殿。御屋形様を基点に扇形に並んでいる。それを崩さぬように次郎左衛門尉殿と座った。


「大宮司殿。当家の評定衆を務める重臣、進藤山城守、目賀田次郎左衛門尉だ。この二人が竹の輿入れを差配する」


大宮司殿が深く頭を下げたのでこちらも同じ様に深く頭を下げた。次郎左衛門尉殿も同じ様に頭を下げた。


「大宮司殿、上杉の内情は決して予断を許さぬと俺は考えている」


御屋形様の言葉に大宮司殿が無言で頷いた。


「越後国内は勿論だが北陸、関東、奥州も如何動くか分からん。大宮司殿、北陸は勿論だが奥州にも気を配って頂きたい」


「奥州もでございますか？……分かりました。何処まで御役に立てるか分かりませぬが力を尽くしましょう」


大宮司殿の答えに御屋形様が頷かれた。氣比神宮は北陸が地盤、奥州には不案内であろう。だが竹姫様は孫、出来ぬとは言えぬか。


「どんな事でも良い、気になる事、おかしな事、不思議な事が有れば俺に、そして山城守と次郎左衛門尉にも報せて貰いたい」


「分かりました。……山城守殿と次郎左衛門尉殿、以後は良しなに願い申し上げる」


「こちらこそ、以後は良しなに願い申し上げる」


私と次郎左衛門尉殿が答えると大宮司殿が頷いた。


「倅、小兵衛にこの事を伝えまする。八門に何か引っかかった場合は皆様方に御報せ致しましょう」


「頼むぞ、重蔵」


御屋形様の言葉に重蔵殿が頭を下げた。私、次郎左衛門尉殿、大宮司殿も頭を下げた。


「山城守、次郎左衛門尉」


「はっ」


「竹の輿入れだが金に糸目は付けん。好きなだけ使え」


「はっ」


金に糸目を付けない？　御屋形様の糸目を付けないとは一体どの程度の金を使って良いのだろう？　次郎左衛門尉殿も困った様な顔をしている。


「輿入れの行列は三万人だ、左様心得るように」


「三万！」


思わず声が出た。皆も驚いている。


「足りぬか？　そうだな、余りに少なくては上杉家も不満に思おう。何と言っても相手は関東管領の家だ。うむ、五万は……」


「お、御屋形様」


下野守殿が身を乗り出しながら御屋形様を止めた。


「何だ、下野守」


「五万ではいささか多過ぎまする。三万で十分だと某は思いまする」


下野守殿がこちらを見た。


「御屋形様、下野守殿の申される通りです。余りに多くては上杉家でも困惑いたしましょう」


「某も同意致しまする。言わせていただければ三万でも多いかと」


私と次郎左衛門尉殿が下野守殿に続くと御屋形様が〝ふむ〟と鼻を鳴らした。


「三万は譲れぬ。朽木は竹のためなら三万を動かす。それを天下に知らしめる必要が有る」


「……」


「俺は朽木を守るために七歳の娘を上杉に差し出した。当主としては当然の事だが父親としては屑だな、人でなしの極みだ。だからこそ元は取らねばならん。これは上杉を守るためではない、朽木を守るためと心得よ」


皆が頭を下げた。御屋形様は本気だ、金に糸目を付けぬというのも本気であろう。とんでもない輿入れになる。


「山城守は月が変われば京の朝廷に恒例の荷を届けて欲しい」


「はっ」


「向こうは俺に感謝していると言う筈だ。その際、俺がこう言っていたと言うのだ。此度朽木の娘が関白殿下の養女として上杉家に嫁ぐ。それに相応しい嫁入り道具を持たせてやりたい。ついては公卿の方々から和歌を一首づつ頂けまいか。屏風に載せて持たせてやりたいと」


皆が顔を見合わせた。


「御屋形様、それは？」


私が問うと御屋形様が軽く笑い声を上げた。


「春日山城の竹の部屋に屏風を飾ってやるわ。屏風には和歌と公卿の名前が入っている。それを見れば朽木と公卿の、朽木と朝廷の繋がりの強さが分かるであろう。つまり京を支配しているのが誰かもな」


「御屋形様」


下野守殿の声が震えている。御屋形様がまた笑い声を上げられた。


「御堂関白と謳われた藤原道長様が為された事だ。和歌を要求する事で誰が自分の味方か、敵かを分別した。フフフッ、……たかが和歌だ。だが公卿達には俺が何を考えているか、何を求めているか分かる筈だ。拒否はさせぬ」


「……」


御屋形様は笑みを浮かべている。誰も口を開けぬ。御屋形様が今回の上杉への輿入れを最大限に利用しようとしているのが分かった。皆も同じだろう。


「和歌は松永、内藤、三好、畠山にも求める。あの四人にもそろそろ旗幟を明らかにして貰う。これまでの様に曖昧な態度は許さぬ。俺か公方様かでは無い、俺に服従するか否かを問う」


「……」


「山城守、頼むぞ。関白殿下、一条内大臣、飛鳥井の伯父には俺から文を書く。協力してくれるだろう」


「はっ、大役相勤めまする」


御屋形様が満足そうに頷かれた。


それを機に御屋形様の御前を下がった。大宮司殿は御側室雪乃様の元へと向かわれると下野守殿が〝少し話をしたい〟と言って下野守殿の部屋へと誘った。重蔵殿が〝某は〟と遠慮しようとすると下野守殿が首を横に振って止めた。重蔵殿を除けば残りは六角家の六人衆と言われた者達だ。密談していると思われたくなかったか。或いはこの二人、親しいのか。相談役として常に御屋形様の傍に居る。その可能性は有る。


重蔵殿が女中を呼び止め茶の用意を頼んだ。下野守殿が〝済まぬな〟と言って部屋に入る。我等も入り車座になって座った。


「山城守殿、次郎左衛門尉殿、大役でござるな」


下野守殿が労ってくれた。改めて役目の重さに心が引き締まった。


「六角家に居る時もこれほどまでに大きな御役を命じられた事は無い。身の引き締まる思いじゃ」


私の言葉に次郎左衛門尉殿が大きく頷いた。


「今更ながらだが朽木家の大きさを実感した。三万もの行列とは……。某の記憶では甲斐の武田が北条に娘を嫁がせる時に一万の供が付いたと聞いた覚えが有る。かれこれ二十年程も前の事になろうか。あの時は随分と奮発したものよと思ったが……」


加賀守殿が首を横に振っている。武田の事は自分も覚えている。確かにあの時は驚いた。三国同盟、今川、北条に侮られぬようにとの事であったのだろう。


「重蔵殿、下野守殿、御両所は越後に赴かれたな。上杉の内情、危ういと御考えかな？」


問い掛けると二人が顔を見合わせた。


「それほど長く居たわけではござらぬ故断言は出来申さぬ。なれど直江大和守殿、長尾越前守殿、その御内室様は状況をかなり厳しく見ていると感じ申した。竹姫様の御輿入れを願ったのもそれ故でござろう」


重蔵殿の言葉に下野守殿が頷いた。なるほど、御屋形様が三万の供を付けるのも道理という事か。


外から声が掛かって女中が二人入って来た。それぞれ茶碗と茶菓子を置いていく。下野守殿が〝ほう〟と声を上げた。


「カステーラとは珍しい」


下野守殿が眼を細めている。可笑しかった、普段はニコリともせぬ下野守殿が甘い物には眼が無い。


「或る所から手に入れましてな。茶菓子として出す様に頼み申した」


重蔵殿が笑いながら答えた。


「代替わりしたとはいえ流石は八門と言ったところかな」


次郎左衛門尉殿の言葉に笑い声が上がった。重蔵殿も笑う。笑いながらこのカステーラは南蛮人が持って来た物では無く殖産奉行が作らせているカステーラなのだと教えてくれた。皆が顔を見合わせた。


「殖産奉行が菓子職人を集めてカステーラを作らせているとは聞いていたが」


下野守殿の言葉に重蔵殿が頷いた。


「南蛮の菓子を作るなど初めての事、色々と戸惑っているようでござる。最初は失敗も多かったとか。最近になって漸く形になって来たがまだまだ南蛮人の作るカステーラには及ばぬそうにござる。商品として売りに出すのは未だ先の事でござろう」


皆がそれぞれの表情で頷いた。特産品を作り出す事は簡単では無い。朽木が裕福になったのも漆器、綿糸、椎茸、石鹸などの特産品を造りだしたからだ。御屋形様はそれに満足なされずに螺鈿や蒔絵等次々に特産品を造りだしている。殖産奉行という他家にはない奉行職を創られた事もそれだけ特産品を生み出す事を重視しているからだろう。


「殖産奉行は毎日のようにカステーラを食しているとか。下野守殿、羨ましいのではござらぬかな」


重蔵殿がからかうと下野守殿が膝を叩いた。


「失敗であったわ。相談役よりも殖産奉行になるべきであったか。今からでも御役替えを願った方が良いかな？」


皆が笑い声を上げた。


食してみようという事になって皆がカステーラを口に運んだ。


「ふむ、甘さは申し分ない」


「しかし何と言うか、舌触りが」


「うむ、南蛮人の造るカステーラに比べるとざらつくような感じがする」


「今少し滑らかさが欲しいものじゃ」


「なるほど、売りに出すにはもう一つでござるの」


文句を言っていたが皆が奇麗にカステーラを食べて御茶を飲んだ。


「和歌の事だが如何思われた？」


問い掛けると皆が押し黙った。


「……左様、公卿方は喜んで和歌を作りましょうな。御屋形様の仰られた通り、屏風が出来れば京を支配しているのは御屋形様という事の証となります。となれば公方様は御怒りになられましょう。竹姫様の輿入れ、近衛家の養女になられた事にも大分御不満を漏らしていると聞いております」


重蔵殿の言葉を皆が黙って聞いている。


「高が和歌、とは申せませんの。和歌一つに此処まで意味を持たせるとは、怖いものにござる」


加賀守殿が呟いた。皆が頷く。兵を使うのも戦なら和歌で旗幟を明らかにさせるのも戦だ。そして上杉に対しては強烈な示威になる。加賀守殿の言う通りじゃ、怖いものよ……。
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小御所に四人の公家が居た。権中納言甘露寺経元、左近衛大将今出川晴季、権大納言徳大寺公維、そして私権中納言勧修寺晴豊。父が権大納言に昇進すると直ぐに権中納言に昇進した。


「御聞きになられましたかな？　和歌の事」


甘露寺権中納言が皆を見回す様に問うと今出川左大将、徳大寺権大納言が〝聞きましたぞ〟、〝麿も聞きました〟と答えた。


「勧修寺権中納言殿は？」


「麿も聞いておじゃります」


答えると甘露寺権中納言が満足そうに頷いた。


「屏風に載せるとは御堂関白様の真似でおじゃりますな」


今出川左大将の言葉に皆が頷いた。


「御堂関白様の真似とは、また妙な事を考えまするな。少将は和歌を嗜たしなむとは聞きませぬが」


徳大寺権大納言が首を傾げると〝ほほほほほほ〟と甘露寺権中納言が扇子で口元を隠しながら笑い声を上げた。


「少将の母親は飛鳥井の出ですからな。飛鳥井は和歌に書、蹴鞠も堪能、それ故ではおじゃりませぬか」


甘露寺権中納言の言葉に皆が頷いた。〝なるほど〟、〝確かに〟と言っている。はて、そうであろうか？　少将は女達が政に口を出す事を許さないと聞くが。


「上杉家中に朝廷と朽木家の繋がりの強さを示そうというのでおじゃりましょうな」


私の言葉に三人が顔を見合わせた。


「上杉が揺らいでは困りますからな」


今出川左大将の言葉に皆が頷いた。


上杉の跡取り、喜平次景勝の上杉家での立場は脆弱と聞く。そして上杉に嫁ぐ竹姫は未だ七歳、少将は少しでも竹姫の立場を強め、喜平次の立場を強めようと必死なのであろう。


上杉が揺らげばこれまで盤石だった朽木、上杉の関係まで揺らぎかねない。織田との関係もおかしくなるだろう。それを公方が見逃す筈が無い。必ず織田、上杉を反朽木で立たせようとするに違いない。そうなれば朽木は畿内だけでは無く北陸、東海でも戦を覚悟しなければならなくなる。西へ進む余裕など無くなるだろう。それは朽木を朝廷の庇護者にと考える関白殿下の望まぬところでも有る。関白殿下が竹姫を養女にするのもそれが理由だ。


「嫁入り道具となれば麿らの和歌を上杉の者達が見るのでおじゃりますな」


「上杉家では家宝として扱いましょう。下手な和歌は創れませぬ、千年の後まで残りますぞ。ほほほほほほ」


「それだけではおじゃりませぬ。下手な和歌を創っては上杉の者達の侮りを受けましょうし関白殿下、少将の不興も買いましょう。気張らなければ」　


三人が笑いながら話している。少将と関白殿下は今回の一件を通して益々連携を強めようとしている。確かに下手な和歌は創れない、京を支配する二人の実力者を怒らせる事になる。頭の痛い事だ。


「それにしてもこのように楽しい催し物は久方振りの事でおじゃりますな」


「真、これまでは和歌を創ってもそれを披露する場がおじゃりませんでした。人は褒められて喜び貶されて発奮します。そうやって己が技量を磨こうとするもの。その場が無いとはなんとも詰まらぬ事です。張り合いが無い。和歌が廃れてしまいます」


今出川左大将、徳大寺権大納言の会話に素直に頷けた。朝廷の困窮は公家達から雅みやびを競う場を奪ったのは間違いない。公家達の多くは地方に下向する事で大名達の庇護を受けその場を求めた。しかしその事は必ずしも望む事では無かったのだ。皆が京で雅を競う事を望んでいた。


「願わくばこれ以降も麿らに披露の場を与えて欲しいものでおじゃりますな」


「そうでおじゃりますなあ。和歌の他にも漢詩、蹴鞠、管弦、書が有ります」


「楽しみでおじゃります」


今出川左大将、徳大寺権大納言、甘露寺中納言の三人が声を弾ませている。だが喜ぶだけで良いのか？


「室町はまた不満を言いましょうな」


私の言葉に三人が顔を見合わせた。公方は朽木と上杉の婚儀に強い不満を示している。特に竹姫が関白殿下の養女になると聞いてからは憤懣が酷いらしい。今回の事もさぞかし怒り狂うだろう。その事をこの三人は如何見ているのか。少しして徳大寺権大納言がクスッと笑った。


「そう言えば阿波の大御所に従三位権中納言をと少将が願っておじゃりましたな」


「年が明けてからその運びとなりましょう」


「ではまた不満を漏らしましょうな」


三人が笑い出した。公家達は公方よりも阿波の大御所に好意を持っている。いや、正確には公方が嫌う人物に好意を持っていると言って良い。それ程に公方の評判は悪い。


「今年の献上品も大層なものでおじゃりました。朝廷を盛り立て庇護してこそ天下静謐の任を果たしたというもの、そうではおじゃりませぬか？」


「真、権大納言殿の申される通りでおじゃろう」


「左様でおじゃりますなあ」


今出川左大将、甘露寺権中納言が徳大寺権大納言に同意した。禁裏修理、献上品、そして小野庄、山国庄。朽木の朝廷への奉仕は皆が認める所だ。私もそれには同意する。


「見事な武家の棟梁振りでおじゃりますな。頼もしい限りで」


徳大寺権大納言の言葉に座が静まった。権大納言は武家の棟梁は室町の公方に非ず、近江の少将だと言っている。


「左様でおじゃりますな。帝の御信任が厚いのも道理かと思いまする」


私の言葉に権大納言が満足そうに頷いた。そして今出川左大将、甘露寺中納言に視線を向けた。


「麿も同感におじゃります」


「真、見事な武家の棟梁振りで」


左大将、権中納言も同意した。これで良い。多分、明日にはこの話で宮中は持ち切りになるだろう。そして近江にも届く筈。少将も勧修寺に好意を持つ筈だ。






元亀三年（一五七五年）　十二月下旬　　　河内国讃良郡北条村　　飯盛山城　　内藤宗勝






「もうじき元亀三年が終わりますな」


兄の言葉がポツンと部屋に響いた。


「今年も何かと事が多い一年でございました」


事が多いという兄の言葉には素直に頷けた。左京大夫様も頷いている。本願寺が石山から退去した。そして越後では関東管領上杉輝虎が倒れた。


畿内では近江少将様の力が増した。だが越後が揺らいでいる。その事は畿内にも影響を及ぼしている。


「如何なされます？」


兄の問い掛けに左京大夫様が表情を曇らせた。


「断る事が出来ようか？」


「難しゅうございましょう」


「某も兄に同意致しまする」


「そうよな、難しかろうな」


左京大夫様が溜息を吐かれた。


近江少将様より御息女竹姫様の嫁入り道具にと和歌を求められた。年が明ければ竹姫様は越後上杉家に嫁ぐ。その事を公方様は喜んでいない。自分に断りなく勝手に決めたと憤懣を漏らしている。もっとも事前に許しを得ようとしても許可が出たとは思えない。公方様はこれ以上朽木の勢威が強くなるのを望んでいない。上杉家を打倒朽木に使いたいと考えている公方様にとっては朽木、上杉の婚儀は容認出来る事ではない。上杉家に朽木家の影響力が強まるのは許せる事ではないのだ。


その辺りは朽木家も上杉家も理解している。両家が公方様の憤懣を慮る様な事は無い。いや、そんな余裕は無いのかもしれない。上杉家は必死なのだ。上杉家の跡継ぎ、喜平次景勝は養子で立場が弱い。当主として地位を安定させるには朽木家の強力な支援が必要だと考えているのだろう。そして近江少将様も上杉の混乱は望んでいない。竹姫様を関白殿下の養女にする事で喜平次景勝を支えようとしている。そして今、少将様は我等に和歌を求めてきた。朽木家、上杉家の婚儀を祝福してくれるかと訊いている。断れば敵だと判断するだろう。いずれは戦になる。


「公方様からは何と？」


訊ねると左京大夫様が顔を歪ませた。


「和歌を作れと」


「断れではなく？」


左京大夫様が頷く。兄と顔を見合わせた。兄が厳しい表情をしている。公方様は朽木と上杉の婚儀に強い不満を示していた筈、にも拘らず和歌を作れとは……。


「少将様を騙せという事ですな」


兄の言葉が大きく聞こえた。少将様を騙す？


「公方様が朽木の勢力を削ぐ事を諦めたとも思えぬ。そういう事だろうな」


「という事は時期を見計らっているという事になりましょう。少将様が誰かと戦っている時に畿内で我らが兵を挙げる。そのためにも我らに不審を抱かせぬようにする……」


私の言葉に左京大夫様と兄が頷いた。


「先ず考えられるのが毛利との戦、或いは上杉の混乱への介入でございましょう。最善はその両方、そうなれば少将様は西と北に兵を送らなければなりませぬ。当然ですが畿内は手薄になる」


「我等にも出陣の要請が有るやもしれませぬぞ、兄上」


兄がフッと笑った。


「西か、北か、その場で兵を挙げれば良い。そこに織田が絡めば……」


シンとした。朽木は倒れるかもしれない。本来なら高揚が有って良い。だが二人の顔にはそれが無かった。自分にも無いだろう。


「真、それが可能だと思うか？　霜台、備前守」


「……」


「……」


兄も私も答えられない。つまり成らぬと見ている。


「そうよな、成るまいな。私も難しいと思う。だが公方様は……」


左京大夫様が溜息を一つ吐いた。公方様はそうは思わない。それが可能だと見る。以前からそういう所は有った。現実よりも希望を重視する。極めて危うい。


少将様は歳は若いが百戦錬磨の名将、簡単に倒せる御方ではない。それに我らが和歌を送っても無条件に信用するとも思えぬ。不意を突くのは簡単では無いだろう。その事を言うと左京大夫様と兄が頷いた。


「もっとも勝つ事だけが全てではございませぬ。悔い無く生きるのも大事な事にございます。我等に遠慮は要りませぬぞ」


「備前守の言う通りです」


私と兄の言葉に左京大夫様が〝済まぬな〟と頭を下げられた。将軍殺し、その汚名を雪すすぐ為に詩様を御正室に迎えられた。我等もその事を積極的に勧めたが今では重荷になっている。何と皮肉な事か……。


「ま、此度は和歌を送りましょう。後の事はゆっくりと御考えになれば宜しゅうございます」


「左様、先ずは和歌の事を考えなければ。余りに酷い出来では不興を買いましょうからな」


「やれやれよな」


今日初めて笑い声が上がった。何時の日か、今日の事を笑える日が来ればよいのだが……。






元亀四年（一五七六年）　一月上旬　　　山城国葛野・愛宕郡　　室町第　　一色藤長






「増長にも程が有る、そう思われぬか？　玄蕃頭殿、式部少輔殿」


「如何にも、中務少輔殿の申される通りでござる。のう、式部少輔殿」


「某も御両所と同じ思いでござる」


俺が頷くと上野中務少輔清信、真木島玄蕃頭昭光の二人が大きく頷いた。なるほど、次は俺も大きく頷こう。その方が見栄えが良い。


「公方様に承諾を得ぬばかりか公家達に和歌を強請ねだるとは……」


「道長公の真似などと猿真似を」


「近江は猿楽が盛んにござる」


俺の言葉に二人が笑い出した。仕方ない、俺も付き合うか。笑い声を上げると二人が嬉しそうに更に笑った。


「それにしても公家達も意気地が無い。和歌をと強請られて簡単に渡すとは……、嘆かわしい事でござる」


「なんでも後世に残る嫁入り道具、和歌は勿論、和歌を送った人の名までも後世に伝わると言われてその気になったとか。恥を後世にまで残して如何するのか」


俺が〝世も末ですな〟と言うと二人が顔を顰めて頷いた。愚かな、この二人は何も分かっていない。いや目を背けている。


朽木家はもう二十年以上朝廷に奉仕しているのだ。山国庄、小野庄を宇津右近大夫に横領された朝廷にとってそれがどれ程有難い物であったか……。その間、足利は全く無力であった。宇津右近大夫を討伐出来ず山国庄、小野庄を取り返す事も出来なかった。そんな役に立たぬ足利を誰が重んじるというのか？　足利などとうの昔に見離しておるわ。


山国庄、小野庄を取り返し桑名を朝廷に献上したのは近江少将様だ。その御蔭で朝廷の困窮はかなり改善された。さまざまな儀式も執り行われる事になった。今年の正月は小朝拝と節会が行われた。節会に使われた食材の多くは朽木から献上されたものだ。たかが和歌一首で近江少将様の好意を勝ち取れるのなら公卿達は喜んで和歌を送るだろう。尻尾が有れば尻尾まで振ったに違いない。公卿達は気前の良い後援者に満足しているのだ。


俺ももう足利に忠義を尽くすのは御免だ。故義輝様に従い随分と辛酸を舐めた。だが御当代様は俺よりもあの本家の小倅を重んじた。俺はあんな小倅に本家面させるためにこれまで仕えて来たのではない！　ウンザリだ。足利にはもう力は無い。本家が滅んだ時、足利は何も出来なかった。そんな足利に忠義を尽くして如何すると言うのか。こいつらは何も分かっていない。少将様からは定期的に銭が来る。いずれは領地も与えるとの約束も頂いている。武者の本分は御恩と奉公だ。見返りの無い忠義など尽くすつもりはない。


「二条様も当てにはならぬ」


「公家というのは頼りになりませぬな」


「真に」


「こうなると毛利家が頼りですな」


「毛利は宇喜多を味方に取り込み播磨にも勢力を伸ばしております。朽木の山猿めも播磨に踏み込めば痛い目に遭いましょう」


二人が声を上げて笑う、声を合わせて笑い声を上げた。馬鹿な奴、朽木家から禄を貰っている事を忘れたのか？　少将様がちょっと匂わせればこの二人は口を噤つぐむだろう。少し肝を冷やしてやるか。


「それにしても今川様も頼りになりませんな。北条、武田も情けない」


二人が押し黙った。東海の名門今川家が滅びかけている。北条、武田の援軍と共に大井川を挟んで織田、徳川軍と相対した。兵力は今川方が一万五千、織田方が三万三千。兵力差は歴然、大井川を利用して何とか織田の侵攻を食い止めようとしたのだろう。


「朽木の水軍が無ければ……」


玄蕃頭の声が小さい。先程まで猿と朽木を貶していたのは何処の誰だ？　朽木の水軍が駿河から伊豆、相模を荒らしまくった。今川、北条にも水軍が有るが朽木の水軍の前に何の役にも立たなかったらしい。今川、北条の国人衆は陣を離れて領地に戻った。今川、北条を見捨てたのだ。この後は織田に降伏するだろう。今川方の陣は崩れ武田は甲斐へ、北条は小田原に戻った。今川は駿河の東部に移り態勢を整えようとしているが滅亡は間近だ。国人衆達の織田への投降が止まらない状況らしい。


「御労しい事です。公方様は織田を味方に付けようと御考えのようですが……」


中務少輔が首を横に振った。


「織田は朽木と戦うよりも武田、北条を狙うのでしょう。駿河は勿論ですが甲斐、伊豆も金を産出しますからな。卑しい成り上がり者が！」


玄蕃頭が吐き捨てた。愚かな事よ、もう名門の時代ではないと何故理解せぬのか。名門など次々と滅んでいると言うのに……。


「やはり毛利ですな」


「毛利です」


「公方様は以前から毛利を頼みにしておられました。流石は……」


感心したように言うと二人が嬉しそうに頷いた。単純な奴らだ。その後は島津、龍造寺を使って毛利の背後を脅かす大友を叩く、その話になった。何時もの事だな。少将様には特に変化無しと報告しておこう。







播磨攻略


元亀四年（一五七六年）　二月中旬　　　播磨国美嚢郡三木　　朽木基綱






遠目に別所氏の居城三木城が見えた。秀吉を散々に手古摺らせた城だ。


「少将様、三木城は小寺氏の御着城、三木氏の英賀城と合わせて播磨三大城と呼ばれておりまする。美嚢川みのうがわの南岸の小高い丘に有り明石、姫路とも近うございます。土地はそれほど肥沃では有りませぬが湯山街道を押さえる要所に有り東播磨の要と言えましょう」







    
  
  




身振り手振りを交えた小寺官兵衛の説明が終った。朽木の本陣の前には大勢の武将達が集まっているが皆官兵衛の言葉を静かに聞いていた。


三木は東播磨の中心都市として栄えている。別所氏はそれで東播磨国人衆のまとめ役となったようだ。土地が、城が、人と町を作る、そんな感じだな。そして東播磨は別所を中心に反朽木を標榜している。困ったものだ。いや望み通りか。


「官兵衛、大分敵が籠っていると聞くが？」


「はっ、東播磨から約八千人が集まり籠っております。この中には別所氏に同調した国人衆の他にその家族や一向宗の門徒なども含まれておりまする」


「毛利の方が旗色が良いと見たわけだ」


官兵衛が〝はっ〟と頷いた。多少顔色が悪い。


朽木軍五万が播磨に入った。だがね、殆ど味方が居ない。俺の所に来てくれたのは別所孫右衛門重宗、赤松次郎則房、明石与四郎則実、冷泉侍従為純、それに官兵衛ぐらいのものだ。赤松次郎則房、こいつは名門赤松家の当主で置塩城の城主だ。播磨では置塩殿と呼ばれて敬意を払われている。別所孫右衛門は別所小三郎の叔父だ。兄である別所山城守吉親と共に小三郎の後見をしていたが毛利に付く事を反対して追い出された。


もしかすると兄と仲が悪いのかもしれん。若い当主の後見に二人の叔父、主導権争いが有ったとしても驚かない。冷泉侍従為純、こいつは御公家さんだ。正四位下侍従の地位にあるんだが播磨に所領が有ってこっちにいる。それで俺に味方したらしい。こいつは大事にしてやらないと。いずれは所領も与えて官位もそれなりに昇進させよう。


冷泉家って和歌の家だよな、藤原定家の子孫の筈だ。朽木に呼んで和歌の先生にするか。それも良いな。娘や息子共に教養を身に着けさせないと。官兵衛の主君、小寺加賀守は毛利に寝返った。官兵衛の顔色が優れないのもその所為だろう。ま、気にしちゃいない。小大名とか国人衆なんて勢いの良い方に付く、それが生き残る道だ。但し選択を間違えればとんでもない事になる。


「他にも主だったところで神吉城の神吉民部少輔、志方城の櫛橋豊後守、淡河城の淡河弾正忠、高砂城の梶原平三郎衛、端谷城の衣笠豊前守、英賀城の三木掃部助が同調しておりまする」


誰かが〝酷いものだ〟と呟いた。同感だ、毛利に比べてかなり劣勢と思われているのだろう。それに坊主共には嫌われている。仕方ないさ。


「こちらの味方は別所孫右衛門、置塩殿、明石与四郎、冷泉侍従殿、それに官兵衛、お主か。十分だな、不足は無い」


俺の言葉に名を呼ばれた者達が感動した様な顔を見せた。


「叩き潰す相手を見つけるのに苦労せずに済みそうだ。敵と味方を間違える事も無かろう。久々に荒ぶる事が出来る、楽しくなるな」


ここで暴れて竹の父親は怖いのだと知らしめねばならん。あ、官兵衛達が引き攣つっている。ちょっとやり過ぎた？　そんな事無いよね、にっこり笑みを浮かべたら更に引き攣った。


「官兵衛、御着の事は諦めよ。その方、これ以降は朽木の臣となれ」


官兵衛が身を乗り出してきた。


「畏れながら、某に主加賀守の説得を御許し頂きたく」


「止めておけ、殺されるだけだ」


「しかし」


言い募る官兵衛を手を上げて抑えた。


「なあ、官兵衛。例の一件を話していない事を気にかけているなら止めておけ。俺は官兵衛を信じた。だが加賀守の事は知らぬ。だから話すなと言った。お主もそれを受け入れたのは何処かで加賀守を信じられなかったのではないか？」


官兵衛が唇を噛み締めた。史実における加賀守と官兵衛の軋轢あつれきは根本には信頼関係が弱かったからだと思う。ただ秀吉を見限ったと言うなら官兵衛に対してあそこまで陰惨な事をしない。


「乱世なのだ。信じられる者を信じろ。それでも命を失う事が有る。だが信じられぬ者を信じればそれこそ簡単に命を失うだろう。その事はお主とて分かっていよう」


「……」


「志方城の櫛橋豊後守がお主と縁戚関係に有るのも知っている。だが説得は無用だ。行けば殺されるぞ。俺は官兵衛を失いたくない。此処に居ろ、俺のために働け。お主の力をもっとも発揮出来るだろう」


官兵衛が黙って頭を下げた。少し涙ぐんでいるようだ。心を獲れたかな？


「さて如何する？」


皆を見回した。


「三木城をいきなり攻めても簡単には落ちますまい。包囲しても後方を脅かされてしまいます。先ずは周囲から攻め三木城を裸にして孤立させるべきかと」


イケメン十兵衛の言葉に何人かが頷いた。まあ妥当な作戦ではあるな。隙が無く手堅い。そういうの好きだわ。


「良し、それで行こう。十兵衛に二万の兵を預ける。淡河城と端谷城を攻略せよ。田沢又兵衛は一万を率いて姫路城で待機。俺は残りの兵を率いて神吉城、志方城、高砂城を攻める」


「御着は如何なされます？」


真田源五郎が官兵衛を見ながら気遣わしげに問い掛けてきた。こいつ、切れるんだけど察する事が下手なのかな。それとも察した上で言っている？　敢えて悪役になってくれているのか？


「姫路に一万を置けば御着は動けまい、それで十分。今は三木城攻めに全力を尽くす」


皆が頷いた。三木城が落ち東播磨が平定されれば御着は孤立する。そうなれば降伏させるのは難しくない。命だけは取らないと言えば城を捨てて去るだろう。その前に逃げるかもしれん。そうすれば官兵衛の心の重荷を少しは減らしてやれる筈だ。ま、その内官兵衛の所に戻って来るのかもしれないな、史実の様に。それでも構わん。志方城も包囲して降伏させよう。


半月以内に三木城を孤立させる。そして一月以内に三木城を落とす。大筒を百二十門持ってきたのだ。不可能じゃない。東播磨を制したら西だ。門徒達の根拠地、英賀を徹底的に叩き潰す。幸い英賀には宇津頼重が居る。朝敵を匿ったのだ、叩き潰しても何処からも文句は出ない。いずれ三村が出てくるだろう。寝返るのを迷わぬように毛利などよりも朽木の方が恐ろしいのだとはっきりと教えてやろう。


あ、太兵衛に壺を持って来たのを忘れてた。又兵衛に持って行って貰おうか。珠洲焼と丹波焼だ。播磨だと丹波焼は珍しくも無いだろうが珠洲焼は珍しい筈だ。喜んでくれるだろう。戦が終わったら一度じっくりと壺の話をしてみたいもんだ。






元亀四年（一五七六年）　三月上旬　　　安芸国高田郡吉田村　　吉田郡山城　　小早川隆景






吉田郡山城に与えられた自分の部屋に居ると兄、駿河守元春が気遣わしげな表情で入って来た。


「左衛門佐、播磨の状況が思わしくないと聞いたが？」


「思わしくありませぬな。僅か半月程で東播磨は朽木の有するところになりました」


「なんと、では三木城の別所が降伏したというのは真か……」


兄が呆然としている。


「真です。殆ど何も出来なかったようです。城主別所小三郎長治、叔父の別所山城守吉親は三木城を開城し腹を切りました」


「……」


「朽木は大筒を百門以上使って城を破壊したとか。耐え切れずに打って出れば鉄砲隊によって散々に撃たれたそうにござる。二千人以上が死んだそうです。降伏した者からの報せでは如何見ても五千丁は所持していただろうと」


兄が溜息を吐いた。


気持ちは分かる。大筒を百門以上、鉄砲を五千丁以上。これまでの戦いでそんな敵を相手にした事は無い。如何すれば良いのか……。


「降伏した者の中には腑抜けになった者も居るようです」


「腑抜け？　何だ、それは」


「余りの苛烈さに心を壊されたのでしょう。もう戦えませぬな」


また兄が溜息を吐いた。


「兄上、西播磨から救援を要請する使者が来ております」


「英賀か？」


「はい」


三度兄が溜息を吐いた。英賀の救援を無視は出来ぬ。無視しては安芸の門徒衆の収まりが付かぬ。そして顕如……。安芸に入れるべきでは無かった。だが領内の門徒達がそれを望んだ……。


「右馬頭様には御報せしたのか？」


「勿論、ですがその事で困っております」


「……もしや、迷っておられるか」


「如何にも」


兄が四度目の溜息を吐いた。右馬頭輝元の悪い癖が出た、そう思っているのだろう。それにしても兄程の男がこの短い時間に四度も溜息を吐くとは……。だが私も溜息を吐きたいのは同じだ。


「宇喜多が信用出来ぬと」


「馬鹿な、そんな事は最初から分かっていた事ではないか」


兄の声が大きくなったのでそれを注意すると気不味そうな表情をした。余りに大声を出せば外に漏れる。此処で我らが大声で不満を漏らしていたなどと思われてはならない。


兄は宇喜多を味方に付けるのに反対していたが私とて好んで宇喜多を味方にしたわけでは無かった。


「宇喜多が信用出来ない事は分かっております。ですが少しでも遠くで朽木を防ぐべき、そのためには宇喜多を味方に付け播磨を毛利の勢力下に置いた上で戦うのが望ましい。そうでは有りませぬか？」


「うむ」


兄が頷いた。


「播磨はその殆どが毛利に付きました。朽木が播磨に攻め込んでもそう簡単には行かぬ筈。こちらは宇喜多を先頭に三村、毛利の連合軍で朽木と戦う。こちらが有利なら宇喜多は裏切りますまい。裏切ろうとしても宇喜多の後ろに三村と毛利が居る。裏切れませぬ。宇喜多は必死に戦わざるを得ませぬ」


「……」


「そう思っていたのですが朽木の勢いが余りにも強過ぎる。右馬頭様は宇喜多が如何思うかと……」


兄が溜息を吐いた。どちらに溜息を吐いたのか、朽木の強さか、それとも右馬頭の逡巡か。


「戦が常に順調に行くとは限らぬ。それでも一度決めた事はやらねばならぬのだ。止めるのなら代わりの手立てが要る。だが迷ってはならぬ、そうであろう」


「同意します、兄上の申される通りです」


「相手は朽木なのだ。簡単に勝てる相手ではない。毛利が滅ぶか、朽木が滅ぶか、その覚悟無しでは戦えぬ相手だ。その覚悟をしたから戦うのであろう。何を今更迷うと言うのだ。宇喜多が裏切ると言うなら宇喜多など踏み潰して播磨に攻め込めば良いではないか。その覚悟だけで宇喜多は動けぬわ」


兄が口惜しげに言い募った。兄の言う通りだ。覚悟が無ければ朽木とは戦えぬ。それは父元就も言っていた事だった。右馬頭輝元、あの男は一体何を聞いていたのか……。頼りない、朽木はいざとなれば二万人を根切りにする事も辞さぬ男だ。やると決めれば必ずやる。叡山も平然と焼いた。それを相手にするには余りにも心が弱すぎる……。


「こうして迷っている間にも西播磨は朽木に蹂躙されかねぬぞ」


「その事も御伝えしました」


兄が遣る瀬無さそうに首を横に振った。


「兄上、宇喜多と三村に播磨に兵を出せと命じようと思います」


「本気か？　あの二人は顔を合わせれば殺し合いを始めかねんぞ？」


兄が呆れている。


「それを抑えるためには毛利が出るしかありませぬ」


「……それが狙いか」


「それも有ります」


「と言うと？」


兄が訝しげな表情を見せた。


「播磨はもう諦めざるを得ませぬ。これから兵を送っても間に合わぬでしょう。今気を付けねばならぬのは宇喜多の寝返り。これを防ぐために三村を播磨救援の名目で宇喜多領に出兵させるのです」


「なるほど……、宇喜多の押さえか」


「はい、英賀を見捨てる事になりますが英賀に引き摺られるよりは良い。これからは毛利の為に戦えましょう。それに兵を出したという言い訳も出来ます」


兄が大きく頷いた。


「分かった。右馬頭様の元に行くか？」


「はい」


「では儂もいこう。もう一度腹を据えて頂かねばとても朽木を相手に戦えぬからな」


兄が立ち上がったので私も立ちあがった。兄の言うとおりだ、先ずは右馬頭に覚悟をさせなければならん……。






元亀四年（一五七六年）　三月中旬　　　播磨国飾東郡姫山　　母里友信






播磨平定が終わり家に戻ると母が血相を変えて俺を迎えた。


「万助！　万助！」


「母上、太兵衛です」


「何を暢気のんきな事を言っているのです、そなたは。大変なのですよ、壺が」


「壺？　織田焼の壺でございますか？」


まさかとは思うが割れたのか？　自分でも血の気が引くのが分かったが母が首を勢いよく横に振るのでほっとした。


「新しい壺が届いたのです」


「新しい壺？……母上が買い求めたので？」


〝そうでは有りませぬ！〟と母が苛立ちながら言った。良く分からぬな、何が如何なっているのだ？


「近江少将様の御家来の方が見えられてそなたに壺を渡す様に命じられたと」


「何ですと！」


声が裏返った。


「新しい壺を二つも頂いたのです」


新しい壺！　二つ！


「母上！　壺は今何処に」


「そなたの部屋に有ります」


慌てて部屋に向かった。近江少将様が壺を二つも俺に下さった。俺の事を気にかけていてくれたという事だ。これほどの名誉が有ろうか！


部屋に入ると織田焼の壺と並んで二つの壺が有った。壺の前に座る。一つは若緑色の大人しめで爽やかな色合いの壺、もう一つは深みのある黒い壺だった。自然と唸り声が出ていた。


「丹波焼か」


「まあ、知っているのですか？」


何時の間にか母が後ろに居た。俺を追って来たらしい。


「この若緑色の壺は丹波焼ですな。以前この地に来た商人が持っていたので贖あがなおうかと思ったのですが些か小振りでした。それに口元に破損が有ったので諦めたのです。この壺は良い、大きさ、形、色合い、全てに欠けるところが有りませぬ」


磨きがいが有る。この壺には何が似合うだろう？　梅かな？　柔らかな緑の色合いに白い小さな花、微かな梅の香り……。其処に鶯うぐいすが鳴けば……。うむ、合うな。将に春の到来であろう。


「ではこちらの黒いのは？」


母がもう一つの壺を指し示した。


「某も初めて見ます。おそらくは珠洲焼でしょう。深みのある黒い壺なのだそうです。これも良い、磨きがいが有る」


〝珠洲焼〟と母が呟いた。


「能登で作られるのです。残念な事ですがこの辺りには滅多に出回る事は有りませぬ」


朽木領内は関が無い。その所為で商人は皆がそちらに行く。しかし今回の戦で播磨も朽木領になった。これからは壺も出回るだろう。


「それにしても驚きました。そなたに壺を下さったのが近江少将様だとは……」


この壺に似合うのは何だろう？　黒か……、やはり寒椿かな？　白も合うな、大振りの白い花、百合は如何であろう。


「如何して母に教えてくれなかったのです？」


牡丹も有るな。そうか、色の淡い牡丹を織田焼、珠洲焼に差し色の濃い牡丹を丹波焼に差す。それぞれに風情が出る筈だ。比較して楽しむのも良いだろう。


「教えてくれても良かったでは有りませぬか」


いかん！　忘れていた！


「母上、某は御城に行かねばなりませぬ」


「まあ、御城へですか？」


「そうです」


不満そうな表情を見せたが無視した。御隠居様に御知らせしなければならぬ。壺も持って行こう、きっと喜んで頂ける筈だ。楽しい一時を過ごせるだろう。






元亀四年（一五七六年）　三月下旬　　　近江国蒲生郡八幡町　　八幡城　　黒野影久






「まあ、もう播磨を下したというのですか？」


「はっ」


「御出陣されたのは一月の末だったのに……」


大方様がホウッと息を吐かれた。大方様だけではない、大方様の御部屋に集った御裏方様、雪乃様も喜びよりも戸惑いを示している。確かに速い、留守居をしている自分もそう思う。


だがそれだけの戦力差が有ったのだ。兵力の差は当然だが大筒、鉄砲の装備の差が大きかった。東播磨では殆どの国人衆が城を落とされ死ぬか毛利へと逃げた。降伏を許され朽木に仕える事を許されたのは志方城の櫛橋豊後守だけだ。御着の小寺加賀守は孤立して城を捨てて毛利へと逃げた。


背後の安全を確保すると御屋形様は英賀の攻略に向かった。英賀は一向門徒の根拠地であり反朽木感情が極めて強い。そして朝敵である宇津右近大夫頼重が居る。引き渡しを求めたが英賀城の三木掃部助は断った。それどころか御屋形様を口を極めて罵ったらしい。もっとも御屋形様にとっては思う壺であっただろう。


城を包囲し大筒、鉄砲を撃ち込んで攻撃をかけた。そして城の備えが破壊され抵抗が小さくなったところで兵を城へ突入させた。降伏は許されなかった、城中に籠った五千の兵は皆殺しになった。宇津右近大夫頼重も死んだ。英賀の根切り、播磨ではそう呼ばれているらしい。播磨西部の上月城、龍野城を支配していた赤松氏は御屋形様の凄まじさに震え上がり城を捨てて逃げた。


「ではもう直ぐお戻りなのですね？」


「後始末が有ります故直ぐには戻られますまい。ですが遅くとも五月になれば御戻りになられましょう。夏には竹姫様の御輿入れもございます。暫くは八幡城で御過ごしになられると思います」


御側室雪乃様が安心したように頷いた。此度の播磨攻めの一つの目的が竹姫様の御為だった。目的は十分に達せられた。竹姫様を粗略に扱う愚か者はおるまい……。






元亀四年（一五七六年）　四月上旬　　　播磨国飾東郡姫山　　姫路城　　小寺孝隆






御着城から戻り一息吐いていると父と叔父休夢斎がやってきた。どうやら戻るのを待っていたらしい。目の前に座ると直ぐに〝如何であった〟と父が問い掛けてきた。


「少将様、いえ御屋形様は近江にお戻りになられるようです」


「真か？」


「はい」


父と叔父が顔を見合わせた。


「備中は混乱しておるぞ、毛利も簡単には混乱を治められまい。今なら備前に攻め入るのは難しくない。良いのか？」


父の言葉に叔父が頷いた。


「今備前を攻めれば宇喜多は降伏しましょう。御屋形様はそれを望んではおりませぬ」


俺の言葉に父と叔父が顔を見合わせた。二人、目で何かを語り合っている。


「官兵衛、御屋形様は宇喜多を降す事では無く潰す事を御望みか？」


叔父が小さな声で問い掛けてきた。


「身代の小さな国人衆ならば表裏定かならぬのも已むを得ますまい。しかし宇喜多は備前を領し備中、美作の一部にも勢力を伸ばす者。表裏定かならぬ等許される事では有りませぬ。獅子身中の虫は潰すに如かずと」


同じ様に小声で答えると父が〝厳しいが正しいの〟と呟き叔父が頷いた。


備前の宇喜多和泉守直家が備中の三村修理進元親を不意打ちで殺した。毛利の命により備前に兵を進めた三村修理進を歓迎する振りをして騙し討ちにした。父親同様鉄砲で狙撃したらしい。そして大将を討たれて混乱している三村勢を叩き破った。こちらの策が見破られたのかとも思ったが毛利が混乱しているところを見るとそうではない様だ。おそらく宇喜多は三村に疑いは抱いていたが確証は無かったのであろう。だがこのままでは三村と朽木に挟撃されかねぬと見て先手を打った。


強かな男だ。朽木と毛利の間で強かに生きようとしている。毛利が咎めてくれば朽木に付く。だが備中が混乱している今、毛利にその余裕は有るまい。そして朽木が咎めてくれば降伏して備中攻めへの先鋒を願う。備中を毛利、朽木のどちらが押さえるかは競争になる。宇喜多を味方に付けた方が勝つ、そこまで考えての行動であろう。


その事を話すと二人が頷いた。


「焦ったのやもしれぬぞ」


「焦った？」


「播磨をあっという間に制したからのう。和泉守は焦ったのやもしれぬ」


「そうかもしれませぬな」


父と叔父の会話を聞きながらそうかもしれぬと自分も思った。播磨で御屋形様が手古摺ればそれに味方する事でもっと有利な取引をするつもりだったのかもしれぬ。最初から毛利を裏切るつもりだったか。だとすると御屋形様が近江に帰ると言うのは……。


「ははははははは」


不意に可笑しくなって笑い声が出た。父と叔父が不思議な物を見るような目で俺を見ている。だが笑いが止まらぬ。和泉守よ、如何する？　二階に登ったは良いが御屋形様に梯子を外されたが……。
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文を読んでいた御実城様が溜息を御吐きになった。


「如何なされました？」


御実城様が困ったような表情をされ文を私の方に差し出した。


「読むが良い。公方様からだ」


「宜しいのでございますか？」


公方様から御実城様への文、本来なら私などが拝見して良い物ではないのだが……。


「構わぬ」


受け取って中を読んだ。これは……。御実城様を見た。困ったような表情は変わらない。


「朽木は忠義の者に非ず、邪なる野心を抱きたる者にございますか……」


「うむ」


御実城様が脇息きょうそくに寄り掛かられた。憂欝そうにしておられる。


「これを討つのは関東管領たる上杉の役目であると書かれてありますが……」


「北条、武田との仲裁もすると書かれてある。公方様は上杉家の上洛を御望みだ」


仲裁か、意味は有るまいな。朽木との戦ともなれば簡単には終わらぬ。数年、いや十年以上かかるやもしれぬ。まあ何処かで幕府を軽んずるな、公方様を傀儡にするなとの条件で和睦を結ぶ事になるだろう。しかしその間、武田や北条が大人しくしている保証は無い。必ずや動く。その事は御実城様が一番良く分かっておられる。義輝公の御代、義輝公は何度も上杉、北条、武田の仲裁をしようとしたが成らなかったのだ。


或いは少将様が北条、武田を唆すやもしれぬ。いやそれをやれば織田との関係もおかしくなろう。少将様が動く事は無いか。それに自らが動かずとも北条、武田は動くと思われるだろう。


「意味は有りますまい」


「そうよな」


御実城様が頷かれた。今度は扇子で御顔を煽がれた。そして直ぐに止めた。思い悩んでおられる。


「如何なされます？」


「……」


「武田は信濃の村上達が抑えましょう。北条も先代氏康殿が亡くなって以来、武威が振るいませぬ。多少の手当てをすれば上洛は難しくはありますまい。問題は織田でございますが……」


織田が如何出るか？　朽木に付くか、或いは上杉に付くかで形勢は変わる。はて、御実城様の御顔の色が優れぬ。織田が朽木に付くと見ておられるのか？


「御実城様？」


問い掛けると御実城様が溜息を吐かれた。


「大和守よ、儂は隠居しようと思っている」


「はあ？」


思わず間の抜けた声が出てしまった。御実城様が苦笑をされている。


「これは御無礼を、しかし隠居とは……」


「今直ぐではない、先ずは喜平次を養子に迎える。跡目を譲るのはその後じゃ、一、二年後かな」


なるほど、後顧の憂い無くすという事か。


「乾坤一擲けんこんいってきの戦いをなさるおつもりですな」


御実城様が首を振って〝そうではない〟と仰られた。はて……。


「公方様は、いや幕府は帝の御信任を失ったようじゃ」


「……」


唖然としていると御実城様が私を見て困った様な表情をなされた。


「以前に関白殿下に文を送った。公方様と少将の対立を抑え少将を幕府に協力させるのが朝廷の務めではないか、殿下の務めではないかとな」


「……」


「少将が幕府を盛り立ててくれればと思ったのだ。実際今それが出来るのは少将しかおらぬという現実も有る」


御実城様が息を吐かれた。


「関白殿下は何と？」


「……天下静謐の任が少将に委ねられたのは帝の御意志であったそうじゃ」


「何と！」


思わず声を上げてしまった。御実城様が〝真だ〟と言う様に頷かれた。


「大和守よ、将軍宣下の前に公方様の密書が届いたであろう？」


「はい、朽木を討てと」


「その事を帝が知り非常に御怒りになられたらしい。平島公方家との和睦も成り漸く天下が落ち着いたというのにそれを乱すとは何事か、とな。公方様には征夷大将軍の資質無しと申され将軍宣下の取り止めも御口になされたと文には書いて有った」


何と……。


「しかし、将軍宣下は無事に行われましたぞ」


また一つ息を吐かれた。


「少将が是非にと翻意ほんいを願ったそうじゃ。あの当時、平島公方家の大御所から征夷大将軍職を返上し公方様へという流れが出来ていた。公方様への将軍宣下が取り止めになればまた世の中が混乱する。それは避けるべきだとな」


そのような事が……。


「帝も少将の言に理が有る事を御認めになられた。そして将軍宣下は滞りなく行われた。だがその事は帝が公方様を征夷大将軍に相応しい人物と認めたという事にはならぬ。帝は禁裏修理を行い大御所と公方様の争いを収めた少将こそが天下静謐の任を全う出来る人物であると御考えになられた」


「……」


〝分かるか〟と御実城様が問い掛けてきた。


「帝は公方様では天下は落ち着かぬと御判断になられたという事だ。そしてこれ以上天下の混乱は受け入れられぬと御考えになられた」


「だから少将様に天下静謐の任が」


御実城様が〝そういう事よ〟と御答えになられた。


「少将様が強請ったのではなく帝がそれを御望みになられたという事でしたか……」


御実城様が頷かれた。……少将様の野心では無かったか……。


「その後は矢継ぎ早であったな。少将に勅命が下され宇津の討伐が命じられた。公家達がそれに同行した」


「……つまり公家達も」


「そういう事よの」


公家達も公方様よりも少将様こそが天下静謐の任を委託するに相応しい人物と認めたという事か。


「宇津は三十年に亘って禁裏御料を押領してきた。本来なら公方様が率先して討伐をせねばならぬ者。にも拘らず公方様がなさったのは朽木を討てじゃ。勅命は公方様への叱責であろう。将軍なら将軍らしくしろ、とな」


「某もそう思いまする」


また御実城様が息を吐かれた。


「公方様は御信任を失った事を御存知なのでしょうか？」


御実城様が〝どうかな？〟と小首を傾げられた。


「先程の将軍宣下の話は表には出ておらぬとあった。だが公方様は薄々気付いているのやもしれぬな。殿下の文には公方様は朝廷にも参内せず何の奉仕もしようとせぬと書かれていた。御自分を無視する朝廷に反発されているのだろう」


「……」


「御気持ちは分かるが拙つたないと言わざるを得ぬ。憤懣を抑さえて朝廷に奉仕する姿勢を見せれば朝廷も公方様の御立場に配慮する筈。そうなれば少将も公方様を無視は出来ぬ。だが公方様は朝廷を庇護、盛り立てようとする姿勢を見せぬ。地方の大名を利用して少将を討とうとするばかりじゃ。これでは何の為の幕府、何の為の征夷大将軍かと朝廷の不満は募ろう。帝の御心は益々少将へと傾く」


「……」


御実城様が遣る瀬無さそうに首を振られた。


「儂の今が有るのは上杉家の名跡と関東管領職を継いだから、それを亡き義輝公より許されたからであった。そうでなければこの越後は未だ混乱していたかもしれぬ」


「そのような事は……」


御実城様が首を横に振られた。


「奪簒さんだつ者、長尾の末っ子ではの、誰も敬わぬ。嫌というほど思い知らされたわ。それを思えば儂は公方様の要請に従い少将を討たねばならぬ立場じゃ」


御実城様が息を吐かれた。


「正直に言えばの、儂には今一度己の全てを賭けた戦をしたいという思いが有る。川中島の様に全てを賭けた戦をな。今それが出来るのは少将だけじゃ。他の者では出来ぬ。負けるかもしれぬ、だが少将が相手なら悔いは有るまい。公方様からの文は儂にとってはなんとも甘美な誘いであったわ」


「……」


「だがのう……、儂の我儘で戦を起こす事は出来ぬ。少将とはこれまでずっと友誼を結んできた。この乱世では稀有な事よ。義理堅い男よな。恩もある。儂が関東管領の実を上げられたのも少将の御蔭じゃ。それに少将が帝の御信任を得ており公方様が武家の棟梁に相応しからざる行いをしているとなれば……」


「……」


御実城様がじっと私を御覧になられた。


「忠ならんと欲すれば義ならずじゃ。いたずらに世を混乱させるだけであろう。忠義を全うするのがこれほどまでに難しいとは思わなんだわ。いっそ全てを捨てて戦をと思う事も有る」


御声が弱い。余程に御悩みになられている。


「……隠居は公方様に従えぬ事の詫びでございますか？」


〝そうではない〟と御実城様が首を横に振られた。


「隠居して京へ行く。公方様に御仕えし公方様を御支えする。少将との仲を取り持とうと考えている。関白殿下にも御力添えを願うつもりだ」


「それは……」


止めようとしたが御実城様が〝大和守よ〟と私の言葉を遮った。


「その方は反対で有ろうな。だがこのままでは幕府は形だけの物、いや形さえも無くなろう。それは避けたい。それでは儂の半生は何だったのかという事になるからの。だからの、儂が京に行く。関東管領であった儂が公方様の傍近くに侍る事で公方様の権威を上げ力になる。儂にはそれしか出来ぬのだ」


御実城様が微笑んでいる。澄んだ、そして哀し気な微笑みだ。


「公方様は上杉が少将様と戦う事をお望みになるやもしれませぬ。御実城様の御心がどこまで公方様に届くか……」


「だから隠居するのよ。喜平次は若い、それに上田の出だ。無茶は出来ぬ。そして儂が京に居るという事はある意味人質とも言える。益々無茶は出来まい。そうではないか？」


かもしれぬ、だが賛成は出来ぬ。御実城様は公方様と少将様の間で苦しむ事になろう。


「某は賛成出来ませぬ。到底上手く行くとは思えませぬ。それに御実城様の御身が危険にございます。皆が御実城様を利用しようとしますぞ」


利用価値が有るという事は邪魔にもなるという事。余りにも危険過ぎる。御実城様が御笑いになられた。


「そうムキになるな。未だ先の事じゃ、どうなるかは分からぬ」


「……」


「だが跡目は決めておきたい。儂も今年で四十六、何が起きるか分からぬからの」


四十六か、御実城様は京で公方様に御仕えする事を最後の御奉公とお考えなのかもしれぬ。となると翻意は難しかろう……。御実城様が御立ちになられた。


「御実城様？」


「厠かわやじゃ。すぐ戻る」


御実城様が厠へと向かわれた。喜平次様か、甥御様なれば跡継ぎにと御考えになられるのは当然ではある。だが喜平次様は上田長尾家の御方、家中の反発は強かろう。御実城様がはっきりとお跡目の事を決めなかったのもそれが有る。となると御跡を譲られるのは一、二年先では収まるまい。さらに先になるやも知れぬ。その時、京の情勢がどうなっているか……。少将様の勢威は更に強まり幕府の権威は更に落ちているやも知れぬ。そうなれば京へ行く事は益々危険だろう。その時は何としても止めなければならぬ……。


騒ぎが聞こえた。声が聞こえる、足音もだ。はて、何事？　刃傷か？　部屋に小姓が入ってきた。慌てている、余程の事が起きたらしい。


「如何した？」


「此処に居られましたか。御、御実城様が」


「御実城様？」


「御倒れになられました」


倒れた？　慌てて立ち上がって小姓を押し退けて厠へと向かった。直ぐに分かった、人が集まっている。


「御実城様！」


叫ぶと人の壁が割れた。


「御実城様！」


傍に近寄り声をかけた。答えが無い！　中風かもしれぬ。


「戸板を持て！　御実城様を御休み所へと運ぶのじゃ。そっとじゃぞ。それと医師を！　急げ！」
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「き、喜平次を、養子に、む、迎える」


御実城様の途切れ途切れの言葉にざわめきが起こった。春日山城の大広間、上段には御実城様が居られる。傍には小姓が侍っている。御実城様は御倒れになられた後、約半日で意識を取り戻された。だが左半身に痺れが生じ身体を上手く動かす事が出来ない。身体を動かすには介添えが必要になった。そして痺れは口にも生じている。


「喜平次」


「はっ」


御実城様の呼び掛けに喜平次様が畏まった。


「い、いずれは家督を、譲る。左様、心得るように」


「はっ」


改めて喜平次様が畏まった。表情が硬い、楽観、喜びは無い。ホッとした。状況を理解している。大広間には喜平次様に冷たい視線を向けている者が少なからず居るのだ。


御実城様が小姓の助けを受けながら立ち上がり大広間から去った。足音が弱い、あれでは鎧を身に纏う事は出来まい。それに話す事も不自由となれば隠居は急がなければならぬ。だが……。暗澹あんたんとしていると小姓が近付いて来て御休み所で御実城様が御待ちになっていると教えてくれた。


御休み所では御実城様が脇息に身体を預けて私を待っていた。


「つ、疲れるの。上手く、う、動かぬ」


「……」


御実城様が顔を歪めている。多分、苦笑、いや自嘲なのだろう。何も言えずに頭を下げた。


「こ、これも、宿命さだめかの」


宿命？


「京には、行けなく、なった」


なるほど、その事か……。確かに京には行けなくなった。今の御身体では如何にもならぬ。医師からは無理はせぬようにと止められているのだ。


「未練じゃのう、い、今一度、戦を、全てを捨てて戦を」


何と御痛わしい事か。眼が潤んでおられる。


「……御実城様」


「ば、幕府を、見離したのは、み、帝だけでは、無かったようじゃ。し、神仏も、見離したらしい」


悲しげな声だった。


「ほ、滅ぶの」


御実城様がジッと私を見ている。


「……滅びましょう」


御実城様が頷かれた。


「お、近江へ、行け」


「近江でございますか？」


御実城様が頷かれた。


「し、少将に会いたい」


「少将様、でございますか？　越後へお連れせよと？」


問い返すと御実城様が頷かれた。この越後へ少将様を……。そのような事、出来ようか？　今の少将様は京を押さえ朝廷を庇護する立場にある。簡単に越後に行ける立場では無い。


「む、難しいか……」


縋る様な視線で私を見ている。胸が痛んだ。


「直ちに近江に赴きまする！」


御実城様が嬉しそうに頷かれた。何としても少将様をこの越後へお連れせねばならぬ。その為ならこの命、捨てるのも厭いとわぬわ。
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「直江大和守にございまする。少将様には御機嫌麗しく祝着至極にございまする」


八幡城では直ぐに少将様への面会が叶った。大広間ではない、こじんまりとした部屋だ。おそらくは少将様の私室であろう。二人の家臣が同席していた。一人は蒲生下野守、もう一人は黒野重蔵。二人とも朽木家の重臣だ。特に重蔵は八門の長でも有った。腹心中の腹心と言って良い。


「久しいな、大和守。会えて嬉しい。関東管領殿の御具合は如何かな？　良くないと聞いているが御快癒なされたのかな？」


心が引き締まった。やはり御存知であられたか。となるとこの場に通されたのは私が話し易い様にとの心遣いであろう。嘘は吐くまい、だが油断もせぬ。朽木家が今の上杉家を如何見ているかを確認しなければならぬ。


「命に別状はございませぬ。なれど身体の左半身に痺れが生じておりまする」


「そうか……」


「話す事にも支障が生じておりまする」


「そうか……。御痛わしい事だ」


少将様、そして二人の家臣が表情を曇らせている。ホッとした。朽木家では御実城様が倒れられた事を憂いている。少なくとも上杉家を攻めようという意志は今のところは無い。西へ進む事を望んでいるのだろう。


「主が頻りに少将様に会いたいと申しておりまする。無理な願いである事は重々承知しておりまするがその上で御願い致しまする。越後への御渡りを願えませぬか？」


二人の重臣が首を横に振っている。


「少将様の御立場では難しい事は分かっておりまする。この大和守、命を懸けての願いにございまする。何卒」


頭を下げると〝大和守〟と声が掛かった。


「腹を切る気か？」


「はっ」


上杉の老臣が腹切って頼んだとなれば少将様も動けよう。


「それには及ばぬ。越後に行こう」


〝有難うございまする！〟と頭を下げるのと同時に〝御屋形様！〟という声が上がった。


「その方らの言いたい事は分かっている。だが行かねばならぬ」


「……」


「関東管領殿程の御人に会いたいと言われては断る事は出来ぬ」


「ですが」


少将様が〝分かっているのだ、重蔵〟と言った。


「馬鹿げていような。だがな、関東管領殿は動けぬのだ。もし動けるのなら自らこの城へ御見えになられたであろう。関東管領殿はそういう御方だ。だが動けぬ。さぞかし御辛かろうな、御痛わしい事だ。俺は動けるのだ、面子や体裁等如何でも良い。行かねばならぬ。いや俺自身関東管領殿に会いたいのだ。分かってくれ、重蔵、下野守」


涙が零れた。御実城様は本当に良い友を持たれたのだと思った。


「支度をする。供は少数で良い、急ぐ。大和守、案内を頼むぞ」


「はっ」


多分、御実城様は少将様に喜平次様の後見を頼む事になろう。少将様はそれを受けられる筈。そして上杉家と朽木家の友誼はこれからも続く事になるだろう。これで良い、これで良いのだ。
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遠目に足軽の前に男が膝を着いて畏まっているのが見えた。立ち上がった。足軽の男が立ち上がった男の肩を叩いた。


「見たか？」


石川三左衛門が問い掛けてきた。


「見た、あれは重蔵であろう」


「となるとあの足軽姿の男が鰻か」


「そうなるな」


三人で顔を見合わせた。漸く見つけた、三左衛門、五郎兵衛、二人の顔に笑みが有った。多分、俺の顔にも笑みが有るだろう。


「南蛮鎧は全て偽者か。本物を警備の兵の中に隠すとは……」


「徒歩であろう。良く嫌がらなかったものよ」


「八門に対しての信頼であろうな」


重蔵が鰻から離れた。傍には付かぬらしい。鰻も歩き出した、少し離れた所で兵の中に入った。あくまで一兵士として行動するらしい。


「離れたか……。さて、如何する。甲冑、背格好に特徴は無い。重蔵も居らぬとなれば目印も無い。噂では顔立ちにも特徴は無いと聞いている。あれでは警備の兵に紛れれば分からぬぞ」


三左衛門の言葉に五郎兵衛が〝面白くないな〟と言って鼻を鳴らした。確かに面白くない、我等は近江少将の顔を知らぬ。的の特定が出来なければ成功率は格段に落ちる。もう、我等には後が無いのだ、失敗は許されない。


「行列の並びから見ると鰻は重蔵の後ろらしい。距離は大体一町から二町と言ったところか」


五郎兵衛がまた鼻を鳴らした。忍びなら十から二十を数える程の間で駆け付けられるだろう。


「目星を付けて襲おう」


二人が俺を見た。厳しい表情をしている。失敗すると見ているのだろう。


「聞いてくれ、襲えば重蔵が駆け付けてくる。重蔵は鰻を守ろうとする筈だ。違うか？」


「なるほど、そうなれば鰻の特定は出来るかもしれぬな」


三左衛門が頷く。五郎兵衛も〝確かに〟と言って頷いた。


「だがその時には他の八門も駆け付けよう。簡単には殺せぬぞ」


「鰻の前後で南蛮鎧を襲うのだ、三左衛門」


「……」


「百雷銃を使う。行列は混乱する筈だ。その後で鰻を襲う、勿論、鰻を襲う時にも百雷銃を使う」


朽木は鉄砲の扱いに長けている。当然だがその威力も良く分かっている筈だ。自分達が狙われていると思えば混乱するだろう。重蔵は慌てて駆けつける筈だ。そこを狙う……。俺の考えを話すと二人が頷いた。


「なるほどな。前後で騒動を起こせば鰻は逃げられぬか。それに八門もそちらに手を取られる筈、重蔵にとっては計算違いになる。慌てる筈だ」


「上手く行けば重蔵も殺せるだろう。鰻が死に重蔵も死ねば朽木は一気に崩れる事になる」


三左衛門、五郎兵衛の言う通りだ。そうなれば波多野は滅亡を免れる。そして村雲党の名は天下に知れ渡るに違いない。


行列が動き出した。


「俺はこのまま行列を追う。五郎兵衛、善太郎、二人は先回りして準備を頼む」


「分かった」


「見失うなよ」


俺と五郎兵衛の言葉に三左衛門が〝案ずるな〟と言って笑顔を見せた。


「見失わんよ、漸く見つけたのだからな」


三左衛門が行列に目を向けた。睨むように見ている。襲撃場所は杉峠と根の平峠の間だ。難所ではない、だからこそ付け込む隙が有る。
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三左衛門が駆け寄ってきた。


「如何であった？」


問い掛けるとニヤリと笑った。


「行列に変更は無い。鰻は重蔵の後ろ、一町から二町程の所に居る筈だ」


気が付けば身震いをしていた。もう直ぐ鰻、いや朽木左近衛権少将基綱が此処に来る。


〝手筈を確認しよう〟と五郎兵衛が言った。


「先ず、鰻の後ろの南蛮鎧を襲う。これは儂がやる」


五郎兵衛が我らを見た。頷く事で答えると五郎兵衛も頷いた。


「次に鰻の前方の南蛮鎧を襲う、これは善太郎が仕掛ける」


頷く事で答えた。


「前後を襲われて行列は混乱する筈だ。そこを三左衛門が鰻を襲う」


三左衛門が頷いた。


「儂と善太郎は三左衛門が仕掛けるのを見たらそちらに加勢する。重蔵は新手の登場に混乱する筈だ。何としても此処で鰻を殺とる！」


三人で顔を見合わせた。それぞれに頷いた。


「鰻を殺ったならば近江少将を殺したと叫ぶのだ。その声を聞いたら逃げる、何としてでも丹波まで逃げて甚右衛門様に報告する」


「そうだな、これで終わりではない」


「配下の者に徹底させよう」


今回の襲撃、約四十人で行うが何人生き残れるか……、我ら三人の中からも死者が出るかもしれぬ。村雲党は手酷い損害を被り戦力は恐ろしいほどに低下する筈だ。一人でも多くの者を丹波に戻し村雲党の再建を託さなくてはならぬ。


「丹波で会おう」


「うむ」


「必ず」


それを機に分かれた。また三人で会えるとは思うまい、それは未練というものよ。三左衛門、五郎兵衛も覚悟はしているだろう。この仕事を共に行った、近江少将の命を殺った、それで十分。なればこそ必ず殺さねばならぬ。
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前方で混乱が起きた。パンパンと激しい音がする。鉄砲ではあるまい、おそらくは百雷銃であろう。矢も飛んできている。それほど多くは無いが混乱している所に飛んで来るのだ、それなりに効果はあるだろう。村雲党が喰い付いてきたようだ。後方でも混乱が起きた。同じ様に百雷銃の音がする。矢も飛んできている。だが前後ともに襲い掛かる者の姿は無い。


なるほど、陽動、錯乱だな。前後で事を起こし行列を身動きを出来なくしたか。そして八門の眼を引き付けようとしている。連中は狭間藤助を御屋形様だと判断している。次は藤助を狙って攻撃して来るだろう。勝った！　ホッとすると同時に武者震いが出た。村雲党はこちらの仕掛けに嵌った。後は逃がさず連中を皆殺しにしなければならぬ。


狭間藤助の元に急いだ。始まった！　矢が飛んできた！　百雷銃の音がする。混乱し騒ぐ兵達を押し退けて藤助の元に急いだ。〝重蔵！〟と声が掛かった。居た！　未だ生きていた。走り寄って〝御無事でございましたか〟と声を掛けると藤助が〝うむ〟と頷いた。


「御用心を」


藤助が頷いた。我らの姿を見ていれば村雲党は襲って来る筈だ。


矢が飛んできた！　藤助を庇う様に前に出て太刀を振るう。また百雷銃の音がした。


「落ち着け！　鉄砲ではない！　百雷銃という忍びの武器だ！　唯の音だけぞ！」


大声で叫んだ。また矢が飛んできた。藤助を突き飛ばし刀を振るう。これで村雲党も俺が黒野重蔵だと、そして藤助が御屋形様だと確信しただろう。


彼方此方で悲鳴が上がった。斬り込んできた！　十人程が太刀を振るっている。


「慌てるな！　敵は小勢ぞ！　押し包んで討て！」


藤助だった。藤助が太刀を抜き声を張り上げて味方を鼓舞している。味方が〝おう！〟と声を上げた。敵が一人、二人死んだ。だがじりじりとこちらに近付こうとしている。〝怯むな！〟と声を上げて励ましている者が居る。動きが良い！　おそらくは組頭だろう。


このままなら押し切れる。矢を払いながら思った。だが後詰が有る筈だ。後詰が来れば一気に形勢は変わるだろう。


〝うわー〟


新たな喚声かんせいが上がった！　来た！　村雲の新手だ。二十人程が突っ込んできた！　降り注ぐ矢の数も多くなった。陽動に動いていた者達が戻って来たのだろう。ここからが勝負だ！


藤助を庇う様にして背後に下がった。新手を迎えて用心の為に下がった様に見える筈だ。だがこれで俺と藤助の姿を村雲党の新手も確認出来ただろう。新手の参加に村雲党の勢いが強まっている。もうじき二人突破して来る。その後更に二人程来る。最初の二人は殺す！　次の二人は成り行き次第だろう。太刀を構え直した。


来た！　二人が声を張り上げてこちらに向かって来た。明らかに藤助を狙っている。一人が俺を、もう一人が俺の横を抜けて藤助に向かおうとした。斬りかかってくる敵の太刀を跳ね上げて振り下ろした。腕を切断された敵が悲鳴を上げて倒れた。横をすり抜けた敵を背後から斬る！　仰け反る敵の背を鍔元つばもとまで刺した。断末魔の痙攣が手に伝わった。尻のあたりを蹴飛ばして太刀を引き抜いた。腕を切断された敵が必死に起き上がろうとしている。近寄って太刀を振り下ろした。ガツンという音がして男が倒れた。斬れぬ、脂が刃を巻いたか……。太刀を捨て殴り殺した男の太刀を取った。


構える間もなく敵が来た。三人！　予想よりも一人多い。二人が俺に、一人が藤助に向かった。此処だな、詰めを誤ってはならぬ。


「御逃げくだされ！」


「重蔵！」


俺と藤助の遣り取りに敵が色めきたった。


二人同時に斬り込んできた！　藤助にも敵が斬りかかった。一人を躱しもう一人の太刀を弾いた！　藤助は必死の形相で敵の太刀を受けている。胸が熱くなった。藤助の技量なら簡単に受けられる筈、藤助は御屋形様として死のうとしている。


「御逃げくだされ！」


「逃げぬ！　此処で戦う！」


また斬り込んできた！　跳ね上げて脇を抜き斬った。


悲鳴が上がった！　藤助が蹲っている。


「御屋形様！」


敵が斬り掛かってきた。敢えて受けた！　左腕に痛みが走る。それを堪えて太刀を振り下ろした！　敵が絶叫を上げて倒れた。


「御屋形様！」


敵が藤助の首筋に太刀を振り下ろした！　血飛沫が飛んだ！　良くやってくれた、藤助！　その死は決して無駄にはせぬぞ。〝おのれ！　許さぬぞ！〟と叫びながら敵に走り寄った……。
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ドサッという音を立てて村雲の忍びが倒れた。死体を片付けるために配下の者が四人動いた。きびきびと動く、手間取っては新たな村雲の忍びが来る。不意打ちは出来ぬ。死体を草叢くさむらに隠すと自分達も隠れた。


「これで十人目でございます」


「そうだな」


「他愛のうございますな。皆後ろは気にしておりますが前には注意を払っておりませぬ」


「油断するな」


注意すると徳山角助が幾分不満そうな顔を見せた。これだからこの男には大事は任せられぬのだ。技は達者だが心が未熟だ。少しは自覚すれば良い忍びになるのだが……。


死体を片付けて暫くするとまた一人、男が走って来た。矢が降り注ぐ、横っ飛びに身を投げ出して矢を躱した。そのまま立とうとしない、身を伏せたまま周囲を窺っている。出来る！　かなりの腕前だ。矢を躱したのはまぐれではなかろう。


「何者じゃ、八門か」


息は切れていなかった、声にも落ち着きが有る。手強い相手だと思った。この男を斃すのは容易ではあるまい。


「八門ではない、伊賀衆じゃ」


声を掛けてから立ち上がった。角助も立ち上がった。他の伊賀衆は潜んでいる。男の方へと歩いた。


「立ち上がっては如何じゃ、村雲党。此処は伊賀衆が固めておる。逃げ切れぬぞ」


少しして男が立ち上がった。逃げ切れないと悟ったのだろう。実際逃げ切るのは不可能だ。この場には伊賀衆五十人が潜んでいる。運よく此処を突破しても更にこの先で百地丹波、藤林長門守が結界を張っているのだ。五間ほどの距離まで近付いた。


「近江少将様の御命は我等村雲党が殺った」


「左様か」


「朽木家はもう終わりじゃ。伊賀衆も身の振り方を考えては如何じゃ」


やるのう、突破は無理と見て結界を解かせようと考えたか。


「我らが此処に居るのは八門からの依頼を受けての事じゃ。ここを通る村雲党を一人残らず殺してくれとな」


「……」


「汝ら誘い出されたのよ。真、近江少将様を殺したのかな？」


男は押し黙っている。表情は変わらぬが内心では疑念が出ていよう。


〝半蔵様〟と角助が声を掛けてきた。分かっている。新たに人が来た。五人居る、村雲党か、八門か。


「漸く追いついたかい。歳を取ると足が遅うなっていかんわ」


声には安堵の色が有った。


「八門の方々か？」


「如何にも、伊賀衆の方々かな？」


声を出しているのは老人だった。五十は超えていよう。村雲党から五間ほどの距離まで近付いて止まった。


「某は千賀地半蔵、黒野重蔵殿の依頼によりこの地を封鎖しておる」


老人が破顔したのが分かった。


「上忍様御自らとは忝かたじけのうござる。某は一の組を預かる小酒井秀介、主重蔵に代わり御礼申し上げる」


組頭か、となると年はとっているがかなりの腕利きだろう。小酒井秀介が視線を村雲党に向けた。


「汝は何者じゃい。名乗らんか」


「龍野善太郎だ」


嘆声が上がった。この男が龍野善太郎か。村雲党でも腕利きと評判の男だが……。


「なるほどのう、汝が龍野善太郎か」


「近江少将様の御命は村雲党が殺った」


善太郎の言葉に秀介がケタケタと笑い出した。秀介だけではない、他の四人の八門も笑っている。


「あれは御屋形様の影じゃ。狭間藤助と言ってのう、我らが仲間よ」


「……無様に死んだぞ、忍びとは思えぬ」


隣で角助が身動ぎするのが分かった。この未熟者が！　また秀介がケタケタと笑った。


「御屋形様の影になった以上、御屋形様として死ぬのが影の役目よ。忍びとしての本性を現すなど未熟というものであろう」


「……」


善太郎の表情が強張っている。疑念が強まったらしい。


「騙されたのう、善太郎。藤助はようやったわ、御屋形様になり切った。この勝負、藤助の勝ちよ」


秀介の声には揶揄が有った。善太郎の心を揺さぶろうとしている。


「……重蔵も負傷した」


絞り出すような善太郎の声だった。自分達が嵌められた事を何とか否定したがっている。


「汝等を騙す為にな。汝等御屋形様を殺したと微塵も疑わなかったであろう。夢中で逃げた。後ろから容易く殺せたぞ」


善太郎の身体が強張っているのが分かった。


「千賀地様、何人殺しましたか？　善太郎に教えてやってくだされ」


善太郎が此方を見た。


「十人じゃ、汝だけだ、我等の攻撃を躱したのはな」


「……」


「フフフフフフ、儂等はここに来るまでに七人殺した。分かったであろう、善太郎。任務を果たしたとなれば気が緩む。その任務が大きければ大きい程気の緩みも大きい。そこを突いたのよ」


「……己……」


秀介がまた笑った。


「皆満足して死んでいったわ。御屋形様を殺したと信じておった。だからの、早うあの世に行って皆に真実を教えてやれ。それが汝の役目よ。皆、悔しがるであろうな。今の汝の様に」


「……我らを嬲なぶるか！」


秀介が声を上げて笑った。


「嬲る？　温いと言っておるのよ。我等は八門。四方に在りて四隅を守る者。甘く見るでないわ」


善太郎の顔が歪んでいる。自分達が嵌められたと確信したらしい。


「さて、疲れもとれたわ。そろそろ参ろうかい。狭間藤助の仇、取らせてもらう」


秀介が刀を抜くと善太郎に向かって歩き出した。


「爺、俺に勝てると思うのか！」


「石川三左衛門は儂が殺した。他愛無くな。今度は楽しませてくれよ、善太郎」


ほう、石川三左衛門を斃したか。秀介の腕前は相当な物だ。


善太郎が刀を抜いて走り出した。秀介も走る。交錯した。〝死ね！〟、〝フン！〟と言う声と共に刀を振るった。刃のぶつかる音がして二人が離れた。二間に足りない距離で見合っている。


「やるのう、善太郎。良く躱した」


秀介が善太郎を讃えた。善太郎は左手で首筋を押さえている。首を刎はねられるのは躱したが傷は負ったか……。〝半蔵様〟と角助が問い掛けてきたが無視した。


善太郎が刀を肩に背負う様に構えた。左手は首筋を押さえたままだ。思ったよりも傷は深いのかもしれぬ。或いは血の脈を傷つけたか。出血を恐れている。秀介がジリッと前に出た、善太郎が下がった。明らかに圧されている。左手が使えない事で不安が有るのだろう。秀介がまた一歩前に出た。それと同時に善太郎が前に踏み込んできた！ 


秀介が刀を振るった。善太郎がそれを躱しつつ秀介の後ろに廻ろうとする。その善太郎の膝の裏を秀介が後ろ足で蹴った！　善太郎が膝を着く！　秀介が善太郎の後ろを取った！　そして善太郎の首の後ろから刀を突き刺した。喉から刃が出ている。善太郎の右手から刀が落ちた。身体が痙攣している。秀介が刀を引き抜くと激しい出血と共にドサリと音を立てて善太郎の身体が地に落ちた。


「御見事」


讃えると秀介が軽く一礼してきた。


「後片付けは我らが致そう。戻っては如何かな？　走ってここまで来たのであろう。討ち漏らした村雲党が居るやもしれぬ」


秀介は少しの間考えていたが〝御願い致しまする〟と言うと配下の者を従えて戻って行った。


四人の伊賀衆が現れて善太郎の死体を片付けようとする。それを押し止めて善太郎の死体を確認した。


「如何なされました？」


角助が不思議そうな表情で問い掛けてきた。


「見よ、右足の甲、右膝の裏に傷が有る」


角助が〝確かに〟と呟いた。右足の甲の傷は酷い。かなりの痛みが有っただろう。


「草鞋に爪を仕込んだようじゃ」


「爪でございますか？」


角助が訝しげな表情をしている。


「小さい刃じゃ。猫の爪のようなものよ。平素は歩く時、走る時にしっかりと地を踏み締める事が出来る。戦う時は武器としても使える」


「……」


「最初の仕掛けで秀介は踏み込んで刀を振るった。その時に善太郎の足を踏んだのだ。爪は肉に食い込んだ。善太郎はなんとか逃れたがこの有様よ」


踏まれたまま足を引き戻そうとしたのだろう。傷は縦に長く付いている。かなりの痛みだった筈だ。首の傷も不安だっただろうが足の傷の痛みも不安だっただろう。これでは思い切って踏み込む事は難しかったに違いない。


「手強いのう」


角助がまた訝しげな表情をした。全く頼り無い事よ。死体を置いていけば我らが必ず傷を確認すると思った筈。そして傷から戦い方を知ろうとすると。普通なら死体を運び我らと離れた所で始末する。だがそれをせぬ……。味方だからというわけでは有るまい。この程度で八門を計れたと思うなと言っているのであろう。手強いわ。


「死体を片付けよ、持ち場に戻れ」


善太郎の死体が片付けられた。そして伊賀衆が隠れた。我らも隠れた。あとどれくらい村雲党がやって来るのかは分からぬ。だが此処を通ろうとした村雲党は一人残らず殺さねばならん。それが出来て伊賀衆は近江少将様の御信任を得る事になる。伊賀は八門に後れを取る事は許されぬのだ。







    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  






あとがき






お久しぶりです、イスラーフィールです。


この度、「淡海乃海 水面が揺れる時～三英傑に嫌われた不運な男、朽木基綱の逆襲～六」を御手にとって頂き有難うございます。






私事では有りますが今年の四月に父が亡くなりました。昨年の十二月に入院し四カ月間の入院生活の後の死でした。父が入院する直前に「淡海乃海 水面が揺れる時～三英傑に嫌われた不運な男、朽木基綱の逆襲～四」が発売されたのですが父は本を手に取ってもう思い残す事は無いと母に言ったそうです。自分は父が良くＡｍａｚｏｎで売れ筋ランキングをチェックして一喜一憂しているのは知っていましたがその『思い残す事は無い』という言葉を父が言った事は知りませんでした。父の容体がかなり悪くなってから母に教えて貰ったのですが何も言えなかった。


自分は親に心配ばかりかけて親孝行らしい事は何もしていなかったので最後に親孝行らしい事が出来たのかなと思っています。それも小説家になろうの頃から皆様の暖かい応援が有ったから、ＴＯブックス様より出版しては如何かとお誘いが有ったからだと思います。本当に心から感謝しております。有難うございました。


第六巻では本願寺をようやく攻略するものの関東管領上杉輝虎の病気と基綱にとっては厳しい出来事が発生します。上杉が混乱すれば北陸が混乱します。それを防ぐために基綱は苦しい選択をする事になる。戦国大名として家を守るために心を鬼にする事になるのです。乱世で生きる、より高見を目指すという事がどれ程難しいかを感じて頂ければと思います。そして六巻では黒野重蔵が隠居します。忍びの世界の厳しさ、容赦無さも同様に感じて頂ければと思っています。


今回もイラストを担当して下さったのは碧風羽様です。素敵なイラスト、本当に有難うございました。そしてＴＯブックスの皆様、色々と御配慮有難うございました。編集担当の新城様、今回も大変お世話になりました。皆様のおかげで無事にこの本を出版する事が出来ました。心から御礼を申し上げます。


最後にこの本を手に取って読んで下さった方に心から感謝を。


第七巻でまたお会い出来る事を楽しみにしています。






二〇一九年七月　イスラーフィール



            





    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




電子版特典SS

	
新たな天下







元亀三年（一五七五年）　一月下旬　　　近江国蒲生郡八幡町　　八幡城　　蔵田益秋






「随分と人が集まっておりますな」


そう言うと荒浜屋宗九郎が〝ホウッ〟と息を吐いた。改めて周囲を見渡す。八幡城の大広間には大勢の人が集まっていた。武士ではない、商人だ。四十人程も居るだろうか？　数人ずつ、多い所では五人程が集まって話をしている。不安そうにしている者も居れば興奮している者も居る。本当にここは城なのか？　どこかの会所なのではないかと思ってしまいそうだ。






「全国から商人を呼んだと聞きましたが本当の様です」


自分で言っていても何処かで信じかねている自分が居る。本当に呼んだのか？　それだけの力が朽木家に有るのかと。いや、そうではあるまい。この中には各地の大名から朽木の様子を探る様にと言われた商人も居る筈だ。そう、上杉家の命を受けた私の様に……。






「越後屋さん」


声を掛けてきたのは敦賀に拠点を置く組屋源四郎だった。その後ろには古関利兵衛、田中宗徳の姿も有った。三人とも朽木家に深く食い込んでいる。表情が明るい、朽木家の勢威の大きさを喜んでいるのだろう。


「久し振りでございますな、お変わり無いようで」


「有難うございます、そちら様も変わりがないようで」


三人がチラッと宗九郎を見た。紹介してくれという事らしい。






「組屋さん、古関さん、田中さん、こちらは越後柏崎の荒浜屋さんです。荒浜屋さん、この方々は敦賀の組屋さん、古関さん、田中さんです。近江少将様とは昵懇の方々ですよ」


宗九郎の表情が微かに赤味を増した。組屋、古関、田中と言えば朽木家の御用商人として有名な男達だ。興奮しているらしい。






「御噂はかねがね伺っております。荒浜屋宗九郎にございます、以後お見知りおきを」


「組屋源四郎でございます。こちらこそお見知りおきを」


「古関利兵衛でございます。以後は良しなに願いまする」


「田中宗徳でございます。こちらこそ良しなに」


宗九郎が挨拶をすると三人も丁寧に挨拶を返した。






「随分と人が多いようですが」


訊ねると宗徳が頷いた。


「そうですなあ、畿内や奥州だけでなく山陽、山陰、九州からも来ております」


「ほう、九州からも」


「はい。博多や平戸などの北九州だけではありませぬよ。薩摩の坊津からも来ているようです」


薩摩の坊津からも人が来ている……。思わず宗九郎と顔を見合わせた。宗九郎の顔にも驚きが有った。






朽木家は畿内から北陸にかけて領地を持っている。同盟者である上杉家、織田家はそれぞれ北陸から関東、東海に影響力を持つ。東側の商人が集まるのは理解出来る。だが薩摩の坊津？　この日本の南端ではないか。訝しんでいると源四郎がホホホと笑った。






「少将様は明や琉球、南蛮とも交易をしておられますからな。西国の者達も少将様の誘いを無視出来ぬようです」


源四郎が得意げに言った。なるほどと思った。明、琉球、南蛮か。朽木家は蝦夷地とも交易をしている。治める領地以上にその影響力は大きいのだと思った。御実城様はその辺りを理解しておられるのだろうか？　利には敏い御方ゆえ気付いていないとは思えぬが念を入れた方が良いだろう。






「あそこに居る背の高い三十前後の人がそうです。名前は鳥原宗安、薩摩の人では有りますが言葉は通じますよ。琉球との交易で大分儲けているようです。もっとも以前に比べると島津の締め付けが厳しくなっているとか。ぼやいておりましたな」






言葉が通じるという事は既に話したのだろう。なかなか素早いと思った。源四郎の視線の先には確かに背の高い男が居た。表情は分からないが日焼けしているようだ。頻りに隣に居る太った男に話している。如何にも南国の男という感じがした。ふむ、島津の締め付けが厳しくなっているという事は島津の勢威がそれだけ強くなっているという事だろう。九州といえば大友だが南では島津が勢威を強めているという事か……。






「宜しければ後程御引き合わせ致しましょう」


利兵衛の言葉に宗九郎と共に礼を言うと利兵衛が〝いやいや〟と言って首を横に振った。


「向こうは北の産物を欲しがっているのですよ。此処に来たのもそれが狙いの様ですな」


「昆布は儲かりますからなあ」


宗徳が笑うと源四郎、利兵衛も笑った。なるほど、昆布か。それなら我等も扱う事が出来る。上手く行けば鳥原を通して琉球、明の産物の入手も容易になるかもしれない。






「ところで少将様が今回我等を集められた理由を御存知でございますか？　頂いた文には今後の日ノ本の商売に関わる事を相談したいと記してありましたが……」


宗九郎が問うと源四郎が〝さあ〟と小首を傾げた。御用商人なら知っているかと思ったが知らぬらしい。






「何の御話かは知りませぬが此処に来た事を後悔する事は無いと思いますよ。あのお方は御武家様には惜しい御方でございますからな」


「惜しい？」


問い返すと源四郎が頷いた。


「左様、商家に生まれていれば一代で財を成した事でしょう。そうでしょう？　古関さん、田中さん」


源四郎が問うと二人が笑いながら〝そうですなあ〟、〝真に〟と頷いた。なるほど、朽木家が裕福なわけよ。






若い侍が大広間に入って来た。おそらくは小姓だろう。


「間もなく左少将様がお見えになる。座って待たれよ」


何処に座るか？　皆が戸惑いながら座ると十人程の侍が現れた。皆が両脇に着座する中で一人だけ上段の間に向かう。足取りが早い！　サッ、サッと袴の磨れる音がする。近江少将様か、慌てて平伏した。






「面を上げてくれ」


良く通る声だ。顔を上げると上座に若い侍が居た。何処と言って特徴の無い顔をしている。着ている素襖も薄い青色で派手な所は無かった。


「朽木左近衛権少将基綱である」


改めて頭を下げた。






「良く俺の誘いに応じてくれた。礼を言う。遠方から来ている者も居るな、大変だっただろう。この通りだ」


ざわめきが起きた。近江少将様が頭を下げられている。家臣達から〝御屋形様！〟と咎める声が上がったが少将様は気にも留めなかった。商人に頭を下げる事に抵抗は無いらしい。変わった御方だとは聞いていたが噂以上だ。






「今日集まって貰ったのは皆に相談したい事が有ったからだ。先ずは俺の話を聞いてほしい」


はて、一体何を……。


「知っている者も多いと思うが俺は領内の関を廃した。そして街道を整備した。税を安くし特産物を作らせ蝦夷地、明、南蛮、琉球とも交易をしている。その御蔭で領内には商人が集まり物が集まる様になった。朽木領内は豊かになったのだ、目出度い事だな」






彼方此方から笑い声が起きた。羨ましい事だ。越後は金山が有り越後上布という産物も有る。海に面し交易も盛んだ。豊かな国では有るが関も有れば街道も整備されていない。国内での物の流れは決して活発ではない。湊町や城下町に人と物が集まるだけだ……。






「だが困った事が起きた。それは銭だ。物が集まるのだ、取引も大きくなる。つまり扱う銭の額も大きくなるという事なのだがこれが面倒なのだ。大量の銅銭を使って取引を行う、面倒だし煩雑なだけだ。皆も同じ様な思いをしているだろう」


素直に頷けた。銅銭の煩雑さにはウンザリしている。甕や箱に銭を入れて運ぶなど面倒で仕方が無い。






「これを何とか解消したい。銭の煩雑さを解消出来れば取引は今まで以上に活発に大きくなる筈だ。そうではないか？」


〝確かにその通りにございます〟、〝左様でございますな〟と彼方此方で同意する声が上がった。


「少将様の御話は良く分かります。我等も銭の問題が解消されればこれほど有り難い事はございませぬ。しかし如何なされます？」


声を発したのは五十は越えているだろうと見える男だった。血色が良く肥えている。何処からか〝天王寺屋さん〟という声が聞こえた。あれが堺の津田宗及か。






「銅銭に代わる新しい銭を造ろうと思っている」


新しい銭？　彼方此方で声が上がった。皆が顔を見合わせている。笑い声が聞こえた。少将様だ、少将様が膝を叩いて笑っている。家臣の一人が〝御屋形様〟と少将様を嗜めた。少将様が〝平九郎、そう目くじらを立てるな〟と仰られた。平九郎と呼ばれた家臣が溜息を吐いている。それを見て少将様がまたお笑いになられた。






「済まぬな、皆。驚かせたようだ。残念だが今の朽木には新しい銭を造る力はない。造ったとしてもそれが天下に受け入れられるとも思えぬ。無駄だな。いずれは造る事になるやもしれぬが今は無理だ。となれば別な手段を取らねばならぬ」


なるほど、いやなるほどではない！　この御方はいずれは造る事になるやもしれぬと申された。それは何時だ？　話の内容からすれば銭を造る力を持った時、そして造った銭が天下に受け入れられる時という事になる。それは……。






「朽木には銭を造る力が無い、ならば今有る別な何かを銭の代わりにすれば良い」


「別な何かでございますか」


今度は源四郎だった。少将様が〝そうだ〟と言って頷かれた。


「銭だとて物を売り買いするための道具でしかない。ならば銭以外の何かを銭の代わりにすれば良かろう。違うか？」


なるほど、道理では有る。彼方此方で頷く姿が有った。






少将様が〝平九郎〟と声を掛けると先程の武士が〝はっ〟と畏まった。


「朽木家御倉奉行を務める荒川平九郎である。御屋形様は金と銀を銭として使おうと御考えになられている。即ち、金十両を銅銭二十貫、銀十両を銅銭二貫と等価とする。さすれば取引の煩雑さから解放されよう」


シンとした。皆が顔を見合わせている。少将様がクスッと御笑いになられた。






「当初は金十両を銅銭十五貫、銀十両を銅銭二貫と考えたのだがな。それでは少し銀が高いと思ったので金十両を銅銭二十貫、銀十両を銅銭二貫とした。皆は如何思うか？」


金十両を銅銭二十貫、銀十両を銅銭二貫という事は金十両は銀百両か。ふむ、それほどおかしな話では無いと思うが……。






「御話の趣は分かりました。金十両を銅銭二十貫、銀十両を銅銭二貫。不満はございませぬ。ですがこれは私共だけの取り決めでございましょうか？　それでは余り意味がございませぬが」


少将様に問い掛けたのは五十前後の痩身の男だった。


「その方の名は？」


「失礼致しました。私は尾張の伊藤惣十郎にございまする」


〝ほう、尾張の〟と少将様が呟かれた。表情に笑みが有る。惣十郎の問いを御不快には感じておられぬらしい。気性が激しいと聞くが話し易い御方なのかもしれぬ。






「惣十郎の疑念はもっともだ。皆も感じているだろう。この取り決めは我等だけの私的なものにするつもりは無い。ここで合意した事を朝廷から公表して貰う。そういう形で公の取り決めとする」


ざわめきが起きた。朝廷？　幕府ではなく？……どうやら少将様と幕府の間柄は私が思っているよりも険悪らしい。






「まあ朝廷というのは先例重視だからな、少し時間がかかるかもしれぬ。……それで、他の者は異存がないのか？」


少将様が我らを見ている。


「詰まらぬ遠慮は無用ぞ。思った事は何でも言え」


皆が顔を見合わせたが特に意見は出なかった。銅銭が煩雑なのは事実なのだ。そして金、銀を使う様になればその煩雑さが解消されるのも間違いない。皆から意見が出ない事を確認すると少将様が一つ頷かれた。






「では金十両を銅銭二十貫、銀十両を銅銭二貫と等価とする。そのように全国の商人達と取り決めたと関白殿下にお伝えする」


ざわついている。少将様と関白殿下か……。御二人とも公方様との関係は決して良好とは言えない。だからこそ二人は協力し合う事で互いの立場を強化しているという事だな。それは幕府、公方様を無視、つまり幕府、公方様の権威の低下という形になって現れるという事か。






公方様が少将様を不快に思うわけよ。少将様は朝廷の権威を重視し朝廷は少将様の実力を重視する。では幕府は？　幕府は実力において少将様に劣り権威において朝廷に劣る。少将様も朝廷も幕府を必要としないのだ。となれば幕府は存在する意味が無い、形だけの物となろう。越後に戻ったらその辺りも御実城様に報告せねばならぬ。






「これで取引の煩雑さから解放されるだろう。物も今まで以上に動き易くなる。良い事尽くめの様に見えるな、だが問題も有る」


「……」


「この国では金と銀の比率は一対十になる。だが南蛮では金と銀の比率は一対十五になるそうだ」


一対十五！　彼方此方でざわめきが起きている。南蛮では金の価値が高いのだ、或いは銀が安いと見るべきか。






「つまりこの国では金が安いという事になる。いずれは国内から金が南蛮に流出する事態が発生するだろう」


またざわめきが起きた。


「比率を南蛮に合わせては如何でございます」


利兵衛が提案すると少将様が首を横に振られた。


「それをやれば銀が明に流出する。明の金銀の比率は大凡一対十だ。明の商人、南蛮人は明で金を買い、その金を使って日本で銀を買うだろう。まあ日本に金が入るのは悪くないのだが銀を安く買い叩かれている状況が発生するな」


彼方此方で呻き声が起きた。






「それを防ぐ手段は？」


津田宗及が問うと少将様が〝ふむ〟と鼻を鳴らされた。


「金銀の交換を禁止する事だな。あとは天下を統一し天下を治める事だ」


シンとした。息を凝らして少将様を見ていた。天下？　慌てて周囲を見た。皆が目を凝らして少将様を見ている。間違いない、この御方は今天下を統一する、天下を治めると言ったのだ！






「誰かが天下を統一する。そして金銀を統括し国外へ不当に流出する事態を防ぐ、それしかない」


呻き声が起きた。


「これまでは国の内なかが乱れていた。だから誰も金銀の事など考えなかった。だがそれでは駄目なのだ。時代が変わった。今は遠く南蛮からも船が来る時代だ。つまり物が遠くまで動く、銭も遠くまで動く時代になった。そして共通の銭として金、銀が使われるようになった。それを理解出来る者が天下を治めなければこの国の富が不当に海外に流れ出るだろう。国内で争っているような状況ではなくなったのだ」


また呻き声が聞こえた。






「戦乱の世を終わらせ新しい国の仕組みを作る必要が有る。武家や公家だけではない、商人、民の事も考えて新しい国の仕組みを作らなければならぬ。そういう時代なのだ。金銀の交換比率を定めたのはその第一歩だ」


三度呻き声が起きた。






違うと思った。これまで幾人もの大名に会った、公家にも会った。だがこの御方は全く違うと思った。変わっているのではない、違うのだ。この御方は我等とは別な物を見ている。国を獲るのも勢力を伸ばすためではない、天下を統一するためだ。この御方は足利の世を終わらせ新しい世の中を創ろうとしている。






朽木家の家臣を見た。頷く姿が幾つも有る。これは少将様だけの御考えではないのだ。朽木家の重臣達も同じ考えを持っている。天下統一、新しい国造りは朽木家の意志なのだと思った。


この御方が天下を獲った時、世の中は変わるだろう。……見てみたいと強烈に思った。きっと自分はその新しい天下で思う存分商売を楽しんでいるに違いない。越後の商人ではなく日本の商人として海外に出ているかもしれぬ。もう一度思った、見てみたいと……。
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